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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第１４９回半期総大会報告

１９７９年 １０月 ６日， ７ 日の両 日，ユ タ 州 ソ ル トレ ー ク ・シテ ィ ー ，テ ン

ブル ス ク エ ア の タ バ ナ ク ル に お い て 催 さ れ た 大会 の 説 教 と そ の 模 様

近 年 ，総 大会 は ，聖典 や 教 え， この地 上 に

おけ る神 の王 国の 教会 政体 に重 大 な影響 を及

ぼす 発表 が繰 り返 され，忘 れ られ ぬ もの とな

って きた。

今 回の １０月大会 もこ の値 向 に準 じ， Ｎ ・エ

ル ドン ・タナ ー副 管長 は土曜 日の午後 の部 会

で幾 つか の重 要 な発 表 を した。 （ｐ．２４参照 ）

タナー 副管 長 は次 の よ うに述べ てい る。 「ス

テー キ部 祝福 師 の急 激 な増加 に よ り， 全世 界

で祝 福 師の務 め が十 分 に行 な える よ うに な っ

て きま した。 そ こで， エ ル ドレ ッ ド ・Ｇ ・ス

ミス長 老 を名誉祝 福 師 に任 命致 します。 これ

に よって ス ミス長老 は， 教 会の 大祝福 師 の職

につけ るす べ ての義 務 と責 任か ら解 かれ るこ

とに な ります 。」

名誉祝 福 師 の発表 に続 いて， タナ ー副 管長

は こ う述べ ている。「また，中央 日曜学校 会長

会 の ラ ッセル ・Ｍ ・ネル ソ ン， ウィ リアム ・

Ｄ ・オ ズワル ド， Ｊ ・ヒユー ・ベ アー ド， お

よび 中央若 い男性 会長 会 のニー ル ・Ｄ ・シェ

イ ラー， グラハ ム ・Ｗ ・ドク シー， ク イン ・

Ｇ ・マ ッケ イ を感 謝 の解任 を します。 後 ほ ど

提 示致 し ます が， 七十 人第一定 員 会 の会員 が

日曜 学校 お よび若 い男性 の新 しい会長 会 を構

成す るよ うにな ります。」

この よ うに して，新 し く中央 日曜学 校会 長

会 の会長 に ヒュー ・Ｗ ・ピ ノッ ク長老 ，副 会

長 に ロナル ド ・Ｅ ・ポー ルマ ン長 老 とジャ ッ

ク ・Ｈ ・ゴー ス リン ド ・ジュニ ア長 老が 支持

された 。若 い男性 の会長 会 には， 会長 にロバ

ー ト・Ｗ ・バ ックマ ン長 老， 副 会長 に ボー ン・

Ｊ ・フ ェザ ー ス トー ン長 老 とレ ッ クス ・Ｄ ・

ビネガー長 老 が支持 され た。

スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル大管 長 は， わ

ずか １ カ月前 に頭 部 の手 術 を終 えたばか りだ

とい うのに， 全部 会 を管 理 した。 キ ンボー ル

大管 長 が元 気 に姿 を現 わ された こ とに よって，

参加 者 の霊性 は ます ます 高め られ た。 また，

司 会 はＮ ・エ ル ドン ・タナ ー第一 副管 長 とマ

リオ ン ・Ｇ ・ロム ニー 第二 副管長 が行 な った。

教 会幹 部 は， ジー ン ・Ｒ ・クッ ク長 老 とＦ ・

エ ンツ ィオ ・ブ ッ シェ長 老 を除 い て全員が 出

席 した。 ふ た り共 ，病 気 は快 方 に向 か ってい

る。

大会 の模 様 は， 合衆 国 とカナ ダの １５２カ所

の テ レビ局， その ほか テ レ ビ衛星 中継 を通 じ

て １３局，有 線 テ レビ 中継 を通 じて７７７局，有 線

テ レビお よび ビデ オ テー プに よ って ７局 で放

送 された 。 さ らに，合 衆 国内６３局， ラテ ン ・

ア メ リカ７１局 （スペ イン語 とポル トガル語 ），ス

ペ イ ン １局，オー ス トラ リア６３局 で ラジオ放 送

が行 な われ た。合 衆 国 とヵナ ダでは電 話 回線

で５３５カ所 に，また福 祉 部会 は 同 じ電話 回線で

９０７カ所 に， そ して ヨー ロ ッパ には ビデ オテ

ー プ で放 送 され た
。神権 部会 は合 衆 国， カナ

ダ， プエ ル トリコ， オー ス トラ リア， ニ ュー

ジー ラ ン ド， フ ィ リピン，韓：国 な ど， １６８８カ

所 に放 送 され た。 その ほか， ５、つの部 会 が衛

星 中継 され， さ らに 「地上 の受信 装 置」 を実

験 的 に用 いて それ を合 衆 国の ９カ所 の放 送局

に送 る試 み もな され た。

また，一 般 大会 とは別 に，１０月 ５日 （金 ）

教 会本 部 ビル で地 区代 表 セ ミナ ー が催 され た。

（ｐ．１５１参照 ）
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１９ア９年 １０月 ６日 （土） 午前の部 における説教

私たち に今必要なのは，聴 く耳 を持つ ことである

大管 長 は， 安息 日を 聖 く守る こと，熱 心 に祈 る こ と， 個 人の 日記を つ ける こ

と， 純潔 を 尊 び， 知恵 の 言葉 を守 る こ とを 勧告 す る

大管 長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

全 世界の愛する兄弟姉妹の皆さん・今軌
病 気 で欠席 されて い るジー ン ・Ｒ ・ク ッ

ク長 老 とＦ ・エ ンツ ィオ ・ブ ッシェ長 老に ま

ず挨拶 を送 りた い。 また この 末 日聖 徒イエ ス ・

キ リス ト教 会 の世 界大 会 を開催 す るに 当た り，

深 い愛 と感 謝 の気持 ち を皆 さ んに お伝 え した

い と思 う。

先 の ４月大会 の後 ， この ６カ 月間 に， 個 人

的 に も教会 で も，非 常 に 多 くの こ とが起 こっ

た。 私は ２度 入院 したが ， この よ うに元 気 な

姿 で，再 び き ょう皆 さん とお会 い で き心 か ら

感謝 して い る。 私 のため に 大勢 の方 々が 祈 り

を捧 げて下 さ り厚 くお礼 を申 し上 げ る。 また

天 父は その祈 りに 答 えて下 さ り， あふ れん ば

か りの豊か な祝 福 を与 えて下 さ った こ とに心

か ら感謝 して い る。

兄弟姉妹 の皆 さん，私 は再 び ここで， 主が

シナ イ山でモー セ に与 え られ た ４番 目の戒 め

に注意 を喚 起 したい と思 う。「安 息 日を覚 えて，

これ を聖 とせ よ。」 （出エ ジプ ト２０：８）家庭

で家 族の 方々が この戒め を厳格 に守 るよ うに

してい ただ きたい 。不必 要 な労働 を しな い よ

うに しよ うで は ないか 。安 息 日は， 猟 に行 っ

た り， 魚釣 りを した り， 泳 い だ り， ピ クニ ッ

クに行 って ボー トに乗 っ た り， その ほか いか

な る スポー ツ に も加 わ って は な らない ので あ

る。 末 日聖徒 が 多数 住 ん でい る地 域 に あ って，

も し私 た ち末 日聖徒 が安 ，壱、日に買物 をや め る

な らば， 商 店が 開 け るこ と もな くなっ て くる

で あろ う。 主 は次の ように 命 じられ た。

「汝 なお さ ら充分 に世 の 汚れ に染 ま ざ る様
，

祈 りの家 に行 きて わが聖 日に汝 の聖 式 を捧 ぐ

べ し。 そは 誠に この 聖 日は， 汝命 ぜ られ て働

きを休 み ， い と高 き者 に礼拝 を捧 ぐべ き 日な

れば な り。」 （教義 と聖 約 ５９：９－ １０）

そ して，次 の よ うな輝 や け る約 束 を与 え ら

れ た。
かおかたち

「而 して汝 ら感 謝 と愉快 な る心 と顔容 とを

以て これ を為 さば， …… 多 く笑 いて これ を為

す なか れ， そは 罪悪 なれ ば な り， されば悦 ば
かおかたち

しき心 と愉 快 な る顔容 とを以 て なせ， … … わ

れ誠 に汝 らに告 ぐ， 汝 ら これ を為 さば地 に満

つ るす べ て の ものは 汝 らに 与 え らる べ し。」

（教義 と聖 約 ５９：１５－ １６）

また，樹 木 を植 え１ 菜 園 を造 る よ うに とい

う私 た ちの呼 び掛 け に応 え て下 さ り心 か ら喜

んで い る。確 か に収穫 の 時が 近づ くにつ れて，

主 が私 た ちの努 力に報 いて与 えて下 さ った収

穫 の実 を貯 蔵 し， 備蓄 してお くこ とに，私 た

ち が満 足 を覚 え る時が 来 るで あ ろ う。

同 じ く私 た ちが 数年 前 に勧 告 した通 りに，

家 や垣 根， 納 屋 を補修 し，ペ ンキ を塗 りか え，

職 場 をきれ いに して下 さってい る人々 の働 きに

感謝 して い る。今 後 もこの よ き業 を絶 やす こ

とな く継 続 して行 な って い ただ きた い。

私 は讃 美歌 が好 きだ が，中で も， 「祈 りは魂

の」 （讃 美歌 １７６番 ）の歌 詞 を忘 れ るこ とが で

２



きな い。祈 りは， そ の よ うに 私 た ちが 天 父 と

話 をす る特 権 で あ る。 この時 満 ちた る神権 時

代 の 幕開 け を告 げ る きっかけ とな ったの も，

ひ とつ の， 特 別 な祈 りであ った。 ひ と りの若

者 の 口 を通 して語 られ た祈 りの言 葉 か ら始 ま

っ たの であ る。私 た ちが 声 に出 して祈 る こ と

がで きない場 合 は，心 と思 いに よ って ひそか

に祈 る こ と もよいが， 祈 りが あ ま りしば しば

心 の祈 りに な るこ との ない よ うに して いた だ

きたい。

祈 りを捧 げ る時 に， 家族 と共 に祈 るこ とを

ち ゅ うち ょ しな いで い ただ きた い。特 に，朝

晩の 家族 の祈 り以 外 に も必要 な 時は 家族 を集

め てい ただ きたい。 必要 が 多 くなれ ば， そ れ

だけ祈 りも多 く， 熱心 に しなけ れば な らな い。

幼 い子 供 た ちは，両 親 の祈 りを聞 い て，天

父 に語 る こ とを学 ぶ もの で あ る。子供 た ちは，

皆 さん の祈 りが胸 を打つ 誠実 な もの で あ るこ

とにやが て 気づ くであ ろ う。 しか し， 型 に は

まった祈 りを そそ くさ と捧 げれ ば，子 供 た ち

は その こ と も感 じるで あ ろ う。

これ は非常 に難 しい こ とだが， 個 人的 な ひ

そか な祈 りで ない場 合， 祈 りは， 祈 りを聞 い

て い る人が どう思 うか と考 え るの では な く，

柔和 な 気持 ち で正 直 に神 と心 を交 わす よ うに

心掛 け た方 が よい と思 う。祈 りを聞 い てい る

人が ， 「アー メン」と言 っ たな らば，そ れは 彼

らが 賛 成 して い るこ と， 承認 して い るこ との

証拠 で あ る。言 うまで もな く，祈 りの状 況 も

考 慮す る必要 が あ る。 これ が， 公 の祈 り， あ

るいは家 族 の祈 りだけ ではす ま されな いゆ え

んであ る６

時間や 秘 密 を守 る こ とな どに心 を煩 わす 必

要 の ない個 人 の祈 りは， 何 か特 別 な こ とを祈

る最 も よい機会 で あ る。 も し もこの特別 な個

人の祈 りの 中 で，主 か ら離 れ る よ うなこ とが

あれば， それ は，幾 つ か の祝 福 が私 たちか ら

差 し控 え られ る こ とを意味 してい る。結 局，

祈 る時， 私 た ちは全 知 全能 の御 父 の前 に請 い

願 う者 とな らな け れ ば な ら な い の で あ る。

それ な らば ， なぜ 私 た ち は， 自分 が 困っ てい

る時，祝 福 を必 要 として い る時 に， 自分の思

いや 感情 を抑 えて主 に祈 るこ とをため らうの
ひんばん

だ ろ うか。 私 た ち末 日聖 徒 は， 頻繁 に祈 りが

で きる よ うに な りた い もの で あ る。

た とえ祈 りの終 わ りに時 間 を とって祈 りの

答 えに耳 を傾 け た として も，また救い主 が祈 ら

れ た よ うに， 「しか し，わ た しの 思 いで はな く，

み こ こ ろが 成 る ように して くだ さい」 （ル カ２２

：４２） と常 に祈 った として も，私 たちに とっ

て 支障 とな る もの は何 もない はず であ る。

私 はベ ン ジャ ミン ・フ ラ ン ク リンが述べ た

珠玉 の 言葉 を大切 に して い る。「働 く時 は１００

年 間生 きるつ も りで働 きな さい。祈 る時 は明

日死ぬ つ も りで祈 りな さい。」 （ジ ョン ・バ ー

トレット編，１勉珈 磁 γＱπ０如如 ηＳ「引用 集」ｐ．

４２２）

そ して， 一 日の 初め と同 じよ うに，一 日が

終 わ る時 に も， 祈 りを忘 れな い よ うに しよう

では な いか 。 ジ ョー ジ ・ハ ーバ ー トは次 の よ

うに述 べ て い る。 「就 寝時 に祈 らない 人は，２

晩 を １日 と して い る人で あ る。」 （同上 ｐ．３２３）

私 は祈 りに対 して， また祈 りに伴 う力 と祝

福 に関 して， いつ も敏 感 で あ るよ うに努 めて

きた。 これ まで の生涯 を振 り返 ってみ て も，

感謝 の言 葉が 足 りないほ どであ る。受 け た祝

福 は 非常 に 多 く， 主 は これ まで私 をや さ し く

導 いて下 さった 。 そ して病 気 の時 も健康 な時

も，数 多 くの経験 を通 じて， 神が 天に ましま

す こ と， そ の神 は私 た ちの御 父 であ り， 私 た

ちの祈 りを聞 き， 答 えて下 さ．る とい うこ とを，

一 点 の疑 い もな く私 の心 と思 い に植 え付 け て

下 さっ たの であ る。

ここ で も う一 度，私 が病 気 中 に大勢 の方 々

が私 の ため に祈 りを捧 げて下 さった こ とに対

して， この 席 を借 り， 心 か らの感 謝 を述べ た

い と思 う。皆 さんが捧 げて下 さった祈 りは，

私 と愛す る妻 の カ ミラに とって， 平安 と慰 め

の源 で あ り， 霊 と肉体 の癒 しで あ った。主 は

皆 さん方 の祈 りを聞 か れ， その結 果， 私 はこ

う して この 大会 に皆 さん と共 に 出席す るこ と

が で きたの であ る。

３



これ まで何度 か， 聖徒 た ちに 日記 をつけ ，

家族 の記録 を編纂す る よ うに勧 め て きた。 再

び こ こでその勧 告 を繰 り返 し てお きたい。 私

たちは 自分が個 人的 に言 っ たこ とや ， 行 な っ

たこ とに対 して， それ ほ どの 関心 も重 要性 も

感 じる必要 が な い と思 って い るの か もしれ な

い。 しか し， 家族 の一 人一 人 を当た って み る

と， いか に大 勢 の 人が 私 た ちの言 動 に深 い関

心 を寄せ て い るか 聞 いて 驚か され る。私 た ち

はだれ で も 自分 の身近 に い る人， 愛す る人々

に とって大切 な人 であ る。 同 じ ように して，

私 た ちの子孫 も私 たちの 経験 を読 む 時， 私 た

ちの こ とを知 って， 愛 を感 じる よ うに な るこ

とだ ろ う。 そ して，栄 光 に満 ちた 日に， 私 た

ち家族 が永遠 に ひ とつ とな る時， す で に互 い

に心 を通 じ合 え る人 とな って い るの で あ る。

昔か ら， 主 は私 た ちが 記録 をつけ る民に な

るよ うに と勧め て こ られた 。 出エ ジプ ト記 の

中 に， 「そ して モー セは 主 の言葉 を， こ とごと

く書 きしる し，…… 」 （出エ ジプ ト２４：４） と

書か れて い る。

さ らに， 「主，モーセ に語 りて言 い たまわ く，

見よ，わ れ この天 とこの地 に就 きて汝 に啓 示

す 。わが語 る ところの 言 を記す べ し。」 （モー

セ ２ ：１）

ニー フ ァイは真鍮 版 を手 に 入れ るため に，

荒 野か らエル サ レム に戻 った 時， 兄 た ちに こ

う言 った。「だか らご らん，… … これ らの 人 た

ちに よって語 られ た 言葉 を子孫 にの こす ため

に，私 た ちが あの 歴 史 を手 に 入れ るの は神 の

み こころにか な うこ とで あ る。」 （１ニ ー フ ァ

イ ３ ：１９）

救 い主 は， 復活 後 この大 陸 を訪 れ た時， ニ

ー ファイの民 に現 在 まで の記 録 を残す よ うに

と命 じて，次 の よ うに言 われ た。 「されば ，汝

らもわが言葉 に心 を留 め てわ れが す でに 汝 ら

に告 げた るこ とを書 き記せ 。 ……

す る とイエ ス は また問 うて 「… … これ に導

き と恵み を与 え しこ とを書か ざるは何 故 か」

と仰せ に なった 。… …

そ して イエ スが この こ と も書 き し る してお

４

け と言 い た も うた の で イ エ ス の 言 葉 の よ う に

記 録 し た 。」 （ＩＩＩニ ー フ ァ イ ２３：４， １１， １３）

ま た 今 日で も， 主 は 予 言 者 ジ ョ セ ブ ・ス ミ

ス に 次 の よ う に 述 べ ら れ た 。 「また お よ そ一 切

の 記 録 を整 頓 して ， 以 て 聖 な る 神 殿 の 文 庫 に
おさ

これ を蔵め ， …… 」 （教 義 と聖 約 １２７：９）

そ こで これか ら も， 私 た ちが行 な う こ と，

述べ る こ と， 考 え るこ とを記録 して い く大切

な務 め を継 続 し， 主 の勧告 に従 って いただ き

たい。 まだ覚 え の書や 個 人の 記録 を書 き始 め

てい ない 人は， き ょ うか ら完 全 な記録 を残 す

よ うに して いた だ きた い。兄 弟姉 妹 の皆 さん，

私 は皆 さんが これ を実 行 に移 してい ただ け る

もの と確信 して い る。 なぜ な ら， これは主 の

戒 め だか らであ る。

私 た ちの 周囲 を見 渡 してみ る と， ア メ リカ

だけ で な く， 洋 の東 西 を問 わず， 家族 を破 壊

せ ん もの と無 数 の勢 力が働 きか けて い る こ と

が よ くわか る。 かつ て ない ほ どに増加 す る離

婚 率， 配 偶者 の不 貞の急 増， 最 も忌 むべ き堕

胎の 罪， これに よって家 族 の絆 は破壊 されつ

つ あ る。 そ れ らは， 言 うな らば 国家 の恥 で あ

り， 非常 に 重大 な 罪で あ る。 また， 利 己的 で

と うて い許 す こ との で き ない産 児制 限 こそ，

家族 を蝕 ん で ゆ くので あ る。

家族 の絆 を強 め る こ とは， 今 全世 界 の末 日

聖徒 に とって差 し迫 った課題 とな って い る。

そ こで私 た ち は今一 度， 最 も大切 な宝物 であ

る純 潔 を尊 ぶ こ どを考 え る必要 が あ る。純 潔

と貞節 は， 「最 も貴 くまた ほか のあらゆ るもの

よ りも重 ん ずべ き もの」 （モ ロナ イ ９ ：９）で

あ る。 ル ビーや ダイヤ モ ン ドよ りも，牛 や 羊

よ りも， 金 や銀 よ り も， あ るいは車 や 土地 よ

りも大切 な もので あ る。 しか し悲 しむべ き こ

とに， 多 くの場 合， それが 最 も安 っぽ い店 で，

たた き売 られ る よ うに して売 られ て いるの で

あ る。

貞節 は金 銭 で 買い取 るこ とはで きない。 し

か し， た とえ貧 しい境 遇 の も とで 生 まれ育 っ

た 人，金 持 ち の 人 で あ ろ う と， 高 校 生 であ

ろ うと， 大 学 生 教 授 で あ ろ う と， 同 じよ う



に悦 び を得 る こ とが で き る。 いか な る 人 も，

貞節 を守 るこ とに よっ て， その偉 大 な祝 福 を

享受 で きるので あ る。

この 恐 るべ き勢 いで全 世 界 に広が りつ つ あ

る大罪， 純 潔や 貞節 の喪 失 は， 涙 の洪 水 を引

き起 こ し， 幾 多の 家庭 を破壊 し，無 邪 気 な子

供 た ちの群 れ を迷 わせ ， 困惑 させ た こ とだ ろ

うか 。 ご存知 の よ うに， 貞節 の観 念が な くな

る と国家や 文 化 まで も崩壊 して ゆ く。道 徳的

な退 廃 は一種 の悪 党 で あ り， そ の者 た ちの額

に押 され る ら く印は， 不 正直 や 賄賂， 不 敬，

利 己主義 ，不 道徳 ，放 蕩 ， その 他 あ らゆ る性

的倒 錯 しか な いの であ る。

私 た ち は皆， 神 の息子 ，娘 であ り， 自己 を

抑 え， キ リス トの よ うな完 全 な生 活 を送 り，

最 終的 に清 い体 で神 の み もとに帰 る よ う努 力

す る責 任 が あ る。

今 晩 私 は全世 界 の教 百 カ所 に集 って い る

神権者 に 次の よ うに述 べ た い と思 って い る。

私 た ちは皆 ， 人生 にお いて特 別 な女性 たち，

す なわ ち私 たち に深 く不滅 の影 響 を残 した女

性 たち に出会 って いる。 その女 性 た ちの貢 献

した ものは測 り知 れ な い，永 遠 の価値 を持 っ

て い る。

私 は， 今朝 もこの こ と を強調 して お きた い。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 では， 私 た ち

は皆 ， 自分 の妻， 母 親，姉 ， 妹， そ して娘 を

尊敬 し， 敬 愛す るよ うに切 にお 願 い したい と

思 う。

「ただ， 主 にあ って は， 男 な しには女 はな

い し，女 な しには 男 はな い」 （１コ リン ト１１：

１１）か らで あ る。

兄 弟の 皆 さん， 私 た ちは妻 な しに昇 栄 を得

るこ とはで きないの で あ る。 義 しい女 性 な し

に 天国 は ないの で あ る。

現 代 人は， か つ てあ っ た よ うに， 酔 っ払 い

の民 と化 して しまった よ うで あ る。酔 っ払 い

は道徳 を破 壊 し， 困窮 と落 胆 の 日々 を もた ら

す。 その ほか， ハ イウ ェイ での死 と殺 り くの

原因 に もな って い る。 この よ うな殺 人行 為 を

どの よ うに して 防 いだ らよいだ ろ うか。 福音

が それ を解 決 して くれ るで あろ っ。その み言

葉 は至 高 の御 方か ら告 げ られ て いる。 それは

神の み こ ころで あ り， 約 束 を伴 う原理 であ る。

主 は次 の よ うに約 束 してお られ る。 「お よそ

これ らの言葉 を憶 えて守 り且 つ行 い， この誠

命 に従 って 歩む すべ て の聖徒 らは， そのへ そ

に健 康 を受 け その骨 に 髄 を受 けん。 また智 恵
か く

と知 識 の大 い な る宝 ま こ とに秘 れ た る宝 を見

出 さん。」 （教義 と聖 約 ８９：１８－ １９）

また次 の よ うに も述 べ ておられる。「… …わ

れ啓示 に よ りて この智 恵 の言葉 を与 えて今や
いまし あらかじ

汝 らを警め，また 汝 らを預 め 警む るものな り。」

（教義 と聖 約 ８９：４）

喫 煙 も知 恵の 言葉 を守 り， 主 の戒め に従 う

こ とに よ って断 ち切 るこ とが で きる。

私 た ちが 完全 に純 潔 の律 法 を守 り， 姦淫や

不 貞の 罪 を犯す こ とな く， 自分 の妻や 夫 に忠

誠 を尽 くし，結 婚 の誓約 を守 って い くな らば，

醜 く， 痛 々 し く， しか もお金 の掛 か る性病 の

害 か ら世 を守 るこ とが で きるはず で ある。 そ

うす るこ とに よって ，私 た ちは家 庭 を強め，

離婚 の もた らす 罪悪 を放 逐 し，今 日最 も大 き

な罪悪 のひ とつ で あ る不 当な堕 胎 をな くす こ

と もで き るの で あ る。

１９４８年 ， この同 じ壇 上 で， 故 Ｊ ・ルーベ ン・

クラー ク ・ジュニ ア副 管長 は聖 徒 たち に向か

い，予 言者 の い る こ とと聴 く耳 を持 つ こ との

大切 さを次 の よ うに語 った 。

クラー ク副 管長 はパ ンフ レ ッ トに記 され て

い た 「私 た ちに は予 言者 が必 要 であ る」 とい

う言 葉 を読 み上 げ， こ う述べ てい る。 「いや ，

私 た ちはす で に １００年 以上 も近代 の予 言者 を

いた だい て いる。 そ して， 彼 らは私 た ちに主

のみ言 葉 を伝 えて きた。」 さ らに続 けて， 「問

・題 は， 予 言者 が義 しい こ とを教 えるの を世 の

人々が 欲 して いな いこ とで あ る。 彼 らが欲 し

て い るのは， た とえそ れが 間違 って いて も 自

分 た ちが 行 な って い るこ とが 正 しいのだ と言

って くれ る予 言者 で ある。」予言 者 はこれまで

多 くの こ とを語 り， 今 も私 た ちに語 りか けて

い る。私 た ちが 今 必要 として い るのは，聴 く
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耳 を持 つこ とであ る。 （Ｃｏ％ル紹η０６１吻 ｏγガ 大

会報告 」 １９４８年 １０月，ｐｐ．７８－ ８０参 照 ）

私 た ちが この クラー ク副管 長 の勧告 をよ く

心 に留 め， 主御 自身が霊 感 と啓 示 に よって，

今 日の予言 者 に語 りか けて お られ る事 柄 に 耳

を傾 け∴ それ に聞 き従 うこ とが で き るよ うに

祈 って いる。

この説教 を閉 じるに 当た り，今 私 は， 私 の

声 を聞 い てお られ るすべ て の方 々に 神聖 な証

を述べ た い と思 う。 この イエ ス ・キ リス トの

福音 は真実 で あ り， しか も世 の 中の病 害 を取

り除 き，邪悪 を打 ち砕 く最 も効果 的 な唯一 の

力で あ る。

イエ ス ・キ リス トの福音 は 全世 界 の 人々に

与 えられ るべ きもの で ある。 それ は， 全 人類

を救 い に導 くメ ッセー ジであ る。 ち ょ うどダ

ニエ ルが 見 た あの 人手 に よ らず 山か ら切 り出

され た石 の よ うに， この 自由の地 ，神 聖 な使

命 を与 え られた 国か ら転 が り出 でて， 全世 界

に広 が って ゆ くもの で あ る。

兄 弟姉妹 の皆 さん ， これ は主 のみ業 で あ り，

真 実 で あ る。 願 わ くは主 の祝 福が 私 た ちす べ

ての家 庭 と家 族 の上 に あ って ，私 た ちが さ ら

に主 に近 くあ り， 主 の戒 め を守れ るよ うに な

れ るよ う祈 って い る。

また同 じ祈 りの言葉 と祝 福 を， まだ この 教

会 を知 らない 全世 界 の天 父の子 供 た ちに贈 り，

彼 らも この 地上 に お け る主 の真 実 の王 国 で，

私 た ち と共 に ひ とつ となれ るよ う願 ってい る。

この祈 りと証 の すべ て を， 愛 す る救 い主 イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よっ て申 し上 げ る。

アー メン。

説教 中のスペ ンサー ・Ｗ ・キンボール大管長

６
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長き沈黙破 リて出づ

モル モ ン経 は， 真理 の ご とく永遠 で あ リ， 人類 の こ’とく普遍 てあ る

十二 使 徒 評 議 員 会会 員

ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー

私 たちは教会の集会でよく 「長猷 黙破り
て 出づ 」 （讃 美歌１７７番 ） とい っ讃 美歌 を

好 ん で歌 うが， これ は百年 以上 も前 に パー レ

ー ・Ｐ ・プ ラ ッ ト長老 に よ って作詞 され た も

の で あ る。プ ラ ッ ト長 老 は この讃 美歌 の 中で，

一 冊 の驚嘆 すべ き書物 が奇 跡 的に世 に 出 され

た こ とを宣 言 して い る。 その書 物 は今 か らち

ょう ど １５０年 前に ， ニ ュー ヨー ク州 パ ルマ イ

ラで初 め て 印刷 され， 出版 され た。

ここで私 は皆 さん のお 許 し をいた だい て，

この 讃美 歌の 歌詞 の生 み の親 で あ るパ ー レー

Ｐ ・プ ラ ッ ト長 老 とモル モ ン経 の出会 い につ

いて お話 したい と思 う。 １８３０年 ８月， 一 介の

説教 師 であ ったパ ー レー ・Ｐ ・プ ラ ッ トは，

オハ イ オか らニ ュー ヨー ク州 東部 へ伝 道 の旅

を して いた 。エ リー 運河 を船 で下 って いた彼

は， ニ ュー アー クで船 を下 り，１６キロの 道 を

歩 いて， とあ る農 村 を訪 れ た。 そ こで彼 はバ

プ テス ト教会 の執 事 でヘ ム リン と名 乗 る人 に

出会 った 。 その 人は プ ラ ッ トに，「世 に もまれ

な， きわ め て まれな一 冊 の書 物」 の話 を した。

「彼 の話 で は
， その 書物 は， イス ラエル の末

喬の ひ とりが 金版 か真 鍮版 に刻 まれ た 記録 を

ま とめ た もの だ とい う。 また， その版 を発見

して翻訳 したの は，ニ ュー ヨー ク州 パ ルマ イ

ラの近 くに住 む ひ と りの青 年 で，示 現 に よっ

て， す な わち天使 の導 きに よっ てすべ てが行

なわれ た とい うこ とで あっ た。 そ こで私が そ

の人 に， どうす れば そ の書物 を手 に 入れ る こ

とが で きるか を尋 ね る と， 明 日自分 の家 に来

れば 見せ る と約 束 して くれ た。 ……翌 朝， 彼

の家 を訪 れた私 は， そ こ で初 め て， 書物 の中

の書 物， 『モ ルモ ン経』を 目に した 。それ こそ，

神 のみ手 の 中に あっ てそ の後 の私 の人生 を大

き く変 えた書 物 であ った 。

私 は早 速 その書 物 を開 き， とび らのペ ー ジ

に 目を通 した。 続 いて， ジ ョセ ブ ・ス ミスが

金版 を発見 し，翻 訳 した次 第 を告 げ る見証者

た ちの証 言 を読 んだ 。 それか ら私 は，ニ ー フ

ァイ第一 書 に始 まるその 書物 に一 日中読 みふ

け っ たの であ る。 食事 をす る問 も惜 し く，夜

が 来て も寝 るのが疎 ま しか った。読 み ふけ っ

て 眠 い と も思 わなか った。

そ の よ うに して読 ん でい る と， 主の み たま

が 私 に下 り，私 は その書 物が 真実 で あ るこ と

を知 った ので あ る。人が 自分 の存 在 を認識 す

るが ご と くに， は っ き りと一 点 の疑 い もな く，

私 は その書 物 が真実 で あ るこ と を理解 したの

であ る。」（・４厩ｏ伽 ９履力郵 αハＰα７１の ∫λ乃ημ

「パ ー レー ・Ｐ ・プ ラ ッ トの 自叙伝」ｐｐ．３６－

３７）

当 時， パー レー ・プ ラ ッ トは２３歳 であ った。

モル モ ン経 を読 んで非 常 な感銘 を受 け た彼は，

す ぐさまバ プテ スマ を受 け ， 力強 く福 音 を宣

べ 伝 え る宣教 師 とな った。 彼 の伝 道 の旅 は，

現 在 の ア メ リカ合 衆 国内 に とど まらず， カナ

ダ， イ ギ リスへ と拡大 してい った。 また， 太
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平 洋上 の 島々 に も伝 道 の 門戸 を開 いた ほか，

末 日聖徒 の長老 と して初 め て南 米 の土 を踏 ん

だ。 しか し，１８５７年 ， アー カ ン ソー で伝 道 中

に， 背後か ら銃 弾 を受 け， 殉教 したの で あっ

た。 そ して彼 の遺体 は， ア ー カ ンソー のア ル

マ に近 い農 村 の一角 に葬 られ， 大 きな みか げ

石 の墓 石が 今 もそ の 人 とな りを伝 えて い る。

この墓 石 には， 予 言 を歌 に 託 した彼 の優 れ た

作 品の ひ とつが 刻 まれ てお り，伝 道 の業 に対

す る彼の思 いが しのば れ る。

夜 あけ だ 朝 あ けだ

シオ ンの旗掲 げ よ

あか るい夜 あけ だ
おごそか

厳 に あまね く

朝 日は昇 りゆ く

聖 い光 の前 に

過 ちの雲 は消 える

栄光 は あ まね く

世 界に ひ ろが り

いまや輝 か ん

（讃美歌 １８９番 ）

モルモ ン経 との 出会 いに 始 ま るパ ー レー ・

Ｐ ・プ ラ ッ ト長 老 の経験 は， 決 して彼 だけ の

ものでは ない。 初版 の モル モ ン経 を手 に した

大勢 の人 々が心 に 深 い感 銘 を受 け， この世 の

一切 の物 を捨 てた ので あ る
。 また， そ れか ら

数年 後に は，数 少 なか らぬ 人々が ， この奇 し

き書物 の真 実性 を証 す る ため に， 自らの命 さ

え投 げ出 して い る。

初版 が刊 行 され てか ら １５０年 経 った今 日，

モ ルモ ン経 はか つ てな いほ ど広 く人々 に読 ま

れ てい る。 わず か ５，０００部 に始 まるモ ルモ ン

経 の発行部数 が ，今 や 百万 部 を越 え るに至 り，

翻訳 言語 も２０数 力国語 に及 ん でい る。

モルモ ン経 は，真理 の ご と く永遠 で あ り，

人類 の ご と く普 遍 であ る。神 の 力に よ って そ

の記録 が真 実 であ る こ とが わか る と約 束 され

て いる書物 は， こ のモ ルモ ン経 をお い てほか

８

に ない。

モル モ ン経の起 源 は人知 を越 えて い るため，

初 め て の人 に い きな り話 して みて も，信 じて

もら えない場 合 が 多い。 しか し，実 際 に この

書物 は存 在 し，手 にす るこ と も，読 む こ とも

で き る。 この書物 の存 在す るこ とは，一 点 の

疑 いの余 地 もない。 ジ ョセ ブ ・ス ミスの言 葉

を打 ち砕 こ うと画 策 した 人々 の努 力はす べ て

徒 労 に終 わ って い る。 モル モ ン経 は，古 代 ア

メ リカの記録 で あ る。 聖書 が 旧世 界の聖 典 で

あ る よ うに， モ ルモ ン経 は新世 界 の聖典 で あ

る。 そ して， これ らふ たつ の聖典 は互 いに 真

実 であ る こ とを証 してお り， 人に確 信 を与 え，

改宗へ と導 く，霊 感 のみ た まを もた らす 。 ま

た， これ らは共 に手 を携 えて， イエ スが キ リ

ス トで あ り， 生け る神 の御子 であ って， す で

に復 活 して お られ るこ とを証 して いるの であ

る。

モル モ ン経の話 は， す でに地 上か ら姿 を消

した国家 の歴 史 であ る。 しか し， その 中に は，

現代 の新 聞紙 上 をに ぎわす 社会 問題 と相 通 ず

る ものが 取 り上 げ られてお り， 問題 の解 決 策

の ヒ ン トまで与 え られ て い る。

神 の戒 め に背 いた社 会が た ど る悲劇 の道 を

これ ほ ど明確 に書 き記 した書物 を， 私 はほ か

に知 らない 。モ ルモ ン経 には， この西半 球 に

栄 えたふ たつ の相 異 な る文 明 の こ とが 記 され

て い る。 い ずれ の文 明 も， 最初 は小 さな国 家

か ら起 こ り， 人 々は主 を畏 れ なが ら各 々の 道

を歩 ん でい た。 しか し， 国 が栄 え るにつ れ て

悪 が 台頭 し始 め， 人々 は， 野心 に 燃 えた狡 か

つ な指 導 者 た ちの 術策 に落 ち てい った の であ

る。指 導 者 た ちは民 に重 税 を課 し， 甘 言に よ

っ て欺 き，ふ しだ らな生 活 を唱 導 した。 また，

民 を恐 ろ しい戦争 に 引 き込 み， お びた だ しい

死 者 を出 した。 こ うして， ふ たつの 偉大 な文

明 は， 時 代 は異 な りこそす れ， この 地上 か ら

完全 に消 滅 して しまったの で ある。

神 を畏 れ，神 の 戒め に従 う民 と国家 は栄 え，

発展す る。 しか し，神 と神 のみ 言葉 をない が

しろにす る人々の 問に は， 堕落 が生 じ， 正義



を もって その歯 止め を しな い限 り， 人 々は死

に定 め られ る。 こ の事 実 をか くも明解 に説 い

た書 物 は， モル モ ン経 をお い てほか に な い。

旧約 聖書 の 箴言にあ る次の 聖 句 を，モルモ ン経

ははっき りと裏 付 け て いる。「正 義 は国 を高 く

し，罪 は民 をは ずか しめ る。」（箴言 １４：３４）

私 た ちは，今 日この恵 まれ た ア メ リカの地

にお いて， この大 陸 を核 戦争 の 危険か ら守 ろ

うとす る条約 に関 して 多 くの 議論 が交 わ され

てい る こ とを耳 に してい る。 緊張 緩和 と勢 力

の 均 衡 を訴 え る声 が 多い。 この 点に 関連 して

主 が何 と言 って お られ るか， モ ルモ ン経 か ら

見 て み る こ とに しよ う。 「ごらん，この土 地 は

す ぐれ た土地 で あ るか ら この土地 を所 有 す る
つか

民は この地 の神 に事 え さえす れ ば， 奴隷 とな

らず 自由 を奪 わ れず 天下 の どの よ うな国 か ら

もすべ て 支配 を受 け るこ とが ない。 この 地の

神 とは… … イエ ス ・キ リス トで あ る。」 （イテ

ル ２ ：１２）

モ ル モ ン経 は現 代社 会 に影 響 を及 ぼ して い

るい ろい ろな事柄 につ いて 力 強 く語 っては い

るが ， その メ ッセー ジの主意 は， イエ スが キ・

リス トであ り，約 束 され た メ シヤ であ る こ と

を声 高 らか に証 す る こ とに あ る。 イエ スは土

ぼ こ りの立つ パ レ スチナ の道 を歩 き， 病 人 を

癒 し，救 い の教義 を説か れ た。 また， カルバ

リの十字 架上 で 死 に， ３ 日後 に墓 か らよみが

え って， 多 くの 人 々の前 に その み姿 を現 わ さ

れ た。 さ らに， 前 に告 げて お られ た よ うに，

昇天 前 に この西 半球 に住 む 民 を訪 れ た もうた

の であ る。主 は 先 に次 の よ うに 語 ってお られ

た。 「わた しには また，この 囲 いに いな い他 の

羊が あ る。 わ た しは彼 らを も導 か ねば な らな

い。 彼 らも， わた しの声 に 聞 き従 うで あ ろ う。

そ して， つ い に一つ の群 れ， ひ とつ の羊 飼 と

な るで あ ろ う。」 （ヨハ ネ１０：１６）

何世 紀 もの間 ， ナザ レ人イエ ス の神性 を証

す る聖典 は，聖 書 た だ ひ とつ で あ った。 しか

し今 や その傍 らには， 「ユダヤ 人 と異邦 人 とに

イエ ス は永遠 の 神 な るキ リス ト」 （モルモ ン経，

とび らのペ ー ジ） で あ るこ とを力 強 く証 す る

第 二 の聖典 が あ るので あ る。

前 に 申 し上 げた ように，今 か らちょうど１５０

年 前 の この時 節に， 「神 の賜 と御 力 とに よ り」

（モ ルモ ン経， とび らのペ ー ジ）翻 訳 された

モル モ ン経 は， ニ ュー ヨー ク州 パ ルマ イ ラの

小 さな印刷 工場 で 印刷 され ，出版 され たの で

あっ た。 モル モ ン経 が 出版 され たのは， １８３０

年 ４月 ６ 日に 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

が正 式 に組 織 され る以 前の こ とであ る。今か

ら ６カ 月後の １９８０年 ４月 ６ 日に，私 た ちは，

ヨベ ルの年 の祝 い と共 に，教 会設立 １５０年 を

祝 う運 び に なって い る。

この １５０年 祭 を迎 えるに 当た って，私 は全

世 界 の教 会員 の皆 さん に， また友 人に， モ ル

モ ン経 を読 破 す る ようお願 い したい。 これ は

私 か らの チ ャ レン ジで もあ る。

今 か ら来年 の ４月 ６日まで余す ところ １８３

日で あ る。 そ こで， き ょうか ら毎 日モルモ ン

経 を １章 ずつ 読み 続け， 日曜 日に ３章読 む よ

うに すれ ば， ４月 ６ 日に残 る ５章 を読 む と，

２３９章 あ る この書物 を読 破 で きる計算 にな る。

そ うすれ ば皆 さんは，教 会 設立 １５０年 目に 当

た る歴 史的 な 日に， 予 言者 モ ロナ イの 次の 言

葉 を胸 に， モル モ ン経 を読 み上 げ るこ とが で

き るの であ る。今 か ら１５世 紀前 に， モロナ イ

は， 次 の よ うな 注 目すべ きチ ャレ ンジの言葉

を残 して， その記 録 を結ん でい る。

「私 は これ らの事 をあ なたた ちが忘 れ ない

よ うにす すめ る。なぜ な らば， あ なたた ちが

神 の 法廷 で私 と逢 う時 が速 に来 て， その時 主

な る神 が 『この 人の書 きしわが 言葉 は， われ

が墓 の 中 よ り叫ぶ 者， または土 の 中よ り声 を

出 して語 る者 と同 じくこれ を汝 らに宣 べ伝 え

しに あ ちずや 』 とあなた た ちに仰せ にな るの

で， あ な たた ちは今私 が偽 を言 って い るので

は ない こ とが 解 るか らで あ る。 ……

さ らに神 は私 の書 いた こ とが 真実 であ るの

を確 に あ なた たちに証 明 した もう。」 （モ ロナ

イ１０：２７，２９） ’

兄 弟姉 妹 の皆 さん， 私 は率 直 に皆 さん に約

束 申 し上 げ る。 皆 さんが 各々 これ までに何 度
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モルモ ン経 をお読 み にな ったか は 別 として，

今 か ら ４月 ６日まで にモ ルモ ン経 を一 冊読 み

上 げ る努 力 をお続 け にな るな らば， 皆 さんの

生 活 と家庭 の 中 に， これ まで に も増 して主 の

みた まが と どまるで あ ろ う。 また ，主 の戒 め

に従 って 歩 も うとす る決意 が強 まる と共 に，

神 の御 子 が実 際に生 きて ま します こ とが さ ら

には っ き りとわか る よ うに な るで あ ろ う。 こ

れ らの こ とを， 聖 な るイエ ス ・キ リス トの み

名 に よ って厳 粛に約 束 申 し上 げ る。 アー メン。

子供 たちによるコーラス

ノ
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主のみ声 はすべての民に

神 は，人 々 に福 音を 得さ’せ るた め， いかな る 困難 も い とわれ な い。 また ，現

在予 言者 は， 予 言者 の 言葉 に注 意を 払 うよう 警告 して い る

七 十 人 第一 定 員会 会 長

Ｗ ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー タ ー

キ ンボー ル大 管長 が 述べ られた よ う１こ・私
た ちの 言葉 は大 管長 の 言 われ た事柄 を支

持 す る もので あ る。「神 は，むか しは，預言者

た ちに よ り， い ろい ろな時 に， い ろ いろ な方

法 で， 先祖 た ちに語 られ たが，

この終 りの 時 には， 御子 に よって， わ た し

た ちに語 られ たの で あ る。 神 は御子 を万物 の

相 続者 と定 め， また， 御子 に よって， もろ も

ろの世 界 を造 られた。」（ヘ ブ ル １ ：１－ ２）

今 回の総 大 会の 主要 な 目的 の ひ とつ は， 神

が予 言者 を起 こ し，予 言 者 を通 して世 の 人々

に そのみ こ ころ を告 げて お られ る こ とを再 び

公 にす る こ とで あ る。 つ ま り，予 言者 は， 教

会 員の よ うに予 言者 の言葉 を受 け 入れ る入々

の ため にだけ 遣 わ されて い るの では な く， 神

のみ 名 に よって地 上 のす べ ての 民に語 りかけ

て い る とい うこ とで あ る。古 代 の予 言者 が そ

うであ った よ うに，現 代 の予 言者 も また， こ

の よ うに語 って い る。「天 よ，聞 け，地 よ，耳

を傾 け よ， 主 が …… 語 られ たか ら」 （イザヤ

１ ：２）予 言者 は， 神や 予 言者 た ち を信 じて

いない 人々 のた めに特 に遣 わ され てい るの で

あ る。 皆 さん は， 予 言者 の言 って い るこ とを

知 りたい とは お思 い にな らな いだ ろ うか 。予

言者 は 語 って い る。 この 末 日に，神 は完 全 な

状態 で昔 の福音 を回復 し， か つすべ て の人 々

と新 たな誓 約 を結 ぷ こ と を望 ん でお られ る，

と。 また， 世 を救 い ，裁 くため に イエ ス ・キ

リス トが 間 もな くこの地上 に お いでに な るの

で，備 えを しなけ れ ば な らない， と。信 じる

信 じない は別 と して， これ は非常 に重大 な知

らせ で あ る。 ほ とん ど の人 が 予 言 者 の 言 葉

に耳 を傾 け よ う としな い こ とは， 私 に とって

不 思議 であ る。 その ため に， 時折 ，予 言者が

耐 えか ね て怒 ってい るか の よ うに さえ見 える。

これ は， ち ょうど， 私 た ちが 主 に従わ ずに い

る時の主 の思 い， また子供 たちが 言 うこ とを

聞 かず に い る時の 親 の思 い と同 じで あ る。

世 の 中に は， 神 を信 じない と言 う人々 がい

る。 そ の愚 か さの ゆ えに神 の存 在 を否定 す る

人々 もい る。 その よ うな 人に， 少 し質問 して

み たい。 皆 さんは， 神 を信 じな くて も大 した

こ とは な いな ど と思 って お られな いだ ろ うか。

皆 さんが 信 じないか らとい って，神 が どこか

へ行 って しまわれ る とい っこ とは な い。 ガ リ

レオは， 自分 の学 説 を否定 し， 地球 が 自転 し

て いな い こ とを認め るよう強 いられた時、 「そ

れ で も地 球 は 回 って い る」 と語 った と言い伝

え られ て い る。

恐 ら く， 神 は皆 さんに教 え られ て きた よ う

な御 方 で は ない と言 う分 にお いて は正 しい で

あろ う。 しか し， 神が お られ ない と， どう し

てわか るのだ ろ うか。 神 が，皆 さん にそれ を

証 明 され たの だ ろ うか。 自分 自身 の経験 で，

その こ とを知 っ だ とで も言 うのだ ろ うか。皆

さんが 実際 に知 って い るの は， ただ， 神の 存

在 を知 らない とい うだけ にす ぎない 。 そ して，
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そ れは無知 を 自認 す る こ とで あ る。

宇 宙船 で １， ２度 地球 を回 っ たロ シア 人が，

天 に神 はい なか った と言 ったが ， 無神 論 の論

拠 と して はあ ま りにぜ い弱 であ る。 また， 科

学 的 で もな い。私 の弟 の知 人 に， あ ざけ りの

態 度 で神 を冒漬 した人が いる。彼 は， 「夢 の中

で神様 を見 たが， 馬 だ った よ」 と言 っ た。 そ

れ に対 して，弟 は次 の よ うに 言った。 「な るほ

ど， ロバ の 目か ら見 れば， それ も至極 ご もっ

ともな話 ですね 。」

私 たちに はすべ て の証拠 が揃 って い る。 こ

の教会 に背 を向 けて いて， 神 を知 るこ とは で

きない。神 は存 在 しないとい うこ とを確 認 しよ

う とい うの な ら，かな た こな た と駆 け 回 り，あ

らゆ るこ とをか じらなければな らないであろう。

予 言者 は，神 は生 きて お られ， こ の末 日に

私 た ちに語 りかけ て お られ る と宣 言 して い る。

私 た ちは証 人 と して この こ と を知 って いる。

神 は，今 までに， 人々に み姿 を顕 わ し， 語 り

かけ，御 自身に手 を触 れ させ た もうた こ とが

あ る。福 音 の回復 の宣 言 と共 に，聖 霊 が真実

を明 らか に し， 人々 は それ を知 る であ ろ う と

い う約 束が 与 え られ た。 熱心 に祈 り，か つ耳

を傾 けて もその 約束 が果 た され な い とい うの

で あれば， そ の時 に初め て皆 さん は神 を信 じ

る とい う義務 か ら完全 に解放 され るの であ る。

神 を信 じて いな が ら， 予 言者や 啓 示 を信 じ

ない 人々 につ いて は ど うであ ろ うか 。 なぜ 信

じられ ないの で あろ う。啓 示 な くして， いか

に して神 を知 り得 よ う。予 言者 が い る と， 不

都合 なこ とで もあ るの だ ろ うか。何 か それ を

否定す る法 で もあ るのだ ろ うか。予 言 者 は不

必 要なのだ ろ うか 。仮 に， 合 衆国 大統 領が 予

言者 であ った と した ら，何 と素 晴 ら しい こ と

だ ろ う。神 が直接 に， この国 の 人々 にな すべ

き事柄 を指示 して下 さ る と した ら，何 と素 晴

ら しい こ とだ ろ う。事 実， 神 は私 たちに 語 り

か けてお られ る。 ただ ひ とつ の 問題 は， 私 た

ちが神の言葉 を聞 こ う としてい な い こ とで あ

る。 これは，古 代 の予 言者 の時代 とまった く

同 じで あ る。 姦淫 の罪 を犯 し， 日曜 日に遊 び
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に 興 じ， 酒 に酔 い しれ， 他 の人 々 を社 会や 世

の 中の 問題へ 誘 い込 も うと して い る。神 は，

予言 者 の 口 を通 して， これ らすべ ての こ とを

正 そ う として お られ る。 そ して， ふ さわ しい

信仰 を持 った 人だ けが， その メ ッセ ー ジ を聞

くこ とが で きるの で あ る。

さて ， 中で も最 も愚 か な人 々， それ は，教

会 員 であ りなが ら，教 会 に心 を向 けて い ない

人々 であ る。 この よ うな 人々 は，宗 教心 が な

いの で教 会へ行 って もつ まらない と言 う。 し

か し病 ん で いる 人は， い くら薬 が嫌 い であ っ

て も， 病 気 を治す た めに はそ れ を飲 まなけ れ

ばな らない。 皆 さん は，御 両 親か ら野 菜 を食

べ るよ う しつ こ く言 われ た記憶 が あ る と思 う。

今 の皆 さん は，小 さな子供 と同 じこ とを して

い るの であ る。霊 の 野菜 につ い てお話 しよ う。

皆 さん は，光 の 中 で育 て られ て きた。 そ して，１

神 と救 い主 につ い て知 って お り， 御二 方 が ジ

ョセブ ・ス ミスに現 わ れ た も うた こ とを御 存

知 であ る。 また，天 使 モ ロナ イが ，ジ ョセ ブ・

ス ミスに モル モ ン経 の 金版 を渡 した こ とも知

ってお り， 現 に皆 さん は モル モ ン経 を持 って

お られ る。 さ らに， 聖 書 を信 じて い る。 これ

だけ そろ って い なが ら，教 会 よ りも釣 りに行

って しま うの で あ る。

私 の友 人の話 であ るが， 彼 は， あ る 日親 戚

の人 々 と一 緒 に イエ ロー ス トー ン公 園に 出か

けた。 彼 は， 教会 で会 員 として も指 導 者 とし

て も信 仰 に忠 実 で あっ た。 そ こで，親 戚の あ

る 人々は， 彼 の 「堅苦 しい」 宗教 をか らか お

う と した。 その 人た ちは， 彼 を説 き伏せ て，

あ る 日曜 日の朝， 船 で釣 りに出か け たの であ

っ た。 と突 然， 強 い風が 吹 き始め た 。 人々は

身 の危険 を感 じて恐 れ た。 た ち まち， あ ざけ

りや 不信 心 な思 い は どこかへ 行 って しまっ た。

彼 らは私 の 友 人に 向か って， 情 け ない声 で言

った。 「お 願 いだ， 僕 た ちのた め に祈 って く

れ 。」彼 らが ，自分 た ちが祈 っ て もだめ だ と思

って いたの は 明 白で あ る。 また， 神 の助 け を

求 め るのに， 自分 た ちはふ さ わ し くな い と感

じたの で あろ う。 ところが 皮 肉な こ とに，彼



も自分 の 良識 に逆 らって， 主 が よ し とされな

い こ とへ の誘惑 に 負け て いた ので あ る。 その

時の苦 境 を， 彼は 後 に次 の よ うに 話 して くれ

た。 「私 には祈 るこ とな どで き ませ ん で した。

頭 の 中に あったのは ，『ステー キ部長 ，日曜 日の

釣 りで溺 死』とい う新 聞 の見 出 しだけで した。」

神 は， 人々 に福 音 を得 させ るた め， いか な

る困難 もい とわれ な い。 また， 現 在予 言者 は，

予 言者 の言 葉 に注 意 を払 うよ うに 警告 してい

る。 なぜ な らば， それ は皆 さんの 幸福 にか か

わ るこ とであ り， 「教 えにそむ く者 たちは大 い

な る悲 しみ に刺 し貫 か れ 」 （教 義 と聖 約 １ ：

３） るか らで あ る。

教 会 で， 「感謝 を神に ささげん」 （讃 美歌 １７０

番 ） を声高 らか に 歌 う時， 私 た ちの心 は喜 び

に躍 る。 こ こで， 自ら を信 仰深 く福 音 に忠 実

であ る と考 えて いる方 々 に少 しお話 した い。

私 た ちは， 予 言者 に感謝 して はい るが， はた

して実 際 に その言葉 に耳 を傾 けて い る と言 い

切 れ るだ ろ うか 。 大会 の たび に，私 たちは，

予 言者 の メ ッセー ジや 教会 幹部 の 説教 を聴 い

て感激 し， 霊 的 な思 い を抱 い て帰宅 す る。 し

か しなが ら，本 当 に大切 なの は，家 に着 いて

か ら何 を行 な うか で あ る。

４年 前， キンボ ール 大管 長 は，総 大会 の最

後 の部 会 にお いて， 数 々 の説教 の 中で与 え ら

れ た メ ッセー ジや 教 え に深 く感銘 し， 覚 えて

お くべ きすべ ての 大切 な事柄 の リス トを作 っ

た と言 わ れた。 そ の時， 大 管長 は， 家 に帰 っ

た らす ぐに，指 摘 され た事柄 す べ てに従 って

自 らを完全 に整 える よ うにす るつ も りで ある

と言 われ た。 （「聖徒 の 道」 １９７６年 ２月号 ，ｐ．

１４５参照 ）なぜ ，私 た ち も皆 ，この よ うに しな

いのだ ろ うか。 皆 さん は， 家庭 菜 園 を実 行 し

てい るだ ろ うか 。現 在， また将 来 の家族 に 必

要 な備 え を してい るだ ろ うか。 負債 は な いだ

ろ うか。 救 い主 との 関係 は どうだ ろ うか 。祈

って いる だ ろ うか。 聖典 を読 ん で い るだ ろ う

か。什 分 の一 を納 め て い るだ ろ うか。 隣 人 と

い さか い を して い るよ うな こ とはな いだ ろ う

か。妻 とは， また子供 たち とは ど うだ ろ うか 。

教会 の指 導 者 の皆 さん に， 幾つ か特別 な質

問 を したい と思 う。 皆 さん方 の献 身 と犠 牲 を

知 りつ つ， 皆 さん を批 評 す るのは 失礼 にあた

る と思 うが， うかが わせ て いただ きたい。皆

さん は， 真実 ，予 言 者の 言葉 に耳 を傾 けてい

るだ ろ うか。 確 か に， ほか の人 よ りも努 力 し

て いる方 々が お られ るの を，私 は 承知 して い

る。 しか し， 予 言者 が， すべ ての 男子 は伝道

に出 るべ きであ る と言 われ てか ら， 早 ５年が

経 過 してい る。 ところが い まだに 半数 の 人が

家 に 残 って い るのは ど うした こ とだ ろ うか。

定 員 会会 長 な らび にホー ム テ ィー チ ャーの皆

さん， 病 気 を抱 え，霊 的 に病 ん でい る人々が

これ ほ ど 多 くい るの は なぜ だ ろ うか。 なぜ皆

さん は， 「傷 つ いた者 をつつ まず，迷 い出 た者

を引 き返 らせ ず，うせ た者 を尋ね ず」 （エゼ キ

エル ３４：４）に い るの だ ろ うか。 主 は， 予言

者 を通 して皆 さん に呼び か けてお られ る。予

言者 の言葉 に耳 を傾 け てい ただ きた い。予言

者 に 聞 き従 うか ど うかに よって， 皆 さんが レ

ーマ ンか レ ミュ エル
， あ るいはニ ー ファ イで

あ るかが 決 ま るの であ る。教 会の 神権 者の 中

に も， レーマ ンの よ うな人 々が い る。

今 まで話 に挙 げ て きた方 々，す な わ ち，神

を信 じない 人々や 非 教会 貝， 忠実 な教 会 員，

あ ま り熱 心 で ない教 会 員，指 導者 お よびすべ

て聖 な る神権 を持 つ 神権 者， これ らす べ ての

方々 に， 私 は権 能 をい ただ いて い る者 と して

申 し上 げ る。末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の大 管長 ， スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンボー ル は，

地 上 のすべ ての 民 に対す る神 の予 言者 で あ る。

キ ンボー ル大 管 長 は， イザヤ やマ ラキ，ペ テ

ロ， ヤ コブ， ヨハ ネ， さ らには ジ ョセ ブ ・ス

ミス， その ほか の予 言者 に直 接つ なが る後 継

者 であ る。地 上 にお け る イエ ス ・キ リス トの

使 徒 の頭 で あ り， イエ ス ・キ リス トの再 臨 の

備 え と して， この末 日に地上 に福 音が 回復 さ

れ，現 在 が まさに備 えの 時 であ る こ とを告 げ

る権 能 を有す る方 であ る。 これ らの こ とをす

べ て イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ って証 申 し

上 げ る。ア ー メン。
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「あ あ
， ア メ リカ ， ア メ リカ 」

私 は， 主が 過去 にお ける と同 しよ う に，現 代 の人 々 にも語 って 下さ るだ ろ うか と

問うて みる 。 「ああ ，イギ リス ，あ あ， ト’イツ， あ あ， メキ シ］， ああ， ス カ ンジ

ナ ビァ，わ た しはお まえの 子 らを 幾た び集 め よ う と した こ とで あ ろう」

十 二 使 徒 評議 員会 会 員

マ ー ク ・Ｅ ・ピ ー タ ー セ ン

あ る日寺・ パ レ スチナ の旅 を終 え られ た イエ
スは， 郷里 に 戻 り，安 息 日に会堂 で教 え

を説 かれ た。

ところが， イエ ヌ、の教 え を聴 いた 人々 は，

その教 えに驚 きなが ら も， 心 中穏や か で なか

った。 イエ スは彼 ら と共 に暮 ら して お られ た。

その イエ スか ら教 え を説か れ た こ とに， 彼 ら

は言 った，「この 人は 大工 で は ないか 。マ リヤ

のむす こで， ヤ コブ， ヨセ ブ，ユ ダ， シモ ン

の兄弟 では ないか 。 ま たその姉 妹 た ち も， こ

こに わた した ち と一 緒 に い る では ないか 。」

（マル コ６：３）

イエ スは， 彼 らか ら拒 まれ たこ とを悲 しみ ，
あや

「彼 らの不信 仰 を驚 き怪 しまれ た。」 （マ ル コ

６：６）そ して，次 の よ うに 言 われ た。 「預 言者

は， 自分 の郷 里， 親族 ， 家以 外 では， どこ で

も敬 われな い こ とは な い。」 （マ ル コ６：４）

しか し， イエ ス を拒ん だ のは， ナ ザ レの 人

人ばか りで は なか った。 イエ スが この世 で導

きと教 えを施 す業 を終 え られ る頃 には， ほ と

ん ど国全体 の人 々が ， イエ スに 反対 したの で

あ る。

イエ スは， エ ルサ レム で受 け入 れ られ なか

った こ とを深 く考 え， 町 を見下 ろ しなが ら，

こ う言わ れ た， 「あ あ，エ ルサ レム ，エ ルサ レ

ム， …… ち ょう ど，め ん ど りが 翼 の下 に その

ひ な を集 め る よ うに， わ た しはお まえの子 ら

を幾 たび 集め よ うと した こ とで あろ う。 それ

だの に，お まえた ちは応 じよ うとしなか った。」

（マ タイ２３：３７）

そ して イエ ヌ、は， 彼 ら 自身 が御 自分 を拒 む

こ とに よ って招 く悲 １参な結果 を予 告 して こ う

言 われ た。 「見 よ，お まえた ちの家 は 見捨 て ら

れ て し まう。」 （マ タ イ２３二３８）

何 とい う荒 廃 で あ った こ とだ ろ う。間 もな

く， ロー マ の軍 勢が聖 地 を襲 い， エ ルサ レム

を破 壊 して しま った。 その荒 れ様 は 見 る も無

惨 で，ま さに救 い主 が， 「そ の時 に は，世 の初

めか ら現 在 に至 るまで， かつ て な く今 後 もな

い よ うな大 きな患難 が起 る」 （マ タイ２４：２１）

とされ た その通 りにな った ので あ る。

ヨセ フ スは その模 様 を記録 して いるが ， そ

れ は，約 ２，０００年 の歳 月 を経 た今 で も， 考 え

て み るだけ で 恐 ろ し くな るほ どで あ る。

イ ス ラエ ル の民 は何世 代 に もわ た って繰 り

返 し， 隣 人の神 々 を礼拝 し， 予 言者 た ち を拒

ん で きた。 そ して， その子 孫が キ リス トを拒

ん だ時 と同 じ荒 廃 に見舞 れ たの で あ った。 １２

の部 族 は， 奴隷 と して連 れ去 られ た。 その う

ち，ふ たつ の部 族 は戻 って 来 たが， ロー マ の

隷 属下 に置 か れ た。 そ して，残 りの１０の部族

は，全世 界に散 乱 して しまっ たの であ る。不

従順 の刈 り取 る実 は， 荒廃 しか ない。

この こ とは， 私 た ちに何 を教 えてい るだ ろ

うか 。 いか なる 人 も神 と戦 って生 きるこ とは

で きな い とい うこ とであ る。 いか な る国家 と
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い え ども， 天 の支 配者 に 背 き， その永 遠 の教

え を犯 す な らば， 懲 らしめ を受 け るであ ろ う。

聖 典 の 中の これ らの話 を 目にす る たび に，

私 は，現 在 の私 た ち は ど うだ ろ うか と考 える。

私 た ちは， 彼 らと同 じこ とを繰 り返 しては い

ないだ ろ うか。 今 の世 の 人々 は， イエ ス ・キ

リス トを受 け入 れ て いるだ ろ うか。 主 を拒 ん

で はい な いだ ろ うか 。 もし拒ん で い る とす れ

ば，私 た ちに荒廃 が 襲 って きは しない だろ う

か。

いわ ゆ るキ リス ト教 国 と呼 ば れて い る国の

人々 は，心 か らキ リス トに従 って いるだ ろ う

か 。 口先 で神 を崇 め る だけ で，犯 罪や 腐敗 に

よ って本質 的 に神 を否定す る よ うな こ とを し

て は いな いだ ろ うか 。

神 は， 口先 だけ の礼 拝 を嫌 われ る。 しか し，

だ れ も この 全能 な る御 方以 上 に，偽 善 者 に対

して反対 を唱 え よ う としない 。 こん な状 態 で

あ って， 私 た ち キ リス ト教 国家 に住 む 人々 は

本 当に神 を受 け入 れ，神 に 従 って い る と言 え

るだ ろ っか 。

世 の 人々 は， 主 の聖 な る安 息 日を尊 ぼ う と

しない。 犯 罪は至 る所 に氾濫 して いる。真 の

意味 での 純潔 は， ほ とん ど忘 れ去 られて い る。

今 や不 正 直 は， 人々 に とって当 た り前 の こ と

の よ うに な って い る。

世 の数 多 くの教 会 の 中に あ って さえ，神 聖

な儀 式 が変 え られ，失 わ れ て きてい る。神 の

権 能 はな く， 教義 は 人の教 え と化 してい る。

キ リス トの処女 降 誕 と共 に， キ リス トが神 の

御子 であ る こ とさ え も疑 問視 され始 め て いる。

大勢 の 人が もはや， キ リス トの復 活 を信 じな

くな って い る。

この よ うな有 様 で，現 在 の世 界が ，イエ ス ・

キ リス トを受 け入 れて い る と言 明 で きるだ ろ

っか 。か つ てナ ザ レの 町の 人 々に驚 か れた よ

っに， イエ ス は今 日の不 信仰 を見 て，必 ずや

驚 いて お られ るに違 い な い。

キ リス トは ひ とつ で あ る。 キ リス ト教徒 は

同 じこ とを語 り， その 間に分 裂 が あ って は な

らない。 そ う述べ た使徒 パ ウ ロは，現 在 の キ

リス ト教会 の分 裂 を見 て，驚 きは しないだ ろ

っか 。 パ ウ ロは， キ リス ト教徒 は同 じ心 ，同

じ思 い を持 って完全 に結 び合 い， 分争 しては

な らな い と言 った ので はなか ったか。 （１コ リ

ン ト１参 照 ）。

キ・リス ト教 の分 裂， キ リス ト教 国家 の内部

での 混乱 は， と りも直 さず， 彼 らが キ リス ト

か ら離れ て い るこ と を証 明 しては いな いだろ

うか 。

そ こ で， 私 た ち 自身 は ど うだろ うか。 この

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会 員は どう

だ ろ っか。 私 た ちは， キ リス トのみ 業に どれ

ほ ど献 身 して い るだ ろ うか 。私 た ちは， キ リ

ス トを拒む よ うなこ とが まった くない と言 え

るだ ろ っか 。 もしキ リス トに従 うこ とがで き

な けれ ば， キ リス トを拒 む こ とにな りは しな

い だ う つか 。

私 た ちはバ プテ スマ を受 け る時 ，神 に仕 え

る誓約 をす る。 そ して， 主の 晩餐 の聖餐 をい

た だ く時 に， 主 に仕 え，主 の戒 め を守 り，常

に主 を忘 れ な い とい う誓約 を再 び 交わす の で

あ る。

私 た ちは また， 聖餐 式 にお いて， イエ スが

十 字架 に かけ られ た こ との神聖 な 象徴 をいた

だ き， 誓約 を交 わす。 そ して文 字通 り，聖餐

を受 け る時に， すべ ての戒 め を一つ一 つ守 る

こ とを約束 し， 裂 かれ たパ ン と水 をいた だ く

こ とに よって， その約 束 を確 約 す るので はな

いだ ろ うか 。

裂 か れ たパ ンは， 何 を表 して い るのだ ろ う

か。 引 き裂 かれ た キ リス トの体 を表 わ してい

る。

水 は何 を表 わ してい るの だろ うか。 それ は

私 た ちに測 り知 れ ない大 きな苦 しみ を受 け，

十字 架上 で 流 され たキ リス トの血 で ある。 そ
うち

の苦 しみは，キ リス ト御 自身，「すべ て の中最

も大 い な る」 神 さえ も痛苦 の ため に 身 を震 わ

せ ， 「あ らゆる毛 の孔 より血 を湧かせ ， 身 と霊
ふた

と両 つ なが らを苦 しめ 」 るほ どの もの であ っ

た。 （教ｉ義 と聖 約 １９：１８参 照 ）

贈 罪は， この世 で最：も重 要 な出来事 である。
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私 たちが 天父 に従 うこ とを約 束 す るの も，贈

いの力が あ るか らで ある。 その 約束 も， ただ

福音 に従 って生活 す るだけ で な く， 一 つ一 つ

の戒 め を守 る こ とを特 別 に約束 す るの で あ る。

例 えば，裂 か れ たパ ンを食べ る時， 私 た ち

は， そめ聖 な る記念 を口にす るこ とに よって，

安 息 日を聖 く保 つ こ とを約 束 してい るだ ろ う

か。

また私 た ちは，聖 餐 にあ ずか る こ とに よっ

て，什 分 の一 を完全 に納 め る こ とを誓 い ます

と神 のみ 前に約 束 し， その 誓約 を結 び 固め て

いるだ ろ っか 。

私 たちが交 わす 誓約 に は，実 際 この ような

特 別 な意 味が 含 まれ てい るの だ ろ うか 。皆 さ

んに お尋 ね したい。 これ には ほか に どの よ う

な意味 が あるだ ろ うか。

私 た ちは，神 の 口か ら出 るすべ て の言葉 に

従 って生活 し，神 の 定め られ た聖 な る儀 式 を

守 る とい う誓約 の下 に あ る。 そ の戒 め に従 う

こ との 中には， 純潔 や節 制， 高 潔，正 直 ，純

粋， 愛， 自制， 忠実 ， 主の み業 にお け る熱心

さ， 兄弟 愛， 忍耐，１献 身が 含 まれ てい る。 そ

して，神 の定 め た も うた儀 式 を完全 に受 け 入

れ るこ とが必要 であ る。

私 たちは， 神 の戒め に従 うこ とに よって ，

神 へ の愛 を示 す こ とが で き る。「もしあな たが

たが わた し を愛す るな らば， わ た しのい ま し

め を守 るべ きで あ る。」 （ヨハ ネ１４：１５）

これは主 の言葉 では ない だ ろ っか。 さ らに

主 は， もし私 たちが 主 に従 わな いな らば， 主

を愛す るこ とには な らない， とは っ き り告 げ

てお られ る。

さて，皆 さん，私 た ち末 日聖徒 は ，地上 の

他 の人 々 とどの よ っに 異な っ てい るだ ろ っか 。

皆 さんにお 聞 き したい。世 の 中の 大半 の 人

人は主 に仕 えて いな いか ら と言 って， キ リス

トを拒 んで生 活 して はい ない だ ろ うか 。私 た

ち現代 人は，過 去 に おけ る と同 じ荒 廃 を しか

も同 じ理 由 で繰 り返 そ う とは して いな いだ ろ

うか。

しか し，主 は慈 悲深 い御 方 であ る。イエ ス・

１６

キ リス トは， この地上 にお られ た時 さげす ま

れ たが， そ れ で も悔 い改 め た人 を， た とえ敵

で あ って も愛 し， 赦 された。

主 が その よ うな思 い で次 の言葉 を述 べ られ

た ので あ る。 「あ あ，エ ルサ レム ，エ ルサ レム，

… … わた しは お まえの子 ら を幾 た び集め よ う

とした こ とで あ ろ う。 それ だの に， お まえた

ちは応 じよ う としなか った。」（マ タ イ２３：３７）

この主 のみ 言葉 を考 える時 に，私 は， 主 が

過 去 にお け る と同 じよ うに憐 れみ を もって，

現 代 の 人々 に も語 って下 さ るだ ろ っか と問 っ

てみ る。 そ して， 主 は確 か に今 の 私 た ちに も

同 じよ うに接 して下 さる と私 は思 う。 なぜ な

ら， 主 は， 人 をか た よ りみ られ る御 方 では な

いか らで ある （教義 と聖 約 １：３５参 照 ）。

主 は，現 在 もこ う言 って お られ るの では な

いだ ろ うか 。 「あ あ，ア メ リカ，ア メ リカ， ち

ょうど，め ん ど りが翼 の下 に その ひな を集 め

る よ うに， わ た しは お まえの子 ら を幾 た び集

め よ うと したこ とで あ ろ う。」

「あ あ， イ ギ リス， ああ イ ギ リス， わ た し

はお まえの子 らを幾 たび集 め よ うと した こ と

で あろ う。」

また， 「ああ， ドイ ツよ」， そ して ス カ ンジ

ナ ビア，そ の他 の地 の あらゆる民 に， 「わた し

は お まえの子 ら を幾 た び集め よ う とした こ と

か」 と。

今 日，私 た ちが主 を拒 む な らば， そ れは，

古代 イス ラエ ルの 民が偶 像礼 拝 に 走 り， 背 教

した こ とよ りも罪 が軽 い と言 え るだ ろ っか 。

無関 心や 悪意 か ら全 能 の神 を拒 む こ とは ，

重 大 な こ とであ る。神 のみ 言葉 は， 今 もなお

私 た ちの 耳元 で鳴 り響 いている。 「神聖 なるも

の を軽 ん ず る こ となか れ 。」 （教 義 と聖 約 ６ ：

１２）

主 の戒 め は明確 に規 定 され てお り， 道徳 や

正 直 ， その他 の徳 に 関す る標 準 も，す で に広

く教 え られ てい る。 しか し悲 しい こ とに， そ

れ らの戒 め は，守 られ る よ りも， 破 られ るこ

とに よって 人々 に知 られ るよ うに なっ てい る。

これは， 荒廃 が何 らか の形 で私 た ち を襲 って



くるこ とを示 して い る よ うな気が す る。

政 府 は， 同性 愛や その他 の不 道徳 をなぜ容

認す るの だ ろ うか 。州 の役 人が，悪 習 を野放

しに して い るの は， また 時 には擁護 して さえ

い るのは なぜ だ ろ うか。 立法 者や 裁判 官が 合

衆 国憲 法 の名 の下 に 「われ ら神 を信頼 す」 と

毎 日唱 えな が ら， 一 方 では，祈 りや聖 典 を読

む こ とに反対 す るの は なぜ だ ろ うか 。

この キ リス ト教 国家 にお いて， 彼 らはキ リ

ス ト者 で あろ うか， そ れ と も反 キ リス ト者 で

あ ろ うか。 神 に関 して， 中立 とい う言葉 が あ

り得 るだ ろ うか 。 イエ ス は，否 と言 ってお ら

れ る。私 た ちは， キ リス トに従 うか ， 反す る

か の ど ち らか で あ る （マ タ イ１２：３０参 照 ）。

なぜ 政府 は，安 息、日の戒 め を破 るこ とを公

然 と支持 し， 日曜 日に店 を閉 め る法律 を取 り

上 げ よ う と しな いの だ ろ うか 。 いわ ゆ る ク リ

スチ ャ ン と呼 ば れて い る人々 が， それ に 目を

つ ぶ っ てい るの は なぜ だ ろ うか。

石 油不 足や ， その他 生 活 の不 自由 さに対 し

て は，子 供 の よ うに怒 りなが ら， 娯楽 を制 限

しよ う とす る と， それ に反対 す る。 なぜ 私 た

ちは成 熟 した大 人 らし く，世 の諸 問題 の根 源

が神 を拒 む こ とに あ るこ とを認 め よ う としな

い のだ ろ うか。 なぜ 目を覚 ま して，現 実 を直

視 しよ う としない のだ ろ うか 。 なぜ 目をつ ぶ

って悲劇 に突 入 してい くの だ ろ うか 。

争 いや 犯 罪， そ の他す べ ての 腐敗 を解 決す

るため に， 正 し く適 切 な措 置 を講ず るべ きで

はな いだ ろ うか 。

これ らの問題 を解 決 す る方法 は ただ ひ とつ

神 に立 ち・返 る こ とで あ る。 これは また， 主 イ

エ ス ・キ リス トを心か ら受 け 入れ， 主 の教 え

に完全 に 従 うこ とで もある。

も し今 ， この ア メ リカが，心 か ら主 を受 け

入れ た とした ら， ど うだ ろ うか。 イギ リス，

メキ シコ， ス カン ジナ ビア， ドイツ， 東洋 ，

南 ア メ リカの諸 国民 が， 主 に立 ち返 り， その

罪 を悔 い改 め，主 の聖 な る招 きを受 け入 れ た

と した ら， どうな るだ ろ うか 。

主 は， 次 の よ うに述べ て お られ る。

「すべ て の重荷 を負 うて苦労 してい る者 は
，

わ た しの も とに きな さい 。 あなたが た を休 ま

せ てあ げ よ う。

わた しは柔 和 で心 のへ り くだ った者 であ る

か ら， わ た しの くび きを負 うて， わ た しに学

び な さい。 そ うすれ ば， あ なたが たの魂 に休

み が与 え られ るで あ ろ う。

わ た しの くび きは負 いやす く， わ た しの荷

は軽：いか らで あ る。」 （マ タイ１１：２８－ ３０）

戦争 の重 荷 と平 和 を維持 す るため に用 い る

軍需 品の 費用 の こ とを考 えて いただ きたい。

また個 人 も国家 も，罪や 背 負 い切 れ な い負傷

を負 ってい る こ とを考 えてい ただ きた い。 こ

の世 で， 私 たちが 背 負 っていか なけ れば な ら

な い重 荷 につ いて 考 えてみ て いただ きたい。

そ して， それ らの重 荷 か ら解 放 され たな ら

ば， どん なに安堵 の心 を持 つ こ とがで きるか

考 えて い ただ きた い。 もし私 た ちが キ リス ト

の招 き を受 け 入れ るな らば， これ を達 成す る

こ とが で き る。

私 た ちが 現在 負 って い る重 荷 も， キ リス ト

にすれ ば， 実 に軽 いは ず であ る。 キ リス トの

くび きは 負いや す く， その上 ， 主は， 神の 温

か い心 で， 悔 い改 め る者一 人一 人を迎 え入れ

て下 さ るの であ る。主 を恐 れ る必要 はな い。

主 は， 柔 和 で謙遜 な御 方 であ る。

皆 さ ん，耳 を傾 け てい ただ きた い。主 の呼

ぶ声 が聞 こえ るだ ろ うか 。主 は，今 で も， こ

の よ うに語 りか けて お られ る， 「ああ，ア メリ

カ， ア メ リカ， わ た しは 幾 たびで もお まえを

集め よ うとす る。お まえ さえ私 の もとに くる

つ も りが あれば …… 」

「ああ
， イギ リス， ス カン ジナ ビア， メキ

シ コ， ドイ ツ， 日本 ，韓 国， そ の他すべ て の

国 々 よ。」皆 さんに は，主 の声 が 聞 こえ るだろ

うか。 主 は，今 も， き ょ うも，皆 さん を呼 ん

であ られ る。 もし私 たちが ，へ りくだ り，悔

い改め て 主の み もとに来 さえす れば， 主 は，

今 す ぐに で も私 たち を集め ，養 い，育 て， 平

和 を与 えて下 さるの であ る。

この国 で，私 た ちはたびたび， 「神 よア メ リ
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カに祝 福 を与 え た まえ」 と歌 う。 この言 葉 を

祈 りの 中で も唱 え よ うで はな いか。 そ して な

ぜ，神 よイギ リスに ，スカ ン ジナ ビア に，南 ア

メ リカに， メキ シ コに， 東 洋 に， オー ス トラ

リアに， ニ ュー ジー ラ ン ドに， そ のほか すべ

て の国 々に祝福 を与 えた まえ と歌 わな いの だ

ろ うか。 もし真 心 か ら主 に立 ち返 るな らば，

主 はすべ ての 人々 に祝福 を与 えて下 さるは ず

で あ る。 ほか に道 は ないの で あ る。

主 は戦争 を終結 させ， 内紛 や ，貧 困， 失業 ，

救 済金 の必要 をす べ て解決 す るこ とが で きる。

また，犯 罪や不 道徳 ， そ れに付 随 して起 こ る

様 々な病弊 を除去 す る こ ともで きる。

主 は 人々に平 安， す な わ ち精 神 的， 肉体 的，

霊 的，経 済的， 政 治的 な真 の平 和 を与 えて下

さる。私 た ちは それ に対 して代 価 を払 わ なけ

れ ばな らな い。 それ は，主 イエ ス ・キ リス ト

の福 音 に心か ら従 うこ とであ る。

常 識 では こ うだか ら と言 っ て， なぜ しっか

り目を開 いて み よ っ と しな い の だ ろ っか 。

なぜ あ れ これ理 由づ け て， 進 んで主 に立 ち返

ろ うと しな いの だ ろ うか。安 全 な道 は これ し

か ない ので ある。

私 は， 今， 無意 味 な説教 を繰 り返 して いる

のでは ない。 もっ と真 剣 な，一 生 にかか わ る

現 実の 問題 につ いて語 ってい るの であ る。

かつ て古代 ア メ リカで は， その よ うな祝福

が この さ きに もた らされ， それ が ２００年 間続

いた こ とが あっ た。平 和 と繁 栄 が全 地 を覆 っ

ていた。 戦争や 犯 罪 もな く，刑務 所 もなか っ

た。貧 因 も，不 道 徳 も，罪 悪が 生 み出す い か

な る病 も， この ２００年 間 には存 在 しなか った。

これ は， 単 な る夢 物 語 では ない。 現実 に あ

った こ とで ある。 これ まで ２度 と繰 り返 され

た ことのな い， 世 界 史上 最 大 の出 来事 であ る。

しか し，条件 さえ満 たす こ とが で きれば，

今 この 時代 で もそれ を再 現 す る こ とが で きる

もの であ る。

現在軍事 費に充 てられている何 十億 というお

金 を，平和 の建 設 に向 け るこ ともで きる。 ま

た犯 罪 に よって失 われ る 多額 の お金 を， 人類
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の発 展 のため に 活用 す る こ ともで きる。 そ う

す れ ば， 民族 間 の争 い もな くな る し， ス トラ

イ キや ボ イ コッ ト， ロ ックアウ トもな くな り，

陸軍や 海 軍 も必要 な くな り， さ らに 人工衛 星

を使 っ てスパ イ活動 をす る必要 もな くな るの

で あ る。

これ らはす べ て， 実際 に私 た ちが手 を伸 ば

せ ば 届 くとこ ろに ある。代 価 は現 在私 た ちが

支払 ってい る もの よ りは るか に小 さ く，報 い

は想 像 で きな いほ ど大 きい はず で あ る。

ああ， エ ルサ レム 。 ああ， ア メ リカ。 あ あ

イ ギ リス， その他 すべ ての国 々 よ。主 は， 皆

さん に呼 びか け てお られ る。 「わた しの もとに

きな さい。 あ なたが た を休 ませ てあ げ よ う。」

（マ タイ１１：２８）主 イエ．ス ・キ リス トの み名

に よ って 申 し上 げ る。ア ー メン。

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル大 管 長



霊性を維持する

神 と交わ りを 持つ こと は霊 にかか わる こと’であ る 。人 は 元来 霊的な 存在 で あ

リ， 人の 霊 は神の 子供 である

第 二 副 管長

マ リ ：オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

愛 する兄弟姉妹の皆さん・今私は注 のみ
た ま をいただ い て皆 さん にお話 した い と

願 って いる。私 は き ょう， 霊性 を維 持 す る と

い っこ とにつ い てお話 したい 。 この テーマ は，

ニー フ ァイの 弟ヤ コブの語 った勧告 の こ とを

考 えて いた時 に， 心 の中 に湧 いて きた もので

あ る。ヤ コブ は次 の よ うに言 って い る。

「肉欲 に迷 う心 は死 を招 き霊 の こ とを思 う

心 は 永 遠 の 生 命 を招 く とい うこ とを記 憶 せ

よ。」 （ＩＩニー フ ア イ ９ ：３９）

マ ッケ イ大管 長 は，霊 性 とは 「自我 に打 ち

勝 って いる とい う自覚 ， また 永遠 な る御方 と

交流 を保 っ てい る とい う 自覚」 であ る と定義

づ け て いる。 大管 長 は次 の よ うに も述べ てい

る。 「霊 性 は私 た ちに，困難 を克服 し，さらに

一 層 強 くな る よ うに促 す
。 自分 の能 力 が増 し

加 わ り， 心 の 中に真 理 が開 かれ て きた と感 じ

る こ と， これ は この世 で経 験 す る事 柄 の 中で

最 も崇 高 な ものの ひ とつ であ る。」（デ ビッ ド・

０ ・マ ッケ イ， Ｓ’θρ吻ηｇ翫 ｏηθｓ の αη 君δ％η一

磁 窺 五舵 「豊か な 人生へ の 踏み石 」 レウ ェ リ

ン ・Ｒ ・マ ッケ イ編，ｐ．９９）

主 は予 言 者 ジ ョセブ ・ス ミスを通 じて，次

の よ うな真理 を明 らか に したもうた。「すべ て

の霊 は物 質 な り。 ただ， ひ ときわ極微純 粋 に

して， ひ と きわ浄 き眼 のみ よ くこれ を見極め

得 るな り。」 （教義 と聖約 １３１：７）

アブ ラハ ム は語っている。「主 は… … この世

に先 だ ちて 組織 され た る英 智た ち を見せ た ま

い た り き。 ……

神， これ らの霊 を善 しと見た まい… …神，

霊 な り しこれ らの者 の 中に立 ち……」 （アブラ

ハ ム ３ ：２２－ ２３）

これ らの霊 た ちは神 の子供 で あ る。 ヨハ ネ

の記 す ところ に よれ ば， 神御 自身 も霊 であ る。

ヨハ ネ は次 の よ うに記 して い る。

「神 は霊 で あ るか ら
， 礼拝 をす る者 も，霊

とま こ とと をも って礼拝 すべ きであ る。」（ヨ

ハ ネ ４ ：２４）

神 の霊 は 「人間の 有す る肉体 と同 じく触知

し得 る骨 肉 の体 を有 した も う。」 （教義 と聖約

１３０：２２）しか し，神 の体 は俗世 の ものでは な

い。 「われ にか かわ るすべ ては霊 の こ とな り」

（教義 と聖約 ２９：３４） とあ るか らで あ る。
ち か ら

「わが 『み た ま』 の能 力 な るわが能 力の 言

もて 〔万 物 を〕 造 り……

・・…・霊 の もの もこの世 の もの も……

す な わ ちわが 業の 始め に 当 り， 先 に霊 の も

の あ り， 次 に この世 の もの あ り。 而 して また

わが 業 の終 りには， 先 に この世 の ものあ り，

次 に霊 の もの あ り。 ……

… … われ にか か わ るす べ ては霊 の こ とな り
。

い つ か つ

われ は何 時 た りと も， い まだ嘗 て俗 世 の事 に

か かわ る律 法 を与 えた る こ とな し。」 （教義 と

聖 約 ２９：３０－ ３２，・３４）

神 と交 わ りを持 つ こ とは霊 にか か わ るこ と

で あ る。 人 は元 来霊 的 な存 在 であ る。 人の霊
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は神の 子供 であ り，諸 々 の世 界 に 「住 む 者 た

ち」の霊 は 「皆神 よ り生 れ た る息 子 と娘」 で

あ る （教義 と聖約 ７６：２４）。、

さ らに，主の 「『み た ま』は世 に 来 るあ らゆ

る人々に光 を与 え， また 『み た ま』 は その声

を聴 く’全世 界の あ らゆ る人 々 を照す な り。

この 『み た ま』の 声 を聴 くすべ て の 人は神
もと

に 来 る 。 す な わ ち ， 御 父 の 許 に 来 る な り。」

（教 義 と聖 約 ８４ ：４６－ ４７）
は じ め

「人の あ らゆ る霊 は
， 太初 に 罪 な き もの な

りき。而 して神 は堕 落 よ り人 を贈 いた もうた

るに よ り， 人 はみ な再 び幼 児の 有様 とな り，

神の 前に 罪な しとな りぬ 。

然 るに かの悪 魔 来 りて… …光 明 と真理 を取

り去 りぬ 。」（教義 と聖約 ９３：３８－ ３９）

この霊性 の喪 失 は， ア ダム と イブ の子 供 た

ちの時代 に始 ま った。彼 らは，両 親 の教 えに

従 うこ とを拒 んだ ので あ る。

皆 さん は， ア ダムが ひ と りの み使 いか ら福

音 を教 わった こ とを思 い 出す であ ろ う （モー

セ ５ ：６－ ８参 照 ）。そ の後，ア ダム は 「主 の

『み た ま』 に よ りとらえ られ」 バ プテ スマ を

受 け，聖霊 を授 けられた。こ うして，『彼は，み

た ま』に よ りて生 れ」 たの で あ る （モー セ ６

：６４－ ６５参照。 モー セ ５ ：１０を も参 照 ）。
ほ

「ア ダム とイヴ とは神 の御 名 を讃め， 息子

娘 らにすべ て の事 を知 ら しめ た り。

こ こにサ タン彼 ら 〔息子 ，娘 た ち〕 の 中に

来 りて言 いけ るは， わ れ もまた神 の子 な りと，

また彼 らに命 じて 言 いけ るは， ア ダム とイヴ

の言 を信 ず るなか れ， と。 されば， 彼 らア ダ

ム とイ ヴの言 を信 ず る こ とな くサ タン を神 よ
め

りも愛 でた り。 人は その時 よ り， 肉体， 肉欲 ，

悪魔に従 う者 とな り始 め た り。」 （モー セ ５ ：

１２－ １３）

霊性 は信 仰 と悔 い改 め， バ プテ スマ， 聖霊

を授か るこ とに よって得 られ るの であ る。聖

霊 を伴侶 とす る 人は，神 と交 わ りを保 っ てい

る 人である。 した が って，霊 性 を維 持 して い

る人 であ る。霊 性 は，聖 霊 を伴侶 とす る生 活

を営む時 に保 たれ るか らであ る。

２０

この よ うな状 態 を保 つ ひ とつの確 か な方 法

は， 自分 の務 めが 何か を知 り， その務 め を果

たす こ とで あ る。 そ れに は， 第一 と第二 の戒

め を守 るこ とで あ る。 「心 をつ くし，精神 をつ

くし， 思 い をつ くして， 主 な るあな たの神 を

愛せ よ。」 「自分 を愛す る ように あな たの隣 り

人 を愛せ よ。」 （マ タイ２２：３７， ３９） これが ふ

たつの 大切 な戒 め で あ る。

また， 十戒 と山上 の垂 訓 に従 い，信 仰箇 条

の教 え を守 り，祈 るこ と も必要 であ る。

霊 性 を維持 す るの に祈 りが 大切 な こ とは，

ア ダム とイ ヴに主 か ら与 え られ た戒め を見 れ

ば よ くわ か る。 この戒 め は， エデ ンの園 を追

われ た後， 記 録 にあ る 中で最 初 に与 え られ た

もの で ある。すなわち， 「主 な る汝 らの神 を礼

拝 （せ よ）」 （モー セ ５ ：５） と命 じられ てい

る。

次 にア ダ ムに語 った天 よ りの来訪 者 は， ひ

と りのみ使 いで あ る。 そのみ 使 いは， ア ダム

が捧 げて い る いけにえは， 「御 父 の生 みたもう
いけにえ

…… ただ独 りの御 子 が犠 牲 とな りた もうこ と

のひ なが た」 （モー セ ５ ：７）で あ る と彼 に教

えた。

またみ使 いは 言った。「この故 に，汝 の為 す

す べ て を御 子 の御 名 に よ りて為せ 。 ま た汝 悔

い改め て今 よ りいつ まで も御 子 の御 名に よ り

て神 を呼 ぶべ し。」 （モー セ ５ ：８）

その時 か ら現在 に至 る まで，主 イェ ス ・キ

リス トの み 名に よ つて祈 るよ うに とい う戒 め

が，神 の すべ て の戒 めの 中 で最 も頻繁 に繰 り

返 し命 じられて い るの であ る。

祈 りの 大切 さを告 げ る教訓 と して最 も印象

深 いのは， ジ ェ レ ドの兄 弟 を通 じて与 え られ

た もの である。「主 は ……霊 の 中 に立ちなが ら

かれ と親 く話 した も うた。主 は三 時 間 ジェ レ

ドの 兄弟 と話 して， かれ が主 に祈 るこ と を怠

っ たの を懲 しめ た も うた。

それ で ジェ レ ドの 兄弟 が その 罪 を悔 い改め

て，一 しょに きた者 た ちの ため に主 に祈 っ た

時，主 は これに 答 えて仰せ にな った 『わ れは

汝 と， 汝 と共 に 来 りし者 た ちの 罪 を赦 す 。 さ



れ どこの 後汝 は再 び 罪 を犯すべ か らず。 わが

『み た ま』 は必ず し も常 に 人 をはげ ます もの

に あ らざ るこ とを忘 る な。」 （イテル ２ ：１４－

１５）

その後， ジェ レ ドの兄 弟が この よ うな信仰

を もっ て祈 って い た ところ， ほ どな く して，

肉体 を持 つ前 の霊 の状 態 の主 イエ ス ・キ リス

トが 彼 に現 われ，こう言 われた。 「見 よ… … わ

れ はイエ ス ・キ・リス トな り。 ……

見 よ， 今汝 が 見 る この 体 はわが 霊体 な り。

…… わ れは今 わが 霊 の ま ま汝 に現 わ るる と同

じ形 の 肉体 を 具 え て わ が 民 に もま た 現 わ れ

ん。」 （イテ ル ３ ：１４， １６），

霊性 を維持 す る ため に祈 りの 力が 必要 で あ

るこ とをは っ き り と証 明 す る，今 ひ とつ の 出

来事 は， ヤ コブ の息子 イ ノスの経 験 で あ る。

イ ノス は次 の よ うに記 して い る。

「さて
，私 は 自分 の 罪 を赦 され よ う として，

一心 不乱 に神 の御 前 に祈 った こ とにつ いて あ

なたた ちに話 を しよ う。

ご らん，私 は獣 を狩 ろ うとして森 へ行 った

が， 私 の父 が永 遠 の生命 と聖 徒 の幸 福 につ い

て教 えた言葉 を度 々聞 いた のが私 の 心 に深 く

しみ こんだ 。

そ こで私 は 自分 の心が 飢 え るの を覚 えて，

私 の造 り主 の御 前 に ひざ まず き， 自分 の身 と

霊 の ため に一 心 こめて祈 りかつ願 った 。私 は

本 当 に一 日中神 に祈 り， 夜 に な って もまだ 私

の声が 天 に と ど くほ ど大 きな声 で祈 った。

す る と一 つ の声 が聞 こえて 『イ ノスよ， 汝

の罪 はす でに許 され たれば 汝 は祝福 を受 くべ

し』 と仰せ に な った。

私 イ ノスは神 が 必ず偽 を仰せ に な らな い こ

とを知 っ てい たか ら，私 の罪 はす でに これで

取 り消 された ので あ る。

しか し私 が主 よこれ は どう して そ うな りま

す るか とたず ねた とこ ろ，

主 は 『それ は汝 が これ まで に見 しこ と も聞
よ

きしこ と もな きキ リス トを信 ず るに 由 る。 こ

の キ リス トは 多 くの年 月 を経 て は じめ て 肉体

にて現 わ る。 され ば， 汝努 め よ。 汝 は己 が信

仰 に よ りて無 罪 となれ り』 と仰せ にな った。

私 は この言葉 を聞 くと， 私 の兄弟 であ るニ

ー フ ァイ 人の 幸福 を望 む思 いが 心 の中に生 じ

たか ら，か れ らの ため に全 身全 霊 を傾 け て神

に祈 った。

私 が この よ うに精神 こめ て祈 ってい る中に，

ご らん ， また 主の御 声 が私 の心 に聞 えて仰せ

にな った 『汝 の兄 弟 らが わが命 令 を守 る熱心

の 多少 に従 い， われ は これに報 い を与 うべ し。

われ はす でに この 地 をか れ らに与 え しが， こ

れ は聖 き地 に して罪悪 の あ る故 に あ らず ばわ

れ これ をの ろわず 。 され どす でに 言い し如 く，

われ は汝 の兄 弟 らに報 い を与 え，か れ らにそ

の罪の責 任 を とらせ て悲 しき目に逢 わすべ し』

と。」 （イ ノス ２－ １０）

霊 性 を維 持 す る上 で大 きな助 け とな る もう

ひ とつ の こ とは， 聖典 を学 ぶ こ とであ る。ア

ルマ はモー サ ヤ の息子 た ちが奇 跡 的 な伝 道の

成 果 を上 げ た こ とに 関連 して， この こ とを証

して い る。

「モーサ ヤ の この 息子 た ちは
， 天使が最 初

アルマ に現 われ た と きア ルマ と一 しょに居 た

者 た ちで あ った か ら， ア ルマ は この よ うに兄

弟た ちに逢 って 非常 に喜 び， こ とにか れ らが

や は り元 の通 り主の教 会 の兄 弟 であ ったか ら

またその上 一 方 な らず喜 ん だ。 この兄 弟た ち

は まこ とに正 しい理解 を もって い る者 た ちで，

神 の道 を知 るた め に熱心 に聖 文 を研 究 したか

ら， す でに真 理 につ い て深 い知 識 を持つ よ う

に なっ てい た。」

「それ ば か りで な く， か れ らは非常 に熱心

に祈 り と断 食 とを したか ら 『予言 のみ た ま』

と 『啓示 の み た ま』 と を受 け， その教 え を宣

べ る と きに は神 に授 か った権 能 と威勢 とに よ

っ て教 えた 。」 （ア ルマ １７：２－ ３）

霊性 を得 て それ を維持 す る ため に 欠かせ な

い のが， 祈 り と聖典 を学 ぶ こ とであ る。

主 は予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミヌ、に次 の よ うに

言 われ た。 「勝 利者 た らんこ とを常 に祈 るべ し。

誠 にサ タンに打 ち勝つ様 に祈 れ， また現 にサ

タンの仕 事 に 力 を与 うるサ タンの僕 らの手 よ
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り免れ ん こ とを祈 るべ し。」 （教義 と聖 約 １０：

５）

聖典 の大切 さにつ いて， 主 は次 の ように言

ってお られ る。 「聖 典 を調べ な さい。あなたが

たは，聖 典 の中 に永遠 の命 が あ る と思 って調

べて いるが１ 聖典 は， わ た しにつ い てあ か し

をす る もの であ る。」 （欽定 訳 ヨハ ネ ５ ：３９よ

り和訳 ）

聖餐 の 目的は霊 性 を維持 す るよ う促 す こ と

で ある。パ ンと水 の祝福 の 言葉 には， 「御子 の

『み た ま』 ……一 同 〔聖餐 に あず か る者 〕 と

共 にま します よ う」と記 されている。 （教義 と

聖 約２０：７７， ７９参 照 ）

教義 と聖約 第５９章 に記 され た啓 示 は， ミズ

ー リ州 ジ ャ ク ソ ン郡 に 到 着 したばか りの聖

徒 た ちの指針 と して， １８３１年 ８月 ７ 日に予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して 与 え られ た もの

であ る。主 は この啓示 の 中で， 霊性 を維持 す

るため に欠かせ ない一 連 の指示 を明 らか に し

て， 次 の よ うに言 わ れた 。

「主 は言 う
。 わが命 に従 い， 誠心 を以 てわ

が栄光 を仰 ぎ見 て今 この地 に集 り来れ る人々

は，見 よ，幸福 な るか な。

そは生 くる者は 地 をつ ぐこ とを得 ， 死ぬ る

者は全 く働 き を休 み て安 息 を得 。 され ど彼 ら

のな した る業 は その 人々 につ き従 いて， わが

備 えたる父 の住居 に於 て冠 を受 け しむ れば な

り。

然 り， その 足 シオ ンの地 の上 に 立 ちて， わ

が福 音 に従 い居 る者は幸 福 な るか な。 その者

は報 い として地 の善 き もの を受 け， 而 も地 は

それ を力 強 く生 ず べけ れば な り。

また わが前 に忠実 に して 勤勉 な る者 は， 天

より祝福 をもて冠 を受 くべ く， また誠 に少 か

らざる誠命 とその 時々 に関 す る啓示 とを与 え

らるるな り。

この故 に， われ 彼 らに一つ の誠 命 を与 う。
いわ

曰 く，汝心 を尽 し， 勢 力 と思 い と体 力 とを尽

して主 なる汝の 神 を愛す べ し。また，イエ ス・

キ リス トの名に よ りて神 に仕 うべ し。

汝 己れ の如 く汝の 隣 りを愛せ よ。 汝盗 む な
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か れ。 また， 姦淫 を犯 す なか れ。 また， 人 を

殺す なかれ 。 ま た何 事 に て もこれ に類す るこ

とを為 す こ となか れ。

す べ ての 事 に就 きて， 主 な る汝 の神 に感謝

すべ し。

汝 誠 に真 にへ りくだ る心 と悔 い る精神 と を

以 て，汝 の 神 に義 しき捧 物 となすべ し。

汝 な お さ ら充 分 に世 の汚 れ に染 ま ざる様，

祈 りの家 に 行 きて わが聖 日に汝 の聖 式 を捧 ぐ

べ し。

そは誠 に こ の聖 日は， 汝 命ぜ られ て働 きを

休 み， い と高 き者 に礼拝 を捧 ぐべ き 日なれば

な り。

さ りなが ら， 汝 の誓 言は， 正 し く毎 日常 に

神 に捧 げ られ ざ るべ か らず 。

され どこの主 の聖 日に於 て は， い と高 き者

に汝 の捧 物 と聖 式 とを奉 りて， 兄弟 た ちに 向

い主 の前 に於 て汝 の罪 を告 白す る を忘 るべ か

らず 。

而 して汝 この 日には他 に何 事 を もなす こ と

なか れ。 た だ汝 が断 食 を完か ら しめ ん ため，

言 い換 うれ ば汝悦 び を以 て 充 されん ため， 真

心 を こめ て その 食物 を支 度す るこ とのみ を為

すべ し。

誠 に これ は断 食 と祈 りに して， 言 を換 えて

言 えば悦 び と祈 りな り。

而 して 汝 ら感謝 と愉 快 な る心 と顔容 と を以

て これ を為 さば， 多 く笑 い て これ を為 す

なか れ， そ は罪悪 な れば な り， され ば悦 ば し

き心 と愉快 な る顔 容 とを以 てなせ ，

わ れ誠 に汝 らに告 ぐ， 汝 ら これ を為 さば 地

に満つ るすべ て の ものは 汝 らに与 え ら るべ し。

す な わ ち野 の獣 ， 空 の鳥， 木 に よず る もの ，

地 上 を歩 くもの は汝 らの もの となるべ し。

然 り， ま た汝 らの 食物， 衣 服， 家屋， 小 屋，

果 樹 園，野 菜畑 ， 葡萄 園 な ど何 れ に して も，

それ らの ため に地 よ り生 ず る諸 々 の草 と善 き

もの，

然 り，す べ て これ ら季節 に よ りて地 よ り生

ず る もの は，皆 人の為 人 の用 いん ため に造 ら

れ， 眼 を楽 し ませ， また等 し く心 を悦 ばせ ん



ため な り，

然 り， これ らは 肉体 を健 に し人に 元気 をつ

くる よ う， 食物， 衣服 ， 味， 香 りの ため に造

らる。

而 して， すべ て これ らの もの を人 に与 え た

るは神 の悦 び とす る ところ に して， この 目的

のた めに これ らは造 られ たれ ば， 人 は適 量に

これ を用 いて 貧 らず また は無理 に取 りて 用 う

べ か らず 。

お よ そ人何事 に も神 を怒 らせ ず または何事

に も神 の 怒 り燃 ゆ るこ とな し， た ・“す べ ての

事 の 中に神 の御 手 の あ るこ と を告 白せ ず， そ

の誠命 に従 わ ざる者 に神 の怒 りあ り。」

見 よ， こは すべ て律 法 と予 言者 ら とに よ る

な り。 ……

……正 しき業 を行 う者 は よ き報 い を得
， す

なわ ち この世 に在 りては平 和 を得， 次 の世 に

在 りては永 遠 の生 命 を得 ん。

主 な るわれ この事 を語 り，而 して 『み た ま』

これが証 を なす な り。アーメン」 （教義 と聖 約

５９：１－ ２４）

兄弟 姉 妹 の皆 さん ，霊 性 は 主 の このみ言

葉 に従 うす べ ての 人々 に与 え られ る。 なぜ な

らば， 主御 自ら次 の よ うに約 束 して お られ る

か らで あ る。 「誠 に，主 か くの如 く言 う。その

罪 を捨 てて われ に 来 り， わが名 を呼 び， わが

声 に従 い， わが誠 命 を守 るあ らゆ る人々は，

わが 面 を見 て われ在 るを知 る こ とあ らん。

また， わ れ は世 に来 る あ らゆ る人 を照 らす

真 の光 な る こ と，

われ は御 父 にあ り，御 父 はわ れに あ り，御

父 とわ れ とは ひ とつ な る を知 るこ とあ らん。」

（教 義 と聖約 ９３：１－ ３）

愛 す る兄 弟姉 妹 の 皆 さん， 霊性 を維持 す る

ため に は この 原則 に従 うこ とが 必要 であ る。

私 たちす べ て の者が 霊性 を得 て， 主 を喜 ばせ，

主 に まみ える こ とが で き るよ うに祈 って いる。

イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ りへ り くだ り祈

る もの であ る。 アー メン。

ヤや
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十二使徒評 議員会会長 エズラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン長老 （左）とマー ク ・Ｅ ・ピーターセ ン長老
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１０月 ６日 （土） 午後の部 における説教

教会役員の支持

第 一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

ム 大 会の教 会役 貝の 支持 を行 な う前 に， キ
７

ンボー ル大管 長か らの要請 に よ り，以 下

の発表 を行 ない たい と思 い ます。 ス テー キ部

祝 福師 の急激 な増加 に よ り，全 世 界 で祝福 師

の務め が十分 に行 な え るよ うに なっ て き まし

た。 そ こで， エ ル ドレ ッ ド ・Ｇ ・ス ミス長 老

を名誉 祝福 師に任 命致 し ます 。 これ に よっ て，

ス ミス長老 は教会 の大 祝福 師 の職 につ け るす

べ ての義 務 と責任 か ら解 かれ るこ とにな りま

す。 また， 中央 日曜学 校 会長 会 の ラ ッセ ル ・

Ｍ ・ネル ソ ン， ウ ィ リア ム ・Ｄ ・オズ ワル ド，

Ｊ ・ヒュー ・ベ アー ド， お よび 中央若 い男性

会長会 のニ ール ・Ｄ ・シェ イラー， グ ラハ ム ・

Ｗ ・ドクシー， クイ ン ・Ｇ ・マ ッケ イ を感謝

の解任 を します 。後 ほ ど提議 致 しますが ，七

十 人第一定 員会 の会 員が ， 日曜学 校 お よび若

い 男性 の新 しい会 長会 を構 成 す る よ うに な り

ます。賛 成の方 は その意 を表 わ して 下 さい 。

もし反対 の方が あ れば， 同 じよ うにそ の意 を

表 わ して下 さい。

私た ちは予言 者， 聖 見者， 啓 示 を受 け る者 ，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の大 管長 と し

てスペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル を支 持 して下

さるよ う提 議致 し ます 。 その提議 に賛 成の 方

は その意 を表 わ して下 さい。 もし反対 の方 が

あれば， 同 じよ うに その意 を表 わ して下 さい。

私 たちは大 管長 会 第一 副 管長 としてナサン ・

エ ル ドン ・タナー を， 第二 副管 長 と してマ リ

オン ・Ｇ ・ロムニ ー を支持 して下 さる よ う提

議 致 します 。賛成 の方 は その 意 を表 わ して下

さい。 もし反対 の方 が あれば， 同 じよ うに そ

の意 を表わ して下 さい。

私 た ちは 十二使 徒評 議 員会 会長 と して エ ズ

ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ンを支持 して下 さ るよ う

提 議致 し ます 。 賛成 の方 は その意 を表 わ して

下 さい。 も し反対 の方が あ れば， 同 じよ うに

その 意 を表 わ して下 さい。

私 た ちは 十二 使徒 定 員会会 員 として， エ ズ

ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン， マー ク ・Ｅ ・ピー タ

ー セ ン
， リグラ ン ド・リチ ャー ズ，ハ ワー ド・

Ｗ ・ハ ン ター， ゴー ドン ・Ｂ ・ヒン クレー，

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソン， ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ

カー ， マー ビン ・Ｊ・ア シュ トン， ブルー ス ・

Ｒ ・マ ッコ ンキー， Ｌ ・トム ・ペ リー， デ ビ

ッ ド ・Ｂ ・ヘ イ ト， ジェー ム ズ ・Ｅ ・フ ァウ

ス トを支持 して下 さる よ う提 議 致 します 。賛

成 の方 は その 意 を表 わ して下 さい 。 も し反対

の 方 が あれ ば，同 じよ うにそ の意 を表 わ して

下 さい。

大管 長会 副 管長 お よび十 二使 徒 を予 言者 ，

聖 見者 ， 啓示 を受 け る者 として支持 して下 さ

る よ う提議 致 します。 賛 成の 方は その 意 を表

わ して下 さ い。 もし反対 の方 が あれば， 同 じ

よ うにそ の意 を表 わ して下 さい。

私 た ちは スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル を末

日聖徒 イエ ス ・キ・リス ト教会信 託 管理 人 とし

て支持 す る よ う提 議致 します 。賛 成 の方 はそ

の意 を表 わ して下 さい。 も し反対 の方 が あれ

ば， 同 じよ うに その 意 を表 わ して下 さ い。

私 た ちは， 名誉 祝福 師 と してエル ドレッ ド・

Ｇ ・ス ミス を支持 して下 さる よ う提議 致 しま

す。 賛成 の方 は そ の意 を表 わ して下 さ い。 も

し反対 の方 が あれ ば， 同 じよ うに その意 を表

わ して下 さい。

七 十 人第一 定 員会 会長 会 な らびに 七十 人 第

一定 員会 会 員 として， フ ラン ク リン ・Ｄ ・リ
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チ ャ ー ズ ， Ｊ ・トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ， Ａ ・

セ オ ドア ・タ トル ， ニ ー ル ・Ａ ・マ ッ ク ス ウ

ェ ル ， マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・Ｈ ・

ダ ン ， Ｗ ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー ター を支 持 し

て下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して ， セ

オ ドア ・Ｍ ・バ ー トン ， バ ー ナ ー ド ・Ｐ ・ブ

ロ ッ クバ ン ク， ロ バ ー ト ・Ｌ ・シ ン プ ソ ン ，

０ ・レ ス リー ・ス トー ン， ロ バ ー ト ・Ｄ ・ヘ

イ ル ズ ， ア ドニ ー ・Ｙ ・小 松 ， ジ ョセ ブ ・Ｂ ・

ワ ー ス リ ン， ハ ー トマ ン ，レ ク ター ・ジ ュ ニ

ア， ロー レ ン ・Ｃ ・ダ ン ， レ ッ ク ス ・Ｄ ・ピ

ネ ガ ー ， ジー ン ・Ｒ ・ク ッ ク， チ ャ ー ル ズ ・

Ａ ・デ ィデ ィエ ， ウ ィ リア ム ・Ｒ ・ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・Ｐ ・リー ， カー ロ ス ・Ｅ ・

エ イ シ ー ， Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド・ジ ュ ニ ア ，

ジ ョ ン ・Ｈ ・グ ロ ー バ ー グ， ジ ェ イ コブ ・デ ィ

エ ガ ー ， ボ ー ン ・Ｊ ・フ ェ ザ ー ス トー ン， デ

ィー ン ・Ｌ ・ラー セ ン ， ロ イ デ ン ・Ｇ ・デ リ

ッ ク， ロバ ー ト ・Ｅ ・ウ ェ ル ズ， Ｇ ・ホ ー マ

ー ・ダ ラ ム
， ジ ェ ー ム ズ ・Ｍ ・パ ラ モ ア ， リ

チ ャ ー ド ・Ｇ ・ス コ ッ ト， ヒ ュ ー ・Ｗ ・ピ ノ

ッ 久 Ｆ ・エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ シ ェ ， 菊 地 良 彦 ，

ロナ ル ド ・Ｅ ・ポ ー ル マ ン， デ リ ッ ク ・Ａ ・カ

スバ ー ト， ロ バ ー ト ・Ｌ ・バ ッ クマ ン， レ ッ

ク ス ・Ｃ ・リー ブ ・シ ニ ア ， Ｆ ・バ ー トン ・

ハ ワ ー ド， テ デ ィー ・Ｅ ・ブ ル ー ア ー トン，

ジ ャ ッ ク ・Ｈ ・ゴー ス リ ン ド ・ジ ュ ニ ア を，

ま た 七 十 人 第 一 定 員 会 名 誉 会 員 と して ジ ョセ

ブ ・ア ン ダ ー ソ ン， ウ ィ リア ム ・Ｈ ・ベ ネ ッ

ト， ジ ェー ム ズ ・Ａ ・カ リモ ア ， ス タ ー リ ン

グ ・Ｗ ・シ ル， ヘ ン リー ・Ｄ ・テ イ ラ ー ， ジ

ョ ン ・Ｈ ・バ ン デ ンバ ー グ， Ｓ ・デ ル ワ ー ス ・

ヤ ン グ を ， そ れ ぞ れ 支 持 し て 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下 さ

い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。

・管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と し て ビ ク ター ・Ｌ ・

ブ ラ ウ ン を ， 第 一 副 監 督 と し て Ｈ ・バ ー ク ・

ピ ー タ ー ソ ン を， 第 二 副 監 督 と し て Ｊ ・リチ

ャ ー ド ・ク ラ ー ク を支 持 して 下 さ る よ う提 議

致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

地 区 代 表 と し て ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

日曜 学 校 ， 会 長 と し て ヒ ュ ー ・Ｗ ・ピ ノ ッ

ク長 老 を ， 第 一 副 会 長 と し て ロナ ル ド ・Ｅ ・

ポ ー ルマ ン を， 第 二 副 会 長 と し て ジ ャ ッ ク ・

Ｈ ・ゴー ス リン ド ・ジ ュ ニ ア を， そ の 他 管 理

会 員 を現 状 の ま ま で 支 持 して 下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と して ロ バ ー ト ・Ｌ ・バ ッ

クマ ン を， 第 一 副 会 長 と して ボ ー ン ・Ｊ ・フ

ェ ザ ー ス トー ン を ， 第 二 副 会 長 と して レ ッ ク

ス ・Ｄ ・ビ ネ ガ ー を， そ の 他 管 理 会 貝 を現 状

の ま ま で支 持 し て 下 さ る よ う に 。

扶 助 協 会 ， 会 長 と し て バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミ ス を， 第 一 副 会 長 と して マ リア

ン ・ リチ ャー ズ ・ボ イヤ ー を ， 第 二 副 会 長 と

して シ ャ ー レー ・ウ イ ル ク ス ・ トー マ ス を，

そ の 他 管 理 会 貝 を現 状 の ま まで 支 持 して 下 さ

る よ う に 。

若 い 女 性 ， 会 長 と し て エ レ イ ン ・Ａ ・キ ャ

ノ ン を， 第 一 副 会 長 と し て ア ー リン ・Ｂ ・ダ

ー ガ ー を， 第 二 副 会 長 と して ノー マ ・Ｂ ・ス

ミス を ， そ の 他 管 理 会 貝 を 現 状 の ま まで 支 持

して 下 さ る よ う に 。

初 等 協 会 ， 会 長 と して ナ オ ミ ・Ｍ ・シ ャム

ウ ェ イ を ， 第 一 副 会 長 と し て コ リー ン ・Ｂ ・

レ モ ン を ， 第 二 副 会 長 と し て ドロ シ ア ・ル ー ・

Ｃ ・マ ー ド ッ ク を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の

ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 反 対 の 方 も同 じ よ う に そ の 意 を表 わ

して 下 さ い 。

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と し て スペ ンサ ー ・

Ｗ ・キ ン ボ ー ル ， Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー ， マ

リ オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ

ン ソ ン ， ゴー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー ， トー マ

ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー ，
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マ ー ビ ン ・Ｊ ・ア シ ュ ト ン， ニ ー ル ・Ａ ・マ

ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス， ビ

ク タ ー ・Ｌ ・ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・Ｂ ・ス ミ

ス を 支 持 して 下 さ る よ う に 提 議 致 し ます 。 賛

成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。 も し反 対

の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の 意、を 表 わ し て

下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 貝 と して ウ イ ル フ ォー

ド ・Ｇ ・エ ド リ ン グ ， ハ ロ ル ド ・Ｈ ・ベ ネ ッ

ト， ウ ェ ス トン ・Ｅ ・ハ ミ ル トン ， デ ビ ッ ド・

Ｍ ・ケ ネ デ ィ ー ， ウ ォー レ ン ・Ｅ ・ビ ュ ー を

支 持 し て下 さ る よ うに 。

タバ ナ クル 合 唱 団 ，団 長 と し て オー ク レー ・

Ｓ ・エ バ ン ズを，指 揮 者 として ジェ ラル ド ・

Ｄ ・オ タ リー を， 准指揮 者 と して ドナ ル ド ・

Ｈ ・リプ リンガー を， タバ ナ クル オル ガニ ス

トと して ロバー ト ・カ ンデ ィ ック， ロイ ・Ｍ ・

ダー リー， ジ ョン ・ロ ン グハ ー ス トを支持 し

て下 さ るよ うに。

以上 の提 議 に賛 成 の方 はそ の意 を表 わ して

下 さい。 も し反対 の 方が あれ ば， 同 じよ うに

その意 を表 わ して下 さ い。

キン ボー ル 大管 長， 以上 の 役 員お よび教 会

幹 部 に対 して全会 一致 の 支持 が得 られた よ う

です。

教会役員の支持の光景
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祈 リと答え

私 は，霊 感の 声 は音 声よ りも 感 しと して くる 方が 多 い ことを 知る よ う にな っ

た

十 二使 徒評 議 員 会 会 員

：ボ イ ド ・Ｋ ・バ ツ カ ー

兄 弟姉 妹 の皆 さん ・私 は祈 りと・祈 １）の後
に起 こる こ とにつ いて若 人にお話 す るに

当た り， 霊 感 を願 い求め る もの で あ る。

全 般 的に 見 て， 教 会 では祈 るこ とがか な り

きちん と教 え られ てい る。幼 な子 で さえ も腕

を組 み頭 を下 げ， 親 や 兄弟か ら小 さな声 で教

え られ， や が て 自分 で祈 りが で きる よ うに な

る。

祈 りが あれ ば， その 答 え もある はず であ る

が， 答 え につ いて は比較 的軽 視 され て い るよ

うな気 がす る。

昔 ， あ る夏 の宵 に，動 物学 者 の ジ ョン ・バ

ロー ズが公 園 の 人込 み の 中 を歩 い てい た。 そ

の時， 都会 の喧燥 を越 えて一 羽 の鳥 の鳴 き声

を耳に した。

そ こで彼 は立 ち止 まって その 声 に じっ と耳

を傾 け た。 しか し， 一緒 に い た人 た ちには そ

れが聞 こえなか った。 彼は辺 りを見回 した が，

だれ もそれ に気 づ いた 人は い なか った。

彼は これ ほ ど美 しい もの をなぜ みん なが 見

逃 すの か気 に な って仕 方が なか っ た。

そ こで ポケ ッ トか ら １枚 の硬 貨 を取 り出 し

て 空中 にほ う り投 げ た。硬 貨 は ちゃ りん とい

う音 を立 て て舗 道 に落 ち た。小 鳥 の鳴 き声 よ

りも小 さいそ の声 に， み んな は振 り向 いた。

ちゃん と聞 こえて い たの であ る。

都 会 の雑 踏 の 中に いて， 小 鳥の歌 声 を聞 き

分 け るのは 容 易 では ない 。 しか し， わか らな

いはず は ない 。鳴 き声 を聞 き分 け られ る よう

に 自分 を訓 練 していれ ば， は っ き りと聞 こえ

るはず で あ る。

我 が家 の 息子 のひ と りが， 以前 か らず っ と

無 線通信 に興 味 を持 って い る。小 さい時 の ク

リスマ ス プ レゼ ン トは，初 心 者用 ラ ジオの組

立 てセ ッ トで あ った。

息子 は成 長 して 自分 で アル バ イ トが で きる

よ うに な り，私 た ちに も余 裕 が 出て くる と，

彼 は も っ と複雑 な装 置 を買 った。

こ こ何 年 か， またつ い最 近 に も， その息子

の 隣 に腰か け て， 息子 が遠 い世 界に住 む 人々

と交信 して い るの を耳 に した。

空電や 電 波 障害 が起 きた り，混信 した り，

か と思 う と一 度 に幾つ もの声 が 入って きた り

した こ と もあ る。

それ で も息子 は言 って い る こ とをちゃん と

キ ャ ッチ して い た。 どん な電 波障 害が あ って

も， ち ゃん と聞 き とれ る よ うに訓 練が で きて

いたか らで あ る。

この騒 々 しい世 の 中 で静か な霊 感の 声 を聞

き分 け るのは 非常 に 難 しい。 自分 をよ く調 え

てい な い と， 聞 き逃 して しま う。

祈 りの 答 えは ひ そや か にや って来 る。聖典

には， 霊感 の 声 は静 か な細 い声 と描写 され て

い る。

あ な たは心 か ら努 力す るな らば， その声 を

感 じ取 るこ とが で き るよ うにな るはず で ある。

私 た ちは， 結婚 して間 もな く次 々 と子供 に
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恵 まれた。幼 な子 をお持 ちの ご両親 な らお わ

か りだ と思 うが， この時 期 に は，親 が ぐっす

り眠 れ る夜 はほ とん どない 。、

生 まれ たばか りの赤 ん坊 が いて， そのす ぐ

上 に ようや く歯 が は え始 め たば か りの子供 が

いる。そ して， ひ と りが 熱 で も出せ ば， 一 晩

に百 回 も寝 た り起 きた りしな けれ ば な らない 。

（とい うのは少 々大 げ さでせ いぜ い ２，３０回

といった ところか もしれ ない ）

私 た ちは，ふ た りの子 供 の夜 の 面倒 を分 担

して受 け持 つ こ とに した。 妻が 赤 ん坊 の世 話

を し，私 が歯 の生 えか けて い る子供 の面倒 を

み る こ とに した。

その よ うな あ る 日，私 たち は それ ぞれが 受

け持 った子 供 の こ としか耳 に 入 らな くなって

いる こ とに気が つ い た。別 の子 が 泣 いて も平

気 で熟睡 で きるの で あ る。

私 た ちは この こ とにつ いて ず っ と話 し合 っ

て きた。 そ して次 の よ うな結論 に 達 したの で

あ る。つ ま り， 人 は訓練 さ えす れ ば 聞 きた い

もの を聞 き，望 む もの を見た り感 じた りす る

こ とが で きる と。 た だ しそれ に は条件 が あ る。

「生れ なが らの 人 は
， 神 の御 霊 の賜 物 を受

けいれ ない。 それ は彼 に は愚 か な もの だか ら

であ る。 また， 御霊 に よって 判断 され るべ き

もの であ るか ら， 彼 はそ れ を理 解 す る こ とが

で きない。」 （１コ リン ト２ ：１４） この よ うな

理 由 で，霊 感 の声 をほ とん ど， あ るい は一 度

も聞かず に生涯 を送 って い る人が 大勢 い る。

聖典 はそ の こ とにつ い て 多 くの こ とを教 え

て いる。

リーハ イ は息子 た ちに 自分 が 見た示 現 につ

いて教 えたが， レーマ ン とレ ミュエ ル はそ の

教 えに聞 き従 わ なか った 。

「父は まこ とに偉大 なこ とを多 く兄 弟た ち

に語 ったが， それ は 人が 主に 尋ね なけ れば解

りに くい こ とで あ った。 ところが 兄 弟 た ちは

心が かた くなで あ ったか ら， 当 然 なすべ きこ

とであ るが主 に頼 らなか っ たの であ る。」 （１

ニー フ ァイ１５：３）

ふ た りは 弟のニ ー フ ァイに ， 父が 言 って い
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るこ とは理 解 で きない とこぼ す と， ニー フ ァ

イは， 「あ なた がたは主 に尋 ねたか」と兄 た ち

に聞 い た。 す る と兄 た ちは 「『主 に尋 ねてはい

な い。主 は こ んな こ とをわ れわ れに知 らせ な

いか らであ る』 と言 った。」 （１ニー フ ァイ１５

：８－ ９）

その 後， 彼 らがニ ー フ ァイに 危害 を加 え よ

う とす る と，ニ ー フ ァイは この よ うに言 っ た。

「あ な たた ちは悪事 をす るの は早 いけ れ ど

も， あ な たた ちの神 で あ る主 を思 い起す の は

お そい 。 あな たた ちは， これ までに一 人の天

使 を見， 天使 は またあ なた た ちに言葉 をかけ

た。 まこ とに あな たた ちは その御 声 を時 々聞

い てい る。 そ の時 それ は静 な細 い声 で話 した

も うた が， あ なた た ちは何 らの感 じもなか っ

た ので その御 声 を感 ず ることが で きなかった。」

（１ニ ー フ ァイ１７：４５）

私 は， 霊 感 の声 は音声 よ りも感 じとして来

る方 が 多い こ とを知 る よ うに なっ た。

若 人の皆 さん，霊 感 を感 じ とれ る よ うな状

態 で いて いた だ きたい 。

知 恵 の言葉 のひ とつ の大 きな 目的 は， 啓示

と深 い関 連 が あ る と私 は思 って い る。

皆 さんは 幼 い頃 か ら茶 や コー ヒー ， 酒， タ

バ コ， 麻薬 ， その他 健康 に害 を及ぼ す もの は

避 け る よ うに と教 え られて きた。

そ して， も しだ れか が そ うい う もの に手 を

出 して いれ ば， 非常 に心 配す る。

麻 薬や アル コー ルに 冒 され，普 段 の話 も満

足 に聞 き とれ ない よ うな状 態 の人 は， この最

も繊 細 な感 情 に働 きか け る霊 的 な感覚 を どの

よ うに 感 じるこ とが で きるだ ろ うか 。

知 恵 の言 葉 は健康 の律 法 と して も有益 で あ

るが， 肉体 的 よ りもむ しろ霊 的 な こ とにお い

て もっ と益 を もた らす もの で あ る。

知 恵 の言 葉 を守 れば， 肉体 に何 らか の変化

が 起 こ るが ， それ が霊 的に マ イナ スに な るこ

とは まず な い。

皆 さんが 父親 や母 親 に なる時， 霊 感 を得 ら

れ な くす る習慣 に 浸 って， 子供 を放 任 して し

ま うよ うな生 活 を しては な らない。



主 は私 た ちに勧 め， 導 き，教 え，警 告す る

ため に，心 の 中 に清 らか な英知 を注 ぐ道 を備

え られ た。 したが って， 自分 が知 る必 要 の あ

るこ とは今 す ぐにで も知 るこ とが で きる。 霊

感 を受 け られ るよ うにな る こ とであ る。

教 会の若 人の 活動 の 中に も， 霊 感 に関係 し

た こ とが 含 まれ て いる。 それ は 人々 に対す る

奉仕 で あ る。 霊感 は， 自分 自身の こ とよ りも

他 人 を助 け るため に それ が必要 とされ る時，

一 層迅 速 に もた らされ る
。

さて， 若 人の 中に は この こ とを聞 いて 少々

不 満 を抱 く人が い るか もしれな いが， 近 頃 よ

く耳 にす る騒 々 しい音楽 につ い て述べ て み た

い Ｑ

頭 の 中が その よ うな音 楽 でい っぱ いの 時に

豊か な霊 感が 受 け られ るだ ろ うか 。

その 反対 に，適 切 な音 楽 は霊 感 を受 け る備

え を させ て くれ る。

また， 通信 を妨 害す る電波 障害 や 混信 のほ

か に， にせ 電 波 もあ るこ とを知 って お く必要

が あ る。

時 に は，道 を踏み 誤 らせ る よ うな悪 い所 か

らの声や 命令 を受 け るこ とが あ る。 しか し，

あ なたが そ の気 に なれば， その声 を聞 き分 け，

他 に切 り換 え るこ とが で きるはず であ る。

では， ど うして その違 い を区別 した ら よい

の で あ ろ うか 。促 す声 が霊 感 で あ るか，誘 惑

で あ るか ， どの よ うに して知 るこ とが で きる

だ ろ うか 。

この 問 いに対 す る私の 答 えか らお わか りの

よ うに， 私 は若 人 の皆 さん に全幅 の信 頼 を寄

せ てい る。皆 さん は正 し く教 わ りさえす れば ，

基 本的 に これ ら を区別 で きる と私 は 思 う。

教 会 で も， 常 識 とい うものが必 要 で あ る。

正 しい源 か ら くる指 示 は，盗 み を働 き， うそ

や ご まか し を し， 道 徳的 な 罪 を犯 せ とは言 わ

な いで あ ろ う。 当然 の こ とであ る。

小 さな子供 に も良心 が あ る。 その 良心 が悪

い こ とか ど うか を教 えて くれ る。 この良心 の

ささや きを押 し殺 して はな らないの で あ る。

再 び， 聖典 を読 んでみ よ う。 モル モ ン経か

らモ ロナ イ書 の第 ７章 を読 ん でい ただ きたい

が， ここ では １節 だけ を引用す る。

「私 の兄 弟 た ちよ
。 あ なた た ちは善 悪 を判

断 す る 自由 と権 利 を与 え られ てい るばか りで

な く， その 判 断の 方法 は真 昼 と暗夜 とを区別

す る よ うに ，過 りな く完全 に知 れ るほ ど明 ら

か であ る。」 （モ ロナ イ ７ ：１５）

この章 全部 を読 ん でみ る と， 善悪 を判 断す

る方 法 が示 されて い る こ とが わか る。

判 断 がつ か な くて， 間違 った方 向に進 んで

いるの で はな いか と思 わ れ る時は， ご両 親や

指導 者 に相 談 しな さい。

若 入 の皆 さん， 皆 さん は今 日， あ るいは明

日， 明 後 日，指 導 者 に召 され るか もしれな い。

私 た ちは よ く組 織 して，可 能 な限 り皆 さんに

教会 活動 に参加 して いた だけ る よ うに した い

と思 って い る。

皆 さん はす でに祈 る こ とを教 え られ てい る。

そこで， どの よ うに して 答 え を得 るか知 る必

要 が あ る。

霊 的 な事 柄 は決 して強制 では得 られ ない こ

と を， 若 い時か ら学ぶ と よい。

時に は問 題 に苦 しみ悩 み なが ら， なか なか

答 えが得 られ な い こ ともあ るで あろ う。 どこ

が 間違 っ て い るの で あ ろ うか 。

何 も悪 い こ とを して いな いのに 答 えが 来 な

いのか も しれ な い。 ま た反対 に，正 しい こ と

を十 分 に行 なっ てい な いのか も しれ ない。忘

れ ては な らない。 霊 的 な事 柄 を強制 す るこ と

はで きな いの で あ る。

私 たち は， 「いい え」という答 えを受 け 入れ

よ うと しな いが ため に， あれ これ悩 む こ とが

あ る。 教会 員が何 か をす る時 ， 自分のや り方

に こだ わ っ て， それ を曲 げ よ う としない時，

私 は， 教 会歴 史の大切 な教訓 を思 い 出 し，心

の 中 で こ うつ ぶや くの であ る。

よろ しい， ジ ョセ ブ。 原稿 をマ ー テ ン ・ハ

リスに 渡 しな さい。 自分 のや り方 でや って，

ど うな るか を 自分 の 目で確 か め てみ な さい。

その時 ，途 方 に暮 れて迷 った ら，もう一 度戻 っ

て来 な さい。素 直 に受 け 入れ ていた らもっと早
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く見 いだせ たはず の道 に あ なた を連 れ て行 っ

てあげ よ う。

あ る人が こ っ記 して い る。、

愚か し く，せ っか ちな手 で

私 た ちは計 画 をか き乱す ，

主が練 り上 げ られ た計画 を。

そ して苦悶 の声 をあげ る と， 主 は 言 われ る

「人 よ，泣 くの をや め な さい。 私 が もつ れた

糸 をほ どいて あげ よ う。」

（作 者不詳 ）

難 しい問題 を心 の奥 に しまい， 生 活に 立 ち

向か うよ うに しな さい。 その こ とにつ いて よ

く心 に思 い計 り，絶 えず ひ そか に祈 りな さい。

答 えは稲 妻 の よ うにはや って来 な いか も し

れな い。ここに少 し，あ そ とに少 し， 「規 則 に

規 則 を加 え，誠 命 に いま しめ を加 え」 （教義 と

聖 約９８：１２）少 しずつ 霊 感 として与 え られ る

か も しれ ない。

聖．典 を読 んで い る時や， あ るいは 説教 を聴

いて い る時 に得 られ る こ と もあ る。 また時 に

は，非 常に大 切 な こ とであ れば 直接 に 強 い霊

感 によっ て与 え られ るこ と もあ る。 そ の ささ

や き声 は明 らか で あ って間違 え るこ とが ない

はず であ る。

皆 さん は若 い うちに， 聖霊 に導か れ るこ と

を学 ぶ こ とが大切 であ る。

私 は，今 で も使徒 と して 自分 が 少年 の時 に

聞 いた と同 じ方 法 で， 同 じ御 方か ら来 る， 同

じ霊 感 を聞い てい る。 そ して今 ， その しる し

は一層は っ き り知 って い る。

また時折 ， み業 を進 め るた め に必要 な事 柄，

た とえば ステー キ部 の 高 い役職 に教会 員 を召

す時，私 た ちは祈 っ て尋 ね ， 直 ちに答 えの啓

示 を受け るこ とが あ る。

聖典 の中 で， 「求 め よ， さ らば 与 え られん」

（教義 と聖約 ４ ：７） とい う言葉 ほ ど繰 り返

し説か れて い る もの はな い。

私 は導 きを求め て よ く主 に祈 る。 しか し，

価値 のな い ところか らの勧 め を受 け た い とは
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思 わ な い し， また受 け るつ も りもな い。心 か

らそ う思っ て いるの で， この こ とをはっ き り

と申 し上 げ る。

若 人の 皆 さん， 心 の 中に いつ も祈 りの気 持

ち を抱 いて い な さい。祈 りの心 を持 って， 毎

晩休 む よ うに しな さい。

知 恵 の言葉 を守 りな さい。

聖一典 を読 み な さい。

両 親や 教 会 の指 導 者 に聞 き従 い な さい。

良 識 で考 え て霊感 を受 け る妨 げ とな る よ う

な場 所や 物 か ら遠 ざか る よ うに しな さい。

自分 の霊 的 な力 を伸 ば しな さい。

電 波 障害 や 混信 を調 整す る技 術 を身 につ け

な さい。

偽 りの答 えに注 意 しな さい。

聖 霊 か ら霊 感 を受 け て導 か れ るよ うに しな

さい。

ず っ と昔 の こ とだが ，今 で もは っ き りと覚

えて い るこ とが あ る。 第 ２次世 界大 戦 の時，

私 はパ イロ ッ トだ ったが， 当時は現 在 の よ う

な電子 機器 を装備 してお らず， 嵐 に遭遇 した

時 な ど頼 み の綱 は信号 電 波 しか なか った。

通常 の信 号 音 が入 って い る限 り，正 規の 飛

行 ルー トを飛 ん で い るの で あ る。 しか し， ど

ち らか一 方 にで も寄 りす ぎる と 「トン ・ツー」

とい うモー ル ス信 号 の Ａ符号 に な る。

今 度 は も う一 方の側 にそ れ る と， 「ツー ・ト

ン」 とい うモー ル ス信号 の Ｎ符号 にな るの で

あ る。

しか もこの よ うな悪天 候 に，混 信や 電 波障

害 は付 きもの であ る。 こ う した電 波 障害や エ

ンジ ンの爆 音の 中 で，遠 方 の管制 塔 か ら送 ら

れ て くる弱 い信 号 を ど うキャ ッチす るか に，

パ イ ロ ッ トの命 が かか って い たの であ る。

信 号電 波 に は霊 の信号 電 波が あ り， これ は

絶 えず送 信 されて い る。 したが っ て祈 る方法

と祈 りの答 え を聞 く方 法 を知 り，霊 の耳 をす

ま してい さえす れ ば，皆 さん は晴 れた空 で も

嵐 の空 で も，戦 火 の 中で も安 全 に飛 ぶ こ とが

で きる。

祈 りはす で に最 も一般 的 な もの にな って い



る。私 たち は しば しば祈 りにつ いて， 特 に求

め るこ とにつ い て教 え る。

しか し， 答 え を受 け るこ とにつ い ては， ま

だ十 分 に教 え られて い ない と思 う。 これ は き

わめ て私 的 な こ とであ り， 個 人 的な こ とであ

り， 各 人が 自分 で知 るべ き もの で ある。

今 す ぐに始 め な さい。 聖霊 がす ば らしい将

来の 待 ち受 けて い る皆 さん方 若 人 を導 いて下

さる よ うに 。静 か な細 い声 は皆 さん の ところ

に とどい て，大 勢 の 人々が 感 じた よ うに皆 さ

ん も主 が生 きてお られ る こ とを感 じるであ ろ

う。私 もそれ を証 す る。主 が語 られ るそのみ

声 を， 私 は知 って い る。

イエ ス は キ リス トであ り， この教会 を導 い

てお られ る。 この 教会 のす ぐ近 くにいて，予

言者 や 指導 者， 教 会の 入 々や 子供 たち を導 い

てお られ る ことを，イエス ・キ リス トのみ 名に

よ って証す る。 アー メ ン。

大会の光景
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予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

この記者 や 世の 人 々が， 神か すべ て の人 に与 え られ た永 遠の 祝福 てあ る福 音の 回 復

とその経 緯 につ いて …… 理解 す る ことが で きた ら， どん な に素 晴 ら しい こ とだ ろ う

十二使徒評議員会会員

デ ビッ ド ・Ｂ ・ヘイ ト

福 音の永遠鎮 理はかつてない勢いで全世
界の人 々に受 け 入れ られ てお り，世 界各

地 の教会 員 は宣教 師 と一 致協 力 して教 会 に急

速 な発展 を もた らしてい る。

３週 間前， 私 はペ ルー の リマ で新 しいステ

ー キ部 を組織 す る責任 を受 け た 。７，０００人以

上 の聖徒 と求 道者 が 大 きな体育 館 に集 まっ た。

大会 で心 高 ま る霊 的 な経験 を得た後，会場 を出

る と，駐 車場 で ３人の新 聞記 者 に呼 び とめ ら

れ， こ う質 問 された 。「リマ に 来 ら れ た 目的

は。」 「ペ ルー に教 会 員 は何 人い ます か。」 「あ

なたの教 会 が急速 に 発展 してい る理 由は何 で

すか 。」「教 会は将 来 どの よ うな計 画 を持 っ て

います か。」

続 いて若 い女性 記 者 か ら次の よ うに 問わ れ

た。 「あな たの教 会 と他 の教会 の違いは どこに

あるのです か。」

周 囲は非常 に 混雑 してお り， 自動車 の 騒音

も うる さか っ た。 それ に 日程 も詰 まっ てい た。

決 して話が で き るよ うな状態 で はな か った。

その上，主 の教 会 と他 の教 会の違 い を説 明す

る とい った重 大 な事 柄 を語 るに はふ さわ しい

場所 では なか った。 それ で も， 福 音 を宣べ 伝

え る好 機 だ とい うこ とで，私 た ちは福 音 の背

教 と回復 につ いて簡単 に説 明 した。す なわ ち，

人々が イエ スや 使徒 た ちが教 えた教義 か ら背

教 してい った歴 史 とその証 拠， そ して キ リス

トが 建 て られ た教会 は腐 敗 し堕落 し， 神 聖 な

儀 式 は人 の都合 に合 わせ て変 え られ て いっ た

こ と， さ らに今 日全世 界の善 良 な人 々が ， 異

な った教 え と礼拝 の様 式 を持 つ宗 教 間 の争 い

の中 で 困惑 してい る こ とを説明 した 。

新 聞 記者 は 熱心 に耳 を傾 けて いた 。 そ こで

私 た ちは 続け て説 明 した。 その長 い 暗黒 時代

の後 に，天 か らの 直接 の啓示 に よ って， 救 い

主 の真 の福 音が 回復 され ジ ョセ ブ ・ス ミス と

い うひ と りの青 年が選 ばれ， 訓練 されて ，神

が この末 日に御 自身の教 会 をお建 て に な る驚

嘆 すべ きみ業 の基 を据 え る器 とな った こ とに

つ いて話 を した ので あ る。

福音 の 回復 とジ ョセ ブ ・ス ミスに つ いて話

して い た時， ジ ョセ ブ ・ス ミスの横 顔が 非常

に興 味 あ る形 で私 の心 に浮 かん で きた。 まさ

に異常 な体 験 で あっ た。予 言者 の横 顔 を思 い

浮かべ なが ら私 は こう思 った。「この記 者や世

の 人々が ，神 がすべ て の 人に与 え られ た永遠

の祝福 であ る福 音 の 回復 とその経 緯 につ い て，

またその 意義 につ いて理 解 で きた ら， また私

が感 じて い る と同 じよ うに 彼 ら も感 じる こ と

が で き， 私が知 って い る と同 じよ うに知 り，

彼 らが予 言者 の召 しと役 割 を理解 す る こ とが

で きた ら， どん なに素 晴 ら しい こ とだ ろ う。」

私 は そこ で証 を述べ た。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は イエ ヌー キ リス トの福 音 を完 全 な形 で 回復

す る よ う神 か ら任 命 された神 の予 言 者 であ る

こ と，また彼 は神 を求め て祈 り，神 は その祈 り

に答 えて下 さっ た こ と， そ して神 の御 子 イエ
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スが 命 じられ るみ業 を行 なっ た こ とを証 した。

そ して この予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して

組織 された この教 会 は， 聖 な る神権 の鍵 と権

能 を有 し，神 の救 いの計 画 をこの地 上 の神 の

子 全 貝に教 える責 任 を負 っているこ とを告 げ た。

人 は今 で も こ う尋 ね る。「神 は存 在す るのだ

ろ うか 。神 が 本 当に 人に語 りかけ るのだ ろ う

か 。神 は 人間 一 人一 人の必 要 に心 を砕 いてお

られ るの だ ろ っか 」 と。

これ まで何度 か 祈 りを経 験 してい たひ と り

の 若者 が， 若 者 ら しい信仰 を もって， 森 に入

って行 った。 そ して辺 りを見 回 して， だ れ も

いな いの を確 かめ る と， ひ ざ まず い て，心 に

あ る思 い を神 に打 ち明け た。 す る と， 森 は非

常 に 明 る くな った。 そ の明 る さは これ まで彼

が 目に した こ との な い明 る さで あ った。 彼の

前 に， 筆舌 では表 わす こ との で きな いふ た り

の 栄光 に 包 まれ た御方 が立 って いた 。 そ して ，

ひ と りが もう一 方 の御 方 を指 して 言 われ た。

「こはわが 愛子 な り，彼 に聞 け。」御子 は ひ ざ

まず いて い る少年 に話 しか け られ た。 そ して

どの教 会 も間違 って お り， 人 々は 教義 を曲げ，

儀 式 を変 え，神 権 の権 能 まで 失わ れ てい る こ

とをジ ョセ ブに告 げ られ た。 こ う して学識 は

ない けれ ど も謙遜 なジ ョセ ブ ・ス ミス を通 し

て， 全 能 な る御 方 が再 び この み業 を確 立 され

る こ ととな ったの で あ る。 （ジ ョセブ ・ス ミス

１ ：１５－ ２０参 照 ）

それ まで世 に広 まって いた宗 教 の教 えは，

神 を人 々 の頭 の中 で ひ よわな霊 の 存在 に して

し まい， 宇 宙全 体 に広 が り， どこに い る とも

な く， どこに で も現 われ る とい う もの で， 神

が 人格 を持 ちた も うこ とや 神会 に 関す る教 え

や理 論 を ま った くあや ふや に して い た。真理

は完 全 に歪 め られ て し まって いた 。 しか しこ

の 少年 が森 か ら出 て きた時 ， 彼の心 に は もう

何 の疑 い もなか っ た。 は っ き りと知 るこ とが

で きたか らで ある 。彼 は御 父 と御子 を仰 ぎ見

た。 御 父 と御 子 は 彼 を訪 れ て教 え を授 け られ

たの で あ る。予 言者 は 自らこ う記 して い る。

「私 は示 現 を受 け たの であ るか らそれが 事 実

であ るの を身 を以 て知 って い る。私 は神 が そ

れ を知 りた も うこ とを知 ってい る。私 は それ

を打 ち消 す こ とは で きなか った 。」（ジ ョセ ブ・

ス ミス ２ ：２５）

こ うして ジ ョセ ブは初 め て神が 人 の形 を し

て い る こ とを知 った。神 は実 際 に声 を出 して

語 りか け， 親切 で， 祈 りに 答 えて下 さ る御方

であ る こ とを知 った。 そ して御子 と御 父は よ

く似 てお られ るが， 別個 の御 方 であ り， さ ら

に御 子 は御 父 に従順 で あ って，神 と人 との間

の 仲保 者 で あ るこ とを知 ったの で ある。
き よ う じ ん

主 は鋼鉄 の よ うに強 靱な 人， 人々 のあ ざけ

りや 社 会 的，政 治 的圧 力に も怖 れず立 ち向 か

っこ との で き る人， モー セか ， あ るいは モー

セ に優 る人 を求 め てお られ た。

こ の少年 は， その後何 度 か天使 の訪 れ を受

け た 。

ジ ョセ ブ ・ス ミスが天 使 の訪 れ を受 け， モ

ル モ ン経 を世 に 出 した とい う話 は，神御 自身

が 予 言者 に姿 を現 わ された こ とか ら考 えて み

る とま った く当然 の こ とで あ る。

古代 ア メ リカの住 民 の記録 を載せ たモル モ

ン経 は， 「神 の 賜 と御 力 」 に よって翻 訳 され，

すべ ての 人の 手に 入 る ようにな った。 そ して，

その 内容 は， 「ユ ダヤ 人 と異邦 人とにイエ スは

永遠 の神 な るキ リズ トに ま しま して， 万 国の

民 に現 わ れ た もうこ と を確信 させ る」 もの で

あ る （モ ルモ ン経， 扉 の頁 参照 ）。

モ ルモ ン経 は この世 で最 も正 確 な書 物 であ

り，キ リス トの純 粋 な福音 が記 され て い る。人

の 手 にあ る書物 の 中で最 も貴重 な書物 で あ る。

最 初 の示 現が あ った１８２０年 か ら，１８４４年 ６

月の あ る朝 ， ジ ョセブ ・ス ミス とハ イ ラム ・

ス ミスの遺 体が カー セ「 ジか ら ノー ヴー まで

６時間 もか か って ゆ っ く りと， ２台 の馬車 で

運 ばれ るまで の波乱 に富 ん だ 日々の 中で， 天

は常 に 開か れ， この神 権 時代 にお け る偉大 な

み業 と王 国の 基が据 え られ たの であ る。古代

と同 じよ うに主 の教 会 は組織 され， 今や 使徒

が必 要 な神 権の 鍵 を持 つ よ うに なっ た。 こ う

して ジ ョセ ブ ・ス ミスの 使命 は達 成 された。

３３



彼 自身の 心の 中に も， 忠実 な 同僚 た ちの心 の

中 に も， 彼が神 か ら召 された こ とに対 す る疑

いは微塵 もなか った 。なぜ な らジ ョセ ブ ・ス

ミス 自身， それが 霊感 に よって語 られて い る

こ とをは っき りと宣 言 して いたか らであ る。

こ うして初 期 の キ リス ト教 会 と同 じ組 織 と

神 権が再 び 回復 され， 使徒 や 予 言者， 祝 福師 ，

七 十 人， 長 老，監 督 ，祭 司， 教 師，執 事 が 召

され た。 いずれ も福 音が すべ て の 国民 に宣べ

伝 え られ， 会員 を強 め， 聖徒 をひ とつ にす る

ため に必要 な職 で あ る。

キ リス トの教 会 は，救 い主が 地上 に住 ん で

お られた 時に定 め られ た と同 じ教義 や儀 式 ，

権能 をもって再 び建 て られた。 人 々は も う一

度権 威 と権 能 を与 え られ て，主 の み業 を行 な

うよ うにな った。不 明 瞭 な個所 は な くな り，

救 い主の教 会 とみ 業 は 回復 され た。 この 回復

された福 音の教 義 はす べ て を網 羅 した完 全 な
はじめ

教 えで あ り， 「人は また太 初 に神 と共 に 在 り

き」（教義 と聖 約９３：２９）と教 えて い る。言 い

換 えれ ば， 人は 地上 に生 まれ る前 か ら存 在 し

てい たので あ る。 人は永 遠 の存在 で あ る。 ジ

ョセ ブ ・ス ミスは 人の起 源 につ いて教 え， 人

が神か ら与 え られ た永遠 の 目的 を もって この

地上 に送 られ て くる とい う真 理 を世 に知 らせ

た。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 神 のすべ ての子 供 た

ちに人生 の真 の意 味 と人 の行 く末 を明 らか に

す る とい う貢献 を したが， そ れは， 天 使 の導

きや 主が み業 を行 な うため に 召 され た人 々 を

通 じて， 少 しずつ 規 則に規 則 を加 え て教 え ら

れた。 しか し， その教 えが あ ま りに も輝や か

し く，予 期 しな い もの であ った ので， 当時 の

人々の 大半 はそ れ を受 け入れ るこ とが で きな

か った。

ジ ョセ ブ ・ス ミスに与 え られ た啓示 に よっ

て， 人類 の知 識 は増 し加 え られ た 。 そ して，

イエス ・キ リス トが 世 を罪か ら救 うため十 字

架 にかけ られ た こ と， また キ リス トの 贈 いの

業 に よって全 人類 が墓 か らよみが え る よ うに

なっ たこ と， もし も福 音 の原 則 に従 順で あ る

３４

な らば 永遠 の生 命が 与 え られ るこ と， これ ら

の こ とが 明 らか に な ったの であ る。

イエ スは 「わ た しの 父の 家に は， す ま いが

た くさん あ る」 （ヨハ ネ１４：２） と言 われ た。

この 言葉 の意 味 も私 た ちは知 って い る。栄光

には それ ぞれ 階級 があ り， 私 た ちは皆 それ に

入れ る資 格 を持 って い るこ と， そ して私 たち

は至 高の 天 を 目指 して努 力 しなけ れば な らな

い こ と， しか もそ こに達す るには神 の 戒め を

す べ て守 らなけ れば な らな いこ と をよ く知 っ

て い る。 ジ ョー ジ ・アルバ ー ト ・ヌ、ミス大 管

長 は次 の よ うに述べ て いる。 「私に とってイエ

ス ・キ リス トの 福音 の素 晴 ら しさの ひ とつ は，

私 た ち をひ と り残 らず対 等 の立場 に 置 くこ と

で あ る。 日の光 栄 の王 国の最 高 の位 を得 るの

に， ステニ キ部 長 であ る必要 は な い し， 十二

使徒 定 員会 会 員に な る必 要 もない。 ご く普通

の教 会 員 で あ って も，神 の戒 め を守 るな らば，

日の光 栄 で他 の 人 と同 じ昇栄 にあず か る こ と

が で きるの であ る。 イエ ヌ、・キ リス トの福 音

の麗 しさは， 私 たち を皆平 等 にす る こ とであ

る。 …… 主 の戒め を守 れば ，… …昇 栄 を受 け

る同 じ機 会 が平等 に与 え られ るの で あ る。」

（Ｃｏη彦名魏 ６θＲθρｏπ 「大会 報告 」 １９３３年 １０月，

Ｐ．２５）

神 の子 供 た ちに対す る愛 を如 実 に物 語 って

い る啓示 が ，１８３６年 に カー トラ ン ド神 殿 で ジ

ョセ ブ ・ス ミヌ、に与 え られ た。 彼は示 現 の 中

で， 生 きてい る聞に 福音 を受 け 入れ る機 会 の

なか った 人 を 目に した 。す る と声 が 聞 こ えて，

地 上 にい る問 に福音 を聞 き， 福音 を受 け入 れ

る機会 が な い ままこの世 を去 った 人は皆 ，霊

界で その機 会 を得 る との宣 言が 下 され た。機

会 を与 え られ た な らば 福音 を受 け 入れ た であ

ろ う人 は， 日の光 栄の 王 国で受 け継 ぎ を得 る

で あろ う。主 は 「すべ て の 人々 をその 行 な い

と心 の望 み に応 じて裁 く」 （ジ ョセブ ・ス ミス

ー 示 現 １ ：９） と述べ て お られ る。

ジ ョン ・テ イ ラー 大管長 は次 の よ うに 記 し

て い る。 「主 の予 言 者 にして聖 見者 な るジョセ

ブ ・ス ミヌ、は， た だ イエ ス ・キ リス トを除 く



の ほか， この世 に生 を受 け た る何 人 よ りもこ
きノしき ん

の世 に於 け る 人類 の救 いに尽 した り。僅 々二
たんしつげつ

十年 の短．日月に， モル モ ン経 を世 に出 して こ

れ を神 の賜 物 と力 とに よ りて翻 訳 し，東 西両

大陸 に て これ を刊 行 す る媒 ち とな れ り。 また
よす み

世 界の 四極 に至 るまで， この書 に載せ た る完

全 な る福 音 を弘め， 人 の子 らの ため に 『教義

と聖 約』 な る本 書 を構 成す る啓 示 と誠 命並 び
い た

に他 に 多 くの智 慮 あ る文 書 と教 訓 とを世 に 出

せ り。 また， 幾 千 の末 日聖徒 を集め 一大 都 市

を建 設 して朽 つ る能 わ ざる誉 と名 声 と を遺せ

り。彼 は神 とその 民の 眼前 に偉 大 な る生 涯 を

送 り，偉 大 な る死 を遂 げ た り。 而 して， 昔 主

の聖 任 した まい し者 らの ほ とん どす べ てが 然

あ りし如 く，彼 の使 命 と事 業 とを己が 血 を以

て 結 び固め た り。」 （教 義 と聖約 １３５：３）

聖 徒 た ちが予 言 者 を失 った悲 しみに 沈ん で

い た時， その 忠実 な同僚 ， ウィ リアム ・Ｗ ・

フェ ルプ スは聖徒 た ちの気 持 ち を次の よ うに

記 してい る。

たた え よ， 主 の召 した まい し

主 と語 りし予 言者 を。

イエ ス， この予 言 者， 聖 見者 を

聖 任 した まい ぬ。

末 の 時 をは じめ た る

わ ざを諸王 ，諸 国み な崇 め よ。

神 権 とみ さか え を もて

鍵 を永遠 に彼持 つ 。

忠 実 に して真 実 な彼， 古 き予 言者 と ともに

主 の 王国 に入 らん。

この よ うに して，最 後 の福音 の 回復 が 起 こ

っ た。私 は皆 さ ん方 に， 「神 が聖 なる預 言者 た

ちの 口を とお して，昔 か ら預 言 して おられ た」

（使徒 ３ ：２１） 万物 の更 新が 成就 した こ とを

証 申 し上 げ る。

福 音が 回復 され た こ との しる し として，真

の聖徒 た ちには み た まの賜 が与 え られ て いる。

今 日聖 霊 の賜 が与 え られ て お り， 人 々 は聖

霊 の 力 と影 響 力に よ って， 真理 を知 り， 救 い

の計 画 の知 識 を得 るこ とが で き る。

主 が訪 れ て 「す でに失 いた る もの ，…… 完

全 な る神 権ｉを再 び 回復 」 （教 義 と聖約 １２４：２８）

した まい， 各地 に神殿 が建 て られ てい る。

主 は， １８４７年 １月 に ウ イ ン ター クオ ー タ

ー ズで聖 徒 た ちに啓示 を与 え られ た時 に
， 直

接 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスにつ い て証 して，

次の よ うに 言わ れ た。「これ らを見 て驚 くこと

なか れ 。…… され ど汝 ら忠 実 にわが 言 いた る
こ と は

言 をすべ て守 らば栄 を見 る こ とを得 ん。 この
ことば

言 は … … ジ ョセ ブ ・ス ミス に 至 る ま で の もの

に して ， わ れ ジ ョセ ブ ・ス ミス を， わ が 天 使

ら… … ま た 天 よ り わ れ 自 らの 声 を以 て ， わ が
わさ

業 を世 に 出 さん ため に呼 び た り。

彼は真 実 その礎 を置 き忠信 な りき。故 にわ

れ は彼 を わが許 に 引取れ り。」（教 義 と聖 約１３６

：３７－ ３８）

ジ ョセ ブ ・ス ミスは 回復 の予 言者 で あ った。

私 は， ジ ョセ ブ ・ス ミスが神 か ら召 された予

言者 であ り，偉 大 な人物 で あっ たこ とを， イ

エ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り証 す る。 アー メ

ン。



言葉 ：神が定めたもうた心を通わす方法

私たちは 「愛する者や隣人に清く汚れのない言葉で愛と感謝の気持ちを伝え，

神聖な方法一ぐ心を通わせたいと望む」必要がある

七十人第一定員会会員

チャー ル ズ ・デ ィデ ィエ

「天 に まし ます われ らの 父 よ・御 名 を崇 め

奉 る。」 （ＩＩＩニー フ ァ イ１３：９）救 い主

御 自身が 示 された祈 りの模 範 に見 られ るこの

導 入の言 葉 は， 崇敬 ，愛 ， 従順 の 気持 ち を含

んだ挨拶 で あ る。 主が この 祈 りの 中 で使 われ

た言葉 は どれ もそれ相 応の 意 味が あ り， 気 高

い思 いが 込め られ て い る。 そ して 私 た ちの心

は高め られ，新 しい理解 の 視 野が 開か れ るの

であ る。主 の祈 りは神聖 な言葉 の 優 れた表 現

で あ り，模 範 で ある。

言葉， 文， 言語， 一体 これ らは何 なの だ ろ

うか。私 た ちや 家 族 に どの よ うな影響 を与 え，

天父 とどの よ うなかか わ りが あ るの だ ろ うか 。

一 言の言葉
， ほんの 一 言の 簡単 な 言葉 で も，

いろい ろな思 想 を伝 え，様 々 な影 響 を及 ぼす 。

言葉 が組み合 わ され て意志 の疎 通 が はか れ る

こ ともあれ ば， 話 し手 の 愚か さ を表 わす こ と

もある。

ひ とつの 言葉 で も，承諾 と拒否 ，祝 福 と呪

い， 疑念 と確 信， 友情 と敵 意 の いず れ を も表

現 し得 る。 また， 言葉 の 言 い方や 抑揚 に よっ

て， 愛 と憎悪 の いず れ を も生 み 出す 。言葉 は

とげ とげ し くも， 旋律 的 に も， 優 し くも言 う

こ とが で きる し， 宣言 す る調子 や 叫ぶ調 子 で

言 うこ と もで きる。言 葉 は波 の よ うに うね り，

熱 意 を呼 び起 こ し， 勝 利 を呼 び，誇 りを感 じ

させ る。 シェイ クス ピア は次 の よ うに 書 いて

い る。「今 群 衆 の 中か らおれ を呼 ん だの は 誰

だ ？ この耳 に どの楽 器 よ りも鋭 く聞 こえた

ぞ，『シー ザー 』と呼 ぶ声 が。」 （「ジュ リア ス ・

シー ザー 」 第 １幕 ， 第 ２場 ， １５－ １７行， 小 田

島雄 志訳， 白水社 シェ イ クス ピア文庫 ８，ｐ．

１２） 言葉 は １滴ず つ毒 の ように したた らせ る

こ と もで きれ ば，癌 の よ うに 腐 らせ るこ とも

で き る。 は っ き り言 うこ と もで きれ ば， もご

も ごと口 ご もるこ と もで きる。 しか し， もの

を言 う時 に は， いつ も気 をつ け なけれ ば な ら

な い。 なぜ な ら一 度 口に した言葉 は， 決 して

取 り戻せ な いか らであ る。 風の ご と く永 久に

去 って し ま う。
い

通 常私 た ちは 言葉 を選 択 し，特 定 の語彙 を

用 い る。 言葉 に は それ ぞれ意 味 があ り，私 た

ち が 含 ませ たい言 外 の意 味 を持 つ の で， それ

に合 った言葉 を使 うの であ る。私 た ちが尋 ね

るか ，求 め るか， 祈 るか ， 説得 す るか， 強 い

るか ， 感化 す るか， 威圧 す るか に よっ て， 語

法 は 異 な って くる。

言 葉 は個 人の 表現 形式 で あ る。言葉 は指 紋

と同様， 私 た ちが皆 違 うこ とを示す しる しで

あ る。 言葉 に よっ て話す 人の 人 とな り，過 去

の経 験， 生 活の 仕方 が わか る。 言葉 は私 た ち

の思 い も，心 中の感 情 も反 映す る。

しか し， 言葉 の起 源 は ど こにあ り， なぜ そ

れ ほ ど特 有 な もの なの だ ろ うか 。言 葉 はモー

セ の 書 ６ ：５－ ６に 書か れ てい る よ うに， 時

の初 め か ら存在 した。

「ここ に一 部 の覚 えの書 誌 さ る， そ の中 に
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誌す とこ ろはア ダム の言 葉 にて な り。 そは霊

感 の 『み た ま』 に よ りて書 き誌 す ため に，神

を呼 び求め た る者 にみ な与 え られ たれ ば な り。

この 者 た ちに よ りて， その子 供 た ちは読 書

き を教 え られ， そ の言葉 は 清 くして汚 れ なか

りき。」

言葉 は神 に起 源 を有 し， 人間だ けが 話す こ

とが で きる。 しか も人間が 話す の は， 創造 さ

れた 目的 を遂 げ るため で あ る。パ ウ ロが次 の

よ うに語 っ てい る言葉 に耳 を傾 け てみ よ う。

「た といわ た しが
， 人々 の言葉 や 御使 た ちの

言葉 を語 って も， も し愛 が なけ れば， わ た し
にょうはち

は． や か ま しい鐘 や騒 が しい鏡 鉢 と同 じで あ

る。」 （１コ リン ト１３：１） アナ カル シスは 人

の体 の 中で最 も良 い物 は何か と聞かれて， 「そ

れ は舌 であ る」 と答 え た。 また最 も悪 い物 は

何か と聞か れ て， 同 じ く 「舌 で あ る」 と答 え

て い る。

「わた した ちは
， この舌 で 父な る主 をさん

び し， また， その 同 じ舌 で， 神 にか た どって

造 られた 人間 をの ろ って い る。

同 じ口か ら， さんび との ろい とが 出て来 る。

わた しの 兄弟 た ち よ。 この よ うな事 は， あ る

べ きで ない。
にか

泉 が，甘 い水 と苦 い水 とを， 同 じ穴 か らふ

き出す こ とが あ ろ うか 。 わ た しの 兄弟 た ち よ。

い ち じ くの木 が オ リブの実 を結 び，ぶ ど うの

木が い ち じ くの実 を結 ぶ こ とが で きよ っか 。

塩水 も， 甘 い水 を出す こ とはで きな い。」 （ヤ

コブ ３ ：９－ １２）

モル モ ン経 に， 「すべ ての物 事 には必 ずその

反対 の もめ が なけれ ば ならぬ」 （ＩＩニーファイ

２ ：１１） と書 か れ てい る。 しか し私 た ちは，

舌 を制 しなけれ ば， 悪 い言葉 が個 人に どの よ

うな 力 を振 る うか を経験 か ら知 ってい る。私

たちが 義 しい民 で あ る よ うに忠告 され る時，

それ は私 た ちの態度 に つ いて だけ 言 って い る

のだ ろ うか。腐 敗 した言葉 や 汚 い言葉， 俗 語，

不 義や 汚 れ を誘 う言葉， 心 も体 を滅ぼ す言 葉

を使 用す るこ とに つ いて は ど うなの だ ろ うか。

神 の み名 は， 人の 心 を感動 させ ，光 明 を与 え

る ため に用 い るべ きであ って， い たず らに用

いた り， 侮 る よ うに 用 いた りして は な らない。

教 養， 作 法， 気 品，敬 慶 さな どの 徳はすべ て，

女 性 的 な もの と見 な して よい ものだ ろ うか。

宣教 師が 同僚 や求 道 者， あ るい は指 導者 につ

い て言 う言葉 が， 失 礼 な もので あ って， 愛 と

尊敬 の 念に 欠け て い る もの で あれば どうだ ろ

うか 。

言葉 に よっ て物事 が達 成 され， 初志 が貫徹

され ，奇 跡 が起 こる。私 たち は耳に す る言葉

に よ って， 感 激の あ ま り涙 を流 した り，笑 い

を誘 われ た り， 立 派 にな った よ うな気持 ちが

した り， み じめ に 思 えた りす る。 また，心 を

高 め られ る こ ともあれ ば， とが め られ るこ と

もあ る。 「人 はパ ンだ け では生 きず ，人は主の

口か ら出 るすべ ての こ とばに よって生 きる。」

（申命 ８ ：３）次 の よ うな時 に使 われ る言葉

は神聖 であ る。祈 る時の 「天 の 父な る神 様」

とい う言葉 ， 証 を述べ ， 真理 を伝 え る言葉。

例 えば予 言者 は 次の ように証 している。 「さて，

この 子羊 に就 きて為 された る様 々の証 の挙句，

わ れ らの為 す最 後 の証 は す なわ ち 『主 は実に

生 きた もう』 こ と是 な り。

わ れ らは， 彼 がす な わ ち神の 右に座 した も

うを見 た り。 また， 御 父の 生み た も う独子 な

りと証 した も う声 を聞 け り。」 （教義 と聖約７６

：２２－ ２３）自分 と神 との関係 について， 「わた

しは神 の子 」 と言 う言 葉， 愛 の特質 につ いて，

愛 は 「いつ まで も消 え失せ ることが ない」 （モ

ロナ イ，７ ：４６） と結ぶ 言葉 ，家 族 に 「愛 して

い るよ」 と言 う言 葉が そ うであ る。

予 言者， 例 えば スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンボー

ル大管 長 の よ うに， 生 きて い る予 言者が 語 る

言葉 は，・主 のみ こ ころ とみ 旨 を私 た ちに伝 え

る もので あ り， 神聖 な言葉 の典 型 であ り，極

致 であ る。 「私 の身 も心 も明 瞭 なこ とを喜ぶ 。
な ぜ

何故 な らば 主 な る神 が 人間 に為 した もうこ と

は 明瞭 であ るか らであ る。 主 な る神 は世 の人

に解 らせ るため に それ ぞれ の言葉 で語 り， そ

してか れ らが よ く解 る ように な した も う。」

（ＩＩニ ー フ ァイ３１：３）
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例 えば， キン ボー ル 大管 長 は，最 近 の説 教

の 中で，母 国 語以 外の 言葉 を学 習 す る必要 が

あ るこ とを強調 され た。 「私 たちは もっと言葉

の勉強 をす る必要 が ある。 中 国の 北京 官語 と

広 東語 に通 じた 人が必要 であ る。」 （１９７９年 ３

月３０日， 地 区代表 セ ミナー ）外国 語 を学べ ば，

回復 された福 音 を世 の 人 々に伝 え る方 法 も改

善 で きる。主 の民 は召 しと振 る舞 い だけ でなく，

言葉 の清 さに おい て も， 他 の民 と異 なっ てい

な くては な らな い。 申命記 に 次の よ うに書 か

れて いる。 「あ なたは あなたの 神，主 の聖 な る

民で あ る。 あな たの神 ，主 は地 の お もて のす

べ て の民の うちか らあな た を選 ん で， 自分 の

宝の 民 とされた。」 （申命 ７ ：６）

言葉 は神聖 で あ る。 この こ とを知 って い る

人 もい るが， これが普 段 の家庭 生 活 と深 い関

係が あ るこ とに 気がつ い て いな い。家 庭 に お

け る愛 は，愛 に あふ れた 言葉 に始 まる。 愛 に

あふれ た言葉 は 非常 に大切 であ る。 これ が な

い ため に， 心 の 平安 を失 う人， と り乱す 人，

あ るい は死 ぬ 人 さえい る。 社会 を構 成す る家

族 の 生 活が悪 化 してい なが らなお社 会が 存続

す る とい うこ とは ない 。 しか もこの 悪化 は，

常 にひ どつ の簡 単 な言葉 に始 まっ てい る。

私 た ちは 天 父の子 と して， 愛 す る者や 隣 人

に清 く汚れ の ない 言葉 で愛 と感 謝の 気持 ち を

伝 え，神 聖 な方 法 で意志 の疎 通 を図 りたい と

望む こ とに よ り，天 父 と御 子 イエ ス ・キ リヌ、

トに栄光 を帰す こ とが で き る。 私 た ちにそ れ

が で きる こ とを祈 って い る。

天 父 は実 在 の御方 で あ る。御 子 は イエ ス ・

キ リス トで あ って， 私 た ちの救 い主 で あ り，

贈 い主 であ る。 スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボー ル

大管 長 は， 今 日の地 上 に おけ る主 の予言 者 で

あ り， 主 の代弁 者 で あ る。 主 の聖 いみ 名が，

とこ しえ に私 た ちの言葉 に よって聖 め られ る

よ うに 。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よって 申

し上 げ る。 アー メ ン。

十 二使 徒 評 議 員 会 会 長 エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン長 老 （左 ） とマ ー ク ・Ｅ ・ピー タ ー セ ン長 老
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私は教えられた

予 言され た 出来事 が 次 々 と成就 して いる 中て ， 大切 な こ とか ひ とつ ある。 そ

れ は，私 たち が も っ と独 立 独行 でさ るよ う にな らな けれ ばな らな い とい う こ

とで あ る。私 た ち は皆 自分 の家庭 の 中で も っ と教 え る必 要が あ る

七十人第一定 員会会長

Ａ ・セ オ ドァ ・夕 トル

教 会 には 国際 伝道 部が あ り・ カー ロス ●エ
イシー 長老 が管 理 して い る。 この伝 道部

は， 通常 の ス テー キ部や 伝 道部 の境 界 外に住

む すべ ての教 会 員 を管理 す る。教 会 の 中心 部

か ら遠 く離 れて 住 む家族 が， この伝 道部 に所

属 す る。一般 に ，政 府 の仕事 や 軍務 で， あ る

いは国 際企 業の 仕事 で， そ の よ うな地域 に住

ん で いる 人々が 含 まれ る。

この よ うな 人々 の典 型 的 な例 と して， イン

ド洋の レユ ニ オ ン島に住 む家 族 をあげ る こ と

が で きる。 また， リビヤ のベ ン ガジに は， ８

人家族 ，パ キス タ ンの カラチ には， ５人家族

が 一家 族 い る。 これ らの 人々 をは じめ 多 くの

家 族 には， 組織 され た教 会ユ ニ ッ トが近 くに

ない。 そ の ため彼 らは，子 供 を 自分 で教 えな

け れ ばな らない。

こ れ らの家族 の 多 くは， 定期 的 に 「教会 」

の礼 拝 を行 な って い る。 とい って も実際 は，

家 族 のた めの 「家 庭」 礼拝 で あ る。母 親 は小

さな子 供 た ち を集 め て初等 協 会 を開 く。 この

場 合， 母 親は初 等協 会 会長 と副会長 ， 教 師 を

兼任 し， しか も常 に 後片つ け の掃 除係 も務め

なけ れば な らな い。家 族 の 中に神権 を受 け る

年 齢 の息 子が いれ ば， 通常 の 神権役 員の責 任

は皆 父親 ひ とりが 負 うこ とに な る。父親 は息

子 た ち を教 え， 家 族 を指 導す る。

実際 に は， 教会 が よ く組織 され て いる所で

も，神 権指 導 者 と補助 組織 の指 導者 は， 両親

が子供 を教 え るよ うに導 こ うと努 めて いる。

教 会か ら遠 く離 れ た所 に住 ん でい る家 族は，

教 会 の発行 して い る基 礎 的 なテ キス トを使 う。

現 在， 成 人 と青 少 年 の男性 用 の基礎 的 なテ キ

ス ト， 母 親 と若 い女性 向 けの基 礎 的 なテキ ス

ト，小 さな子供 の た めの テ キス ト， それ に と

て も立 派 な テ キス ト 「福 音の 原則」 が用 意 さ

れて い る。普 通 この よ うな家族 は， 教会 の定

期 刊行 物 を購 読 して お り，また 「家庭 の夕べ」

の テキ ス トを持 って い る。 そ して 最 も重 要 な

こ とで あ るが ，教 会 の標 準聖典 も備 えてい る。

また， 家 族 を 中心 としたい ろい ろな活動 が計

画 され る。 利用 で き る資 料 に制約 は あって も，

両 親 が子 供 た ちに福音 を教 え るな らば， この

よ うな家 庭 も他 の家庭 に 劣 らす祝 福 され るで

あ ろ う。

これ らの家 族 に不可 欠 な もの は， どの家族

に とっ て も不 可 欠で あ る。組 織 され た教 会 か

ら遠 く離 れ て住 む こ とは， 考 えよ うに よって

は， 祝福 で もある。 とい うのは， 家族 の結 び

つ きが 強 くな り， また両 親 は 自分 の行 な うべ

きこ とを教 会に託 して しま うとい うよ うなこ

とが で きな いか らで あ る。

主 は時 の 初め か ら家族 の単 位 を組織 され た。

主 は，家 庭 が学 習の 中心 とな り， 両 親が教 師

に な るこ とを望 まれ た 。主 は， 組織 され た教

会ユ ニ ッ トの地 域 内に住 ん で い るか， また地
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域 外 に住 んで い るか に かか わ りな く，す べ て

の家族 に当て は まる勧告 を与 え られた 。数 多

くの聖 句が あるが，その一部 を引用 してみ たい。

「また両親 は その子供 た ちに祈 る こ と と，

主 の前 に正 しく歩 む こ と とを教 え ざるべか ら

ず。」 （教 義 と聖約６８：２８）

「神 の栄光 は英 智 な り
。 す な わち， 光 明 と

真理 な り。… … われ は汝 らの 小 児た ち を光 明

と真理 の 中に導 き来 れ と汝 らに 命 じた り。」

（教義 と聖約 ９３：３６， ４０）

「お前 たちは 自分 の子供 らに真 の 道 を行 う

事 と真 面 目で なけれ ば な らぬ 事 と互 い に愛 し

互 いに助 けねばな らぬ事 とを教 えるであろう。」

（モーサ ヤ ４ ：１５）
「子 をその行 くべ き道 に従 って教 えよ

， そ

うす れば年 老 いて も， それ を離 れ る こ とが な

い。」 （箴 言２２：６）

主は， 両親 が子供 たちに 家庭 以 外の すべ て

の 組織や 機関 を合 わせ て も及 ば ない大 きな感

化 を与 え るこ とが で き るよ うに， 家族 の制 度

を設け られ た。 この制 度 の下 に は安 全 が あ る。

た とえ外部 の組織や 機 関 の影響 が あ る と して

も， この制度 の おか げで， 子供 の生活 と性 格

を形 成す る大 きな特権 は両 親 に与 え られ るの

であ る。

親 であ る とい うこ とには， 大 きな責 任 が伴

う。両 親 は子 供 の心 に良 い物 を浸 透 させ る と

同時 に，悪 い物 を排 除 しな けれ ば な らない。

マ ス コ ミの印刷 物や 電波 を無 制 限 に家 庭 に 入

れ ない よ う警告 され て い るのは， この ため で

ある。子供 に影 響 を与 えて い る もの の 中に は，

良 い もの と悪 い ものが あ る。両 親 は絶 えず子

供 を見守 らな ければ な らない。 そ して， 子供

を滅ぼ そ うとす る者 か ら子供 た ちを守 って い

ただ きたい。

両親 の皆 さん， もしあ なた の家族 が教 会 の

あ る所 か ら隔絶 され た地 に住 んで い て， あな

たが宗教 教育 の一切 を しなけれ ば な らな い と

すれば， この 試練 をど う乗 り切 るだ ろ うか 。

あ なた は現在 ， 人に依 存す るあ ま り， 自分 は

家 庭 でほ とん ど何 も しな い よ うに なって はい
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ない だ ろ うか 。家 庭 で学 ぶ機 会 しか 与 え られ

て いな いあ な たの子 供 た ちは， 福音 につ い て

どれ だ け知 っ てい るだ ろ うか。 この こ とを考

えて い ただ きたい。 繰 り返 し申 し上 げ る。家

庭 で学 ぶ 機会 しか与 え られ て いない あ なたの

子供 た ちは ，福 音 につ いて どれ だ け知 って い

るだ ろ うか 。教 会 は家 庭 を助 け るため にあ る

こ とを覚 えて い ただ きた い。両 親 の皆 さん，

子供 たち を教 え る よ うに との神 の 命令 は， 決

して取 り消 され てい ない 。皆 さん は義務 を放

棄 しては な らな い。

私 た ちは物 質面 で， 人に依 存 しな いで 自立

す る ように勧 め られ て きた。 この こ とは霊 的

な面 で も同様 に重 要 で ある。事 情 が変 わ った

と仮定 しよ う。例 えば， 現在 で は慣 れて 当た

り前 に なっ て いる教 会の援 助 を受 け られ な く

な った と仮定 し よ う。家 族 の霊 的な福 利 を図

る責 任が これ まで以上 に重 くあ なた の眉 にか

か って くる とす れば ど うだ ろ うか。聖 典 を研

究す れ ばわ か る よ うに， 危 険 な時代 が迫 って

い る。 その よ うな 時代 に， あ なた は影響 され

ないです む だ ろ うか 。

今 準備 して いた だ きた い。 あな たの家 族 を

強 め るため ，必 要 な ステ ップ を踏 んで ほ しい。

家族 と共 に時 間 を過 ご し， 楽 しい思 い出が 残

るよ うな， 家族 独 自の 伝統 を作 り， それ を維

持 す る とよい 。正 しい規 則や規 定 を定 め て し

つ け， また言葉 と行 ない の両 方 に よって， 互

いに無 条件 の 愛 を示 し合 うこ とであ る。家 族

を愛 し，信 じ， 帰 属意 識 を持 たせ るこ とに よ

っ て， 各 自の 中 に 自尊 心 を培 うよ うに して い

ただ きたい。 そ して子 供 が必要 とす る安 全 な

生 活 を確 立す る。 以上 の こ とは， いず れ も人

生 を意義 あ る もの とす る事 柄 で あ る。 これ ら

の こ とが 定着 す れば， しば しば私 た ち を悩 ま

す さ さいな事 柄 に わず ら うこ とが な くなる で

あ ろ う。

予言 され た出 来事 が次 々 と成就 して い る中

で， 大切 な こ とが ひ とつ あ る。 それ は， 私 た

ちが もっ と独 立 独行 で きる よ うに な らなけ れ

ば な らない とい うこ とで あ る。 私 た ちは皆家



庭 の 中で もっ と教 える必要 が あ る。 モル モ ン

経 の 中に 幾つ かの ひ な型 が あ る。

「私 す な わちニ ー フ ァイは 善 い父母 か ら生

れた ので， 父 の知 って いたすべ ての学 問 の 中

か らい くらか の教 えを受 け た。」 （１ニー フ ァ

イ １ ：１）ニ ー フ ァイが 「み た ま」 に関 す る

事 柄 を教 わ った こ とは，疑 いの余 地が な い。

彼の 記録 が その こ とを表 わ して い る。彼 はお

そ ら く同 時に 実際 的 な事柄 に つ いて も教 え ら

れて い たで あろ う。 彼は 非常 に 臨機 応変 な 人

物 だ っ たか らで あ る。 今 日で も， 父親 か ら父

親 の知 って い るす べ ての事 柄 の 中の 幾分 か で

も教 わ る息子 は， 幸せ であ る。

ヤ コブ の息子 イ ノス も父 を尊敬 して いた。

「私 イ ノスは， 私 の父 が… …主 の愛 と誠 命

とを私 に 教 えたか ら， 父が正 しい 人で ある こ

とを知 って い る。 か よ うに 父に教 え を受 け た

か ら， 私 は私 の神 の御 名 を讃 美す る。 ご らん，

私 は獣 を狩 ろ う として森へ 行 っ たが， 私 の父

が永 遠の 生命 と聖 徒 の幸福 につ いて教 えた言

葉 を度 々聞 いた のが私 の心 に深 くしみ こんだ 。

そ こで私 は 自分 の心 が飢 え るの を覚 えて， 私

の造 り主 の御 前 にひ ざまず き， 自分 の身 と霊

のた め に一 心 こめ て祈 りかつ 願 っ た。」 （イ ノ

ス １， ３－ ４）

イノスの奉 仕 の生涯 は， この大 きな霊 的 な

経験 を起 点 として始 まって い る。彼が この経

験 を したの は， 父の 言葉 を聞 い て いたか らで

あ る。以 上 のふ たつ の話 は， 親 の教育 の 力 を

示す 良 い例 であ る。 こ こで ひ とつ 欠か せ な い

こ とが あ る。 そ れは， 親子 が 一緒 に過 ごす時

間 を持 つ とい うこ とで あ る。

私 た ちの 中に は， 社会 で の業績 に対 して公

に認 め られ， 高 い評価 を受 け る入 もい るで あ

ろ う。 しか し私 た ちの大部 分 は， 比較 的世 に

知 られ ない ま まで それ ぞれ の 人生 を終 え る。

この こ とは大 して問 題 では ない 。隣 人 に奉仕

し，子 供 を愛 し， 教 え な さい。 そ うすれ ば，

いつ か子 供 の 口か ら 「私 …… は善 い父母 か ら

生れ たの で， … …教 え を受 けた 」 と尊敬 の 言

葉 を聞 く日が くるで あ ろ う。 これ は永遠 の計

画 の 中 で ， 名 声 や 富 に 優 る もの で あ る 。 イ 手

ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り申 し上 げ る 。 ア ー

メ ン。

十二使徒評議 員会会 員

リグラ ン ド ・リチャーズ長老
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世界の国々から宣教師を送 リ出そう

兄弟姉妹の皆さん，私たちは世の光とならなければならない。だれかが私た

ちの訪れを待っているのてある

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

ム 日この席 に立 ち，聖 きみ た まの導 きが あ
７

るよ うに と願 っ てい る。 キ ンボー ル大 管

長 ， タナ ー副管 長 ， ロムニ ー副 管長 ，ベ ン ソ

ン会長 ，十 二使徒 会 の兄 弟 たち， 他 の教会 幹

部 の方々 な らびに兄 弟姉妹 の 皆 さん， ここ で

日本 と韓 国の聖徒 たち を代 表 し， 天使 の歌 声

を響 かせ て下 さっ たモ ルモ ン ・タバ ナ クル合

唱 団の皆 さん に心 か ら感謝 の 意 を呈 したい と

思 う。先 日の 日本， 韓 国の公 演旅 行 では， 教

会員， 非教 会員 を問 わず 大勢 の 人々 の絶 賛 を

博す る こ とが で きた。 その心 か らの感 謝 の一

端 を， 幾つ かの新 聞 の論 評か ら拾 ってみ た い

と思 う。

ある評論 家 はこう記 してい る。 「よ く訓練 さ

れ， 成熟 した大 編成 の声 を無理 な く余 裕 をも

って合唱 させ る こ とに よ って得 られ る艶 （つ

や ）やか で美 しい響 きにい か さ れ て い る。」

（「読売新 聞」 １９７９年 ９月 ８ 日付 ）

また次 の よ うに も記 さ れ て い る。 「モ ル モ

ン ・タバナ クル ・クワ イヤー （モル モ ン教 会

合 唱団 ）は，評判 どお りの繊 細か つ 力強 さに

あふれ た合 唱 で 日本 の聴 衆 を魅 了 した。」（「世

界 日報 」 １９７９年 ９月 ９ 日付 ）

今 回の公 演旅 行 を後援 した 中京 テ レビの 社

長 は， も ち ろ ん まだ 教 会 員 で は な いが ，合

唱 団 員 の 目が あ ま りに 美 し く，輝や いて い

るの に深 い感銘 を覚 えた と語 って いた 。愛 す

る予 言者 スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンボー ル大 管 長

はかつ て次 のように語 った。「私 た ちは 天 父 と

その御 子 イエ ヌー キ・リス トに思 い を向 け る と

き，平 和 の福 音 を宣言 す る天 の声 の美 しい合

唱 を耳にす るこ とが で きる。」（「大 会報告 １９７３

－ ７５」ｐ．１７６， １９７４年 ４月）

兄 弟姉妹 の 皆 さん， 次 に， 日本や 朝 な ぎの

国， 韓 国へ伝 道 に出 て くる大勢 の 宣教 師 た ち

に心 か ら感謝 したい 。彼 らの素 晴 ら しい 成功

を見 るたび に，私 の心 は 息子や 娘 た ち を伝 道

に送 り出す ため に 多大 の犠 牲 を払 って いる そ

の両 親 た ちへ と向 くの であ る。私 が お会 い し

た ひ と りの母 親 は， 息子 を伝 道 に出す ため に

こ の ソル トレー ク ・シテ ィー で タ クシー の運

転手 を して いた 。彼女 は ， 自分 の息子 が 天 父

に仕 え， 伝 道に 出 てい る こ とを誇 ら しげに語

ってい た。

その ように して送 り出 された宣 教 師 の心 温

まる体験 の ひ とつ を， こ こで皆 さん に御 紹 介

した い と思 う。 これは， 宣教 師 と して 召 され

て い る皆 さん方 の 息子 の ひ と りが， 求道 者 を

心 か ら愛 し行 な った ひ とつ の奇跡 であ る。私

は， この 改宗 した 紳士 に特 別 なフ ァ イヤ サ イ

ドで会 ったが，彼 は こ う述べ ていた。「私 に 人

生 で最 も大切 な もの を教 えて下 さ り， 幸福 を

与 え て下 さ った， 若 いモ ルモ ンの宣 教 師 に と

て も感 謝 して い ます。 そ して時 々， そ の よ っ

な宣教 師 に福音 に従 うよ う教 え た両 親 に感 謝

の気持 ちが湧 い て くるの です 。」目に涙 を浮か

べ ，私 の 手 を しっか りと握 りしめ て， 彼 は こ
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う言 った。「菊地 長 老，この栄 え あ る福 音 を与

えて下 さっ た天父 に心 か ら感謝 して い ます 。」

それか ら次の よ うな話 を した の であ る。

「今 か ら８年 前 の あ る 日
，私 は仕 事 か ら帰

る途 中， ひ き逃 げに遭 い ました。 そ の まま１１

日間 も無意 識状 態 が 続 き， 結 局 ２年 間入 院 し

てい ま した。 よ うや く病 院 を出 て家 に帰 って

み る と， 妻は子 供 た ち を連 れ て家 出 して い ま

した。 事故 に遭 うまでの 楽 しい家庭 生 活 とは

裏 腹 に，私 の 人生 は ま った く座 礁 して し まい

ま した。 自分 が最 も大切 に して いた家 族 を失

い， さび し く落胆 の毎 日で した。 生 活の糧 と

い えば， わず か ばか りの 給付 金 しか あ りませ

ん で した 。精神 的 に も肉体 的 に も疲 れ切 って
しかはね

い ま した 。 ま さに生 け る屍 で した。立 つ こ と

もで きませ ん 。 です か ら， 体 を動 か したい時

は床 を転 が り，這 いつ くば って進 む しか な い

の です 。

ある夕 方，私 は 医者 と会 って，これま で何 度

か 手術 して きた こ との結 果 を伺 い ま した 。 と

こ ろが， 医者 か らは 私 に回復 の 見込 みは な い

と宣告 され ま した。 うす うす そ うで は ないか

とは感 じて い ま したが， は っ き り宣告 されて

み る と大 きな シ ョ ックで した。 もうま った く

何 も残 され て いな いの です。 病 院 を後 に して，

鉄橋 に さ しか か りま した。私 は 泣 きなが ら，

濡 れた舗 道 に映 る 自分 の顔 を じっ と見つ め て

い ま した。どうしようもない ほ ど惨 め で した。」

兄弟姉 妹， そ してち ょう ど入 って くる電車

に今 まさに飛 び込 もう とした時 に， 彼は 宣教

師 であ る皆 さん方 の息子 さんの ひ と りに出会

ったの であ る。

救 い主 は 次の ように言 われ た。 「わた しはよ

い 羊飼 であ って ， わた しの羊 を知 り， わた し

の羊 は また， わた しを知 って いる。」 （ヨハ ネ

１０：１４） また， 「わ たしの羊 は わたしの声 に 聞

き従 う。わ た しは 彼 ら を知 って お り， 彼 らは

わ た しにつ い て来 る」（ヨハ ネ１０：２７）とも言

わ れた 。

す ぐに家庭 集 会が 開 かれ， そ して，杉 山 さ

ん は福音 が 真実 で あ り， イエ ス ・キ リス トは

私 た ちの救 い主 であ り， ジ ョセ ブ ・ス ミスが

神 の予 言者 で あ る こ と， さ らに この最 後 の神

権 時代 に神 の 真の 教会 が 回復 され たこ とを教

え られ た の であ る。

いつ もの よ うに宣教 師は 彼 を教 会 に招 いた。

しか し彼 は 自分 で歩 くこ とが で きず ，教 会に

は 来 られ な い と言 ってい た。 それ で も安 息 日

の 朝， 彼 は朝 早 く起 き， 勇気 を振 りしぼ って

教 会 に向か った。 それ ほ ど遠 い距離 で はなか

ったが ， 自分 の家 か ら横浜 ワー ド部 の最寄 り

の駅 に着 くまで ３時 間 もか か った。 横浜 ワー

ド部 の建 物 は丘 の上 にあ る。 そ して駅か ら教

会 まで並 の 人な らば， ５分 そ こそ こで行 け る

ところ を， 約 １時 間 もかか ったの であ る。壁

に しが み つ いて は，倒 れ， 再 び足 を引 きず る

よ うに して上 って きたの であ る。や っ との思

いで教 会 に着 い た時 には， す でに聖 餐会 は始

まっ て いた。 宣教 師 も， 彼が教 会 に来 る とは

思 って もみ なか った 。 しか し， 杉 山兄弟 は宣

教 師 た ちに神 の純 粋 な愛 を感 じ， その愛 に引

き込 まれ るよ うに して ここ まで きたの であ る。

救 い主 は こ う言わ れ た。「わた しは，新 しい

い ま しめ をあな たが たに与 える，互 に愛 し合

いな さ い。 わた しが あ なたが た を愛 した よ う

に，あ なたが た も互 に愛 し合 いな さい 。」 （ヨ

ハ ネ１３：３４）

そ れか ら しば ら くして， 杉 山兄弟 は主 の戒

め に従 ってバ プ テ スマ を受 け た。

主 は再 び こ う言 ってお られ る。 「だれ で も，
う ま

水 と霊 とか ら生 れ なけれ ば，神 の 国に は いる

こ とは で きな い。」 （ヨハ ネ ３ ：５）

そ してバ プ テスマ の翌 朝， 彼 は晴 々 した気

持 ちで朝 早 く 目を覚 ま した。 それ か らいつ も

の よ うに 足 を伸 ば して転 が ろ う とした時 であ

る。 どこか いつ も と違 う。両 足 に力 を感 じ，

体 全体 に力 が湧 き上 が って くるよ うであ る。

彼は まず座 って， それか ら徐 々 に， そ してつ

いに 自分 の両 足で立 ち上 が った 。 ここ数年 と

い うもの， 彼 はほか の 人の助 け な しで立 った

こ とが なか った。 しか し彼 はそ の朝 歩 き始め，

体 は 元通 り元気 に な ったの であ る。
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救 い主 は信 仰 に よっ て癒 され た， 同 じよう

な人の話 をしている。「あなたの信 仰 が あな た

を救 ったの です。 安心 して行 きな さい。」 （マ

ノレコ５：３４）

杉 山兄 弟 はこう言 っている。 「愛 が私 を救 っ

たの です 。私 は主 の 道 に従 い，平安 な 人生 を

送 るこ とが で きるで しょう。」兄弟姉 妹 の皆 さ

ん，奇跡 が必 ず しも神 の真 の教会 の証 拠 とな

るわけ では ないが ， ひ とりの 求道 者 を心 か ら

愛 した， ひ と りの若 い モル モ ンの宣教 師 を通

して主が 行 なわれ た奇 跡 か ら，私 た ちは 多 く

の こ とを学ぶ こ とが で き る。

愛が奇 跡 を呼 び起 こ したの で あ る。愛 は ま

た行 ないで あって，プ ログラム で は ない。キ リ

ス トの愛 は， 私 た ちの生 活の悩 み を解 決 し，

人間の苦 しみ を癒 して くれ る。 そ こで この よ

うな苦難 を受 け てい る方 々 は， イエ スの も と

に きて， 「水 と霊 か ら生 まれ」て い ただ きた い。

主 は こ う述べ てお られるか らである。 「何 人 に

て もわが 言 を信ず る者 には われ 『み た ま』 の

示 しと共 に彼 らに到 らん 。而 して彼 らは われ

に よ りて生れ ん。 す なわ ち， 水 と 『み た ま』

とに よ りて生 れ ん。」 （教義 と聖 約５：１６）
おとずれ

私は この最 も輝 け る音信 を私 に教 えて下 さ

った宣教 師 に心 か ら感 謝 して い る。「ロ ー 長

老 ， ポー ター長 老 ， どう もあ りが と うござい

ます。」いか に大勢 の 人々 の生 活が 彼 らのよう

な宣教師 に よって 変 え られ た こ とだ ろ うか 。

その よ うな偉 大 な宣教 師 を，予 言 者が 勧告 さ

れた よ うに世 界各 地か ら送 り続け て い きたい

もの である。私 た ちこの真 の 教会 の会 貝 た ち

が， この 永遠 の福 音 の メ ッセ ー ジ を分 か ち合

うように世 の 前に雄 々 し く立 ち上 が る勇気 が

持 て るよ うに祈 って い る。 この福 音 は， 回復

され たイエ ス・キ リス トの福 音 で あ り， 「あ ら

ゆ る国民 ， あ らゆ る血 族， あ らゆ る国 語 の民，

あ らゆ る世 の 人々 に」 （教義 と聖約７７：８）宣

べ 伝 えなけ れば な らな い。兄 弟姉妹 の 皆 さん，

私 たちは世 の光 とな らなけれ ば な らない。 だ

れか が私 たちの訪 れ を待 って い るの であ る。

私 は この福音 が神 か ら与 え られ た もの であ

４４

るこ とを証 す る。神 は生 きて お られ ，イエ ヌ、・

キ リス トは全 人類 の救 い主 で あ る。 私 た ちが

救 われ るのは 天下 に この名 を置 い てほか に な

い。 （使 徒４：１２参 照 ）ナザ レの イエ スのみ が

私 た ち を救 い得 るの であ る。

また， ジ ョセ ブ ・ス ミスは神 の予 言者 で あ

り， モル モ ン経 に は神 の真 のみ 言葉 が記 され

て い る。 この 教会 は真 実 の教 会 であ る。 また

「近 代 の ヨブ」 と も称 され る スペ ンサー ・Ｗ ・

キン ボー ル大管 長 は，今 日私 たち に与 え られ

た生 け る神 の予 言者 であ る。私 は全 身全 霊 で

もっ て彼 を愛 し， 支持 して い る。 これ らの こ

とを，救 い主 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よっ

て 申 し上 げ る。ア ー メ ン。

Ｎ ・エ ル ド ン ・タ ナ ー 第 一 副 管 長



１０月 ６日 （土）神権 部会 にお ける説教

正 しい決断を下す

人生 はふ たつ の 大切な 贈 リ物 を皆 さ’ん に与 え て いる。 ひ とつ は時 間で あ リ，

も うひ とつ は選択の 向由，すなわち望むものを 自分の時間で買い取 る自由である

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

Ｌ ・ トム ・ペ リー

一 こ数年 間
， 私 は土 曜 日の午 後 の一般 大 会

一

を終 えて タバ ナ クル を去 るた びに， 開会

時 刻 ３時 間 も前か ら長 蛇 の列 をな して神 権部

会 の ため の入場 を待 つ 人 々に胸 を打 た れて き

た。私 は並 ん で い る人々 といつ も言 葉 を交 わ

す が驚 い た こ とに， 彼 らの 多 くは， ア ロ ン神

権 を持 つ青 少年 で あ る。

今宵， 私 は皆 さんの 献身 に心 か らの賛辞 を

贈 りたい と思 う。私 は， 王 国の神 権 者 の中 で

選 ばれ た世 代 であ る青 少年 の皆 さん に お話 を

した い と思 う。

私 は神 権部 会 で の話 を依頼 され た時，新 た

に 若 い男性 プ ロ グラム の会長 に 召 され たバ ッ

クマ ン長 老 に電話 をか け， ア ロン神権 者 に対

して特 に どの よ うな事柄 を強 調 した らよいか

を伺 った。数 日して ，バ ッ クマ ン長 老か らメ

モ が届 いた 。「青 少年 は，生涯 の 中最 も大切 な

時期 に あ ります 。間 もな く彼 らは，伝 道， 大

学，職 業 ，結婚 な ど， 将 来 を左右 す る大 きな

決断 を下 す こ とに な ります 。」つ ま り，正 しい

決断 を下 す こ とにつ いて話 す よ うに とい う助

言 であ った。

その メモに は， 「ピーナ ッツ」の漫 画が 添付

されて い た。 その漫 画 は， ライナ スがか た く

握 りしめ た雪 の玉 を持 って い る ところに， ル

ー シー が近づ いて くる様 子 を描 い ていた
。ル

ー シー は とっ さに状 況 を判 断 して
， ラ イナ ス

に こ う言った。 「人生 ではいろいろ なこ とを決

め なけ れば な らな いわ 。雪 の玉 を私 に投 げつ

け たけ れば ，投 げつ け れば いい 。投 げつ けた

くなけ れば， 投 げつ け な くて もい い。で も，

投 げつ けた ら， あ なた を地面 につ き倒 すか ら

ね。 投 げつ け ない方 を選 ん だ ら， 頭 にけが を

しな くてす むわ 。」

す る と， ラ イナ スは うん ざ りした よ うな顔

をして雪 の玉 を捨 て，こう言っ た。「人生 には

確 か に いろ ん な機 会 が あ るけ ど， ぼ くは一度

ももの に した こ とが な い。」

人生 はい ろい ろ な機 会 が あ る と言 った ライ

ナ スは正 しい。 だが その 次の 言葉 の後 が いけ

ない 。私 た ちの前 途 には あ らゆ る選 択 が待 ち

受 け て いる。 リチ ャー ド ・Ｌ ・エ バ ンズ長老

は次 の ように述べてい る。 「人生 はふ たつ の大

切 な贈 り物 を皆 さん に与 えて い る。 ひ とつ は

時 間 で あ り， も うひ とつ は選択 の 自由， す な

わ ち望 む もの を 自分 の時 間で 買 い取 る 自由 で

あ る。 与 え られ た時 間 をス リルに 費やす の も，

卑 しい欲望 の ため に 費や す の も自由で あ る。

欲望 に時 間 を投 資 す る こ ともで きれば， 虚栄

心 と引 き換 えにす る こ と もで き る。 この世 の

物へ の追求 に 時間 を費や す こ ともで きる。 い

ず れ に して も， あ な たに は選 択 の 自由が あ る

の で あ る。 し か し， こ れ を安 売 りし て は な

らな い。永 続す る満足 は得 られ な いか らで あ

る。」 （「幸福 の探 求 」）

モル モ ン経 の 冒頭 に， 重 大 な決断 を迫 られ

た あ る家 族 の 記録 が記 され て い る。 仮 に， あ
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なたが その時 代 に生 きて いて ， リーハ イの家

族 の一 員だ としよ う。 あな たはエ ル サ レム で

物 に 恵 まれ何 不 自由 な い家塵 に暮 ら してい る。

ところが ある朝起 きた時 に， 父親 が 家族 会議

を召集 した。父 の話 に よ る と， 父 は昨夜 夢 を

見 たそ うであ る。 そ して驚 くべ き言 葉 を発 し

た。 「寝 袋 とテン トを持 って旅 に出 る。持 て る

だけ の 日用 品 を袋 につ め な さい。金 銀や 貴 重

品 のこ とは考 え るな。持 って行 く余 裕 が ない 。

私 は主か ら，荒 野 に 出て行 くよ うに命 じ られ

た」と。聖典 には次 の よ っに記 され て い る。

「父は 自分 の家 と相 続 した土地 と， 所 有 の金

銀 お よび貴重 品 をあ とに の こ して ， ただ妻 子

と食糧 と天幕 の ほか に何 ももたず に荒 野へ 旅

立 った 。」 （１ニー フ ァ イ２：４）

旅 立 って 間 もな く， 父 は また夢 を見 た。 そ

して あな たを呼 んで 次の ように言った。 「ご ら

ん，私 は一つ の夢 を見た 。 その夢 の 中 で主 は

汝 と汝 の兄弟 た ちが エル サ レム に帰 るよ う私

に命 じた も うた 。

これ は レー バ ンが ユ ダヤ 人の歴 史 と， 汝 の

先祖 の系図 とを持 って い るか らで あ って， こ

の二つ と も真 鍮 版 に刻 んで あ る。

それで，主 は汝 と汝 の兄 弟 たち は レーバ ン

の家へ 行 って その歴 史 を くれ る よ うに た のみ，

それ を荒野 の 中の こ こ まで持 って くる よ うに

私 に命 じた も うた 。」 （１ニ ー フ ァイ３：２－４）

息子 たちに命 じられ た仕事 は大変 な こ とで

あった。 とい うの は， レー バ ンは非 常 な富 と

権 力 を持 って い る人 だ ったか らであ る。 息子

たちは父 に不平 を言 い， とん で もな い こ とを

求 めて い る と言 った 。 しか し， ひ と りの 息子

は父に こ う言 った。 「私 は主 が命 じた もうたこ

とを行 って行 う。 私 は，主 が 命 じた も うこ と

には， 人が それ を為 しとげ るため に 前以 て あ

る方法 が備 えて あ り， それ でな ぐて は， 主 は

何の命令 も人に下 した まわ ない こ と を承 知 し

て いるか らで ある。」 （１ニー フ ァ イ３：７）

これ らの若 者 た ちは， レー バ ンに 記録 を求

め る時 に， 幾つ かの 決断 に迫 られ た。 それ ら

の決 断 を下 す過程 は ，私 に とって非 常 に興 味

４６

深 い 。最初 ， 彼 らは成 行 きに任 せ る方 法 を と

った 。 くじ引 きをす る こ とに したの であ る。

す る と， くじは レー マ ンに 当た った。 そ こで

レー マ ンは レー バ ンの家へ 行 き， 彼 と共 に座

って 話 を し， 真鍮 版 に刻 ん であ る記録 を譲 っ

て欲 しい と言 った。 レー バ ンは， この 申 し出

を喜 ば ず，つ いに怒 っ て レー マ ン を追 い返 し

た。 つ ま り， 記 録 を渡 そ う としなか った 。 レ

ーバ ンは こ う言 ってい る。「見 よ，汝 は盗 賊 で

あ る。 われ は汝 を殺 してや る。」 （１ニー フ ァ

イ ３ ：１３） レー マ ンは なすす べ もな く逃 げ 出

して くる と，成 行 きに任 せ る方 法 では 目的 を

遂 げ るこ とが で きな いこ と を弟 た ちに告 げ た。

そ こで ニー フ ァイは， 記 録 を手 に入れ る方

法 につ い て再 び決 断 を迫 られ た。 その時 ， ニ

ー フ ァ イは家 に残 して きた金銀や 貴 重 品の こ

とを思 い 出 した。 金銀 を集 め， この世 の富 で

記 録 を買 い取 ろ うと考 えた。 そ こで彼 らは レ

ーバ ンの 家 を訪 れ る と， 金銀 を見せ ，真 鍮 版

と交換 して ほ しい と言 った 。レーバンはそれ を

見て， 非常 に価値 の あ るこ とが わか る と， 欲

し くて た まら な くな った 。年端 の ゆか な い ４

人の 少年 と 自分 の召使 いた ち とを比較 した時

に， 真鍮 版 を渡 さず に富 を手 に 入れ よ う と決

意す るまで に時 間は かか らない。 そこ で彼は ，

少年 た ち を殺 そ う と召使 い た ち を遣 わ した。

このため 少年 た ちは 貴重 品 を捨 てて逃 げ出 し

た 。 この世 の富 に よ って も記 録 を手 に 入れ る

こ とは で きなか ったの であ る。

さて， ニ ー フ ァイの兄 たちは， 記 録 を手 に

入れ よ う として ２度 まで も命 を危険 に さ らさ

れ た。 そ のため ， 彼 らはニ ー フ ァイに対 して

腹 を立 て た。 それ で もニー フ ァ イはあ きらめ

ず ，次 の よ うに言 って 兄 たち の説得 に あ たっ

た。 「私 たちは，またエ ルサ レム まで引 き返 そ

うで は ないか 。 そ して 主 の命令 を忠実 に守 ろ

うで は ないか 。 ご らん ， それ は全世 界が 向 っ

て も主 の 強 さに はか なわ ない か らで あ る。 そ

れな ら， ど うして主が レー バ ン とその 家来 の

五 十 人 よ り も強 くない こ とが あ ろ うか 。 いや，

レー バ ンは何 万 人 あって も主 の強 さにはか な



わな い。」 （１ニー フ ァ イ４：１）

こ の説得 に逆 らえ る人が いる だ ろ うか。 主

が レー バ ン とその すべ て の家 来 よ り も強 い御

方 で あ るこ とは言 うまで もない。 そ こで， ニ

ー フ ァ イは 日が暮 れ る と， 兄 た ち を率 い てエ

ルサ レム の城 壁の 外へ や って きた。 そ して，

単 身 中へ しの び込 み， レー バ ンの家へ 向か っ

た。今 度 は， 以前 の よ うに成 行 きに任せ た り，

世 の富 に 頼 った りす るの では な く，信 仰 に よ

って進 ん だの で あ る。ニー フ ァイは この よ う

に語っている。 「私 は何 をせ ね ば な らぬ のか ，

前 以 てそ れ を知 らず に たた ひ とす じに 『み た

ま』 に導 かれ て行 った。」 （１ニーファイ４：６）

ニー フ ァイは レー バ ンの家 に近 づ くと， ひ

と りの男 が酒 に酔 って地 に倒 れ てい るの を見

つ け た。近 寄 ってみ る と， それ は レー バ ンで

あ った。 こ の よ うに して， レーバ ンはニ ー フ

ァ イの手 中 に落 ちた の であ る。主 は， 記録 を

手 に 入れ るこ とが で きる よ うに道 を開か れ た。

主 にす が る決 断が 実 りを もた ら した ので あ る。

リー ハ イの息子 た ちが決 断 を下 す過 程 には，

大 きな教 訓が 含 まれ て い る。 成行 きに任せ る

決 断 が望 ま しい もの で ない こ とは言 うまで も

ない 。

私 はか つ て海兵 隊 に配 属 され， カ リフ ォル

ニア州 の ペ ン ドル トン基 地 に駐留 して いた こ

とが あ る。 その 時， 成行 きに任せ る決 断 を下

し， 身動 きで きな い よ うな状 況 に追 い込 まれ

た経験 を した こ とが あ る。

週 末 にな る と毎 週 の よ うに， 同僚 た ちか ら

ロサ ンゼ ル スの ダ ン スホー ルに行 こ う と誘 わ

れ た。毎 週 の よ うに誘 い を受 け たの で ある。

しか し私 の行 くべ き所 では な い と考 え； 何 回

か断 わ った 。け れ どもつ い に，一 度 だけ な ら

と思 い， 成行 きに任せ て 出かけ る こ とに した。

こ う して私 は， ロサ ンゼ ル スの大 きな ダン

スホー ルに 彼 ら と向か っ た。私 た ちは市 電 で

行 った 。停 留所 を数 える毎 に， 市電 に は若 い

女性 が た くさん乗 り込 ん で きた。私 が それ ま

で 目に した こ との な い タイプ の女性 たちだ っ

た。 極端 なほ どの現 代娘 であ った 。彼女 た ち

に 囲 まれて ，私 は不快 感 に襲 わ れた。 彼女た

ち が近づ いて くるため， 私 は，海 兵隊 にはな

じみの な いひ とつ の戦術 を使 うこ とに した。

後退 したの で あ る。

後方 に行 くと，先 程 の女性 た ち とは まった

く違 う ４人の若 い女 性 に出 会 った。私 は彼女

た ちに ， ダ ンスへ行 こ うと して い る ところか

ど うか尋 ね た 。す る と， 「ええ。で も，あな た

の行 く所 とは別 の場 所 よ」 との返 事 であ った。

さ らに， 「私 たちは，モ ルモ ン教会 の ア ダム ズ

ワー ド部 で開か れ る ダン スへ 行 く とこ ろです 。

あ な たは モル モ ン教 会 につ いて 聞い た こ とが
「あ りますか

」 と言 った 。私 は， 驚 くと同時 に

ホ ッ とし， 彼女 たち と一 緒 に市電 を降 りて，

ア ダ ム ズワー ド部 です ば ら しい夕べ を過 ご し

たの であ る。皆 さん も， 場 当 た り的 に決断 を

下 す ので な く， もっ と自分 自身 に信頼 を寄せ

て い ただ きた い。

ニー ファ イ と彼 の兄 た ちは， この世 の富 に

信 頼 を置 いて も， 成行 き任せ と同様， 何の 成

果 も上 げ る こ とが で きなか っ た。 ある ステー

キ・部大 会 に出 席 した時 の こ と，私 は ひ と りの

父 親 と話す 機 会が あ った。 彼 は， 自分の十 代

の 娘 に世 の方 法 に従 う圧 力がか け られて いる

こ と と， その 圧 力に屈 しない ため に娘 が どの

よ うに決 断 を下 して い るか とい うこ とにつ い

て話 して くれ た。

彼女 は クラ スでた だひ とりの末 日聖 徒 であ

った 。 男生 徒 の 間で 人気 があ り，’しば しばデ

ー トに誘 われ て いた
。 しか し， 彼 らは，教 会

で彼女 が教 え られて きた標 準 を守 って いなか

った 。 そ こで彼女 は， デー トに誘 うすべ ての

男の子 に， 自分 が守 って い る標 準 を話 した。

そ して彼女 が デ ー トを承 諾す る場合 ，相 手は

彼女 の標 準 に従 って振 る舞 うこ とを求め られ

たの で あ る。 彼女 は その ような約 束 を してか

らデ ー トを承 知 した。年 間 を通 じて皆 が最 も

楽 しみ に して いる特 別 なダ ン スパ ー テ ィー を

前 に したあ る 日、 学 内の フ ッ トボール で スタ

ー的 存 在の生 徒 が彼女 の も とへや って きて
，

こ う言 っ た。「君 が もう少 し標 準 を下げて くれ
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た ら， ダ ンスに誘 い たい んだ け どな あ。」

しか し，彼 女 は一 瞬 の ため らい も見せ ず に

こ う答 えた。 「あな た と出か けた くな っ た ら，

私 か ら声 をかけ るわ 。」世 の方 法 に迎 合 しない

決 断 を下 す 強 さを持 って い ただ きた い。

ニー フ ァイは主 を信 じる信 仰 を持 ち，主 の

方法 に従 う決 断 を下 した時 に，良 い結 果 を得

た。

数年 前 の 「チ ャー チ ・ニ ュー ズ」 に， 主 の

方法 に信頼 を寄せ て決断 を下 した ひ と りの青

年 に関す る非常 に興 味深 い記 事 が掲 載 され た。

「スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル大 管長 は，

いつ も教 会員 に霊感 を もた らす 。大 管長 は語

る言葉 だ け でな く， 行 ない に よっ て も霊 感 を

もた らす 。 ヌ、トッ クホルム地 域 大会 で， そ の

秘訣 を次 の よ うな 言葉 をもっ て明 らか に して

いる。

『私 はひ とりで 牛 の乳 を しぼ り， 干 し草 を

積 み なが ら， い ろい ろな こ とを考 え た。私 は

何 度 も心 の 中で考 え たす え， この よ うに決 意

した。「私 スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンボー ル は いか

な るか た ちであれ 決 して酒 を口に しない。 私

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンボー ル は決 して タバ コ

を手 に しない。私 は決 して コー ヒー を飲 まな

い， また茶 に手 を触 れな い。 そ う しては な ら

な いか ら とい う理 由 を知 って い るか らで はな

く，主 が その よ うに 言わ れ たの で，私 は しな

い。」主は これ ら を憎 むべ き もの であ る と言 わ

れ た。その ほか に も， 憎 むべ き もの， 知 恵の

言葉 に含 まれて い ない もの は数 多 くあ る。 し

か し，私 は決意 した。

私 が 申し上 げ た いのは， 子 供の 時 に 「これ

らの ものに 決 して手 を触 れ ない」 と決 意 した

こ とであ る。一度 決 意 した らそれ を守 るのは

容 易だ った。私 は決 して 妥協 しなか った。 私

は 多 くの誘 惑 を受 け た。 しか し， そ れ を詳 し

く調べ てみ よう とす るこ とす ら しな か った。

立 ち止 ま り，調べ ， 「さて，なすべ きか なす べ

きでな いか 」 な ど と言 った りは しな か った。

私 は常にこう考 えた 。「しな い と決 意 したのだ

か ら， しないの だ。」
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キ ンボー ル大 管長 は さ らに こ う語 ってい る。

「私 は またひ とつ年 を重 ね よ うとして い るが
，

茶や コー ヒー， タバ コ， 酒， そ して幻覚 剤 に

手 を触 れず に この年 を迎 えた と言 え る よ うに

願 っ てい る。 さて， この言葉 は押 しつ けが ま

しい 自慢 話 の ように聞 こ え るか も知 れ な いが，

私 が 申 し上 げ た いのは この こ とだ け であ る。

す な わ ち， も しすべ て の 少年 少女 が， 少 しず

つ 大 人 に向か っ て成長 を始 め， 友 人や 家族 ，

す べ ての 人か ら少 しず つ独 立 し始 め る時 に，

「私 は決 して 妥協 しない」 と決 意 す るな らば
，

どの よ うな誘 惑 に遭遇 し よう と も，「私 はすで

に決 意 した。 そ れは も う解 決 してい る こ とな

のだ 」 と言 うこ とが で きる と。』」 （Ｃ肋 ｚ漉

く厩〃ｓ「チ ャー チ ・ニ ュー ズ」 １９７５年 １０月）

私 た ちが こ ぞって， キ ンボー ル大管 長 の模

範 に従 い，主 イエ ス ・キ リス トを信 じる信 仰

に基 づ いて決 断 を下 す な らば，私 た ちの 生 活

は どれ ほ どす ば らしい もの にな るで あ ろ うか 。

高 貴 な生得 権 を与 え られ てい る青 少年 の皆

さん，今 夜 こ こで決 意 して いただ きたい 。「私

は主 が 命 じた もうた こ とを行 って行 う」と （１

ニー フ ァイ ３ ：７）。主 の方法 に は力 が あ る。

主 のみ 業の 中 で見 いだ され る喜 び以 上 に大 き

な喜 び は この世 に ない 。主 の律 法 に従 って生

活 しよ う とす る決 断が あ なた に永遠 の生 命 を

もた らす こ とを，私 は厳 粛 に証 す る。イエ ス ・

キ リス トのみ 名に よ り申 し上 げ る。 ア ー メ ン。
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神 に従う統治者

兄 弟の皆 さ’ん， ある 事柄 につい て私 たち の現 状 とあ るべ さ姿 との 問 にはか な

りの 隔 た りがあ る

七十 人 第 一 定 員会 会 員

ウ ィ リ ア ム ・Ｒ ・’ラ’ラ ッ ドフ ォ ー ド

愛 す る兄 弟 の皆 さん・ 私 た ちは今 感動 の ひ
ととき を迎 えて いる。 神の選 ば れ た息子

たちが この よ うに一 堂 に会 す る機会 は ほか に

ないか らであ る。 もしみ た まの 力が な けれ ば，

私 は この瞬 間 の重 みに 耐 え切 れ な いで あ ろ う。

私 は兄 弟で あ る皆 さん に心 か ら愛 を感 じて

い るこ とをお伝 え したい。 私 は皆 さん に，私

たち の従 う主 に対す る信頼 と同様 の信頼 を寄

せ て い る。 私 た ちが兄 弟 であ る とい うこ と を

知 って， 私 は大 きな喜 び を感 じて い る。

私 は皆 さん を決 して批 判 す るつ も りは ない。

ただ皆 さん を愛 してお り， 私 た ちが 兄 弟同士

であ る こ とか ら，心 を開 いて率 直 にお話 しで

きる雰 囲気 が あ る と感 じてい る。

皆 さんが 神権 を持 って い る とい う事 実は，

決 して偶然 の 出来事 では ない。 そ れは バ プテ

スマ の水 を くぐった とい うこ とを表 わ してお

り， イ スラエ ルの判 士 か ら面接 を受 け， 神 に

従 う統 治者 の ひ と り とな るにふ さわ しい こ と

が 認め られた こ と を示 してい る。統 治 者の ひ

と りとして皆 さん の地 位 は，前世 にお い て，

御 父 と御 子 イエ ス ・キ リス トに よ り定 め られ

た条件 を満 たす限 り保 障 され て きた し， また

現 在 も保 障 され てい る。皆 さんは それ らの条

件 を受 け 入れ て，聖 任 され ， さ らに現 在 もふ

さわ しい状 態 を維持 して い る。 その ため に，

こ こに集 っ てい るの であ る。 これ は決 して偶

然 の 出来事 では ない。 重大 な こ とであ る。地

上 に おけ る神 のみ 業 と全 人類 の救 いが左右 さ

れ るほ どの重 大 な こ とで あ る。

統 治者 の ひ と りで あ る とい うこ との意 味 を

よ く理 解 してい ただ くため に， 教会 の管理 に

皆 さんが どの よ うにか か わ ってい るか を説明

した い と思 う。皆 さんは個 人， 家族 ，お よび

組 織 として の教会 の ３つ の段階 に おけ るかか

わ りを持 ってい る。

皆 さん個 人個 人が教 会 であ る。主 は忠実 な

息子 た ちに対 して， 彼 らが 教会 に して王 国 と

な り神 の選 民 とな る と誓約 してお られ る （教

義 と聖 約８４：３４参 照 ）。そ こで，皆 さん は神 権

者 として忠実 で あ るな らば，教 会 とな る。 そ

して その 教 会 は，皆 さんが 自らを治め ては じ

めて 統治 され るので あ る。

神 のす べ ての計 画 の基 となる最 も基本 的 な

真 理 の 原則 は， 自由 意志 であ る。皆 さんは個

人 として， 自ら を治 め る権 利 を持 って い る。

これ は， 自分 が望 む ままに考 え，行 動 で きる

よ うに神 か ら与 え られ た もの で ある。す なわ

ち 自分 自身 で決 め るこ とで ある。

しか しな が ら， ここ では っ き りして おか な

けれ ば な らな いのは， 独 力 で選ぶ 自由 意志 は

皆 さん に与 え られて い るが， その 決断 の結果

につ い ては選 ぶ権 利 を持 た ない とい うこ とで

あ る。考 え， 行 な うこ とか らもた らされ る結

果 は，律 法 に従 つて 生 じる。 す なわ ち善 は善，

悪 は悪 を もた らす。 律法 に従 い なが ら， 自 ら

を治 め るの で あ る。 神 の律法 に従 うな らば，
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自由 を維持 す るこ とが で きる。 また， 進 歩 し，

完 全 にな る。 しか し，神 の律 法 に従 わ なけれ

ば，進 歩 を妨 げ る もの に 自 らを縛 りつ け て し

まうこ とにな る。 自らを汚 し， 清 く純 粋 な 人

人 と交 わ る こ とが で きな くな って し ま っの で

あ る。

自 らを治め る この原 則が， 皆 さんの生 活 に

どの ような影響 を及ぼ すか を御 説明 したい 。

姉妹 た ち と同様 に，メルケゼデ ク神 権者 とアロ

ロン神権者 の非 常 な数 にの ぼ る人 々が 自由 意

志 を働かせ て， 習慣 的 に何 時 間 もテ レ ビを見

て い る と聞 いて も，皆 さんは大 して驚 か ない

と思 う。週 に２０時 間以 上 テ レビ を見て い る人

も多い 。

神 の計 画 では， 私 た ちは この地上 での時 間

を働 くこ とに費や すべ きで あ る とされ て い る。

働 くとは， 肉体 と精神 の両 面 で何 か を行 な う

とい う意味 であ る。 内容 の 多 くが俗 悪 な テ レ

ビ番組 か ら毎 週何 時 間に もわた って教 え を吹

き込 まれ てい る状 態 では ， とて もこの要求 を

満 たす こ とが で きない よ うに思 われ る。

た とえ テ レ ビ番 組 が， 愚 か さや 暴力， 不

徳 ，醜 悪 に満 ちた もの でな い と して も， その

娯 楽上 の価値 を もって 浪費す る時 間 を償 う根

拠 とす るこ とは で きな い。皆 さんが この地 上

に いるの は，主 のみ 業 を行 な うため で あって ，

娯楽 に興 じるため では ない 。使徒 パ ウ ロは テ

トスに書 き送 った手 紙 の中 で， この こ とを次

の よ うに 明確 に述べ て い る。

「きよい人 には
， すべ て の ものが きよい。

しか し， 汚れ てい る不信 仰 な 人には ， き よい

ものは一つ もな く， その知性 も良心 も汚れ て

しまって い る。

彼 らは神 を知 って い る と， 口で は言 うが，

行 いで はそれ を否定 して い る。 彼 らは 忌 まわ

しい者， また不 従順 な者 であ って， い っ さい

の良い わ ざに 関 して は， 失 格者 で あ る。」 （テ

トス、１：１５－ １６）

神権 を持 つ とい うこ とは， もし主 が地 上 に

お られ たな らば主御 自身が 行 なわれ るよ うに

行 な うよ う主 か ら責 任 を委 任 され てい る とい
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うこ とで あ る。テ レ ビ を見 る習慣 と， この聖

な る召 し とは両 立 す るで あ ろ うか 。週 に２０時

間 テ レ ビ を見 る 人が， その 習慣 を改 め て，福

音 の勉 強 に振 り向 け るな らば， １年 間 で モル

モ ン経 ，教 義 と聖 約， 高価 な る真珠 ， お よび

新 旧約 聖 書 を読 む こ とが で きる。 それ ばか り

でな く， さ らに 「基 督 イエ ス」， 「信 仰 箇 条の

研 究 」， 「福音 の 原則」， 「神 権 の義務 と祝福 」，

「末 日聖徒 の女性 」， 「主 の道 を歩 む」， 「救 い

の教義 」全 ３巻， 「赦 しの奇 跡」， 「回復 され た

教 会 」，インステ ィテ ユー トの テキ ス トを読 む

こ とが で きる。 さらに，聖 書 ， モル モ ン経 ，

教 義 と聖 約， 高価 な る真珠 を も う一度 読 む こ

とが で きるの で あ る。毎 月， 「聖徒 の道 」も読

む こ とが で きる。 これ は， １時 間に わず か１０

頁 を読 む こ とが で き る もの として計算 した も

の であ る。通 常 の 人は １時 間に １０頁 以上 を読

む こ とが で きる。皆 さんが平 均 的 な人 であ れ

ば， １週 の うち１０時間 を王 国建 設 の他の 活動 ，

す な わち個 人 の 日記 を書 くこ と，系 図 と神 殿

活動 に従事 す る こ と， ホー ム テ ィー チ ン グ，

福祉 活 動， 自由 を擁 護 す るため の 公民活 動へ

の 参加 な どに 向け る こ とが で き る。繰 り返 し

申 し上 げ る。 「きよい人に は，す べ ての もの が

き よい。 しか し， 汚れ て い る不 信仰 な人に は，

き よい ものは一 つ もな く， そ の知性 も良心 も

汚れ て しま って いる。

彼 らは神 を知 って い る と， 口で は言 っが ，

行 い では それ を否 定 して い る。彼 らは忌 まわ

しい者 ， また不 従順 な者 であ って ， い っさい

の良 いわ ざに 関 して は，失 格者 であ る。」 （テ

トス１：１５－ １６）

皆 さん一 人一 人は， 教 会の最 も基本 的 な単

位 であ る家族 の一 員 であ る。 まだ 父親 に な っ

て いな いが， そ の準備 を して い る人 もい るだ

ろ う。父 親 であ る皆 さん は， 主 の示 され た模

範 に 則 って家 族 を治め る とい う神 よ り与 え ら

れ た権 利 と責 任 を持 って い る。家 族 は教会 の

基本単 位 で あ る。 したが っ て家族 が 治め られ

る と同様 の方 法 で教 会は 管理 され る。

主 は， 家庭 と家 族 を 中心 に して福音 に従 う



こ とを私 た ちに期 待 してお られ る。 家族 を治

め る とは， 言 い換 えれ ば，家族 の 一 人一 人 を

愛 し，教 え，促 し， 神 の計画 に従 う とい う共

通 の 目的の下 に一 致 を図 る決 意 を持 たせ るこ

とで ある。

この チ ャ レン ジを達 成す る基礎 とな るのが ，

主 イエ ス・キ リス トを信 じる信仰 を，育 む こ と

であ る。信 仰 な くして， キ リス トが 教 え られ

た生活 を喜 ん で実践 す る こ とはで きな いか ら

であ る。

キ・リス トを信 じる信 仰 は，霊 的 な交 わ りを

もた らす 断食 と祈 り， また聖典 に 記 され てい

る キ リス トの教 え を勉 強す るこ とに よ って育

ま れ る。

信仰 が 増 し， キ リス トを模範 とした生 活が

理 解 で き るよ うにな る と， 悔 い改 め の方法 を

知 って， それ に従 うこ との必要 性 を感 じて く

る。

時 に は間違 った決 断 を下 し， その ため に進

歩が 止 ま り， 自 らを汚す とい う事 態 が生 じる。

そのため ， 自ら を清 め，正 しい道 に 戻 る方法

が必 要 に なる。 行 な った罪 と行 なわ なか っ た

罪 を認 識す る方 法 を知 り， ま たキ リス トに信

仰 と信頼 を寄 せ ， 罪 を悔 い るこ とに よって，

み た まの受 け られ る状態 を作 り出す方 法 を知

る必要 が あ る。 また， どの ように して告 白す

べ きか を知 り， さ らに償 い をし， 罪 を捨 て る

決 意 をす る よ うに しなけれ ば な らない。

キ リス トを信 じる信仰 を育み， 悔 い改 め の

過 程 を歩 んで い る人 は，戒 め を守 ろ う と努 力

す る。 こ うして， そ の人 の生活 は キ リス トの

生活 に一 層近づ いて ゆ く。 キ リス トに近 い人

は家族 と一 致 し， 家族 に奉 仕す る。

では， どの よ うに して家 族 を治 め た らよい

の であ ろ うか 。神 権 に よって 治め るべ きであ

る。 「説服 と堅 忍 と柔 和 と温情 と偽 らざる愛 と

に よ る。

また， 親切 と浄 き知 識 す なわ ち偽 善 に あ ら
かん ち はなは

ず妊 智 にあ らず して そ の人 を甚 だ大 い な らし

む る ものに よ る。
おり

す な わ ち， 聖霊 に感動 しては機 に 臨み て激

し く人 を責 む。」 （教 義 と聖約 １２１：４１－４３）

皆 さん は断 食 と祈 りを教 え，聖 典 に記 され

て い る教 え を説 き， 聖典 を定 期 的に個 人学 習

す るよ う勧 め る。 また， 自 ら悔 い改 め を行 な

い，家 族 に その方 法 を教 え る。 自ら戒 め を守

り， それ を家族 に教 え る。 また互 いに奉仕 す

る。 こ う して，家 庭 と家族 を中心 に して福 音

に従 う体制 が確 立 され る。 す なわ ち， キ リス

トを信 じる信 仰 を持 ち，悔 い改 め， 戒め を守

り，互 いに奉 仕す る とい う体制 で あ る。 この

方 法 は， あ らゆ る年齢 層 の家族 の物 心両 面の

必要 をす べ て満 たす 。

教 会 の正規 の組 織 は，私 たちが個 人 として，

また家族 と して， 系 統立 った方法 で，私 た ち

の救 い に関 す る神 の 計画 につ い て教 えを受 け，

誓約 を交 わ し，神 権 の権 威 と権能 に よ り執 行

され る救 いの儀 式 を受 け るため の制 度 よ り成

ってい る。 この制 度 は神 よ り与 え られ た秩序

立 った制 度 で あ る。

私 たち の教会 は奉 仕 を重視 す る教会 であ る。

教会 は ，教 会 員の差 し出す奉 仕 を，個 人 と家

族 を援 助す る 目的 で設 け られた プ ロ グラム と

補助 組 織 に投 入 して いる。 これ らの プ ログラ

ム と補 助組 織 は神権 に よ り管理 され， 神権 を

助 け る もの であ る。 ここ で働 くよう召 された

会 員 は， この 管理体 に従 わなけ れば な らない。

これ らの プ ロ グラム は，独 立 して カ を持つ も

ので は ない。 も しそ うで あれば ，家庭 と家族

中心 では な く，礼 拝堂 を中心 として福 音 に従

う制度 が 設 け られ るこ とに なる。 これ は主の

方法 で はな い。主 が教 え られ た方法 は， 教会

員 を教 え， 説 き， 勧 め， バプ テ スマ を施 し，

見守 るこ とで ある。 各会 員の家 を訪 れ て， 彼

らが 声 をあ げて もひそか に て も祈 りをな し，

すべ て家 庭 の務 め にい そ しむ よ う勧め る。 ま

た 彼 ら と共 に あ って彼 らを強 くし，教 会員 の

中 に よ こ しまな こ とが ない よ うに，互 いの 間

にか た くなな る こ との な い ように， また虚 言，

陰 口，悪 口な どもな い よ う注意す る。 またす

べ て の会 員に義 務 を果 たす ように させ るこ と

であ る（教義 と聖約２０：５０－ ５１， ５３－ ５５参照 ）
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神 に従 う統 治者 として いか な る間違 い も犯

して はな らな い とい う命 令が 神権 者 に与 え ら

れて い る。私 た ちは補 助 組織 を大切 に し， ま

た必要 として いる。偉 大 で忠 実 な僕 た ちが こ

れ らの組織 を支 え てい る。 しか し， 彼 らは補

助 す なわ ち助 け る ため にい る。つ ま り，教 会

を管理 す る全責任 は神 権 に置 かれ て い るこ と

が はっ き りして い る。

個 人 もし くは 家族 が物 心両 面 にお け る救 い

を求め る過程 で助 け を必要 とす る場合 ，助 け

を与 え るの は神権 組織 の責 任 で あ る。 そ して

神 権組 織が この仕 事 で助 け を必要 とす るな ら

ば，補 助組織 に助 け を求 め る。

私 たちが神 に従 う統 治 者 として， イ スラエ

ル の羊 飼 い と して の責 任 を担 うな らば， この

よ うな状態 は速 か に来 る に違 いな い。私 た ち

の務 め は， 特定 の 時間 だけ， あ るいは都 合 の

良 い時 だ けに果 たす べ き もの では ない。 必要

な時に いつ で も果 たすべ き もの で あ る。

兄弟 の皆 さん， あ る事 柄 につ い て私 た ちの

現状 とあ るべ き姿 との 間 にはか な りの隔 た り

が あ る。

神 の 代弁 者 であ る私 た ちの生 け る予 言 者 の

言葉 に 厳密 に従 って，神 に従 う統 治者 として

の私 たち の務 め を理 解 し，果 たす こ とが で き

る よ う，主 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り願

う もの で あ る。 アー メン。

大 会 の ：コー ラ ス
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主イエス ・キ リス トを信 しる信仰

主を信しる信仰がなければ，福音のもたらす祝福を受ける希望はまったくな

い

第二 副管 長

マ リ＝オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

兄 弟 の皆 さん・今 醜 は・予 言者 ジ ・セ ブ ．
ス ミスが 「福 音の 第一 原 則」と呼 ん だ 「主

イエ ス ・キ リス トを信 じる信仰 」 につ い てお

話 したい。

この信仰 の重 要性 に つ いて， 聖典 は い さ さ

かの疑 念 も残 して い ない。 時 の初め に， 主 か

ら遣 わされ た ひ と りの天 使 がア ダ ムに 次の よ

うに語 って いる。 す なわ ち， ア ダムが捧 げた

いけ に えは， 「御 父 の生み た もう…… ただ独 り
いけにえ

の御子 が犠 牲 とな りた も うこ との ひ なが たな

り。

この故 に， 汝の 為す すべ て を御子 の 御名 に

よ りて為せ 。 また汝悔 い改 め て今 よ りいつ ま

で も御 子 の御 名 に よ りて神 を呼 ぶべ し。」 （モ

ーセ ５ ：７－ ８）

ニ ー フ ァイは民 に次 の よ うに教 えてい る。

「主 なる神 が生 きて ま します こ とが 確実 な

よ うに， …… イエ ス ・キ リス トの ほか に， 人

間 に救 い を与 える こ との で き る名 は 断 じて天

下 にな い…… 」 （ＩＩニ ー フ ァイ２５：２０）

それか ら約 ４００年 後，ベ ン ジャ ミン王 は次

の よ うに宣 言 して いる。

「更 に汝 に よ く言 ってお く
。全 能の主 キ リ

ス トの御 名 に よる ほか には世 の 人に救 い を与

え る こ との で きる名 も道 も方 法 も一切 ない。」

（モー サ ヤ ３ ：１７）

ペ テ ロ と ヨハ ネ は， サ ドカ イ人か ら 「な ん

の権 威， また， だれ の名 に よ って」 足の きか

な い男 を癒 したか と尋 ね られた。その時 ，「ペ

テ ロが聖 霊 に満 た されて言 った， 『民の役 人 た

ち， な らび に長 老 た ちよ，

わた した ちが， き ょ う，取 調べ を受 けて い

る の は，病 人に対 して した良 いわ ざにつ いて

で あ り， この 人が ど う して いや され たかにつ

い てで あ るな ら，

あな たが た ご一 同 も， また イス ラエ ルの 人

人全体 も，知 って いて もらい たい。 この人が

元気 に な ってみ ん なの前 に立 ってい るのは，

ひ とえに， あ なたが たが 十字 架 につけ て殺 し

たの を， 神 が死 人の中か らよみが え らせ たナ

ザ レ人 イエ ス ・キ リス トの御 名 に よるので あ

る… …。

この 人に よる以 外に救 は な い。 わ た したち

を救 い うる名 は， これ を別 に しては， 天下 の

だ れに も与 え られ て いな いか らであ る。」 （使

徒 ４ ：７－ １０， １２）

イエ スは 自 らパ リサ イ 人に宣 言 してお られ

る。 「もしわ た しが そ うい う者 で あるこ とをあ

な たが たが 信 じなけれ ば， 罪の うちに死ぬ こ

とにな るか らであ る。」 （ヨハ ネ ８ ：２４）

ま た主は ， この 末 日に予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス， オ リヴ ァ ・カ ウ ドリ，デ ビ ッ ド ・ホ イ

ッ トマ ーに 告 げて お られ る。

「イエ ス ・キ リス トの御 名 を身 に引 き受 け

て真 面 目に真理 を語 るべ し。
な

而 して悔 改 め を為 し， イエ ス ・キ リス トな

るわが 名 に よ りてバ プテ スマ を受 け，終 りま
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で 忍ぶ者 は こ とご と く救 わ れん 。

そ もそ もイエ ス ・キ リス トとは， 御 父 よ り

賜 わ りたる御 名に して， こ②名 の ほか には よ
も つ

りて以 て人類 の救 われ得 る名一つ もな し。

これ を以 て， すべ て の 人々 は御 父 よ り賜 わ

りた るこの名 をわ が身 に引 き受 け ざ るべ か ら

ず 。そは， この名 に よ りて こ そ人 々は最 後 の

日に呼ば るべ けれ ばな り。

これ を以て， 人々 も し呼 ば るべ き この名 を

知 らざれば御 父の 国に於 て居 るべ き所 を得ず 。」

（教 義 と聖 約 １８：２１－ ２５）

主 イエ ス ・キ リス トを信 じる信 仰 が救 い を

得 るの に不 可 欠で あ る とい う事 実’を確立 す る

には，以上 の宣 言 で十分 で あ ろ う。

なぜ な らば， イエ スが罪 を贈 い， 死 に打 ち

勝 たれ たこ とで， 人は 罪 を赦 され， 死か ら よ

みが えるこ とが 可能 に な らたか らであ る。

この点 につ いて， イエ スは， 復活 後 ニー フ

ァイ人 に次の ように述べ て お られ る。

「見 よ， われは す でに わが福 音 を汝 らに授

け た るが， その福音 を言 い換 うれば 次 の ご と

し。 まず わが 父わ れ をつか わ した まい たれ ば，

われは 父のみ こ ころ を行 わ ん とて この世 に来

れ り。

わが 父のわ れ をつか わ した まい しは， わ れ

が十 字架 にか け られて， 後 に あ らゆ る人々 を

われに 引 きよせ ん が ため な り。 また 人がわ れ

を十字架 に上 げた る故 に， 今度 は御 父が世 の

中の 人を必ず ひ き上 げ て， これ を各々 の行 い

の善 悪 に応 じて裁判 す るた め にわが 前 に立 だ

せ た もう。

われが 十字架 に かけ られ た るは この わけ な

り。す なわ ち， わ れは御 父 の権能 に よ りて あ

らゆ る人間 をわれ に引 きよせ ， それ ぞ れの行

いに よ りて裁判 をなす。

悔い改 めて わが 名に よ りてバ プ テ スマ を受

くる者は聖 霊 に満・さ る。 また その者 が終 りま

で忍ばば， われ が世 の 中の 人々 を裁 判す る 日

に， 御 父の前 にて これ を罪無 き者 とせ ん 。

終 りまで忍ば ざる者 は， また切 り倒 され て

火の中へ投 げ こ まるべ し。 その者 は御 父の正
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義 が要 求す るに よ りて， いつ まで も火の 中 よ
いず

り出 る こ とを得 ず 。… …

そ もそ も， 清か らざ る者 は御 父 の王 国に 入

る こ とを得 ず 。信 仰 を し， すべ て の罪 を悔 い

改 め， 終 りまで誠 をつ くし， 以て わが 血に よ

りて その衣 を洗 い し者 の ほか には御 父 の安 ，冒、

に入 り得 る者 な し。

さて，世 界の隅 々 に至 る者 た ちよ。 汝 らは

聖霊 を受 け て聖 め られ， また終 りの 日にわ が

前 に罪 な し とせ られ んた めに今 悔 い改 め， わ

れ に来 て わが 名 に よ りて バプ テ スマ を受 け よ。

これ汝 らに与 うる命令 な り。

われ まこ とに， まこ とに汝 らに告 ぐ， 以上

はわが 福音 な り。」 （ＩＩＩニ ー フ ァイ２７：１３－ １７，

１９－ ２１）

言 うまで もな く， これ は福 音の 完全 な定義

で あ る。 よみ が え られ た イエ スが数 日間， あ

るい は数週 間 に わた りニ ー フ ァイ人に福 音 の

原則 と儀 式 を説明 された 後に， ま とめ と して，

また結 び として述 べ られ た もの であ る。 した

が って， ニー フ ァ イ人は この ま とめ を理 解 す

る こ とが で きた。

福音 は， 永 遠の 父 な る神が 「人に不 死不威

と永遠 の生 命 とを もた らす」 （モー セ １ ：３９）

業 を成 し遂 げ るため に定 め られた 計画 で あ り，

プ ログ ラム であ る。

主 は前世 での大 会議 に お いて この プ ログ ラ

ム を提 示 され たが ， この こ とにつ いて アブ ラ

ハ ムは 次 の よ うな簡略 な 記録 を残 してい る。
「さて

， 主 はわ れ アブ ラハ ムに， この世 に

先 だ ちて組 織 され た る英 智た ち を見せ た まい

た りき。而 して， これ らす べ ての もの の中 に

は， 高 貴 に して偉 大 な る もの 多 くあ りた り。

神， これ らの霊 を善 し と見艶 まい， これ ら

の霊 の 中 に立 ちて 言 いた ま え り， これ らの 者

をわが 統 治者 とな さん 。神 ，霊 な りしこれ ら

の 者の 中 に立 ちて …… 。

これ らの 者 の 中に， 神 の如 き者一 人立 ちて

共 に在 り し者 た ちに言 い け るは， われ ら降 り

行 かん 。か しこに 空間 あれ ば な り。 而 して こ

れ らの 材料 を と りて， これ らの 者 の住 ま うべ



き地 を造 らん。

而 して， これ に よ りて 彼 ら を試 し， 何 にて

もあれ， 主 な る彼 らの神 の命 じた まわんす べ

ての こ とを彼 らが 為 すや 否や を見ん 。

而 して，最 初 の位 を保 つ者 は更 に 附け加 え

られ， 最 初 の位 を保 た ざ る者 は， 最初 の 位 を

保つ 者 と同 じ王 国に て栄 を得 るこ となか らん 。

而 して， 第二 の位 を保 つ 者 は， とこ しえに栄

光 をそ の頭 に附 け加 え られ ん。

主， 宣 い け るは， わ れ誰 を遣 わ さんか 。一

人， 『人の子』の如 くに 答 えて言 い け るは，わ

れ こ こに在 り， われ を遣 わ した まえ， と。別

の一 人 答 えて言 いけ るは， われ こ こに在 り，

わ れ を遣 わ した まえ。主 宣 いけ るは， われ先

の者 を遣 わ さん 。

而 して， 第二 の者 怒 りて， その 第一 の位 を

保 たず。 而 してそ の 日 多 くの者 た ち彼 の後 に

従 え り。」 （ア ブ ラハ ム ３ ：２２－ ２８）

福 音 の計 画す な わ ちプ ロ グラム は提示 され，

そこに集 まっ た神 の霊 の子供 たち の ３分 の ２

が 賛成 した。 そ して彼 らは， これ まで に 自分

たちに 関す るこ とで天 と地 で起 こった事 柄 と，

また今 後起 こる事 柄 を予 見 した。

この計画 に よ って，霊 た ちは この世 にお い

て肉体 を与 え られ るこ とにな った 。 また彼 ら

は 自由意志 を持 ち， 善 と悪 との影響 を受 け ，

神 のみ も とに再 び返 り，完 全 に向 か って永 遠

の進歩 を続 け るに ふ さわ しいか ど うか を自 ら

証 明す るこ とに な ったの であ る。

さ らに福 音 の計 画 として，サ タン と彼 に従

う者 た ちが 天 よ り追放 され るこ と， この地球

の創造 ， ア ダム とイヴが地 上 に置 かれ るこ と，

彼 らが善悪 を知 る木 の実 を食べ るこ と， 彼 ら

が園 か ら追 わ れ る こ と，地 上 に彼 らふ た りの

子 孫 が住 む こ とが 定め られ た。

また， 人々 の間 に おけ るサ タンの極 悪非 道

な働 き， 人間 の物 質的 霊 的 な弱 さ と死 とが あ

らか じめ知 ら され た。

さ らに は， 死 に打 ち勝 ち， 死 を もた ら した

ア ダムの 罪 を蹟 う救 い主， 人々が 悔 い改 め る

こ とに よ り個 人 の罪 を赦 され， 神 の み も とに

再 び戻 るこ とを許 され る手段 を与 える救 い主

の 必要性 が 明 らか に され た。

福 音 の計 画 に よっ て， これ らす べ ての事柄

とさ らに 多 くの事 柄が知 ら され たの であ った。

私 た ちは この計 画 を イエ ス ・キ・リス トの福

音 と呼 ん でい る。 なぜ な らば， イエ スが天 上

の 会議 にお い て この計 画 を申 し出， その後 ，

贈 罪の 業 を行 な う責 任 を大 会議 にお い て 自ら

引 き受 け， 実 際に 地上 に来 て それ を実行 され

たか らで あ る。

御 父の計 画 は， 自由意志 の 原則 に基づ くも

の であ った。 ル シフ ェル は 自由意志 の代 わ り
’
に強制 力 を行 使す る申 し出 を し， しか も誉 れ

を 自 らに帰 そ う とした。

もち ろん， イエ スが贈 い主 として選ば れた。

そ して イエ スは， 御 父の 計画 を擁護 す るため

に天 にお いて 戦 い を指 揮 され たの であ る。 イ

エ スは この地 球 を創造 し， 現 在 も見守 ってお

られ る。 「人に不 死不 滅 と永遠 の生 命」 （モー

セ １ ：３９） とを もた らす 神の プ ロ グラムにお

け るイエ スの役割 は， あ らゆ る神権 時代 に 人

人に 明 らか に され て きた。 それ は， 時 の初め

にア ダ ムに 明 らか に され，エ ノ ク， ノア，ア

ブ ラハ ム， イサ ク， ヤ コブ に明 らかに され た。

紀元 前約 ２２００年 に， イエ スは ジェ レ ドの兄 弟

に姿 を現 わ し， 次 あ よ うに 言わ れた。

「見 よ
， われ は わが 民 を貝費うため に創世 の

前 よ り備 え られ た る者 な り。わ れは イエ ス ・

キ リス トな り。 … …わ が名 を信 ず る一切 の者

は われ に よ りて永遠 に光 を受 け， またわが 息

子 わが娘 とな る。」 （イテ ル ３ ：１４）

時 の絶 頂 に， 永遠 の 父 な る神 の御子 イエ ス

は， マ リヤ の 息子 としてベ ツ レヘ ム でお生 ま

れ にな っ た。

イエ ス は，女 か ら生 まれた者 と して，誘 惑

と肉に つけ る弱 さに直 面 し， 一 方，御 父 の生

み た も うた御 子 と して， い つ まで も生 き続 け

る力 を受 け 継 いで お られ た。

誘 惑 に あ って も決 して 罪 を犯 す こ とが なか

った ため， イエ スは 自 らの命 を捧 げ るこ とに

よ り，世 に死 を もた ら したア ダム の瞥 を贈 う
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こ とが お で きに な ったの で あ る。 イエ スは こ

の よ うに して， 死 に勝利 を収 め， 御 自身 と全

人類 に復活 をもた ら され た ので あ る。

イエ スは死 に 打 ち勝 ちた もうただ け でな く，

肉に おい て神 の御 子 で あ り，贈 い主 となるべ

く天 にお いて予任 されて い たため ，私 たちに

は完全 に理解 で きない何 か の方法 で， 人類 の

罪の堪 え難 い重荷 をその 身に 引 き受 けた も う

た。 その手段 は われ われ の限 りあ る智 力 には

神 秘 であ るか も知 れ ない が， しか しその結 果

は現に われ われ の救 いで あ る。

救 い主が この 罪の重 荷 を 負って うめ い てお

い でに なっ た時… … その 罪の重 荷 は言 い よ う

もな く苦 しい ものに違 い なか った 。主 は末 日

に於 て 次の よ うに仰せ に な って いる。

『見 よ， われ は神 な るに， 人 も し悔 い改 む

るな らば この苦 しみ を受 け ざ らん が ため に，

すべ て の者に代 りて この苦 しみ をわが 身 に受

け た り。

され ど， 人 もし悔 い改め ずば 誠 に われ と同

じ苦 しみ を受 け ざ るべ か らず。

その苦 しみ た るや ， われ神 ， す なわ ちすべ

て の中最 も大 い なる者 な りといえ ども痛 苦 の

ため に身 をふ るわせ ， あ らゆ る毛 の孔 よ り血

を湧かせ， 身 と霊 と両つ なが らを苦 しめ ， す

なわ ちこの苦 きさか ず きよ り呑 まず して し り

ごみす る も可 な らん こ とを欲 した り。
ほ

然は あれ ど も， 父な る神 は讃 むべ きか な 。

されば われは この苦 しみ をなめ ， 人の子 らの
ととのえ

為 に準備 を為 し終 りた り。』 〔教義 と聖 約 １９：

１６－ １９〕」 （ジェー ム ズ ・Ｅ ・タル メー ジ 「信

仰 箇条の研 究」ｐｐ．１０２－ １０３）

ニー ファ イの弟ヤ コブは， キ リス トの 蹟 罪

が なけれ ば私 た ちが どの よ うな窮地 に追 い込

まれ るか を述べ て い る。

「おお大 い な る神 の智 恵 よ
。 その 深 い憐 み

と御 恵み よ。 ご らん ， もし肉体 が も うよみが

え らな いな らば， 私 た ちの霊 は 必ず あの 天使 ，

す なわ ち永遠 の神の御 前 か ら堕 ちて悪 魔 とな

った天使 に服従 して も うよみ が え るこ とは決

してな い。 ……
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私 たちが この恐 ろ しい怪 物 につか まれな い

よ うに， 一 つ の道 を備 え て下 さ る私 た ちの神

の 恵み は いか に も大 きい では ないか 。… …

しか しイ スラエ ルの聖 者 で あ る私 た ちの神

が救 い の道 を立 て た も うたか ら，私 が今 言 っ

た肉体 の死 で あ る墓 は一 時 的の もので あ って，

やが て その 中 にあ る死体 を解 き放 つ 。

また， 私 が今 言 っ た霊 の死 であ る地 獄 もや

が てそ の 中に あ る死 ん だ霊 を解 き放 つ。 そ れ
いず

で あ るか ら， 墓 と地 獄 とは 何れ もその 中に あ

る死 者 を 出 さなけ れば な らな い。す な わち地

獄 はそ の捕 え た霊 を放 ち，墓 は その捕 えた 肉

体 を放 たな けれ ば な らな い。 そこ で人の 体 と

霊 とは もとの通 り一 し ょに な るの であ るが，

これ は全 くイ ス ラエ ル の聖者 の もちた もう復
ち か ら

活の 能 力に よる。」 （ＩＩニー フ ァイ ９ ：８， １０

－ １２）

イエ ス ・キ リス トが天 上の 大会 議 にお い て

申 し出， 以来 実行 して お られ るみ 業が なけれ

ば ，福音 の もた らす 祝福 を受 け る希望 は ま っ

た くなか っ たで あ ろ う。 そ して， 主 イエ ス ・

キ リス トを信 じる信仰 が なけ れば， 今 なお そ

れ らの祝福 を期待 す る こ とはで きな いの で あ

る。主 は パ リサ イ 人に次 の よ うに言 われ たか

らで あ る。「も しわ た しが そ うい う者 で あるこ

とをあ なたが たが 信 じなけれ ば， 罪 の うちに

死 ぬ こ とに な るか らで あ る。」 （ヨハネ ８：２４）

そ れは パウ ロの 言 う 「救 を得 させ る神 の 力で

あ る」 （ローマ １ ：’１６）福 音 に よるの で あ る。

以上 が， 「主 イエ ス ・キ リス トを信 じ る信

仰 」が なぜ福 音 の第一 原 則 と言 われ るのか と

い う理 由 の一部 であ る。 これ らの教 えが真 理

であ る こ とを私 は厳 粛に証 す る。 また， ベ ン

ジャ ミン王 の 言葉 に私 の証 を申 し添 えた い。

「全能 の主 キ リス トの御 名に よ るほか には世

の 人 に救 い を与 え るこ とので きる名 も道 も方

法 も一切 ない 。」 （モー サヤ ３ ＝１７）兄 弟の 皆

さん， 私 は この こ とを証 した い。贈 い主 イエ

ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ る。ア ー

メ ン。



教会の管理

私 は， 教会 が神 の 予 言者 を通 して 主御 自身 によ リ導 か れて いる こ とを証す る 。そ

して私 たちす べ ての 者 が この こと を認識 て きる よ うヘ リくだ リ祈る もの であ る

第 一 副管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

兄 弟 の皆 さ ん・私 は・ 神権 を持 つ 人 々の前
に立 つ 時 いつ も謙遜 な気持 ち にな る。神

権 は，与 え られ て い る職 に お いて神 のみ 名に

よ り行動 す る よ う人に委 任 され た神 の権能 で

あ る。 もしすべ て の神権 者 が福 音の 教 えに従

って生 活 し， 主 と交 わ した 誓約 を守 る な らば ，

どれほ ど大 きな力 が発揮 され るか と思 うと，

私 は驚 きさえ覚 え る。

ア ロ ン神権 は，バ プ テ スマの ヨハ ネ に よっ

て この 末 日に 回復 され た。 バ プテ スマ の ヨハ

ネはそ の手 をジ ョセ ブ ・ス ミスの頭 に按 き，

ア ロ ン神 権 を授 け たの であ る。 メルケゼ デ ク

神権 は御 存知 の よ うに， ジ ョセブ ・ス ミス と

オ リヴ ァ ・カウ ドリの も とを訪 れ たペ テ ロ と

ヤ コブ と ヨハ ネの按 手 に よ り， 彼 らふ た りに

授 け られ た。 さて， 皆 さん は全 員， メル ケゼ

デ ク神権 者 か， そ れ を受 け る準 備 を してい る

方 々 であ る。 した が って， ここで神 権 の誓詞

と誓約 を再 び考 えてみ た い。

「お よそ忠実 に してわが 今語 れ る二つ の神

権 を得， 而 してそ の天 よ りの 召 を全 力 を尽 し

て遂 行 す る者 た ちは， 『み た ま』により聖 め ら

れ て その 肉体再 新 さる。

これ らの者 は モー セの息子 たち とな り， ア

ロ ンの息子 たち とな り，ア ブ ラハム の子孫 と

な り， また教 会員 に して王 国の 民 とな り神 の

選 民 となる。

主 は言 う， またすべ て この神 権 を受 け 入る

る者 は， われ を受 くる な り。

そ は， わが 僕 ら を受 け 入る る者 はわれ を受

くれ ば な り。

また， われ を受 け 入 るる者 はわが 父 を受 く

るな り。

而 して， わが 父 を受 け 入る る者 はわが 父の

王 国 を受 くるな り。 この故 に わが 父の もてる

す べ ては 彼 に与 え らるべ し。
つ

而 して こ は神 権 に属 け る誓詞 と誓約 に よ り

て然 る な り。

この故 に この神 権 を受 くる者 は，す べ てわ

が 父 の この誓詞 と誓約 とを受 け ，而 して これ

をわ が父 は破 るこ と も変 え るこ と も為 した も

うは ず な し。」 （教 義 と聖 約８４二３３－４０）

神権 は 地上 で最 も偉 大 な力 であ る。地球 が

創 造 され ， 宇宙 と宇 宙 につ け る万 物が 創造 さ

れた のは 神権 の 力に よ る。 この教会 は，神 権

の力 に よ り， 啓示 に よ り神 の 召 された者 に よ

って組 織 された。

私 た ちは， 父 な る神 と御 子 イエ ス ・キ リス

トが 少年 ジ ョセ ブ ・ス ミスに姿 を顕わ され た

こ と， そ してそ の後 ジ ョセブ ・ス ミスが 啓示

に よ り導 か れて きた こ と を知 って い る。 教会

の設 立 に関 して， 次 の よ うに 記 されて い る。

「この末 の代 に於 け るキ リス トの教 会の起

りは これ な り。 ……神 意 と神 命に よ りて……

す な わ ちこの神 命 は，神 に 召 され イエ ス ・

キ リス トの使 徒 の聖職 に按 手 任命せ られて，

当教 会 第一 の長 老 とな りた るジ ョセ ブ ・ス ミ
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ス （二代 目） に下 りた る ものな り。」 （教義 と

聖 約２０：１－ ２）

さ らに 次の よ うに記 されている。 「見 よ，汝

らの中に誌 さる る一 つ の記録 あ らん 。 その記

録 に於 て， 父 な る神 の御 ここ ろ と汝 らの主 イ
め ぐ み

エ ス ・キ リス トの恩 恵 とに よ り汝 は聖 見 者，

翻訳 者，予 言者 ， イエ ス ・キ リス トの使徒 ，

教会 の長老 と称せ られ ん。」 （教義 と聖 約２１：

１）

皆 さんは イエ ス ・キ リス トの教 会 に属 して

お り， その教会 は神 の予 言者 ，現 在 は私 た ち

の愛 す るスペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル大 管長

を通 じて， イエ ス ・キ リス トに よ り導か れ て

いるこ と を確認 してお きた い。

私 は教会 が 中央 の本部 か らどの よ うに指 導

されて いるか につ いて 少 しお話 したい。 教会

は民 主政体 で あ る とい う声 を しば しば耳 にす

る。 しか し実際 は， 教会 員が 選 んだ役 員 に よ

り会 員が統 治 され るの では な く， 教 会 は神が

自 ら選 び た も うた代 理 人 を通 じて， 神御 自身

が統 治 され る神権 政 体 を とって い る。

信仰 箇 条第 ５条 には次 の よ うにあ る。

「われ らは
，福 音 を宣べ ， 且つ そ の儀 式 を

執 り行 うため には， 啓示 と， 権威 あ る者 の按

手 に よ り， 神 に よ りて其 任 に召 され ねば な ら

ぬ こ とを信 ず。」

この よ っに して ジ ョセ ブ ・ス ミスは，主 か

ら主 の教会 の大管 長 として選 ばれ ，主 よ り権

能 を与 えられ た者 たちに よ り任命 された ので

ある。

私 は教義 と聖 約 第 １０７章 を読 む た びに， 神

のすべ ての職 が どの よ うに設 け られ， 各職 の

務め が どの よ うに して ジ ョセ ブ ・ス ミスに与

え られたか を確 認 し， 証 を強 くす る。 そ こに

は次 の ように記 され てい る。
も

「メルケゼ デ ク神権 を有 て る者 の 中三 人の

管理 大祭司 あ り， 当 団体 に よ りて選 ば れ， そ

の職 に任命 して按 手聖 任 され， 教 会員 の信 任

と信仰 と祈 りに よ りて支持せ られ， 当教 会 の

大 管長 会な る定 員 会 を構 成 す。 ……

また， 大神権 の職 を管理 す る長 た る者 の義
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務 は全 教 会 を統轄 すべ き もの に して， モー セ

の 如 くあるべ し。

す な わち， 見 よ， この教 会 の頭 首 に神 の与

えた もうあ らゆ る賜 を有 し誠 に彼 は聖 見者 た

り， 啓示 を受 くる者 た り， 翻訳 者 た り， また

予 言者 た り， ここに智 恵現 わ る。」 （教 義 と聖

糸勺１０７：２２，９１－９２）

「十 二 人 の巡 回評議 員 は召 され て十 二使 徒

とな る， す なわ ち全世 界 に於 け るキ リス トの

御 名 の特 別の証 人 とな るべ き者 な り。 ……

また この十 二 人は， 前記 の三 人の管理 大 祭

司 と権 威 と権ｉ能 とを同 じ くせ る定 員会 を構 成

す 。」 （教義 と聖 約 １０７：２３－ ２４）

「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」 に は
，

次 の よ うに記録 されている。「ス ミス大 管長 は

次 に十 二使 徒 の義務 と，現 在 の大管 長 会 に次

ぐ彼 らの権 能 につ い て説 明 した。… … さ らに

十 二使 徒会 は大 管長 会 以 外の何 者 に も従属 し

ない。 … … 『そ して私 （す な わ ち大 管長 ）が

いな けれ ば，十 二使 徒 会 を管理 す る大 管長 会

は 存在 しな い。』」（ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン

グ ・ス ミス編，ｐｐ．１０５－ １０６）

ジ ョセ ブ ・ス ミスの死 後 ，十 二使 徒 会 はブ

リガ ム ・ヤ ン グを長 とす る教会 の管 理役 員 会

とな り， ３年 半 の 間教 会の 諸業務 を管理 した。

その後 ， ブ リガム ・ヤ ングが大 管長 と して選

ば れ， 彼 は副管 長 を選 ん で聖 任 し， 任 命 した。

ブ リガム ・ヤ ン グが亡 くな り， ジ ョン ・テ イ

ラー が 大管長 に就任 す る まで， ３年 ２カ 月の

期 間が あ った。 ジ ョン ・テ イ ラーが 亡 くなっ

て， ウイ ルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフが 大管 長 と

して選 ばれ， 聖 任 され， 任 命 され る までは，

１年 ９ カ月の期 間が あ った 。 それ以 後， 大管

長 の死去 と次の 大管 長 の任 命 までは わず か数

日問 とな り， 大 管長 が死 去 して新 しい大 管長

会が 組織 され る までの間 は， 従 来 と同様 十二

使徒 会 が管理 した。

１９７３年 １２月２６日に ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管

長 が 急逝 した後， どの よ うな こ とが行 なわれ

たか につ い て詳 し くお話 したい と思 う。私 は

ア リゾナ州 フ ェニ ッ クスで娘 の家 族 と共 に ク



リスマ スの 日を過 ご してい た。 そ こへ ， リー

大管 長 の秘書 であ るアー サー ・ヘ イ コッ ク兄

弟か ら電 話 が あっ た。 リー大 管長 が重 病 な た

め， す ぐに帰 って きて ほ しい とい う連 絡 だ っ

た。それ か ら３０分 して また電 話が あった。 「主

が声 をか け られ， リー大 管長 はふ るさ とへ 呼

び戻 され ま した 」 とい うの であ る。

私 が不 在 であ っ たため ，教 会 の諸業務 を指

示 して いた ロム ニー 第二 副管 長 は，十 二使 徒

評議 員会 会長 の スペ ンサ ー ・Ｗ ・キン ボー ル

長 老 と共 に病 院 につ め てい た。 リー大 管長 が

亡 くな る と， ロムニ ー副 管長 は直 ちに キンボ

ール 会長 に向 か ってこ う言った
。 「あ なた の肩

に責任 が かけ られ ま した 。」大 管長 がいなけ れ

ば，十 二 使徒 会 を管理 す る大 管長 会 は存在 し

な い と語 っ た予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの言 葉

を思 い出 して い ただ きた い。

リー 大 管長 が死 去 し，十 二使 徒 会が教 会 の

管 理役 員 会に な る までに １分 とか か らなか っ

た。

リー 大管 長 の葬儀 の後， １２月３０日日曜 日午

後 ３時 ， キ ンボー ル会 長 は ソル トレー ク神殿

の会議 室 に使徒 の 全員 を招 集 した。 ロムニー

副 管長 と私 は， それ ぞれ先 任川頁位 に従 って席

に着 いた。 したが って， 出席者 は１４名 であ る。

歌 と， ロム ニー 副管長 の祈 りの後， キ・ンボ

ー ル会 長 は心か らへ りくだ って 自分 の思 い を

私 た ちに打 ち明け た。 キ ンボー ル会長 は金曜

日に神 殿 に入 って主 と話 し， 新 しい責 任 に就

くこ とと， 副管 長 を選 ぶ こ とに つ いて導 きを

求 めて祈 った時 ，涙 を とめ る こ とが で きなか

った と語 った。

聖 な る神権 の衣 を ま とった私 た ちは祈 りの

輪 を作 り， キ ンボー ル会 長か らの要請 で私 が

祈 りを指 揮 し， トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソン長 老

が祈 りを捧 げた 。次 に キ ンボー ル会長 は， そ

の集 い の 目的 を説明 し， 定員 会 の全 員に， エ

ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソン長 老 か ら始め て先 任

順 に 意見 を求 め， 大 管長 会 をそ の 日に組織 す

べ きか それ とも十 二 使徒評 議屓 会 と して継 続

す べ きか を尋 ね た。 全員 が今 組織 すべ きであ

る旨 を表 明 し， キン ボール 会長 と彼 の十二使

徒 会に 対す る働 きにつ い て 多 くの称賛 の言葉

が述 べ られ た。

そ して， エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン長老 は

スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル会長 を大管長 と

して推 薦 した。 マ ー ク ・Ｅ ・ピー ターセ ン長

老が これ に賛成 し， 全会 一致 で承認 され た。

次 いで キ ンボー ル大 管長 は， Ｎ ・エ ル ドン ・

タナ ー を第一 副 管長 に， マ リオン ・Ｇ ・ロム

ニー 長 老 を第二 副管 長 にそ れ ぞれ指 名 した。

指 名 を受 け た両 者 は， その職 を受 け 入れ， そ

の職 務 を果 たす ため にす べ ての 時間 と力 を捧

げ る こ とを表 明 した。

そ して，全 会 一致 の賛 成 を得 た。次 い で十

二使 徒会 の 第二 先任順 位 に あ るマ ー ク ・Ｅ ・

ピー ター セ ン長 老が， エ ズラ ・タフ ト ・ベ ン

ソン長老 を十 二 使徒 会の 第一 先任 会員 お よび

十二 使徒 定 貝会 会長 と して推 薦 した。 この動

議 は 全会 一致 の承 認 を得 た。

ここ で全員 が スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンボール

長 老 の頭 に手 を按 き，・エ ズラ ・タフ ト ・ベ ン

ソン会長 が スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボー ル長老

を末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の 第十二代

大 管長 として聖 任 し， 任 命 した。

次 い で， キ ンボー ル大 管長 が Ｎ・エ ル ドン・

タナ ー を第一 副管 長 に， マ リオ ン ・Ｇ ・ロム

ニ ー長 老 を第二副 管長 に それ ぞれ 任命 した。

同様 に， キ ンボー ル大管 長 は エ ズラ ・タフ ト・

ベ ンソ ン長 老 を十 二使 徒定 員 会会長 に任 命 し，

祝 福 を与 えた 。

この よ うに して十二 使徒 会 の会 員は１１名 と

な り， 定 貝会 の空 席 を埋め る人 を新 し く召す

必要 が 生 じた 。教 会幹 部が どの よ うに して召

され るか， 皆 さん は興 味 をお持 ちであ ろ う。

新 しい教 会幹 部 は， 大管 長 の要請 に応 えて

十 二使徒 会 会 員か ら推 薦 され た人 々の 中か ら，

大管 長 が 自分 の意 見 も考慮 した上 で，霊 感 と

啓示 に よ り選 ぶ の であ る。

霊 感 と啓 示 に よ り選 ばれ るため， 教会幹 部

は事 実上 神 よ り指 名 され るこ とに なる。 そ し

て， 召 し と任命 を受 け る前 に十 二使徒 評議 員
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会 の承認 を受 け， その後 総大 会 で支持 を受 け

る。

以上 の事柄 が どの よ うに進 め られ るか を説

明す るため， ヒーバ ー ・Ｊ ・グラ ン ト大 管長

の経験 をお話 した い と思 う。 彼が 十 二使徒 評

議 員会 の一 貝で あ った時 ，十 二使 徒 会の 空席

を埋 め る候補 者 としてだ れ を推薦 す るか大 管

長 か ら尋 ね られ る たび に，彼 は非 常 に親 しい

友 人 を提 案 した 。 しか しそ の友 人は選 ば れ な

か った。伝 え聞 くところに よ る と， グラ ン ト

大 管長 は も し自分 が 大管 長 にな って， 新 しい

使徒 を選 ぶ機 会 が あれば ， その友 人 を召 した

い と語 っ た とい うこ とであ る。 それ程 ， その

友 人は十 分 な資格 を具 えて いた。

そ して， グラン ト長 老 は大 管長 に 召 され た。

空席 を埋 め る必要 が生 じた時 ，大 管長 は 自分

がだれ を望 ん でい るか を主 にお話 した。 しか

し同時 に，主 が望 んでお られ る人 を選 びた い

旨 も主 にお話 した。 す る と， グラ ン ト大 管長

の心に ， メル ビ ン ・Ｊ ・バ ラー ドとい う彼 自

身あ ま りよ く知 らない 人の名 前が 浮 か んで き

た。 その思 いは繰 り返 し大管 長 の心 をよ ぎ り，

つ いに彼が選 ば れ るべ き人 であ る こ とを知 っ

た。 そ して， バ ラー ド長 老 は大管 長 会 と十二

使徒評議 員会 に よ って聖任 され， 任命 され，

その後 の総大 会 に おい て支持 を受 け たの で あ

る。

私 自身の経 験 をお話 した い。１９６０年 １０月，

私 はカナ ダのア ルバ ー タ州 にあ る カル ガ リー

ヌ、テー キ部 の ステー キ部 長 として ソル トレー

ク・シテ ィーの総 大 会 に出 席 して いた。金 曜 日

の夜，宿泊 先 の ホテルユ タに電 話 が あ り，翌 日

の土 曜 日の朝， マ ッケ イ大 管長 が私 に会 うこ

とを望：んでい る との連絡 を受 け た。 当然 の こ

となが ら，大管 長 の思 い を知 らない私 は，そ の

夜 はまん じりともしなか った。私 は指 定 され た

時刻 に大管長 の執 務 室 を訪 れ た。私 は大 管長

と向かい合 って座 った。 す る と大 管長 は私 の

目を見，手 を私 の ひ ざに置 いて， こ う言 わ れ

た 。「タナー ステー キ部長 ，主 はあ なた に，教

会幹部 と して， 十二 使徒 補助 の 召 しを受 け 入
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れ る よ う望 ん でお られ ます 。」そ して，私 に そ

の こ とにつ い て ど う思 うか と尋 ね た。

私 は 何 をお話 したか正 確 には覚 えて いな い。

しか し，非 常 に光栄 で あ るが， 自分 に は荷が

重 い とい う意 味の こ と をお話 し， 同時に ，喜

ん で召 しをお受 け し，主 の み業 にすべ ての時

間 と力 を注 ぎた い と語 っ た よ うに思 う。

その 日の朝， 十二 使徒 補助 として支持 を受

け るため， フラ ン ク リン ・Ｄ ・リチ ャー ズ長

老， セ オ ドア ・Ｍ ・バ ー トン長 老 と私 の 名前

が他 の 教会 中 央役 貝の 名前 と共 に読 み上 げ ら

れ た。 そ して私 たちは 支持 を受 け た。教 会 の

役 員は 皆， そ れ ぞれの レベ ル でこれ とほ とん

ど同 じ方法 に よ り選 ば れ る。

ここで， 反対 の挙 手 をどの よ うに扱 うか と

い う疑 問 に答 えて お きた い。１９７７年 １０月の大

会 での例 で あ っ た。 皆 さん の 中 に も その 模

様 を耳 に し， 反対 した 人が その こ とを記 録す

る よ うに求 め た こ とを覚 えて いる と思 う。 反

対 の挙 手 に対 して は次 の よ うに 対処 す る。 そ

の 人以 外 の全 員が提 議 に賛 成の 意 を表 わ した

の で， 私 はそ の 人に十 二使徒 会 の一 員 に会 う

よ うお 願 い した。 それ は， 彼が提 議 され た役

員 を支持 しな い理 由 を話 して いた だ くため で

ある。 この よ うに して， あ る人が支持 を受 け

るべ きで ない， あ るい は支持 を受 け るにふ さ

わ し くな い正 当 な理 由 を彼 が知 っ ていれ ば，

それ を述べ る機 会 を与 え るため ，理 由 を聞 く

人が指 名 され るの であ る。 彼の 話 を聞 いた 人

は， その詳 細 を大管 長 会に報 告 す る こ とに な

る。

ヌ、テー キ部 を分割 す る ためニ ュー ジー ラン

ドへ 行 った時 に，私 が経 験 したこ とをお話 し

よ う。 私 は当 時， ステ ー キ部 長 以 外にニ ュー

ジー ラ ン ドに知 人はい なか っ た。私 は その ニ

ュー ジー ラ ン ド ・ステ ー キ部 内の監 督 と高等

評議 員 会 の一 覧表 を見せ て ほ しい と頼 んだ 。

一 覧表 を見て い た時
， ひ とりの 人 の名前 が 浮

か び上 が って い る よ うに見 え た。 その 人の 名

前 は キ ャンベ ル とい った。 リス トに 目を走 ら

せ るたび に， その よ うに感 じた。 その訪 問 に



は バ ンデ ンバー グ管理 監督 も同行 して いた 。

私 た ちは導 き を求 め て祈 りを捧 げ た後， これ

らの 人々全 員 を面接 した。

すべ て の面接 を終 え る と，私 はバ ンデ ンバ

ー グ兄 弟にこ う言 った
。「それ では主 に 導 き を

求 め ま し ょう。」祈 りを終 え て立 ち上が る と，

私 は尋 ね た。 「もしあなたに責任 を委 ね られ て

い る とした ら， だれ を ステー キ部長 に選 び ま

す か 。」

彼 は 「ビル ・キ ャンベ ル兄 弟 です 」 と答 え

た。私 は それ まで一度 も， バ ンデ ンバ ー グ管

理 監督 の 前 で ビル ・キ ャ ンベ ル兄 弟 の名前 を

口に して い なか った 。 これは ，主 が この よ う

な任 命 にあ た って導 きを与 えて下 さって い る

こ との証 拠 であ る。

教 会 の管理 運営 に 関す るあ らゆ る事 柄 は，

大管 長会 の指 示 の下 に置 かれ て い る。そ して，

業務 は大 別 して 以下 の ３つ に分 け られて い る。

第一 は，大 管長 会 が直 接管 理す る業 務， 第

二 は，大 管長 会 の指 示 の下 に十二 使徒 会 が管

理す る宗 教上 の 業務 ， そ して第三 は， 大管 長

会 の割 り当て に よ り管理 監督 会 が管理 す る実

務上 の業 務 で あ る。

大 管長 会 が直接 管 理す る事 柄 を幾つ か あ げ

てみ たい。 地域 大会 ，聖 会， 予算 ，教 育， 歴

史， 人事 ， 神殿 ，監 査， 相互 調 整評議 会， 福

祉 活動 で あ る。

次に ，十 二使 徒会 の責 任 を簡 略 に述 べ て お

きた い。十 二使 徒評 議 員会 は， 大管長 会 の指

示 の下 に， 教会 の宗 務上 のあ らゆ る事 柄 と，

七 十 人第一 定 員会 会員 が実施 す る宗務 上 の業

務 の管 理 につ いて責 任 を持 つ。

また十二 使徒 評議 員 会 は，全世 界の ステー

キ部大 会 の 日程 と， ステー キ部 大会 に 出席す

る教会 幹部 の割 り当 てにつ い て責任 を持 つ 。

ステー キ部 大 会 は ７月 を除 いて，年 間 を通 じ

毎 週 開か れて い る。

大会 の 土曜 日 と日曜 日の各集 会 にお いて 教

会の全 会 貝 に よ りよい生 活 を営 む動 機づ け を

与 える こ とが で き る ように，す べ て の教会 幹

部 は 自ら を整 え， プ ロ グラム を活 用す るこ と

に全 力 を尽 くしてい る。教 会幹 部 は ステー キ

部 長会 や ス テー キ部役 員 と会合 を開 き， 彼 ら

の成 し遂 げ た進歩 と， 改善 を図 るため の手段

や 方法 に つ いて話 し合 う。大 会訪 問や伝 道部

の訪 問 な どのため に， 教 会幹部 は ２週 間に最

低 ２ 日か ら４ 日間，家 を留 守 にす る。

現 在， 十二 使徒 会 の管理 下 に ４つの部 門が

あ り， それ ぞれ ３人 か ら ４人の七 十 人 （お よ

び ヌ、タ ッフ ）に よ り運 営 され て い る。

す な わ ち， 神権 ，伝 道 ，系 図， 教科課 程 の

４部 門 であ る。の ち程 ，２，３の部 門につ いて簡

潔 にお話 した い と思 う。

十 二使 徒評 議 員会 は その ほか に，新伝 道部

長 セ ミナー， 年 に ２回 開か れ る地 区代 表 セ ミ

ナー を計 画 す る責 任 が あ る。

十 二使 徒 会 だけ では とて もこれ らの重責 を

果 たす こ とが で きない ため， 彼 らを援 助す る

手段 が 設け られて い る。御存 知 の よ うに，数

年前 までは 十二 使徒 会補 助 と称 され る 人々が

い た。 しか し最 近 にな って， 教 会の 急成長 に

対 応す るため， 彼 らは他 の 人 々 と共 に七十 人

第一 定 貝会 会 員 と して任 命 され た。 これ は ジ

ョセ ブ ・ス ミスの教 えに一致 して い る。教 会

の 全七 十 入定 員会 を管理 す るため わずか ７人

の 会長 で組 織 され た この定 員会 は， 今や 大 き

な発展 を 目指 して その 歩み を始 め たの であ る。

七十 人に関 して 次の よ うに記 されて い る。

「『七十 人』は十 二使 徒会 すなわち巡 回高等

評 議 貝会 の指揮 の下 に教会 を設立 し， また よ

ろず の国 民に於 け る教 会 のあ らゆ る事務 を整

理 す るに主 の 御名 に よ りて行 い， まず 異邦 人

よ り始 め て次 にユ ダヤ 人 に及 ぼすべ き者 たち

な り。」 （教 義 と聖 約１０７：３４）

七 十 人第一 定 員会 の会 員は， 十 二使徒 会 の

指 示 の下 に， 先 に述べ た ４つ の部 門 を管理運

営 す る。 神権 管理 部 は メル ケゼデ ク神 権， ア

ロン神権 ，補 助組 織 の方針 と手続 きを提 案 し，

活動 プ ロ グラム を監督 す る。 教科 課程 管理部

は訓 練 資料， テ キ ス ト，管 理 運営 以 外の手 引

きを作 成 し， 教 会機 関誌 につ い て責 任 を持 ち，

教会 の全 出 版物 の製 作の 調整 を行 な う。
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相互 調整 の担 当者 は ，教義 ， 方 針 の明文 化

な どにつ いて学 習課 程 の全 資料 と機 関 誌 を検

閲 して，相 互調 整委 貝 会 に報告 す る。 この委

員会 は，七 十 人 第一 定 員会 会長 会 ，管 理監 督，

教育 委 員長 に よ り構 成 され る。 こ こですべ て

の レッス ン資 料 と訓練 資料 は， 神 殿活 動， 伝

道 活動， お よび教 会 の各組 織 にお け る責任 に

個 人 を備 えさせ ， また永遠 の生命 を受 け るた

めに個 人 を備 えさせ る とい う理 念の下 に相互

調 整 を受 け る。 この 永遠 の生 命 に向 か って個

人 を備 え させ るこ とこそ，教 会 の 目的 とす る

ところで あ る。

伝道 管理部 は伝 道 用資 料 を作 成 し，宣 教 師

候 補者 の準備 と伝 道 地 での使 用 に それ を用 い

る。 また，宣 教 師 の任地 割 り当て を補任 し，

訪問者 セ ン ター の運 営， その他伝 道 プ ロ グラ

ム に関す る事 柄 を監 督す る。

宣教 師 が どの よ うに して 召 され るか に興 味

を持 ってい る方 もお いで だ と思 う。 まず， 監

督 は，宣 教師候 補 者 の両 親 に話 す前 に ，本 人

と面接 を行 ない， 彼 また は彼女 が検 討 の段 階

にあ るこ とをほか の 人が知 る前に， 当人 の姿

勢 と資格 を見 きわめ る。本 人 に資格 が あ り，

本 入が伝 道 に出 る こ とを望 ん で いれ ば，監 督

は両親 にそ の旨 を話す 。次 いで， すべ て の面

で問題 がな けれ ば，監 督 は ステー キ部 長 に候

補 者 を推 薦す る。 ステー キ部 長 も候 補 者 の資

格 と姿勢 につ い て面接 し， ふ さわ し く伝 道の

意欲が あ るこ とが 認 め られれ ば， 大管 長 会 に

推薦す る。

候補者 をどこの任 地 に召す か を決定 す るに

あたって は，推 薦書 に記 されて い る本 人の素

質や， その 時 に宣教 師 を必要 としてい る伝道

部 な ど，幾 つか の事 柄が 考 慮 され る。 そ して，

霊感 に よ り， どの地 で最 も よ く主 に仕 え るこ

とがで きるかが 決定 され る。 そ して，候 補者

は大管長か らの召 しを受 け る。 召 しを受 け取

った宣教 師は大 管長 に 宛て て召 しを受 け入 れ

る旨の手紙 を送 らなけ れば な らな い。

私 は，皆 さんの興 味 を引 くと思 われ る ある

宣教 師 の召 しの模 様 を今 心 に思 い 浮かべ て い
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る。 これは主 が どの よ うにみ 業 を導 いて お ら

れ るか の証 明 ともなる話 で あ る。 この よ うな

話 は枚挙 に い とまが な い程， 数 多 くあ るが，

とにか く， あ る時何 人か の宣 教 師に 召 しの手

紙 を送 っ た。す る と合衆 国 の東部 で伝 道 す る

召 しを受 け た宣 教師 の母 親か ら， 伝 道管理 部

の幹 部 書記 に電 話が かか って きた。母 親 の話

に よる と， 息子 の 父 と祖 父 は ドイ ツで伝 道 し，

息子 も ドイ ツの伝道 部 に召 して ほ しい と書面

で依 頼 してお い たのに， その よ うな召 しを受

け ，彼 女 は夫 と共 に非常 に落胆 した とい うの

であ った 。

そ こで幹 部 書記 は，御 子 息 はそ の召 しを ど

う感 じて い ますか と尋 ね た。す る と母親 は ，

息子が まだ学校 か ら帰 って こない の で， 留 守

中に 自分 が手 紙 を開封 した と言 った。 本 人は

どこに召 され るか をまだ知 らな いの であ る。

幹部 書記 は， 一生 の うち一 度か も知 れ な い大

管長 か らの手 紙 を母親 が 開封 した こ とに驚 き

を表 わ し，本 人が手紙 を読 ん だ らも う一度 電

話す るよ うに言 っ た。

翌 日， そ の母 親 は申 し訳 な さに蚊 の鳴 くよ

うな声 で電話 して きた。 息子 は その 召 し を一

も二 もな く喜 ん だか らであ る。彼 は秘 か に外

国 の伝道 部 に召 され な い よ うに祈 って いたの

で あ る。

さて， 管理 監 督会 の管 理 につ いて お話 しよ

う。管理 監 督会 は大 管長 会か ら割 り当 て を受

け たすべ ての実 務上 の業 務 の管理 運 営 につ い

て責 任 を負 う。 これに は，施 設 に対 す る責 任

も含 まれ る。 彼 らは宗務 部 門の要 請 に よ り，

土 地 の購 入 と， 建物 の建 築 お よび維持 に関 し

てサー ビス機 関 と して働 く。 また， 財政 ，会

員記録 ， 断食献 金 ，什分 の一 ， 購買 ，翻 訳，

配 送 も監督 す る。 さらに， 福祉事 業 部 の運営

につ いて も重責 を担 って い る。 このプ ロ グラ

ム と方 針 は， 大管 長会 ，十 二使 徒定 員 会，管

理 監督 会， 扶助 協 会会 長会 で構 成 され る福祉

活動委 員 会が 決定 す る。福 祉 活動 プ ロ グラム

には， 全世 界の デゼ レ ト産 業 の運営 ， ス テー

キ部， ワー ド部 お よび伝道 部 の福祉 プロ グ ラ



ム， 監 督 の倉庫 な どが 含 まれ る。

教 会 は世 界各 地 で大 きな成長 と発 展 を遂 げ

て い るため， 特 に 開発途 上 地域 の教 会 員の組

織 と訓練 に 関 して， 管理 権 の分散 が 必要 に な

っ てい る。 これ らの地域 で は，教 会 業務 の管

理 につ いて わず か な経験 しか もた ない教会 員

が ほ とん どで， 多 くの新 しい支部 ，地 方部 ，

ワー ド部 ， ステ ー キ部 が 組織 されて い る。

一例 を挙 げ る と
， １９７６年 頃 ，私 はべ ネズェ

ラの カ ラ カス を訪 れ たが ， その時 伝道 部長 は

会 員 た ち を招 集 した 。集 まった会 員 は ３００な

い し ４００名 で， その全 員 がバ プ テスマ を受 け

て ５年 に満 なた い人 々で 南 った。 ところが ，

１年 後 に私 た ちは カラ カスで ステ ー キ部 を組

織 した。最 も教 会 歴 の長 い会 員は わず か ７年

であ った。 これ ら開発 途上 地域 の組 織 に対 し

て， 多 くの 訓練 と援 助 が必要 な こ とは だれ の

目に も明 らか であ る。

宗務 の管理 面 か ら，現 在世 界は幾 つか の地

域 に分割 され， それ ぞれの地 域 を代表 役 員が

管理 してい る。 これ らの うち１２の地域 は， 合

衆 国 とカナ ダ以 外 にあ る。す べ ての代 表役 員

は七 十 入第一 定 員会 会員 が務 め， 合衆 国 とカ

ナ ダ以外 の地 域 を担 当す る代 表役 員 は， それ

ぞれ の地域 に居住 して い る。

代表 役 員の 管理 運営 を援 助 す るため に， 地

区代表 が い る。彼 らは経験 豊 か な指 導 者 で，

地 区 もし くは地 区 に で きる限 り近 い地 に住 む

人々 の中か ら選 ば れ る。地 区代 表 は幾つ か の

ステー キ部 と伝 道部 に対 して働 きか け をす る。

これに よって ステ ー キ部 と伝 道部 の指導 者 は，

時 間の かか るソル ノレー ク ・シテ ィー の本部

との直接 交渉 では な く， 地 区代 表 を通 じて代

表役 員 と定期 的 に密 度 の濃 い接 触 を持 て るこ

とにな った 。

合 衆 国 とカナ ダ以 外 の地域 に は，実 務上 の

業務 を管理 す るため に， 地域 監督 が い る。彼

らは 管理 監督 会 の指示 の 下 に，担 当地 域 に居

住 し， その地 域 の業務 を監督 す る。 これ に よ

り，教 会 員は 問題 を直 接訴 え るこ とが で き，

また， 各分 野 の管理 につ いて適 切 な訓 練 を受

け る こ とが で きる よ うに な った。代 表役 員 と

地 域 監督 は定 期 的に会 合 を持 って， それ ぞれ

の業務 の 相互 調整 を図 る。

総 じて， これ らすべ て の事 柄 は大 管長会 の

管理 下 に あ る。具体 的 に は，大 管長 会は毎週

火，水 ， 木， 金曜 日の午前 ８時 か ら会合 を開

く。 この会 で話 し合 う こ との 中に は， 大管長

会 に寄せ られ た手紙 の検 討 があ る。 イヤ リン

グ をつ け るため に耳 に 穴 をあけ る こ とか ら，

ステー キ部長 会 と高 等評 議 員会が 下 した破 門

の判 決 に対 す る控 訴 に至 るあ りとあ らゆ る問

題 の問 い合 わせ が あ る。 そ のほか に も， 服装

や 身 だ しなみの標 準 ，催 眠術 ，安 息 日の遵守，

聖 句 の解 釈， 集 団感受 性 訓練， 結 び固め ，地

元役 員へ の不 平不 満， 霊魂 再 来説， 科学や 他

の 人の ため に体 の一部 を提 供す るこ と， 火葬，

移 植 手術， 法 律 問題 など果 て しな く続 く。 こ

の会合 での話 し合 い はすべ て書 記が 記録す る。

大管 長会 が 決定 す る事 柄 に は，神 殿長会 の

選 任， 新 しい神殿建 設 の時 期 と場 所 をは じめ，

十 二使 徒評 議 員会 との会合や 管理 監督 会 との

会 合 で討議 す る事柄 な どが あ る。 また，聖 会

や， 全世 界で 開か れ る地 域 大会 の計画 も含 ま

れ る。

大 管長 会 は， 火 曜 日の午前 １０時 に支 出承認

委員 会 を開 く。 この委員 会 は大管 長会 と４人

の十 二使 徒 お よび管理 監 督会 で構 成 され， 各

部 の責 任 者 か らの支 出請 求 を検 討 し，割 り当

て額 を決 定す る。総 合施 設部 か ら提 出され る

ス テー キ部や ワー ド部 の建 物， 伝 道本部 ，訪

問者 セ ン ター な どの建 物や 土地 の購 入請 求，

維 持 費の検 討 な どが その例 で あ る。管理 監督

会 は福 祉事 業 を含む支 出 の請求 を提 出す る。

水 曜 日の大 管長 会 では， 直接 大管長 会 の管

理下 にあ る歴 史， 人事 ，広 報 な どの各部 門の

責 任者 か ら報告 を聞 く。 また重要 な来賓 は，

で きる限 り水 曜 日の午 前 に会 うよ うに してい

る。私 は手 紙 な どで その よ うな訪 問者 か らの

感 想 を うか が うたびに， 大管 長 が彼 らに どれ

ほ ど大 きな影響 力 を及 ぼ してい るか を知 って，

いつ も感銘 を覚 える。
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月に一 度，水 曜 日に大 管長 会 は教 会教 育委

員 会 と理事 会 を迎 え，教 会 の大 学， イン ステ

ィテ ユー ト， セ ミナ リー， そ の他教 会 の学校

に関す る事柄 を話 し合 う。 また毎 月，別 の水

曜 日に大 管長 会は 相互調 整 評議 会 を開 く。 こ

の評議会 は大 管長 会， 十二 使徒 定員 会， お よ

び管理監 督会 に よ り構 成 され， 管理 上 の方針

や 手続 き，質 問 を検討， 決 定 し， あ らゆ る責

任 分野 が適切 に調 整 され る よ うにす る。 この

評議 会 に引 き続 いて， 先 に述べ た福 祉 活動委

員会 を開 く。

水曜 日の午 前１０時か ら神 殿 の一室 に お いて，

大 管長会 はす で に午前 ８時 か ら会合 を開 いて

い る十 二使徒 評議 員 会 との会合 を持 つ 。 この

部 屋は神 殿が 完成 して以来 ，教 会 の指 導者 が

主の導 きを受 け て きた所 であ る。 出席 者 は こ

こで特 別に霊 的 な気持 ちを味 わ い， また時 に

はす でに世 を去 った偉 大 な指導 者 た ちの臨 席

を感 じるこ とが あ る。 この部屋 に は， １２人の

大管長 と大祝 福 師ハ イ ラムの 肖像 画や ，使 徒

た ちを召 された ガ リラヤ の海辺 で の救 い主 ，

その他 十字架 上 の主や ，昇 天 され る主 の絵 が

かけ られて い る。 私 た ちは この評議 会 室 で，

ここに座 を 占め た 多 くの偉 大 な指導 者 た ちや ，

主の導 きに よ って重大 な決 定 が下 され た こ と

に思 い を馳せ るので あ る。

大管長 会 は木曜 日の午前 １０時に この部 屋へ

入室す ると， 十二 使徒 全 貝 と握 手 を交 わ し，

神殿衣 に着替 える。 そ して， 讃美歌 を歌 い，

祈 りを捧 げ た後， 聖壇 の前 で祈 りの輪 を作 る。

これ を終 える と再 び平 服 に着替 える。

それか ら私 た ちは， 前 回の議 事 を検討 した

後，次 の よ うな事 柄 につ いて話 し合 う。 ヌ、テ

ー キ部長 か ら推薦 の あ った監督 の交 代 を承 認

す る。 これ は前 もって十二 使徒 会 で検討 済 み

の推薦 で ある。 （１９７７年 に毎週 ２５～３０人 の新

しい監 督が承 認 され た こ とをお伝 えす れば，

興味 を覚 えるか も知 れな い ）全教 会の ス テー

キ・部， ワー ド部 ， 伝道部 ， 神殿 の組 織変 更，

これ には区域 の境 界 と役 員の変 更 が含 まれ る。

補助組 織の役 員 と管理 運営 ， 各部 門の責 任 者

６４

か ら提 起 された事 柄， お よび ステー キ部大 会

に関 す る私 た ちの報告 ，葬 儀， 説 教 な どその

週 に行 な った こ との報 告 もあ る。 この会 にお

い て， 管理 や 方針 に 関す るあ らゆ る変 更 が考

慮 され， 承認 され る。 そ して，承 認 され た方

針 は教 会 の 公式 の方針 とな る。 この 会に 関 し

て ひ とつ の経 験 をお話 し よう。

あ る時 ， ひ とつ の件 につ いて十 二使 徒 が ま

ち ま ちな見解 を と り， それ を きたん な く述 べ

た。 そ して最 後 にマ ッケ イ大 管長 は意 見 をま

とめ て，この よ うに言 った。 「これが，私 た ち

の なすべ きこ とだ と私 は考 え ます 。」

私 は隣 の兄 弟 の方 を向いてこう言 った。 「大

管長 が いつ も正 しい答 え を得 て お られ，私 た

ち全 員が そ れ を正 しい答 え だ と感 じ られ る こ

とはす ば ら しいこ とで はあ りませ ん か。」

す る と同僚 は私 を見てこう言 った。 「神 の予

言者 の 言葉 ですか らね。」決定 の前 の段 階 でだ

れが どの よ うな考 え を抱 い てい て も， 下 され

た決 定 が全 会一致 で 支持 され る理 由 は こ こに

あ る。

毎 月第一 木曜 日に ，大 管長 会 は全教 会 幹部 ，

す なわ ち十 二使徒 定 員会 ，七 十 人第一 定 員会 ，

管理 監督 会 と会合 を開 き， プ ロ グラムや 手続

きの変更 を発表 し， 幹部 の義務 や 責任 に つ い

て指 導す る。大管 長 は何 人か の幹 部 に証 をす

る よ う求 め， そ の後全 員 が神 殿衣 に着 替 え て

聖 餐 を受 け， 全 員で祈 りの輪 を作 って祈 りを

捧 げ る。祈 りが終 わ る と，大 管長 会 と十 二使

徒定 員会 を残 して全 貝が 退 出す る。大 管長 会

と十 二使 徒会 は平 服 に着 替 えて， 木 曜 日の定

例 の事 務 事項 を処 理 す る。 こ こで語 られ， 行

な われ た こ とはす べ て， 記録 担 当書記 が報 告

書 に記録 す る。

毎 週， 木曜 日の集 会が 終 わ る と，大 管長 会

と十 二使徒 定 員会 は 用意 され た部 屋 で昼 食 を

共 にす る。 この部 屋 には最 後 の晩 餐 の絵 が飾

られ て お り， 私 た ちは こ こで くつ ろいだ ひ と

とき を過 ごす 。 そ こで， それ ぞれ の経 験談 や

共通 の話 題 につ いて話 し会 うの であ る。 時間

が あれば ，幾 つか 興味 深 い話 を紹 介 した いの



だ が。 金 曜 日は午 前 ９時 に，管理 監 督 会が管

理 運営 に 関す る事柄 につ いて大 管長 会 に報告

し，話 し合 う。

御 存 じの よ うに ，教 会 は事業 法 人 を所 有 し

てい る。 ボ ネ ビル 国 際 会 社， ベ ネ フ ィ シャ

ル生命 保 険会社 ， ホ テルユ タ， ザ イ オン ズ証

券 会社 ， デゼ レ トニ ュー ズ社， デゼ レ ト相互

共 済組 合 な どが それ であ る。 これ らは ，教 会

の利益 の ため に運 営 され， 一般 にサ ー ビス を

提 供 して い る。 その ほか に 多 くの農 場や 牧場

を所有 して い る。

教会 は 税金 を納 め て いな い と考 え てい る人

人 もい るが， それ は 誤 りで あ る。私 はそ の誤

りを指 摘 す る と ともに，教 会 所有 のす べ ての

会 社 は同 業他 社 と同 じ率 で税 金 を納め て い る

こ と を申 し上 げ てお きた い。

教 会の 管理 は， これ らの責任 あ る地位 に召

され て い る人々， す なわ ち大管 長 会，十 二使

徒 定 員会 ，七 十 人第一 定 員会， 管理 監督 会に

よって正 し く行 なわ れ るこ と， またそれ に よ

っ て地方 の役 員 も祝福 と指 導 を受 け るこ とが

で き るよ うに，私 た ちは いつ も，毎 日，望 み

祈 って い る。私 は教 会が 神の予 言 者 を通 じて

主御 自身に よ り導 か れて い る こ とを証す る。

そ して， 私 た ちす べ ての 者が この こ と をよ く

認識 し， 教 会の 会員 で あ るこ とを認識 して，

永遠 の生 命 を目指 して勤 勉 に準備 す る よう，

へ り くだ り祈 る もの で あ る。 イエ ヌ、・キ リヌ、

トのみ 名に よ り申 し上 げ る。アー メン。

説教 中のマ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニー第二副管長
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教会の姉妹たち

この教会の女性たちは，種類こそ違え，私たちがなす仕事と同しように大切

な仕事をなしている

大 管長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

愛 する兄弟の皆さん・私たちは主の鵜 こ
お いて主 のみ 業 を どの よ うに行 なお っと

して い るか につ いて， タナ ー 副管長 か らす ば

らしい話 を うかが った。教 会 で何 が行 な われ

て いるか を知 らな い方々 が 多い と思 う。 しか

し， この話 か ら 多 くの方 々が 多 くの こ とを学

ん だ と確信 してい る。

この神権 部会 を利 用 して， 正 しい生 活 を送

り， 地上 に神 の王 国 を建 設 す るため に行 なっ

て下 さったすべ ての こ とにつ いて， 皆 さん に

感謝 を申 し上 げ たい。 私 た ちは皆 さん に いつ

も感謝 して い る。 神 は皆 さん の才能 と献 身 を

人類の 歴 史 と教会 の 歴 史双方 に とっ て重要 な

この時期 に使 うこ とが で きる よ うに， 今地 上

に皆 さん を住 まわせ てお られ るこ とを私 た ち

は よく知 って い る。

３週 間前 の この時 間に ，老 若 を問 わず教 会

の女性 たちが この タバナ クル を埋 め， また今

晩皆 さんが集 って い る他 の同 じ会 場 に集 まっ

た。私 自身 はこの女 性 の集 ま りに 出席 で きな

か ったが ，病 室に特 別 に テ レビ を用 意 して そ

のす ば らしい会の模 様 を見せ て いただ い た。

地 上 における神 の天 国 であ る末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教 会 の姉 妹 た ちに特 別 な祝福 が 豊か

に注 が れて い るの を見 て，私 は 胸が一 杯 に な

るの を感 じた。 私 の愛 す る永遠 の伴侶 カ ミラ

が， 私 の短 い メ ッセー ジ を このす ば ら しい姉

妹 た ちに読 ん で くれ た。

その メ ッセ ー ジの 中で， 私 は姉 妹 たちに 次

の ように 申 し上 げ た。 「私 たちはや がて総 大 会

を迎 え よ う としてい ます 。総大 会 では神 権 部

会 が開 か れ ます が，私 た ち は兄弟 た ち を特 に

え こひ い き して特 別 な指 導 を与 え る とい うよ

うなこ とは あ りませ ん。 私 た ちは同 じよ っな

助 言 を与 えるつ も りです 。」

さて， 私 は兄 弟 た ちにお話 す るに あ た り，

姉妹 た ち と交 わ した約束 を果 た したい と思 う。

私 たちは 皆， 人生 に お いて特 別 な女性 た ち，

す な わち私 た ちに 深 く不 滅 の 影響 を残 した女

性 た ちに 出会 って い る。 その女性 た ちの貢 献

した もの は測 り知 れ ない， 永遠 の価 値 を持 っ

てい る。

私 た ちの妻 ，母 親， 娘， 姉妹 ， 友 人はす べ

て， 天 父の霊 の子 供 で あ る。 兄 弟の皆 さん，

女 性 をどの よ うに扱 うか とい う点か ら， この

こ とをいつ も忘 れ ない よ うに して いた だ きた

い。 この神権 時 代 の姉妹 たちの 中 には， 天 父

の最 も高貴 な娘 た ちが数 多 くい る。 神 は 人 を

か た よ りみ な い御 方 であ り， 男 も女 も， 少年

も少女 もす べ ての 人 を完全 な愛 を もって愛 し

てお られ る こ とを忘 れな い よ うに してい ただ

きたい。

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管長 が よ く語 った よ

うに， 「最 も重要 な教 会 の仕事 はあなたの家 庭

の 囲い の中 に あ るので あ る。」 （「堅 固な家 庭」

ｐ．７） 多 くの 人が この 言葉 を何 度 とな く述べ

て い る。
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この特 別 な教会 の仕 事 の 多 くは，私 た ちの

家 庭 に いる女性 た ちに， キ リス トが な さった

よ うに仕 え，指 導 す るか ど うか でその 成否 が

判 断 され る。私 が 仕 え，指 導 す る と言 ったの

は， 男性 は家族 の 長 であ り， それ は キ・リス ト

が 教会 の頭 であ るの と同 じ意 味 だか らで あ る。

キ リス トは愛 と模 範 と無私 の奉 仕 に よ って導

か れ た。 キ リス トは私 た ちの ため に御 自身 を

犠 牲 とされ た。 も し私 た ちが家 庭 にお い て指

導 者 であ る と同時 に僕 で あ り， 謙遜 な族長 で

あ るな らば，私 た ち もキ リス トの よ うに行 な

わな けれ ば な らない。

私 た ちは 自己 を空 し くして奉 仕 し， 思 いや

り深 く寛大 で なけ れば な らな い。私 た ちの 支

配 は正 義 に よる支 配 でなけ れ ばな らず， 永遠

の 伴侶 で あ る妻 との間 の協 力関 係 は完 全 な も

の で なけ れば な らな い。

ス テー キ部長 や 監督， 副 監督 ， そ してすべ

て の兄 弟 の皆 さん， 自分 に 落度 が ない に もか

か わ らず現 在， 立 派な 男性 と永 遠 に結 び 固め

を受 け る祝 福 にあ ずか って い ない姉 妹 た ちに，

ど うか 特別 の思 いや りを示 してい ただ きた い。

私 た ちが家族 の生 活 を強調 す る時， 彼女 た ち

が のけ 者扱 い を されて い るよ うに感 じる こ と

が な い よ うに して い ただ きた い。、皆 さんの 中

に彼女 た ちが い るのは決 して重荷 な ど と考 え

ない でい ただ きた い。 それ は祝福 であ る。

未亡 人， 離婚 した 人， 夫 の いな い人， また

ある場 合 には 父親 の いな い若 い姉 妹 た ちが い

るか も しれ な い， この よ うな 人々 に対す る私

たちの 特別 な責 任 を心 に留 め てい ただ きた い。

神 の娘 た ち をなお ざ りにす る時， 私 た ちは神

の 人 と して与 え られた責 任 を果 たす こ とは で

きな い。

姉 妹 た ちが受 け てい る扱 いに つ いて， 私 た

ちは時 々悲 しい報告 を受 け る。 これ は恐 ら く

無 神経 と思 いや りの なさの結 果 で あ ろ うが，

兄 弟の 皆 さん， この よ うなこ とは あ っては な

らな い。 この教 会 の女性 た ちは， 種 類 こ そ違

え， 私 た ちが なす仕事 と同 じよ うに大切 な仕

事 を な してい る。役 割や 責任 とい う点 では私

た ち と異 な るが ， 彼女 た ちの仕事 も，私 た ち

に求 め られ て い るの と同 じ基本 的な仕事 で あ

る。

私た ちは 女性 を非 常 に高 く評価 してい るた

め， 彼女 た ち を世 の 道 に追 いや る こ とはで き

な いの であ る。 ほ とん どの女性 は，力 を持 ち，

善 良 で正 直 で あ る。 愛 と尊敬 の こ もった扱 い

を受 け， 思 い と感覚 を大切 に され 理解 されれ

ば， 彼女 た ちは ます ます 強 く善 良 で正 直な 人

に な る。

しか し姉 妹 たちは恩 着せ が ま しい扱 いは望

ん でい ない。 私 た ちの姉 妹 として，同等 の 人

としての 尊敬 を受 け る こ とを求め て いる。兄

弟の皆 さん， 私 が これ らの こ とを申 し上 げ る

のは， 女性 に関 して教 会 の教義 に 疑わ しい点

が ある ため で も， 私 た ちの行 な いが あるべ き

姿 か らは ず れて い るため で もな い。 また， こ

の よ うな こ とを申 し上 げ るのは， 警告 を発す

る とい う意味 か らでは ない。 王国 の民 は世 の

人々 と もっ と異 な って い る必要 が あ る とい う

一 般 的 な見地 か ら申 し上 げ るの であ る
。救 い

主 が しば しば 言 われ た よ うに， 私 た ちは互 い

に愛 し合 い， 愛 をもって 人々 と接 して い るか
い つ い つ

どうか に よって， また心 を一 に し， 精神 を一

に して いるか ど うか に よっ て裁 か れ る。 私 た

ちは ひ とつ とな らなけれ ば， 主の もの とな る

こ とが で きな いので あ る。

私た ちは皆 ，教 会 で与 え られ る責 任 を どの

よ うに果 たす か に よって 裁 き を受 け，責 任 を

問わ れ る。 そ して，私 たちが この世 で与 え ら

れて い る務 め を果 た したか ど うか の裁 きは，

自分 の家 族や 教会 の 兄弟姉 妹 に どの よ うに仕

え，愛 したか に よ って決 まるので あ る。 マ ッ

ケ イ大 管長 は次 の よ うに 的確 に述べ て い る。

「いか なる成 功 も家庭 の 失助 を償 うこ とは で

きな い。」 （「大会 報告 」 １９６４年 ４月，ｐ．４）

私 た ちは兄 弟 の皆 さん を愛 して い る。 そ し

て姉 妹 たち を愛 して い る。私 た ちは皆 さんに

完 全 な信 頼 を寄せ ，皆 さんの信 仰， 主 のみ業

へ の献 身 を喜 ん でい る。 願 わ くは 神の祝 福が

皆 さんの上 にあ り， その 祝福 を愛 す る人に分
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か ち与 える こ とに よ り， 皆 さんの 愛す る人々

の上 に も神の祝 福 が あ るよ うに。

兄弟 の皆 さん，私 は神 が 生 きて お られ る こ

とを知 って い る。 そ して私 は この証 を何度 と

な く述べ るこ とが で き るこ とを大 きな喜 び と

して いる。世 の贈 い主 キ リス トは 私 た ちの主

で あ り， この末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会

は キ リス トを頭 に いた だ く主 の教 会 で ある。

私 は この証 を， 私 の愛 と祝 福 と願 い を込 め て，

主 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ る。

アー メン。

カ ミラ ・Ｅ ・キ ンボ ー ル姉 妹 （左 ）
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１０月 ７日 （日）午前の部 にお ける説教

予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスの貢献

福音の教えは麗しい。それは平和と善意の教え，世に平和をもたらすものて

ある

第一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

止』 ノル ウ ェー の国 で， 幼 い ２人の 息子 を抱
曰 え た年 若

い 未亡 人が ， １足 の靴 を靴 屋 に

修 理 に 出 した。靴 が 直 って戻 って来 る と， そ

の母 親 は両方 の靴 に １枚 ずつ ，宗 教 の こ とが

書 か れ たち らしが 突 っ込 ん であ るの を見 つけ

た。 それ か ら間 もな く， ち らしに興味 を覚 え

た彼 女 は，古 靴 を入れ た包み を手 に， ３０分か

か る靴屋 の店 まで 出向 いた。

彼 女 は靴屋 に修 理 を頼 ん だあ と， ドア の掛

けが ね に手 をか け た まま， ち ら しの こ とを尋

ね たい と思 い なが ら言 いだす 勇気 もな しに ち

ゅ うち ょして いた。 す る と立 ち止 ま った彼女

に， 靴屋 が話 しかけた。 「お子 さんの 靴 の底 な

どよ りもっ と価値 が あ る もの を差 し上 げ ま し

ょ うと， 私 が 申 し上 げ た ら， さぞか しび っ く

りな さる こ とで し ょ うね。」

「子供 の 靴 の底 よ りもっ とよい もの って，

何 で し ょうか しら。な ぞ なぞ ですか 」 と彼 女

は 答 えた。

靴 屋 は間 髪 を入 れず 話 し出 した。「ただ耳 を

貸 して さえ下 され ば， 神 の子供 た ちの ため の

主 の まこ との救 いの計 画 をお教 え します よ。

この世 で幸 福 を見つ け る方法 も， 来世 で永遠

の喜 び を得 る方 法 もお教 え で きます。 あな た

が どこか らい らっ しゃって， なぜ 今 この世 に

い らっ しゃ るのか， 死 んだ あ とは ど うな るの

か もわか ります 。今 まで御存 じない， この地

上 の子 供 た ちに対す る神 の愛 につ い て もお教

えで き ます 。」

そ の言葉 は，ち ょう ど １年 前に 夫の ジョン・

ア ンダー セ ン ・ウ イッツオー を不 慮 の死 で失

って い た， ア ンナ ・ウイ ッツオー の胸 に強 く

響 い た。長 男 の ジ ョン ・ア ン ドリア スは ６歳，

次 男 の オ ズボー ンはわ ずか ２カ月で あ った。

葬 儀 の 席 上， 年 若 い 未 亡 人 と長 男 は， 人の

世 よ りも幸せ な場所 で将 来再 会 で きる とい う

望 み もな く， 『あ なた は， ち りだか ら， ち り

に帰 る』 とい う教会 の葬 儀 の冷酷 な 言葉 を聞

きな が ら， 開 い た墓 穴 の傍 らに立 ち続 けて い

た。

以 来， ア ンナ の 日々は孤独 で， 自分 の宗教

では 満 た され な い数 々 の霊 的 な疑問 が湧 いて

いた 。彼 女 はそ の靴 屋 に簡 単 な質問 をした。

「あ な たは どうい うお 方 で す か
。」 靴屋 は，

「キ リス ト教 会 の信者 です 。 モルモ ン教徒 と

呼 ば れ てい ます 。私共 は神 様 の真理 を知 って

い ます」 と答 えた。

修理 の済 んだ靴 が返 されて 来 るたび に， 決

まって新 しい ち らしが 入 れて あ った。 そこで

ア ンナ の好奇 心 は募 り， 彼女 はや が て モルモ

ン教 徒 の集会 に 出てみ るこ とに した。アンナ ・

ウ イ ッツ オー は知 性 に富 んだ女 性 であ った。

聖書 を学 ん でお り，長 老 た ちを言 い負か そ う

と した こ と もたび たび であ った。 しか し， そ

の いず れ も徒 労 に終 わ った。 彼女 は教義 で疑

問 に思 っ た点 を とこ とん議 論 したが，つ いに

意 に反 して， しか し祈 りに よっ て， 自分 が永
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遠 の真理 を目の前 に して い るこ と を信 じるに

至 っ たので あ る。

「福音 を初 め て聞 いてか ら ２年 あ ま りたつ
，

１８８１年 ４月 １日に， 彼女 は よ うや くバ プ テ ス

マ を受 け，教 会 に入 っ た。… … フ ィ ヨル ドの

岸 辺 は まだ薄 氷が 張 って お り， その氷 を割 っ

てバ プテ スマ を受 け なけ れば な らなか った。

水は凍 るよ うに冷 たか ったが ，彼 女 は後 日生

涯 を終 え るまで， トロ ンヘ イム のフ ィヨル ド

でバ プテ スマの水 か ら上 が った時 ほ ど温 か く

気持 ち良か っ た こ とは ない と語 って い る。胸

の 中に消 える こ との な い炎が 燃 えて い たか ら

で ある。」

これは， ア ンナ の長 男で後 に 末 日聖徒 イエ

ス・キ リス ト教 会 の十二 使徒 評議 員会 会員 とな

ったジ ョン ・Ａ・ウイ ッツオー 長老 の “加 漉６

００ｓρ６１Ｎθ’” （「福 音の網 あ 中 に」）という著書

か らの抜粋 で あ る。

１８３０年以 来， これ と きわめ て似 た出 来事 が，

世 界各地 の人 々の生 活 に どれほ ど繰 り返 され

て きた こ とか 。

農 家の 少年 ジ ョセブ ・ス ミスに天 よ りの 現

われがあ り，それに一連 の 出来事 が 続 いた１８３０

年 ４月 ６日の こ とであ る。神 の 指示 に 従 い，

わずか ６人 を発起 人 として，末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教 会 が正 式に 組織 され た。 教 会の 設

立 に関連 して 幾つ か事 柄 を済 ませ た後， 彼 ら

は川へ行 き， そ こで 幾人 かの 人々 がバ プ テス

マ を受 け，教 会 員に確 認 され た。

１９８０年 ４月に教会 は 設立 １５０周年 を迎 え る

が， その時 は教会 員数 が ４３０万 を越す と思 わ

れ る。私 は この よ うな発展 を もた らした 「不

思 議 な驚 くべ きわ ざ」 （イザヤ２９：１４）を静 か

に考 える時，神 に栄 光 を帰 し， また この 回復

の予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス と， 神 の指示 の下

この教会 を導 い て きた神 の聖 な る予 言 者 たち

全員に賛 辞 を呈 した い気持 ち に駆 られ る。

ジ ョセブ ・ス ミスの 若 い頃 を簡単 に 振 り返

ってみ よ う。 彼 は１８０５年 １２月２３日にバ ー モ ン

ト州 ウ ィンザ ー郡 シャ ロンで， ジ ョセ ブ ・ス

ミス ・シニア とル ー シー ・マ ック ・ス ミスの
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息子 として生 まれ た。 ス ミス家 は１８１６年， ニ

ュー ヨー ク州パ ルマ イラへ転 居 し， 間 もな く

近 くのマ ンチ ェ スター に移 った 。 ジ ョセ ブが

宗教 復 興運 動 に心 を寄せ ， あ る 日ヤ コブ の手

紙 の次 の聖 句 を読 んだ のは， このマ ンチ ェス

ター にお いて で あっ た。

「あな たカ
、ごたの うち， 知 恵に不 足 してい る

者 が あれ ば， その 人は， とがめ もせ ず に惜 し

み な くすべ て の 人に与 え る神 に願 い 求め るが

よい 。 そ うす れば， 与 え られ る で あ ろ う。」

（ヤ コブ １ ：５）

この聖 句 は霊 的 に感 じや す い少年 に 多大 の

影 響 を与 え た。彼 は聖 句の 意味 を深 く思 い巡

らし， 数 あ る教 会 の 中で どれが真 実 か判 断す

るに は神 の助 けが 必要 な こ とを知 って， 森 に

入 り， 初 め て声 に出 して祈 りを捧げ た。 ジ ョ

セ ブが証 の 中でか な り写実 的 に述べ て い る よ

うに， 頭 上 の光 の柱の 中に ふ た りの 御方 が現

われ， 御一 方 が傍 らの御 方 を指 して，「こは わ

が 愛子 な り， 彼に 聞け」 （ジ ョセ ブ ・ス ミス ２

：１７）・と言 われ た。

そこ で ジ ョセ ブは胸 に抱 い てい た疑 問 を主

に告 げ た とこ ろ， 既存 の どの教 会 に も加 わ っ

ては な らな い と答 えを受 け ， その理 由 も教 え

られ た。 しか しその後 ，ジ ョセブ は， 自分 の

見 た示現 の話 を人々 にす る と， 人 々か ら示現

や 啓 示 な どあ るはず はな い， その よ うな もの

は使徒 の時代 で終 わ って い る と言 って嘲 られ，

罵 られ たの で あった。

ジ ョセ ブは以後 ３年 間平 凡 な 日常 生 活 を続

け たが， そ の間， 示現 の話 を したこ とで非常

な迫 害 を受 け た。 しか し１８２３年 ９月に， モ ロ

ナ イ とい う名 の天 使 の訪れ を受 け， 神 が ジ ョ

セ ブに させ た い と思 ってお られ る仕 事 が あ る

こ とを告 げ られ た。

その天 使 は，近 くの丘 に隠 され てい る金 版

の書 の話 を した。金版 に は， ア メ リカ大陸 の

先 住 民 の記事 と， 救 い主が 昔 の民 に語 られ た

永遠 の福 音 が その まま載 って い た。 ジ ョセ ブ

は， 以後 ４年 間， 金版 が埋 め られ て いる場 所

を毎 年訪 れ る よ うに とい う指示 を受 け た。 そ



こ で彼 はその 指示 に従 い，毎年 そ こへ 行 くた

び に天使 モ ロナ イに会 って教 えを受 け，将 来

金版 を受 け取 って翻 訳す るため の用 意 を した

の であ った。

もし皆 さんの 中 にモ ルモ ン経 の起 源 につ い

て御 存 じな い方 がお られ た ら，ぜ ひ話 をお聞

きいた だ きた い と思 う。モ ル モ ン経 を読 ん で

い ただ きたい。 この本 の最 後の章 には こ う約

束 され て い る。

「また この記 録 を受 け る時
， そ れが真 実 な

ものか ど うか を キ リス トの御 名 に よ って永遠

の 父 な る神 に問 え。 も し誠 心誠 意 で その上 キ

リス トを信 じなが ら問 うな らば，神 は聖 霊 の

力 に よっ て この記録 が確 な もので あ るこ とを

あな たた ちに示 した もうに ちが いな い。

そ して聖 霊 の力 に よ って一切 の事 の 真実 で

あ るか ど うか が あな たた ちに解 る。」 （モ ロナ

イ１０：４－ ５）

ジ ョセ ブ ・ス ミス は神 の予 言者 で あ り， モ

ルモ ン経 は真 実 の書物 で， 聖 書 と相並 び， イ

エ ス ・キ リス トの神性 を新 たに証 す る証 入，

ア メ リカ大陸 の先 住 民 にキ リス トが どう接 し

られ たか の記 録 で ある こ とを，毎年 何 千何 万

とい う改 宗者 に証 す るのは， この力 であ る。

よろ しけ れば， イエ ス ・キ リス ト教 会 の信

仰 篤 い熱 心 な教 会員 た ちの胸 に 強 い証 が 燃 え

るその わけ を，一 緒 に お考 え いただ きたい。

まこ との教 会 を求め て い なが ら， 様 々 な教 派

の聖 職者 か らそれ ぞれ対 立す る教 え を聞 い て

迷 う１４歳の 少年 の こ とを想像 してみ て いた だ

きた い。示 現 を見 た とい う事 実 を否 定 で きな

いため に， あ らゆ る迫 害 に遭 いな が らひ とり

耐 え抜 い た少年 の 強 さに， た だた だ驚嘆 す る

ば か りで あ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミス 自身， こ う記録 して い る。

「あの 時以 来私 は
， パ ウロが ア グ リッパ王 の

面 前 に於 て弁 明 し，彼 が先 に光 を見声 を聞 い

た示現 の 顛末 を語 った際， なお彼 の 言 を信 じ

た者が ほ とん どな く， ある者 はか れ は偽 りを

語 る と言い， 他 の者 はか れ は狂 え りと言 っ た，

そ してか れが嘲 り笑 われ 悪 口雑 言 を受 け た そ

の 時 と自分 は大 へ ん似 た心 境 で あった と思 っ

てい る。 しか しな が らすべ てこれ らの 反対 も，

パ ウロが示 現 を得 た と言 う現 実 を打 ち破 らな

か った。 パ ウロは， 先 に示現 を受 け た。彼は

これ を受 け た と言 う事実 を身 を以 て知 った。

そ して天 下の あ らゆ る迫害 もこれ を変 え るこ

とが で きなか った。 人がか れ を死 ぬ まで迫害

しよ う とも彼 は知 って い た。彼 は最後 の一 息

ま で， 彼 が光 を見 ，彼 に呼 びか け る声 を聞 い

た この二 つ の事 実 を知 ってい るで あろ う。事

実， 全世 界 も彼の 考 え を変 え信 ず る ところ を

変 え させ るこ とはで きなか った。」（ジ ョ・セ ブ ・

ス ミス ２ ：２４）

金 版 を受 け取 って， それ を保 管 し， 翻 訳す

る とい う重 大 な責 任 を認 識 した彼 は， さぞか

し心 が重 か っ たに ちが いな い。正式 な教育 を

ほ とん ど受 け てい ない ジ ョセ ブ ・ス ミスに と

って， 外 国語 の翻訳 は途 方 もな い仕 事 で あっ

た 。 しか し，主 が彼 と共 に お られ， 道 は開か

れ ，必 要 な筆記 者や 出版 者や 資金 が用意 され

たの であ る。

１８４３年 ９月 ４ 日付 の 「ニ ュー ヨー ク・サ ン」

紙 で記 者 は こ う述べ て い る。

「この ジ ョー ・ス ミス氏 は非 凡な 人物 で，

カー ラ イル氏 に言 わせ れば， 予 言者 的英雄 と

で もみ な され る人であ る。 ス ミス氏 は当代 の

偉 人 の ひ と りで あ り， 将来 ，社会 に 大 き く影

響 した 人物 として何 らかの 形 で称 され るこ と

だ ろ う。」 （Ｈ魏 ｏη げ 魏θＣ勧 名腕 「教 会歴 史」

６ ：３）

ジ ョン ・ヘ ン リー ・エバ ンズ著の ソＯＳ６帥

Ｓ挽∫醜，・４η∠４耀 万０αη１）塑帥 θ’” （「ア メリカの

予言 者， ジ ョセ ブ ・ス ミス」）という本 には こ

う書 か れ てい る。「この 人はイ リノイ州最 大の

町 の市長 であ り，州 で最 高の 著名 人，北 軍 を

除 く国 家最 大の 精鋭 軍隊 の 司令 官， 数 多 くの

町 の創 設者 ，大 学 の創立 者… … とな った。

彼 は，過 去百年 間，大 勢 の文学批 評 家の詮

議 をはね のけ， 現 在で は聖書 以外 で最 も広 く

読 まれ て い る書物 （モ ルモ ン経 ） を書 い た。

ま た， 組 織化 の時代 の幕 開 けに， 近代世 界 で
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最 も完全 に近 い社 会機 構 を設 け， 完全 さ と一

致 の点 で，歴 史上 かつ て な い見事 な宗 教上 の 、

教 えを発展 させ た。 さ らに，、人 の心か ら種 々

の恐 れの種， す なわ ち病 気， 老齢 ，失 業， 貧

困に よ る欠乏の 恐れ を取 り去 る経 済機 構 を打

ち立 てた。」 （ｐ．４）

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスの貢献 は ，世 に対

して どれ ほ どの大 きな意 義が あるの だ ろ うか 。

そ の幾つか を考 えてみ よ う。最 も重 要 で ある

と思 われ るの は，神 会 につ いて の概 念 で ある。

新約 聖書 には， 御 父 と御 子 と聖 霊が 別個 の 存

在 であ る こ とがは っ き り述べ られ てい るが，

キ リス ト教 界には， それ を受 け入 れず， 私 た

ちが姿か た ち を似せ て造 られ た とい う姿 あ る

神 を信 じよ うと しない 人々が 多い。御 父 と御

子は ジ ョセ ブ ・ス ミス に親 し く姿 を顕 わ し，

その 姿 と存 在 を明 らか に され た。 少年 ジ ョセ

ブは， 森 を後 に した時，神 が 人間 の よ うな姿

で ある とい う事実 を知 って いたの で あ る。神

は語 られ る。神 は思 いや りに満 ちて 情 け深 く，

祈 りに答 え られ る。神 は ， ジ ョセ ブ を名指 し

て呼 ばれ た感情 ，感覚 ，体 をお持 ちの御 方 で

あ る。御子 も神 と同様 に個 有の御 方 で あ り，

神 と人間 の間の仲 保 者 であ る。

森 にお け るその 出来事 は， 啓示 は 止ん だ，

神 は もはや 人 と交 わ りた まわ ない とい う考 え

方 を真 っ向か ら否定 した。 旧新約 聖 書 には，

絶 え ざる啓示 の必要 なこ とが繰 り返 し述 べ ら

れ てい る。ア モ スの言葉 に つ いて考 え てい た

だ きたい。

「まこ とに主 な る神 は その し もべ で あ る預

言 者に その隠 れた事 を示 さな いで は，何 事 を

もな され な い。」 （ア モス ３ ：７）

ジョセ ブ ・ス ミス は啓示 を受 け てか ら， 以

前に理解 で きなか っ た聖 書 の数 々 の真理 を権

威 をもって 人々に教 えた。 そ の うちの 幾つ か

を挙 げてみ よ う。 私 た ちは神 の霊 の子供 であ

る。私 た ちは前世 に住 ん でい た。 そ して， 試

しを受 け るため に この世 へ 来 た。 この世 で忠

実 で あれば，神 の み もとに戻 って そ こで永 遠

に暮 ら し， 永遠 の進 歩 を続 け て神 の よ うな者
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とな る こ とが で きる。以 上が教 えの一 部 で あ

る。

父 な る神 と子 な る人 間に 関す る も うひ とっ

の教 えは， サ タン とい う悪魔 の存 在 で あ る。

サ タンは 実在 し， 出来 る限 り多 くの 人間 を神

か ら引 き離 して， 自分 の虜 に し よ うと躍 起 に

な って い る。

ジ ョセ ブ ・ス ミス は 自由 意志 の教 義， す な

わ ち私 た ちは善 を選ぶ の も悪 を選 ぶ の も自由

で ある， た だ しその結 果 として祝福 か 罰 を受

け る とい う教 義 を教 えた。 コ リン ト人へ の 第

二の 手紙 に は こ う書か れ てい る。

「なぜ な ら
， わ た した ちは皆 ， キ リス トの

さば きの座 の前 に あ らわ れ，善 で あれ悪 であ

れ， 自分 の行 った こ とに応 じて， それ ぞれ 報

い を受 けね ば な らないか らであ る。」 （ＩＩコ リ

ン ト５ ：１０）

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 人間 が神 のみ 名 に よ

って事 を行 な うに は神 か ら権 威 をい ただか な

け れば な らな い とい う，新 しい神権 の概 念 を

世 に示 した。 彼は啓 示 を受 け て， そ の神権 の

役職 と義務 を執 事か ら大 祭 司に至 るまで すべ

て明確 に定 め た。 それ は教 義 と聖 約 第 １０７章

に詳 し く記 され て お り， １４４年 後の現 在 もそ

れ に基 づ いて教 会諸 事 の組織 ，運 営 が行 な わ

れて い る。

な お， この教 会 が昔 イエ ス ・キ リス ト御 自

身の立 て た も うた教 会 と同一 の 組織 と， 役職

を持つ イエ ス ・キ・リス トの教 会 で あ るこ と も

示 されて い る。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは 啓示 を受 け， 人 の体 は

霊 の 幕屋 で あ る とい う新 しい概 念 を教 えた 。

人の体 は 汚 して はな らな い神 聖 な もの であ る。

故 意 の 冒漬 は神へ の敵 対行為 であ り， した が

っ て体 を大切 に扱 うこ とは霊的 な意 義 を持 つ。

私 た ちが 体 を霊 のふ さわ しい住 まいにす る手

だ て と して， 心 身に大 きな祝福 を もた らす知

恵 の言葉 とい う啓示が ジ ョセ ブ ・ス ミスに 与

え られ た。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 死者 の救 いに

つ いて も教 え たが， この教 えは新約 聖書 の 中



で教 え られ てい なが ら， 使徒 の 時代 以来理 解

も実行 も されて い なか った 。 また この教義 に

伴 って， 家族 の 永遠性 と今 も永世 に も有効 な

日の光 栄 の結 婚 の原 則が 教 え られ た。

神 とイエ ス ・キ リス トが現 に生 きてお られ

る こ と， キ リス トは聖 書 や近 代 の聖典 に描 か

れて い る通 り真実 実 在 の御方 であ り， 十 字架

上 の 死 と復活 の 前 に も後 に も民 の間 で教 え，

幼 児や 病 人 を祝福 され た こ と，村 か ら町へ 旅

しなが ら民 のた め に心 を砕 いて お られ た こ と，

これ らの こ とを知 れ ば， 満 た され た気持 ち と

安 堵 感が 晴れ 晴 れ と胸 に広 が る。 キ リス トは

作 り話 の主 人公 で あ る とカ・， 大哲 学 者 であ る

とか 言 って， 文字 通 り神 の御 子 で ある こ とを

否定 す る 人が い るのは一 体 なぜ で あ ろ うか 。

キ リス トを信 じる信仰 は私 たちの救 いに不

可欠 で あ り， この世 に おけ る キ リス トの使 命

は私 た ちに何 をなすべ きか を教 えて下 さ るこ

とであった。主 は繰 り返 し， 「悔 い改 めてバ プ

テ スマ を受 け よ」 と言 われ た。 しか も自 らバ

プ テスマ の ヨハ ネか ら水 に 沈め られ るバ プ テ

スマ を受 け て模 範 を示 され た。 そ の時， 主 は

この よ うに 言ってお られる。 「今 は受 け させ て

もらい たい 。 この よ うに，す べ ての正 しい こ

とを成就 す るの は， われ わ れに ふ さわ しい こ

とであ る。」 （マ タイ ３ ：１５）

そ して，主 が 弟子 た ちに与 え られ た最 後の

教 えは この 言葉 で あ った。

「そ れゆ えに
， あな たが たは行 って，す べ

て の国 民 を弟 子 と して， 父 と子 と聖霊 との名

に よ って， 彼 らにバ プ テ スマ を施 し，

あな たが たに 命 じて おい た いっ さいの こ と

を守 るよ う教 え よ。 見 よ， わ た しは世 の 終 り

まで， い つ もあ なたが た と共 に い る の で あ

る。」 （マ タイ２８：１９－ ２０）

救 い の儀 式 はすべ て， 神 に召 され， しか も

福音 を説 き， その儀 式 を執行 す る権 威 を持 っ

た者 か ら任 命 され た 人のみ が執行 で きる こ と

を， 主 は明 らか に され た。 また， 旧新約 聖書

の予 言者 たちが 予 言 して いる よ うに，背教 と

回復 の あ る こ とも語 ってお られ る。 黙示 者 ヨ

ハ ネ は次 の よ うな重 要 な言葉 を残 して い る。

「わ た しは
， もうひ と りの御使 が 中空 を飛

ぶ の を見 た。 彼は地 に住 む者 ，す な わち， あ

らゆ る国 民，部 族， 国語 ，民 族 に宣べ伝 える

ため に， 永遠 の福音 をたず さえ て きて，

大声 で 言 った， 『神 をおそれ，神 に栄光 を帰

せ よ。神 の さば きの時 が きたか らで ある。天

と地 と海 と水 の源 とを造 られたか た を， 伏 し

拝 め』。」 （黙示 １４：６－ ７）

今 朝 ，私 の 話 を聴 くす べ ての方 々に証 申 し

上 げ た い。 この御使 いは確か に訪 れ た。 そ し

て， 永遠 の福音 は 回復 され， イエ ス ・キ リス

トの教 会 は儀 式 を執 行す る権 威 と共に地 上 に

再建 され たの であ る。

神 のみ 名に よって事 を な し，福音 の諸儀 式

を執行 す るために 人に委 任 され る神 の 力，す

なわ ち神権 は， 古代 の使徒 ペ テ ロ， ヤ コブ，

ヨハ ネか らジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リヴァ ・カ

ウ ドリに 授け られ た。 天は， ペ テ ロや ヤ コブ，

ヨハ ネ， パ ウ ロな ど，昔 の使徒 の時代 と同様

に今 も開 かれ て いる。

神 は今 なお義 人 の祈 りに 答え，予 言者 を通

じて イエ ス ・キ リス トの教会 に み こころ を啓

示 して下 さ って いる。 ア ダムや， ノア， ア ブ

ラハ ム， モー セが それ ぞれ の神権 時代 の予言

者 と して神 に選 ば れ た ように， この末 の時代

に ジ ョセ ブ ・ス ミスが選 ば れ，神 の予 言者，

聖 見 者， 啓示 を受 け る者 と して神 に召 され た

ので あ る。 この教 会は， あ らゆ る国民， あ ら

ゆ る血族 ， あ らゆ る国 語の 民， あ らゆる 人々

に福音 を宣べ伝 え よ とい う神 の 命令 を遂行 し

て いる。

現在 ，２８，０００人 を越 え る宣 教 師が， キ・リス

トが 在世 中 に教 え られ た と同 じ簡潔 な真理，

す なわ ち第一 に大切 な次の戒 め を教 えて い る。

「心 をつ くし
，精 神 をつ くし，力 をつ くし，思

い をつ くして，主 な るあ なたの神 を愛せ よ。」

（ル カ１０：２７）

私 た ちは， 福音 の 第一原 則 と儀 式 とは 「第

１． 主 イエ ス ・キ リス トを信 ず る信仰 ， 第 ２．

悔 改 め， 第 ３． 罪の赦 しを受 くる ため に水 に
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沈め らるるバ プテ スマ， 第 ４． 聖 霊 の賜 を授

か るための按 手礼 」 （信仰 箇 条第 ４条 ）であ る

と教 えられてい る。

私 た ちは， 神 か現 在 も地上 の 人間 に語 られ

るこ と， この教 会か神 の予言 者 スペ ンサ ー ・

Ｗ ・キ・ンボー ル とい う主 の代 弁者 に よって導

か れて いる こ とを信 じてい る。福 音 の教 えは

麗 しい。 それ は平 和 と善 意 の教 え，世 に平和

を もた らす唯一 の もの であ り，受 け 入 れ るす

べ て の 人に救 い と昇栄 を与 え る もの で あ る。

この証 か，真 理 を求 め るすべ ての 方 々に届

くこ とを祈 りなか ら， イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ りお話 申 し上 け る。 アー メン。

十 二 使 徒 評 議 員会 会 員 マ ー ク ・Ｅ ・ピー タ ー セ ン長 老 （左 ）とハ ワ ー ド・Ｗ ・ハ ン タ ー 長 老
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モルモ ニスム

モ ルモ ニズ ム と呼 ばれ るもの は， ま さ’にこの 世 を天 国 に， 人 を神 にす る律法

と真理 の制 度で あ る

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

私 は ・ た だ い ま Ｎ ’エ ル ドン ’タ ナ ー 畠【」管
長 が熱 意 を込 め て雄弁 に証 された事 柄 の，

２番 目の証 人 としてお 話 した い。私 た ちに は

広 く世 の 人々 に 申 し上 げ たい言 葉が あ る。特

にイ可か新 しい教 え を聞 きたい， 別の 見方 を知

りた い，宗 教 界最大 の不 思議 モ ルモニ ズム

の奥義 を解 明 した い と関心 をお持 ちの方 々 に

お 話 した い と思 う。

私 たちは 特 異な民 で あ る。他 の 人々 と異 な

るユニ ー クな信徒 であ る。私 た ちは， 各 国 に

集 合 して シオ ン を築 き， 人の子 の再臨 に 民 を

備 え させ る至 高 者の 聖徒 で あ る。

私 たちは モル モ ン教徒 と呼 ば れて い る。 多

くの 人々は私 たち を風変 わ りな宗 派 とみ な し，

ひ と時代 前 にはや った 「妄想 ，偽 予言 者， 一

夫 多妻」，ある いは現 在一 部 の人 が言 うような

「人種 差 別主 義者
，女 性 の敵，亭主 関 白」， あ

るいは 「ア ダム崇 拝， キ リス トと主の 恵み を

否定 す る民」 とい う間違 っ た呼 び方 を してい

る。 ち ょっ とした誤解 の 言葉 が， 本来 な らば

私 たちが ど うい う者 で， どうい うこ とを信 じ

て いるか を正 し く知 るは ずの 人々 の問 に， 偏

見 の種 を播 い てい る。

心 の 狭い人間 のこの ような非 難 の声や ，この

教会 の 急速 な発 展 と感化 力 の増 大 をねた んで

の利 己 的 な主 張，承 服 しがたい社会 的，政治 的

意見 は， この業 その ものが真 実 であ り，神 の

み業 で あ るこ との今 ひ とつの証 拠 で ある と思

われ る。 悪魔 は死 ん で はい ない。 かつ て 「十

字 架 につ け よ， 彼 を十字架 につけ よ」 と叫 ん

だ よ うに， 今 この時代 に， キ リス トの 民に対

して再 び叫 び声 を発 して い るの であ る。

この啓蒙 と対話 の 時代 に，私 たちが何 者 で

あ り， 何 を信 じ， ど うして この教会 の業 がか

くも 目覚 ま し く進 展 して い るのか を語 る こと

は，決 して大 それ た要 求 では な い と思 う。

私 た ちは特 異 な民 と呼 ばれ る こ とを光栄 に

感 じて いる。他 の 人 々 と違 ってい る とい うこ

とは， 私 た ちの願 う ところで あ る。 なぜ な ら

ば ，私 た ちは すで に世 を捨 て てお り，神 に従

って生 活 し，真 理 と徳 の道 を歩 む と誓約 して

い るか らであ る。

ペ テ ロは当 時の まこ との信 者 た ちにつ いて，

次 の よ うに明 言 した。 「あ なたがたは，選 ばれ

た種 族， 王 国 の神権 者， 聖 な る国民， 特 異な

民 で あ る。 それ に よ って， 暗や みか ら驚 くべ

きみ光 に招 き入れ て下 さったか たの みわ ざ を，

あ なた がた が語 り伝 えるため で あ る。」 （欽 定

訳 １ペ テ ロ２：９よ り和訳 ）その 同 じ言葉が 私

た ちにつ いて言 われ るこ とは，私 た ちの望 む

とこ ろであ る。

そ こで私 た ちは， 隣 人で あ るキ リス ト教徒

で あ る と，非 キ リス ト教 徒， ユ ダヤ 人， 異 邦

人 であ る とを問 わず， すべ ての方 々 の見解 と

関心 を十 分 に考 慮 しなが ら，私 たち の信 じて

い る こ と，真 実 で ある と知 って い るこ とを幾

つ か御 紹 介 した い。
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私 た ちの生 き方 ，胸 に満 ち る安堵 感 と喜 び，

来世 に託 す栄光 と栄誉 の望 み ， これ らすべ て

は当教 会の教 義， 当教 会 の神 学， 私 た ちに啓

示 され た真理 か ら生 じた もので あ る。私 た ち

が よ り良 い生 き方 をすれ ば， 誠実 な人 々は必

ずや， 私 たちの信 じて い る もの と， それ が 人

をどの よ うに変 え， どの よ うに高め るか を知

りたい と思 うであ ろ う。

私 た ちは厳粛 に 申 し上 げ た い。

天 には神 がお られ る。栄光 に満 ちた御 方，

聖 な る人， 全知 全能 で， 無 限 に して永遠 な る

御方 がお い でにな る。

神 は至 高 者 で あ り，永 遠 な る絶 対 者 創 造

主，数 限 りない世 界 に人 を住 まわせ て お られ

る御 方 であ る。神 は私 た ちの 天の御 父で あ り，

家族 と して暮 ら して お られ る。

私 たちは神 の霊 の子 供 で あ る。私 た ちは皆

地 の基 が据 え られ る以 前 は神 のみ 前 に住 み，

神 のみ顔 を拝 し， み声 を聞 き， み ここ ろ を感

じて いた。

神 は， 子供 たちが 進歩 成長 して御 自身 の よ

うに な るこ とが で き るよ うに，数 々 の律 法 を

制 定 され た。 これ らの律 法が 救 いの 計画 で あ

り，真 の福 音 であ る。

その栄 えあ る福 音 で は， 人が 肉体 を得 て，

信仰 に よ り歩み なが ら試 し を受 け る場 として，

この地球 の創造 が必 要 とされ た。 また， 肉体

の死 と霊 の死 を世 に もた ら し， 全 人類 に及 ぼ

す ため， ア ダムの堕 落 が必要 とされ た。 さ ら

に，限 りな い永遠 の貝費罪， す なわ ち 肉にお け

る神 の独 り子 が 人 を堕 ち た状態 か ら引 き上 げ

る贈 罪が 必要 とされ た。

御父 の長 子， 主 イエ ス ・キ リス トが この 尊

い務め のため に選 ばれ た の であ る。 そ して主

は，時 の絶頂 にマ リヤ か ら生 まれ ，世 の 人々

の罪の ため に十字 架上 で死 なれ た。

こ うして今 救 いは キ リス トの うちに ある。

主の愛 と恵 み と， また主 が貝費いの 犠牲 とな ら

れ たこ とで， 救 いが与 え られ るよ うに なっ た

の であ る。主 は 「人に不 死不 滅 と永遠 の生 命

とを もた らす 」 （モー セ１：３９）ため に来 られ

７６

た ので あ る。

主 は私 たち の救 い主， 瞭 い主 で あ る。 そ の

使 命は 仲裁 と和 解 であ り，主 は貝費いの大 い な

る永遠 の計 画 を実現 され たの であ る。 キ リス

トの ゆ えに私 た ちは罪 な し とされ， 清め られ，

永遠 の救 い を得 られ る。 イエ ス ・キ リス トは

私 た ちの神 であ り， 私 た ちは キ リス トの民 で

あ る。 そ して 私 たち は主 の聖 な るみ名 を永遠

に讃め 歌 うの で あ る。

私 た ちが主 の瞭 い を有効 と し， 自らキ リス

トの血 に よる聖め を受 け るに は， キ リヌ、トを

信 じ， 御 父 を信 じて， 自分 の 罪 を悔 い改め ，

次 に生 涯 御 父 と御 子 を愛 し，仕 え る旨 をバ プ

テ スマ の水 に入 って 誓約 し， その 後聖霊 の賜

を受 け なけ れば な らな い。

そ うす れ ば，私 たち はそ の聖 な る訓 戒者 に

導か れ て，光 の 中 を歩み ，戒 め を守 り，世 に

打 ち勝つ こ とが で き るに ちが い ない 。 これが ，

あ らゆ る時代 の人 々に 及ぶ救 い の計画 であ る。

堕 ち た人間 が主 の前 に恐 れ おの の いて 自分 の

救 いの達 成 に努 め る こ とが で き るよ うに， 様

様 な時代 に啓示 され た救 いの計 画 であ る （ピ

リピ２：１２参照 ）。

そ して今 ， 聞 きた まえ，諸 天 よ， 聞 きた ま

え，地 よ。大 い なる神， 人類 の御 父，す べ て

の子供 た ち を愛 してお られ ，悔 い改 め と救 い

の道 を歩 む よ うに告 げた もう天 上 の大 い な る

神 は， かつ て約 束 され た万 物 の回復 に す でに

着 手 して お られ る。’

主 は語 ってお られ る。神 の み声 は再 び発せ

られ て い る。 主 は姿 を現 わ され る。死 すべ き

人間 が もう一 度造 り主 の み顔 を仰 ぐ。 主 は命

じて お られ る。真 理 の言葉 ，御 子 の福 音 は新

たに 出 で行 くの であ る。

先 の神 権時 代 に御 父が キ リス トに託 して御

自身 を世 に示 され た ように， 今 の時代 に御 子

は神 の声 とな り証 人 とな り， 啓示 者 とな って

お られ る。

御 父 は １８２０年 の春 に， 「こは わが愛 子 な り，

彼 に聞 け」 と仰せ られ た。 この瞬 間か ら， 神

の み声 が聖徒 たち の受 け入 れ るま ま， 規 則 に



規 則 を加 え，戒 め に戒 め を加 えて下 されて い

る。

モ ル モ ン経 は， 神 の賜 と力 に よ り啓示 され，

翻 訳 され， 世 に 出版 され て いる。聖 書 の真理

が 再確 認 され， 新 しい啓示 が下 され，地 の 基

が 据 え られて 以来 ほ とん ど知 らされず に いた

数 々 の事柄 が 明 らか に されて い る。

天使 も訪 れ て， この世 の人 間に鍵 と力 と神

権ｉを授 け た。

バ プテ スマ の ヨハ ネは ア ロン神権 を， その

鍵 と力のす べ て と共 に授 けた 。ペ テ ロ， ヨハ

ネ，ヤ コブが メル ケゼ デ ク神権 と， 聖 な る使

徒職 ， 王 国の鍵 ， すべ て の造 られ た ものに福

音 を宣 べ伝 える神聖 な権 限 を世 に再 び もた ら

した。

モー セが 来 て， イス ラエ ル の ２度 目の集合

を命 じた。 エ ラ イ ジャは， 天 にお いて も地 に

お い て も結 ぶ こ とが で き， また解 くこ ともで

き る結 び 固め の力 を授 け た。

こ うして，福 音 が完 全 に回復 され， そ して

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 が完 全 に整 え

られ， 地上 に神 の 王国 が確 立 され， 月の よ う

に美 し く， 太 陽の よ うに輝 き，旗 を立 てた軍

勢 の よ うに （雅 歌 ６ ：１０参 照 ）進み 始め た の

であ る。

この聖 な る福 音 は， 生け る者 と死せ る者 の

救 い のため に あ る。生 者 と共 に死者 もか の永

遠 の世 界 で信 じ，従 う時に， 救 いの 継承 者 と

な る。 その ため 私 た ちには， その 目的 で建 て

られ た聖 な る神 殿 で彼 らの ため に救 いの儀 式

を執 行 す る特 権 が与 え られ て いるの で ある。

福音 の力 に よ り， 私 た ちはか つて モー セが

行 な った よ うに，今 イス ラエル を集 めて い る。

何 十万年 もの改宗 者 が， 聖徒 と共に約 束 の地

に 入 るため， 世 間 とい うエ ジプ トにす べ て を

捨 てて集 合 してい るの であ る。

この末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会で， 私

た ちは昔 の 人々 が享 受 した と同 じ賜 を与 えて

下 さ る奇 跡 の神 を礼 拝 して い る。誇 るの では

な いが， 忠実 な民の 中 で， 目に 見 えな い人々

の 目が見 える よ うに な り， 耳 の 聞 こえな い 人

人の 耳が 聞 こ える よ うにな り， 足の不具 な人

が歩 き， 死者 が生 き返 って い る。

私 た ちに は， イエ ス の時代 に この地上 の王

国 を治め た 同 じ組 織 が あ る。 使徒 と予 言者が，

昔 の よ うに現 在 も語 り， 導 き と教 えを施 して

い る。

私 た ちの 間で は，女 性 と家 族が 他の いか な

る組 織 におけ るよ りも重 ん じられ て いる。教

会 では母 親や 妻， 娘 た ちは大 きな敬 意 を受 け，

責 任 あ る働 きを し，生 来 の才 能 を世 の いか な

る女性 に もま さって豊 か に伸 ば して いる。

この福 音 の 目的は， 実 に， 主 にあ って ひ と

つ に 結ば れ た男女 に 永遠 の家 族 を得 させ るこ

とで あ る。 日の光 栄 の結婚 は， この世 で知 る

こ との で きる最大 の喜 び と幸 福 を得， 来 るべ

き世 で は永遠 の生 命 を受 け るため に私 た ちを

備 える もの であ る。

多 くの人 々がす で に語 ってい る こ とであ る

が ， も う一 度 申 し上 げ たい。 モ ルモニ ズム と

呼 ば れ る もの は， まさ に この世 を天国 に， 人

を神 にす る律 法 と真理 の制 度 で あ る。

で は， モル モ ニ ズムの奥 義 とは， 不思議 と

は何 で あろ うか。 この栄 え ある福音 ， この生

命 と救 いの完 全 な計画 ，奥 義 の 中の奥義 ， こ

のモ ル モニ ズム は， 天の 永遠 の真理 で あ る。

そ れは純 粋 な ダ イヤ モ ン ドに も似 た真 理 で

あ る。子供 たち に語 る神 のみ 声 であ る。啓示

であ り， み使 い であ り，示 現 で あ り， みた ま

の 賜 で ある。悔 い る魂 に証 を述 べ る聖霊 で あ

る。 そ して それ は，神 とキ リス トのお られ る

所 に行 き， 天 で共 に 永遠 に住 ま うため， 従順

な人 々 を清 め， 聖 別す るあの聖 霊 で ある。

世 人の心 に は不 思議 と も移 ろ うが ， しか し

それ は，み た まに よ り生 まれ て神 の王 国 を見

るこ との で きる者 に は，平 易， 簡潔 ， 明瞭 で

あ る。

最 後 に予 言 の声 を聞 こ う。

私 た ちは予 言す る。 皆 さんが聴 いてお られ

るの は私 の 声 であ るが， これ は全教 会幹部 の

一致 した声 で あ る
。私 た ちは， この大 いな る

末 日の業 が や がて勝 利 を収 め る こ と， また大

７７



いな る神 が民 の行 く手 を導 きた もう とい うこ

とを予 言す る。現 在地 上 に建 て られ て いる神

の王国 は，天 の王 国 の来 るまで， す な わち主

イエ ス ・キ リス トが栄 光 の 中に末 日聖 徒 の 間

で世 を治め る ため天 の雲 に 包 まれて再 び下 り

た も う時 まで，世 に広 ま るで あろ う。

私 た ち は心 あ るす べ ての方 々 に，神 の愛 に

あずか り， この世 では平 和 を， 来 るべ き世 で

は永遠 の生 命 を受 け継 ぐよ うに とお勧め す る

次 第 であ る。

主 イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ り， 申 し上

げ る。ア ー メ ン。

十二使 徒評議員会会 員デ ビッ ド ・Ｂ ・ヘ イ ト長 老
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天父への祈 り

悔い改めと告白，真心からの祈りによって自分の罪や弱点を取

り去る必要がある

七十 人 第 一 定 員 会会 員

バ ー ナ ー ド ・Ｐ ・ブ ロ ッ ク バ ン ク

人 間が創 り出した宗教や教義では・神の子
に救 い を もた らす こ とはで きな い。主 は

聖書 の 中で ，神 の道 は 人や この地上 で もた ら

され る もの で はな い と告 げてお られる。 「わ が

思 いは， あな たが たの 思 い とは異 な り， わ が

道 は， あ なたが た の道 とは異 な ってい る と主

は 言 われ る。

天が地 よ りも高 い よ うに， わが道 は， あ な

た が たの道 よ りも高 く， わが思 い は， あ なた

が たの 思 い よ りも高 い。」 （イザ ヤ５５：８－ ９）

神 の思 い，神 の道 は ， 人が この世 で受 け る

こ との で き る最 高 の機 会 と祝福 を与 える。

主 は次の よ うに 言 って， 人に 人生 最大 の 目

標 の ひ とつ を示 された 。 「永遠 の命 とは，唯一

の ， ま こ との神 で い ます あ なた と， また， あ

なたが つか わ され た イエ ス ・キ リス トとを知

る こ とで あ ります 。」 （ヨハ ネ１７：３）

また，次 の よ うに も命 じて お られ る。 これ

はキ リス ト教徒 な ら， だ れ もが知 ってい る戒

め で あ る。 「心 をつ くし，精神 をつ くし，思 い

をつ くして， 主 な るあ なた の 神 を愛せ よ。」

（マ タ イ２２：３７）神 を知 り，神 を愛す るこ と

は神 聖 な祝福 で あ る。 そ して，神 とイエ ヌ、・

キ リス トを知 るひ とつ の方 法が， 真心 か らの

祈 りで あ る。

主 は命 じてお られ る。「絶 えず祈 れ。さらば，

われ 汝 にわが 『みた ま』 を注が ん。 さ らば 汝

の恩 恵 は大 いな るべ し。す な わち その恩 恵は，

も し汝 この世 の 宝 と朽 つ る もの まで得 た りと

す ともそれ よ り大 い な らん。」 （教 義 と聖約 １９

：３８）

聖 書 には こう記 されている。 「絶 えず祈 りな

さい。

す べ ての事 につ いて，感 謝 しな さい。 これ

が， キ リス ト ・イエ スに あ って，神 があ なた

が たに求 め てお られ る こ とで あ る。」 （１テサ

ロニ ケ ５ ＝１７ １８）

神 に祈 るこ とに よって， 私 た ちは この世 の

邪 悪 とサ タンの悪 影響 に打 ち勝 つ力 を得 るこ

とが で きる。主 は 言 わ れ た。 「勝 利 者 た らん

こ とを常 に祈 るべ し。誠 にサ タ ンに 打 ち勝 つ

様 に祈 れ， また現 にサ タンの仕事 に力 を与 う

るサ タンの僕 らの手 よ り免 れ ん こ とを祈 るべ

し。」 （教 義 と聖約 １０：５）

神 へ の祈 りは神 聖 な祝福 で あ る。 救 い主 は，

私 た ちが よ く知 っ てい る 「主 の祈 り」の 中で，

祈 りの 方法 につ い て も教 え られた。 主 は こう

祈 られ た。 「天 に い ます われ らの父 よ，御 名が

あが め られ ます よ うに。

御 国 が き ます よ うに。 み ここ ろが 天 に行 わ

れ る とお り，地 に も行 われ ます よ うに。

わ た した ちの 日ご との食物 を， きょ うもお

与 え くだ さい。

わ た した ちに負債 の あ る者 をゆ るしま した

よ うに， わ た した ちの 負債 を もお ゆ る し くだ

さい。

わ た した ち を試 みに 会わせ な いで，悪 しき
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者 か らお救 い くだ さい。 王 国 と力 と栄 光 は，

永遠 にあ なたの もの だか らです。 」ア ー メ ン。

（欽定 訳マ タイ ６ ：９－ １３よ り和訳 ）

私 た ちは敬 いの気 持 ち を もって天 父 に祈 ら

な ければ な らない 。み 国が 来 る よ うに祈 るこ

とに よ り， 地上 に神 の王 国 を建 て るため に 全

力 を尽 くす こ とを決心 す るの であ る。神 の み

こ ころが 天 に行 なわれ る と同 じよ うに地 に も

行 な われ ます よ うに と祈 りな が ら， 神 のみ こ

こ ろを行 な お う と決心 して努 力す るの で あ る。

私 たちは 「日ご との食物 」 を神 に感 謝 して ，

生活 の糧 を得 られ る よ う助 け を願 うべ きで あ

る。御 父 に 自分 の罪や 弱 点の 赦 しを願 い， 悔

い改 め，清 い方 法 に よって神 聖 な心 身 を鍛 練

す る ことを決心 し， 実行 す るの で あ る。

私 た ちは，世 の試 み に打 ち勝 ち， 悪か ら救

わ れ るよ う御 父に祈 らなければな らない。 「王

国 と力 と栄 光 は， 永遠 に あな たの もの だか ら

です」 と心 か ら祈 る時 ，私 た ちは 自分 の なす

べ きこ とを しよ うと決 心す るので あ る。神 の

王 国，神 の 力，神 の栄 光 は， 人が 大切 にす べ

き最 も重 要 な祝福 であ り， 目標 であ る。

祈 る ことが 大切 なのは， 予 言者 ニー フ ァ イ

が次 の よ うに教 え てい る通 りであ る。 「自分 た

ちの働 きが 自分 の 身 も霊 も救 わ れ るよ うに天

の御 父が その働 きを祝 福 した も うよ う， キ リ

ス トの御名 に よ って まず 天 の御 父に祈 らな い

では主の御 前 に どの よ うな働 き も して はな ら

ない……」 （ＩＩニー フ ァイ３２：９）

意義 ある祈 りを捧 げ る ため には， 可能 な限

り神 の属性 につ い て知 る必要 が あ る。す で に

述 べた よ うに， 私 た ちは神 を知 るよ うに命 じ

られて い る。祈 りは救 い に導 き，無 知 は その

目標か ら私 たち を遠 ざけ る。

イエ ス ・キ リス トは， 人が悔 い改め， 告 白

し， 罪を捨 て るな らばすべ て を赦す と約束 し

て お られ る。 イエ スは悔 い改 め る人々 に次 の

よ うな慰め の言葉 を与 えてお られ る。 「見 よ，

お よそす でに その罪 を悔 い改 め た る者 は赦 さ

れ，主 な るわれ もはや これ を忘 るべ し。

人罪 を悔 い改 め しや 否や は ， 見 よ， 彼 は 自
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ら これ を告 白 しその罪 を捨つ べ けれ ば， そ の

悔 い改 め た るこ とは これに よ りて知 るを得べ

し。」 （教義 と聖約５８：４２－４３）

私 た ちは この 言葉 を しっか りと心 に留 め ，

絶 え ざる祈 りと従 順 と悔 い改め に よ り心 と体

を神 に倣 って清 め，高 め てゆか なけれ ば な ら

な い。祈 りは告 白の重 要 な一部 であ り， 人に

対す る と同 じよ うに， 神 に対 して も告 白 しな

け れば な らな い。

救 い主 は，真 心か ら祈 る人は次 の よ うな答

え と祝福 を受 け る と約束 してお られ る。 「求め

よ， そ うす れ ば， 与 え られ るで あ ろ う。 捜せ ，

そ うす れ ば， 見 いだす で あろ う。門 をたた け，

そ うす れ ば， あけ て も らえ るであ ろ う。

すべ て求 め る者 は得 ，捜 す者 は見 い だ し，

門 をた た く者 は あけ て も らえるか らで あ る。」

（マ タイ ７ ：７－ ８）

私 た ちは生 活 し，働 き， 目を見 開 いて よ く

考 え， そ して常 に祈 り と悔 い改め と 目的 のあ

る生 活 を目指 して努 力 しなけ れば な らな い。

神 の予 言 者 は，絶 えず 次の よ うに祈 れ と勧

め て いる。 「さて私 の愛す る兄 弟 た ち よ。私

はあ なた た ちが まだ心 に考 え こんで い るの を

認 め， この よ うな こ とをあ なた た ちに戒 め な

けれ ばな らないの を まこ とに悲 し く思 う。 あ

なた た ちが も し祈 らね ば な らぬ こ とを教 える

『み た ま』 の 言葉 に聞 き従 うな らば ， あ なた

た ちは祈 らな くて は な らない こ とを覚 るで あ

ろ う。悪魔 は祈 れ と人に教 えず ，か えって祈

っ ては な らない と教 え る。

しか しごらん よ く言 ってお く。 あ なた た ち

は 力 を落 さず に いつ も祈 らな くて は な らない，

そ して 自分 た ちの働 きが 自分 の身 も霊 も救 わ

れ る よ うに 天の御 父が その働 きを祝 福 した も

うよ う， キ・リス トの御 名 に よって まず 天 の御

父 に祈 らない では主 の御 前 に どの よ うな働 き

も して は な らない と。」 （ＩＩニ ー フ ァイ３２：８

－ ９）

主の僕 であ る イ ノス， 彼 につ いて は今 回の

大 会 で も １，２度 引用 された が，そのイ ノス は

真 心か らの祈 りの 力につ い て語 って い る。主

要
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もこの こ とを強調 した い と思 わ れた こ とは確

か で あ る。「さて，私 は 自分 の 罪 を赦 され よう

として，一 心不 乱 に神 の御 前 に祈 っ たこ とに

つ い てあ な たた ちに話 を しよ う。

ごらん， 私 は獣 を狩 ろ うと して森 へ行 った

が ，私 の 父が 永遠 の生 命 と聖徒 の幸 福 につ い

て教 えた 言葉 を度 々聞 い たの が私 の心 に深 く

しみ こん だ。

そ こで私 は 自分 の心 が飢 え るの を覚 えて，

私 の造 り主 の御 前 に ひ ざまず き， 自分 の身 と

霊 の ため に一心 こめ て祈 りかつ 願 った 。私 は

本 当に 一 日中神 に祈 り， 夜 に な って もまだ私

の声 が天 に とど くほ ど大 きな声 で祈 った。

す る と一 つ の声 が聞 え て 『イ ノス よ， 汝 の

罪 はす で に許 されたれば汝 は祝福 を受 くべ し』

と仰 せ に な った。

私 イノスは神 が必 ず うそを仰せに ならないこ

と を知 っ てい たか ら，私 の 罪 はす でに これ で

取 り消 され たの で あ る。」 （イ ノス ２－ ６）

私 たち は全貝 ， イ ノスの よ うに常 に悔 い改

め と告 白，真 心 か らの祈 りに よっ て 自分 の 罪

と弱点 を取 り去 る必要 が ある。 主 は次 の よ う

に も約 束 してお られ る。「見 よ，お よそす でに

そ の罪 を悔 い改 め た る者 は赦 され， 主 な るわ

れ もはや これ を忘 るべ し。

人罪 を悔 い改 め しや 否や は， 見 よ， 彼 は 自

らこれ を告 白 しそ の罪 を捨つ べ けれ ば， その

悔 い改 め た るこ とは これに よ りて知 る を得 べ

し。」 （教 義 と聖 約５８：４２－４３）

悔 い改め は心 身 を清め ， よ り高 い完成 と神

の属 性 に近づ く余地 を与 えて くれ る。

ベ ンジ ャ ミン王 は祈 り と悔 い改 め につ い て

民 に語 っ た時，神 か ら答 えを受 け るこ とにつ

い て貴重 な助 言 を与 えた。 「神 を信ぜ よ，神 が

ま します こ と と，神 が天 地 の間 の万 物 を造 り

た もうた こ と と，天 で も地 で も全 知 全能 で あ

るこ と とを信 ぜ よ。 また， 人間 は主 の悟 りた

も うこ とをこ とご と くは悟 れ ない こ とを信ぜ

よ。

重 ね て言 う。 お前 た ちは その 罪 を悔 い改め

そ の罪 を捨 てて神 の前 にへ り くだ らな くて は

な らな い こ とを信 じ， 神が お前 た ち を赦 した

も うよ うに真 心か ら祈 れ。 も しもこれ らをみ

な信 ず るな らば謹 ん で実行せ よ。

私 はす で に言 った けれ ど も， 今一度 これ を

お前 た ちに 言お う。 お前 た ちが もし も神の栄

光 を知 り， あ るいは神 の 恵み を知 り， 神 の愛

を味 わ い， 自分 の心 を これ ほ ど までに喜ばせ

る 罪の赦 しを受 け て い るな らば， 私 はお前 た

ちが 常 々神 の偉大 な こ と と， … … 自分 に神 が

恵み 深 く辛抱 強 くま します こ ととを忘 れず に

思 い起 して低 くへ りくだ り， 毎 日毎 日主 の御

名 に よって祈 り， 天使 の 口か ら示 された将 来

の こ とを確 く信 じて変 わ らな いこ とを望 む 。

も し もお前 た ちの行 いが この よ うであ るな

らば， お 前 た ちはいつ も喜 び，神 の愛 に浴 し，

いつ も罪の赦 しを保 ち，お 前た ち を造 りた も

うたお方 の栄光 ， またはすべ て正 し く真実 で

あ る こ とをい よい よ深 く知 る よ うに な る。」

（モーサ ヤ ４ ：９－ １２）

この聖 句 は， 個 人の祈 りが必要 な こ とと，

その祈 りの力 につ いて数 々 の約束 を示 して い

る。イエ スは 人々 に こ う命 じられ た。 「汝 らは

悪 魔 に誘 い ま どわ され て その と りこ とな らぬ

よ う， たえず 目を覚 して祈 らざるべ か らず 。

わ れが 汝 らの 中に在 りて祈 りし如 く， 汝 ら

もまた悔 い改 めて わが 名に よ りてバ プテ スマ

を受 け た るわが民， す なわ ちわ が教 会 の会 員

の 中に在 りて祈 れ 。見 よ， われ は光 な り。 わ

れは 汝 らの ために す でに模 範 を示 しぬ 。」 （ＩＩＩ

ニー フ ァイ１８：１５－ １６）

「われ
， ま こ とに まこ とに汝 らに告 ぐ， 汝

らは誘 惑 に 負け ざる よ う， た えず 目を覚 して

祈 ら ざるべ か らず 。 そはサ タンが 汝 ら を支 配

して 麦の ご と くに ふ るわん と欲す れば な り。

されば 汝 らはわ が名 に よ りて たえず御 父に

祈 ら ざるべ か らず 。

而 して， 汝 らが 必ず受 くと信 じて， わが 名

に よ りて御 父 に乞 い求 む る もの は， その正 当

な る もの な る限 り， すべ て 汝 らに与 え らる。」

（ＩＩＩニー フ ァ イ１８：１８－ ２０）

イエ ス ・キ リス トは， 家族 の祈 りを行 な う
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よ うに と勧めてお られ る。 「汝 らの 妻子 が祝 福

を受 くる よ う， た えずわ が名 に よ りて家族 の

祈 りを御 父 にｉ捧げ よ。」 （ｍニーフ ァイ１８：２１）

い くら祈 って も祈 りす ぎ とい うこ とは な い。

祈 りす ぎは私 たち の弱点 か ら来 る もの では な

い のであ る。

両 親は， 子供 に祈 りの価値 と重要性 につ い

て教 え， また祈 り方 を も教 える神聖 な責 任 が

ある。 多 くの家 庭 で， この 最 も大切 な祈 りが

ないが しろ に され つつ あ る。祈 りは神聖 な も

の で ある。イエスは， 「神聖 な る もの を軽 んず

る こ となか れ」 （教 義 と聖 約 ６ ：１２）と言 われ

た。

祈 りに よって得 られ る も うひ とつ の祝福 は ，

心 と霊 と肉体 に神 の 愛 を感 じるこ とで あ る。

聖典 に次 の よ うに約 束 されている。 「それであ

るか ら，私 の愛 す る兄弟 らよ， あ なた た ちは，

神 が御 子 イエ ス ・キ リス トに真 に従 う者 た ち

に一 人の こ らず与 えた もうた この愛 で 自分 た

ちの胸 を満 す ため にあ りたけの心 をつ くして

御 父 に祈 れ。 これ は また， あな た たちが神 の

子 ら とな るため であ る。神 の現 われ た もう時

には神 をその あ りの ま まの 姿 で見 るに ちが い

な いか ら， その 時に は神 に似 た者 にな る こ と

が で きるため で あ り， また私 た ち も神 の よ う

に清 め られ る と言 う望 み を持 たんが ため で あ

る。」 （モ ロナ イ ７ ：４８）

私 た ち は生 け る神， 生 け る天 父 の息子 ， 娘

と して謙 遜 な祈 りを捧 げ， 神 の近 くに と どま

るよ うに努 め なけ れば な らない。 また清 い生

活 を送 るこ とに よって神 に近 くあ り， この入

生 で経 験す る神 聖 な機会 や祝福 の中 で心 に平

安 を見い だせ る よ うに な らなけ れば な らな い。

皆 さんが その よ うな生 活が 送れ る よ う， イエ

ス ・キ リス トのみ 名に よ り祈 る もの で あ る。

アー メ ン。

十 二使 徒 評 議 員 会 会 員 マ ー ク ・Ｅ ・ピー タ ー セ ン長 老 （左 ） と ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キー 長 老
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変革 によってもたらされる進歩

主は御自分の教会の発展が阻害さ’れ，停滞することを望んではおられない。予

言者たちを通して与えられる，絶えざる啓示が主の王国の発展には必要である

十 二 使 徒 評 議員 会 会 員

マ ー ビ ン ・Ｊ ・ア シ ュ トン

立 派 な植 木が根 を張 る こ とが で きな くな １）・
枯 れ始 め た。若 い友 人が そ れ を見て， も

っ と大 きな植 木鉢 に植 え替 え るこ とに した。

彼 は小 さい鉢 か ら植 木 をそ っ と抜 き， 根や 土

をな るべ くその ま まに して大 きな鉢 に移 し替

えた。 園芸 を始め て 間 もな い彼 は， しば ら く

その 苗 を注意 深 く観察 した。 しか し案 に 反 し

て植 木は 一 向に生 気が よみ が え って こな いの

で あ る。 そ こで彼 は専 門の 庭 師に相 談 して手

を借 りるこ とに した，庭 師 は手 で鉢 を とる と，

す ぐに ひっ くり返 し，植 木 を引 き抜 い て土 を

落 と し， はび こ り過 ぎて い る根 をあ っさ りと

切 り落 と して しまっ た。 それか ら再 び鉢 に 戻

して， 周 囲に土 を手 際 よ く詰め 込 んだ。 す る

と間 もな く， その植 木 は生 気 を取 り戻 して大

き くなっ た とい う。

私 たち は人生 の土壌 の中 に下 ろ した 自分 の

根 を伸 ばす こ とが で きず に もが い てい る こ と

は な いだ ろ うか 。 自分 をあ ま り大切 に しす ぎ

て だれ に も土 をい じらせ ず， 根毛 を摘 み 取 ら

せ てい ない こ とは ないだ ろ うか。 そ うい う状

態の 中 で，私 た ちは進 歩 を図 らなけ れば な ら

ない。確 か に変 わ るの は難 しい。変革 には波

風が 立 ちや す いか らで あ る。

主 は御 自分 の 教会 の 発展が 阻害 され，停 滞

す る こ とを望 ん で はお られ ない。予 言者 た ち

を通 じて与 え られ る絶 え ざる啓示 が，主 の王

国の 発展 に は必要 で あ る。

実 は， 変化 そ の ものほ ど必 然 で，不変 の も

のは な いの であ る。私 たちが 見 た り，触 れた

り， 感 じた りす る ものは絶 えず移 り変わ って

い る。友 人， 夫婦 ，親 子， 兄 弟の関 係 な どは

どれ も生 きて 変化 す る関係 で あ る。 変化 を 自

分 に良 か れ とす る定項 の よ うな もの があ る と

す れば， それ は天 父か ら啓 示 され た永遠の真

理 で あ ろ う。

私 たちは 永遠 に現 在 の 自分か ら変 わ らない

と思 う必要 は ない 。変化 を 目の敵 と見 る傾 向

が あ るが， 変化 を受 け 入れ る こ とが で きず に

さん ざん抵抗 した あげ くに， その効能 を思 い

知 ら され るこ とも多い。 変化 を注 意深 く考慮

してみ る と， 人生 で最 も恵 みの 多い， 意義 あ

る経 験 を生 み 出す こ と もで き るの で ある。私

た ちが とる変 化 は， 主の 目的 とその模範 にか

な って いな けれ ば な らない。

自分 の 生活 の 中 で変化 に直 面 したな らば，

こ う尋 ね てみ る とよい。「私 は どこを進歩 させ

る必要 が あ るの だ ろ うか 。私 は 人生 で何 を求

め て い るの だ ろ うか。 どこへ行 きたい と思 っ

て い るのだ うか 。 どうす れ ばそ こへ た ど り着

くこ とが で きるの だろ うか 。」また変革 を考 え

る時 ，幾つか の代 案 を念入 りに検討 してみるこ

とが， 絶対 必要 とな って くる。 神の 計画 の中

で私 たち はほ とん ど自由 に 自分 の生 活 を変 え

るこ とが で きる と同時 に，訪 れ る変化 に ど う

対応 す るか も各 人の 自由 であ る。私 た ちは 自

分 の 自由 を放棄 す る必要 はな い。 しか し， 濃
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霧 の 中 を進 むに は羅針 盤 が必 要 で ある と同 じ

ように，福 音は私 たちが 歩む 人生 の方 向 を示

して くれ る。

イ ギ リスの小 説家 Ｃ・Ｓ・ル イス は， 神 の子

供 た ちに寄せ る神 の期 待 に つ いて書 いた中 で，

変革 は ときに苦 痛 を伴 うこ とを指摘 して い る。

「今 自分 自身 を生 きた家 に た とえてみ る とす

る。神が その 家 を建 て直 しに 来 られ る。初 め

は神の な さる こ とをな るほ ど と眺 め てい る。

雨 樋 を真 っ直 ぐに直 し，屋 根 の破 れ 目をふ さ

いで い る。 そ うす るこ とが 必要 だ と知 って い

るの で， あな たは格別 に 驚 くこ ともな い。 と

ころが今度 は家 を壊 す よ うな勢 い でめ ち ゃ く

ちゃに家 を叩 き始 め る。 一体 神 は何 を しよ う

としてお られ るの だ ろ うか 。神 は あな たの考

えてい たの とま った く違 う家 を建 てて お られ

るのだ。 ここに新 しい建 物 の そで をつ け， あ

そ こに もうひ とつ 床 を増 し， や ぐらを築 き，

中庭 を造 る。 あ なたは 質素 な小 屋 を造 ろ うと

思 ってい たのに， 神 は宮殿 を作 って お られ る

のだ。」（Ｃ・Ｓ・ル イス，漉 紹 α 万ｓ’毎η勿 「た

だの キ・リス ト教徒 」ｐ．１６０）

確 かに変革 に は苦痛 が 伴 う。 しか し，進 歩

を 目にす る時， 大 きな満 足 もあ る。 人生 は 山

あ り谷 あ りの繰 り返 しだ が， しば しば 谷に い

る時に一 番進歩 す る こ とが あ る。変 化 は悔 い

改めの実 となる部分 で あ る。 あ る人は変 わ ろ

うとしない ため に悔 い改め が で きない 。

先頃， 私 はユ タ州 立刑 務 所 の礼拝 堂 の鍬 入

れ式 に出席 した。 式の あ と， モー リス所長 が

ス コ ッ ト ・マ ジソ ン州知 事 と私 の ため に施 設

を案 内 して下 さった。安 全 性 を最 大 限に考 慮

した建物 が快 適 で美 し く保 て る よ うに，格 別

の配 慮が払 われ てい る こ とが よ くわか った。

所長 にだれ が それ を したのか 尋 ねて み る と，

所 内か らふ た りの受刑 者 が時 間 を与 え られ て

環境 整備 をした との こ とで あ った。私 た ちは

そのふ た りに会 えない だ ろ うか とお 願 い した。

所 長は施 設内 に私 た ちを案 内 した。 そ こに死

刑 囚の監 房か ら，マ ーベ ル 氏 とブ ラ ウン氏 が

や って来た。 彼 らは何 か悪 い こ とで も したの
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だ ろ うか とけ げん な面持 ちの ようで あっ たが。

「おふ た りが こ こ と敷地 の整 備 に協 力 して

下 さっ た とい うこ とで ，その こ とに対 して 賛

辞 を呈 した い と思 い ました もの ですか ら。」私

たちは言 った。 「花壇 や 菜 園の手 入 れが行 き届

き， よ くで きて い ますね 。 どう もあ りが とう

ござい ます 。」

彼 らの表情 に浮か ん だ変化 は驚 くほ どだ っ

た。 予期 しなか っ た賛辞 を受 け， 自尊心 を呼

び さ まされ た ので あ った。石 だ らけ で，草 が

ぼ うぼ う とは えて い た土 地 を美 しい庭 に変 え

たの は， 彼 らの努 力の た ま もので あ る。 しか

し悲 しい こ とに， それ よ りも先 に彼 らは 人生

の荒地 を豊 か な庭 に変 える こ とに失 敗 して い

たの であ る。 しか し， ひ とつ の分野 で も変化

の必要 を知 る こ とが で き， あの よ うに 立派 な

仕 事 をな し遂 げ られ る人 々に は まだ希望 が あ

る。 恐 ら く， 庭 を変 え た働 きが 彼 ら 自身 の進

歩の 引 き金 となる こ とであ ろ っ。

ア メ リカの心理 学 者 ウ ィ リア ム ・ジ ェー ム

ズは このよ うに語った。 「今世 代最 大 の発 見 は，

心 の持 ち 方 さ え変 え る こ とが で きれ ば， 環

境 も変 え得 る とい うこ とであ る。」（エマ ソン・

ロ イ ・ウ ェ ス ト編 ， γ髭α１Ｑ％ｏ’擁 ｏηｓ「名 言

録」 ｐ．１９） イエ ス ・キ リス トは様 々な経 歴 を

背 負 って生 きる 人々に 新 しい安 全 な道 を教 え

る こ とで， 人々が夢 想 だ に しなか った高 さに

届 く手助 け を され た。

多 くの 人 が， 変 え よ うに も変 え られ そ う

の ない苛 酷 な境遇 の下 に生 まれ てい る。 その

よ うな 人の例 をこ こで幾 つか 御紹 介 したい。

最 初 は，不 幸 な家 庭 に生 まれ た子供 の例 で

あ る。家 族 は その子 が ８歳 に な る前 に別 の州

に 引 っ越 した。 父親 は その 時の 気分 次 第で極

端 に厳 し くな った り， 甘 くな った りして， 彼

を よ くぶ った。 少年 は 小 さい頃 か ら，バ スや

駅や 安 っぽ い ホテ ル に よ く寝泊 りした 。１４歳

で家 出 を し，保 護 され た。 父母 も友 人た ち も

彼 を信 用 で きな い乱暴 者， は ぐれ者 と して冷

たい 目で 見 た。

２番 目は生 まれつ き虚 弱 な少年 の例 で あ る。



子 供時 代 はいつ も病 気 が ちで あ った。弱 い体

で大 きす ぎる頭 を支 え きれ な い よ うに 見 える

ほ どだ った。 父親 は息子 が 「知 恵遅 れ」 と思

われ るの を心配 してい たが， 息 子 を公衆 の 面

前 で 叩い た こ ともあ った。母 親 は それ 以前 に

３人 の子供 を失 くし， す っか り気 力 を失 い 自

分 の殼 に 閉 じ込 もって い た。

３番 目は貧 しい家 庭 に生 まれた青 年 の例 で

あ る。彼 の家族 は経 済 的 な苦 しさの ため に何

度 も転 居 した 。青年 は正 規 の教 育 をほ とん ど

受 け る こ とが で きなか った 。「母 親 は，少年 の

読 書や 学 習能 力が他 の 子供 た ち よ り劣 って い

た と報告 して い る。」 （フ ラ ンシ ス ・Ｍ ・ギボ

ン ズ ノＯＳの１ｚＳ珈 漉，ル勉γ砂ろ ＰＺＯ助 θ’（ガ Ｇｏ４

「殉教 者
， 神 の予 言者， ジ ョセ ブ ・ス ミス」

ｐ．２６）周 囲の 人が青 年 の考 えや 行動 を異常 だ

と考 え 出 した ため に， 彼 は仲 間か らっ まは じ

き された 。彼 は生涯 ， 法律 に追 い 回 され， い

つ も苦 しみ続 け てい た。

人 が生 活の 中 で建 設 的 な価値 ある変 化 を成

し遂 げ るため に は， 段 階 的に進 め て い くこ と

が よい。 「は しごを登 る時 は，下 か ら始 め て，

一 段一 段 登 って行 か なけ れば な らな い
。福 音

の原 則 も これ と同 じである。」 （Ｈ窟 ｏη ｑ／漉θ

Ｃ伽 ｚ肋 「教 会歴 史」 ６：３０６－ ３０７） 人生 で意

義 あ る変革 をなす ため に は， 天父 と天 父が 教

え られ る真 理 を受 け 入れ なけ れば な らな い。

予言 者 アルマ は モル モ ン経 の 中 で こ う言 って

い る。 「あ なたたちは今 日霊 によって生 れ神 の

子 にな って い るか 。 あな た たちは 神 の御 姿 を

自分 の 身に受 け てい るか 。 あな たた ちは今 言

ったよ うな大 きな改 心 をす でに 感 じてい るか 。」

（アルマ ５ ：１４）

こ こで，変 革 を生 活の 中 で価 値 あ る もの と

す るため の ４段階 につ いて提 案 した い と思 う。

第 １に，私 た ちは まず 変 わ る必 要 が あ るこ

とを理解 しな ければ な らな い。 よ く生 活 を振

り返 るこ と をしな い人 は生 きて いて も何 に も

な らない 。新 たに監督 に 召 されたあ る兄 弟が 次

の よ うな悩 み を私 に打 ち明 けて くれ た。 彼の

ワー ド部 に道 をはず れ た生 活 を して い る女性

がい た。 監督 が忠 告 す る と， 彼女 は 自己弁護

をし， 監督 は 自分 の あ りの ま まを受 け 入れる

べ きだ と言 うの であ る。彼女 は， 「自分 のあ り

の ま ま」の姿 が 監督 や天 父，とりわけ 自分 自身

に とって 決 して 良 い もの では な い とい う事 実

を認 め よ う としな いの であ る。誤 りに気づ き，

変 わ る必要 が あ る こ とを知 るこ とが最 も大切

な段 階 であ る。変 革 の必要 を認め る こ とが，

惰 眠 の快 楽 よ りも大 きい力 とな らなけ ればな

らな い。

第 ２に， 事 実 は確 実 な もの で なけれ ばな ら

ない 。つ ま り，私 た ち はなぜ ， どこで， どこ

を ， ど う変 え るのか を知 る必要 が あ る。 イエ

ス ・キ リス トの福 音 は，私 た ちが何 者 で， ど

こか ら来 て， なぜ この世 に いて， 死後 どうな

るの か を教 えて お り， 私 た ちが長期 ， 中期，

短 期 の 目標 を定 め る助 けに な る。 その知 識が

あ れ ば，進 歩 の力 は増 す で あろ う。

第 ３に，変 わ り方 をき ちん と確 立す る こと

で あ る。 ア メ リカの 詩 人エマ ソンは こ う述べ

て い る。 「居心 地 の よい座ぶ とんに」座 る者は

「す ぐに ま どろむ
。 人 は突か れ，苦 しめ られ，

負か され る時 ， 己が知 恵 を働 かす よ うにな り，

… …， 中庸 と真の技 量 を身 に付 け るよ うに な

る」（η昭 Ｃｏ呪ρ屠 ６耳ケ漉η８：ｓげ Ｒ認助 肱 １４０

Ｅ〃昭駕ｏη ‘‘Ｃｂ〃ψθ然 認ガｏη　 『償 い』 「ラルフ ・

ウォル ドー ・エ マ ソ ン全集」ｐ．１６１）

変 革 は順 序 よ く計 画 立て て行 な うこ とが大

切 であ る。変 わ る方 法 を決め て しまえば， た

とえ生 活 を基本 的 に変 え る よ うな こ とで あっ

て も， 完全 にや り直す ことが で きるはず であ

る。

第 ４は， 変 え る計 画 を全 力投球 で実 行す る

こ とで あ る。 中国 に， 「偉 人は決 意 をす るが，

小 人は望 む だ けで あ る」 とい うこ とわ ざがあ

る。 自分 に進 歩 し よう とい う気 が なけれ ば，

ほか に どの段 階 は行 な って も無 駄 であ る。 こ

の最 終段 階 が勝 者 と敗 者 の分か れ 目に な る。

先 ほ ど， 私 は悲惨 な環境 に あ る ３人の例 を

お話 したが ，初 め の少 年 の 人生 は放 浪， 強盗，

殺 人， さ らに刑 務 所へ と悪 の道 をた どってい
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った。 彼は変 わ る必要 の あ るこ とを知 らない

まま，殺 人を犯 して しまった ので あ る。

２番 目に あげ た少年 は， トー マ ス ・Ａ ・エ

ジソンの幼 少の 頃の話 で あ る。 しか し彼 は こ

の よ うな克 服 しがた い と見 え る出生 に もかか

わ らず，立 派に 変わ った 。一 時 は知 恵遅 れ と

宣告 されつつ ， 歴 史に残 る大 発明 家 に成 長 し

たの であ る。 そ して， エ ジ ソ ンの努 力は 全世

界 を も変 えた。

３番 目は，合 衆国 北東 部 に少年 時 代 を送 っ

た青年 の話 で あ る。 彼 は１８０５年， バ ー モ ン ト

州 の厳 冬の中 で誕生 した。その 名は ジョセ ブ ・

ス ミスであ る。 彼 は苦 難 の 少年 時代 を送 り，

人生 は 肉体 のみ な らず精 神 的，霊 的 に銀 難 の

連続 で あっ た。 しか しこの青 年 は変 化 を通 じ

て進歩す るこ との 必要 を知 り， 自分 よ りもす

ぐれ た ものの権 威 に従 った 。非常 な苦 難の 少

年 時代 に，彼 は改革 を求 め ， この最 後 の神権

時 代 の幕 開け を告 げ る人 とな った ので あ った。

彼の信仰 ，祈 り， その働 きは， 地上 に 末 日に

おけ る最 高 の変革 を もた ら した。

ブ ルー ス ・バー トンは， こ う述べ てい る。

「変化 の途上 に あ る時 ，私 た ちは 半ば 人生 を

歩み終 えて い るの で あ る。」変 わ るの に，年 を

取 りす ぎた， 若す ぎる， もうこの年 に な って

は， とい うこ とはな い。変 革 の権 利， 冒険 ，

楽 しみ を放棄 す る時， 本 当の 老年 が訪 れ るの

で はないだ ろ うか 。私 たちは素 直 に教 えを受

け 入れ る心 を持つ 必要 が あ る。 自分 を一定 の

型 にはめ て しま うこ とは い ともたやす い 。私

たちは６０歳 ，７０歳， ５０歳 あ るい は１５歳で あ ろ

うが，年齢 にか かわ りな く 目標 を定め るべ き

であ る。 人生 に意欲 を燃や し続 けな けれ ば な

らない。意 義 あ る変 化 を通 じて 自ら進 歩 す る

こ とをい とう時 が あっ ては な らな い。

多 くの教 会 貝に とっ て，指 導者 の交 替 を受

け入れ に くい時 が あ る。 ワー ド部 ， ステー キ

部 の段階 では指 導者 の交 替 は必要 であ り，教

会員に とって良 かれ との判 断で頻 繁 な交 替が

行 なわ れる こ ともあ る。 そ こで役 員の変 更 に

不 満 を覚 える人が いる。，「なぜ あの 人を解任 し
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たの だ ろ う。」 「ど うしてあ の 人が」， 「ど うし

て ワー ド部 を分割 す るのだ ろ う」 と。 私 た ち

の ビ ジ ョンは視 野が 限 られ て いる。 人や状 況

に必 要 な進 歩， 進展 を もた らさな い変革 はめ

ったに な い もので あ る。 あ とで振 り返 ってみ

て， 「あの プ ロ グラム にあの ような変 更が あっ

わ け も， あの 人が あの ような召 しを受 け た わ

け もあの時 は理 解 で きなか ったが， それ が 必

要 だ った とい うこ とが よ くわか る」 と思 うこ

とが よ くあ る。

過渡期 にあ って は， もっ と も私 た ちの 教 会

では常 に過 渡期 であ るが，愛 と忍耐，堅 忍が 必

要 とされ る。私 た ちに とって忘 れ ては な らな

い教訓 は， 「務 め を学び つつある人に腹 を立 て

ては な らな い」 とい うこ とであ る。

そ れ よ り も自分 の教 会 の責任 が変 わる時 に

もっ と心 を惑 わ され る こ とが あ る。 あ の責 任

だけ は与 え ない で欲 しい と話 してお いたの に，

監督や ステー キ部 長 か らそ の召 しの祝 福が 来

る とい うこ とが しば しば あ る。 その よ うな時，

数 々 の悩 み を克 服 して きたパ ウロの次 の言 葉

を思 い 出す とよい。 「わ た しを強 くして下 さる

か たに よ って，何 事 で もす る こ とが で きる。」

（ピ リピ ４ ：１３）

指導者 が まだ よ く訓練 されて いな い地 の教

会 では， 当 然 なが ら変化 の祝 福 も大 きい。 自

分の 能 力で その 変化 に十 分対 応 で きる と感 じ

て い る者 は ほ とんどいな いであろう。新 しい召

し と増 し加 え られ る責 任 に よ って もた ら され

る変 化 に対 応 で きる よ う私 た ち を助 け て下 さ

るイエ ス ・キ リス トの 力は， 何 とあ りが た い

ものだ ろ うか。

この世 の 命か ら， 永遠 の御 父 と住 む命 へ の

変化 は， 意義 あ る変 革 に よ って もた らされ る

最終 目標 であ る。私 たちが 皆 よ り良 い生 活 を

目指 す 秩 序 立 っ た有 益 な 変 化 を求 め，受 け

入れ るこ とが で きる よ うに 祈 って い る。 これ

らの話 をイエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り，慎

ん で申 し上 げ る。 アー メ ン。



聖典を読む

聖典は読む量を決めるよリ，毎日何分読むかを決める方がよいと思う

十 二使 徒評 議 員会 会 員

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

教 会 の指導 者 の勧告 に従 って・ 聖典 を読 み・
勉強 す る時， 様 々 な恩 恵や祝 福 が ある。

それ は私 た ちが行 な う学 習 の中 で最 も有益 な

もので あ る。旧約 聖 書や新 約聖 書 は世 界最 高

の文 学 として しば しば 引 き合 い に出 され る。

これ らの 書 は科学 論文 ， 哲学論 文 ，歴 史記 録

書 とも見 な され て い るが ， しか しこれ らの聖

典 や他 の聖 典 の真 の 目的 を理 解す れ ば， それ

が実 は純 然 た る宗 教 書 であ る こ とに気 づ くは

ず であ る。

聖典 に は神 とその 民， お よび その両 者の 関

係 につ いて の基本 的 な宣 言が 記 され てい る。

聖 典 の各 書 には 永遠 の父 なる神 と御 子 イエス ・

キ リス トを信 じな さい とい う教 えが あ り， 初

めか ら最 後の 一行 まで，神 の み こ ころ を行 な

い，神 の戒 め を守 れ とい う呼 び掛 けが 流れ て

い る。

聖 典 は神 が 自ら啓示 され た言葉 の記 録 であ

り，神 は これ を通 して人 々に語 られ る。 そ う

だ とす れ ば，聖 典 を通 して神 を知 り，神 と人

との関 係 を理解 す るこ とを教 えて い る書 を読

む 以上 に効 果 的 な時間 の使 い方 が どこに ある

だ ろ うか 。 多忙 な 人々 に とって 時間 は貴重 で

あ る。 軽薄 な もの， 価値 の ない もの を見 た り

読 ん だ りして時 間 を浪 費す る こ とは， 時間 を

盗 ん でい る こ とで あ る。

読 書 の 習慣 は人様 々 であ り，速 読 の人が い

れ ば のん び り読 む 人 もい る。時 間 を細切 れ に

して読 む 人 もいれ ば， い ったん読 み 出 したが

最 後， 終 わ るまでや め られ ない 人 もいる。 し

か し， 聖典 を探 究す る人な らば， 理解 には速

読や 通 読以 上 に集 中 した精読 が必 要 なこ とに

お 気づ きであ ろ う。 毎 日聖典 を勉 強す る人の

方 が， 長時 間勉 強 したか と思 う とぱ った り休

む とい う人 よ りも， は るか にはか どるこ とは

確 か であ る。毎 日勉 強す るだけ でな く，邪 魔

されず に集 中 で きる時 間 をき ちん と取 る こ と

であ る。

聖 典 の理 解 力 を深 め るの に，祈 りほ ど役立

つ もの は ない。 祈 りに よ って，私 た ちは心の

波長 を合 わせ ， 探究 の答 え を求め るの で ある。

主 は， 「求 め よ，そ うす れば，与 え られ るで あ

ろ う。 捜せ ， そ うす れば 見 いだす で あろ う。

門 をたたけ ， そ うす れば ， あけ て もらえ るで

あろ う」 （ル カ１１：９） と言 って お られ る。 こ

れ は， 私 た ちが 求め ，捜 し， 叩 き， そ して受

け る用 意が で きて い るな らば ，聖霊 が私 たち

の理 解 の 目 を開 い て下 さ るこ とを主が確 認 し

て下 さっ た言葉 で あ る。

大 勢 の 人々 は思考 をさえ ぎ る雑 多なわず ら

い を忘 れ去 る一 夜 の眠 りの後 の， 朝の 勉強 が

一番 良 い と考 えて い る
。 また，一 日の仕 事や

心 配 事 が一段 落 した静 か な夜 の ひ と ときを勉

強 に費や し， 聖典 の言葉 を味 わ いなが ら平安

な気 持 ち でその 日を閉 じる方 が良 い とい う人

もい る。

大切 なの は， いつ にす るか とい う時 間の問
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題 よ りも， 決 ま った時 間 を勉 強 のた めに取 る

とい うこ とで あ る。 毎 日 １時間聖 典 の勉 強が

で きれ ば理 想 的だが ， それ ほ ど時間 が取 れ な

くて も きちん と３０分 間 勉強 す れば， 相 当な結

果 を得 る こ とが で きる。 また１５分 とい えば，

ほん のわずか な時 間 だが， それだ け で もどれ

だけ意 義 あ る事柄 につ いて知 識 と啓発 とを受

け るこ とが で きるか 驚 くほ どで あ る。 大切 な

の は，勉 強中 に何か に勉 強が 中 断 され るこ と

の ない よ うにす るこ とであ る。

ひ と りで勉 強す る こ とを好む 人 もい るが，

仲 間が いて も有益 な勉 強 をす る こ とが で きる。

賢い父， 母が子 供 た ち を集 め， 共 に聖典 を読

み， その物語 や思 想 をそ れ ぞれの理 解 力に 応

じて 自由 に話 し合 う時，家 族 は大 きな祝 福 を

受 け る。 しば しば青 少年や 小 さな子供 た ちが

宗教 の基本 的 な教 えに関 しては っ とす る よう

な理解 や 洞察 を示 す こ とが あ る。

聖典 は無 計画 に読 む ので は な く， 計画 を き

ちん と立 てて読 む方 が よい。 １日あ るいは １

週 間に何 ペー ジ とか， 何章 とか い うよ うに予

定 を組 んで読 む 人が い るが ， この方 法 で も一

理 あ り，楽 し く読 む こ とが で きるが ，実 りあ

る勉強 に はな らな い。聖典 は， 読 む量 を決 め

るよ り，毎 日何分 読 むか を決 め る方が よい と

思 う。時 には， わず か １節 に全部 の時 間 を使

って しま うこ ともあ るか らであ る。

イエ スの生涯 ，行 ないや教 えはす らす ら と

読 み進 んでゆ くこ とが で きる。 た いて いの物

語 は簡 明で，話 し方 も簡 単 で あ る。救 い主 は

その教 えの 中で 多 くは語 って お られ な いが，

どの 言葉 も意 味が 凝縮 されて いて， 読者 に鮮

明 なイ メー ジ を与 える こ とが で きるの で あ る。

それで も， 時々 その簡 明 な言葉 に表 わ され た

深遠 な思想 につ いて 考 え，何 時 間 も過 ごす こ

とがあ る。

救 い主 の生涯 の 中で， マ タイ， マ ル コ， ル

カが共 に記述 して い るあ る出来事 が あ る。 そ

の主要 な箇所 をマ ル コは わずか ２節 と数 語 で

語 ってい るが ， そ こを読 んで みた い。

「そ こへ， 会堂 司 のひ と りで あるヤ イ ロ と
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い う者 が きて， イエ ス を見 かけ る とそ の足 も

とに ひれ伏 し，

し き りに願 って言 った， 『わ た しの幼 い娘 が

死 にかか って い ます 。 ど うぞ， その子 が なお

って助か ります よ うに， お いで にな って， 手

をお いてや っ て くだ さい』。

そこで，イエス は彼 と一緒 に 出かけ られた。」

（マ ル コ５：２２－ ２４）

この部分 を読 む のは， ３０秒 とかか らない。

短 い し」簡 単 で あ る。描 いて い る情景 もは っ

き りしていて ，子供 で も難 な く反復 す る こ と

が で きる。 ところが， 時 間 をか け て よ く考 え

てみ る と，深 い理 解 と意 味がつ か めて い る。

病 気 の 少女が いて， イエ ス は出て い って その

子 に手 を按 かれ た とい う話 だ といえ ばそれ ま

で だが ，単 に それ だけ では終 わ らな い。 その

箇 所 を も っ一度 読 んで み よ っ。

イエ ス と彼 に従 っ た者 たち はガ リラヤ湖 を

渡 り， カペ ナ ウム に近 い岸辺 で イエ ス の一行

を待 って い た群 衆 と会 った。 「そこへ （予 期 し

なか っ た時 に突然 ），会 堂 司のひ とり… …が き

て… …」 当時 ，ユ ダヤ 教 の大 きな会 堂 は， 会

堂 頭 あ るい は会堂 司 の指揮 下 で長 老集 団が 管

理 して い た。会堂 司 は， ユ ダヤ 人か ら多大 な

尊敬 を受 け て いた名 誉 あ る職 で あ る。

マ タイ は この会堂 司 の名前 を記 して いな い

が，マ ル コは職 名 のあ とに 「ヤ イ ロ とい う者」

と，名 前 を付 け足 して い る。 この 人の名 前 も

聖典 に 出て くるのは こ こ １ヵ所 だ けで あ るが，

イエ ス とわず か に まみ えただ けで その 名が 歴

史 に と どめ られ たの で ある。救 い主 に触れ ，

心や行 動 を変 え られ， よ りよい新 た な人生 に

目覚 め る こ とが なか った ら，忘 却 のか なたに

忘 れ去 られ て いた はず の数 多 くの人 間が， こ

うして記録 され残 って い る。

「イエ ス を見か け る とその 足 も とに ひれ伏

した 。」

会堂 司 とい う高 位 の人が イエ スの足 も と，

つ ま り癒 しの賜 を持つ 流 浪の教 師 と見 られて

い た人 の足 も とに ひれ伏 す とい うこ とは， き

わめ て 異例 な こ とであ った。 識者 や知 名 人の



多 くは イエ スに対 して見 て見 ぬふ りを し， 心

を閉 ざ して い たか らで あ る。現 在 もそれ と大

して変 わ って い ない。 大勢 の 人々 の前 に， イ

エ ス を受 け入 れ るの を妨 げ る障害 が立 ちはだ

か って い る。

「〔そ してヤ イロ は〕しき りに願 って 言った
，

『わ た しの幼 い娘 が死 に かか って ています
。自

分 の こ とよ りも愛 す る人 の ため に是非 お願 い

したい とい うこ とでキ リス トの もとにや って

来 るこ とは よ くあるこ とであ る。 「わ た しの幼

い娘 が」 と嘆 願す るヤ イ ロの気持 ちは，会 堂

司 とい う高 い地位 が あ りなが ら， 救 い主 の足

も とに ひれ伏 す状 況 をみ て， 私 た ちは同情 の

心 を禁 じ得 な い。

それか ら， ヤ イ ロの偉 大 な信仰 を表 わす 言

葉が 続 く。 「ど うぞ，その子 が なお って助 か り

ます よ うに， お い でに な って， 手 をお いてや

って くだ さい。」これ は嘆 き悲 しむ 父親 の信仰

の言 葉 で あ るば か りでな く， イエ スが手 を按

か れた 者 はみ な生 きか え る こ とを， 改め て私

た ちに 想起 させ る。 も しイエ スが その手 を結

婚生 活 の上 に按 か れ るな らば， 結婚 生活 は命

を得 ， も し家族 の上 に手 を按 か れ るな らば，

その家 族 は よみ が え るの であ る。

そ して 次に， 「そ こで，イエ スは彼 と一 緒 に

出か け られ た」 とあ る。 この 出来事 は その 日

の 日程 に組 まれて い なか った はず であ る。救

い主 は，教 え を聴 くため に待 って い る岸 辺 の

民 衆 の とこ ろへ ， 湖 を越 えて戻 って来 られ た

ので あった 。「そこへ 」思 い も よらず ひ と りの

父親が 横 か ら願 い出 た。 こ こで イエ スは，他

の民衆 が待 って い るか ら と頼 み を無視 す る こ

ともで きた はず であ る。 ヤ イ ロに，明 日あな

たの娘 を見 に行 く とい う返 事 もで きたで あ ろ

う。 しか し 「イエ スは彼 と一 緒 に 出か け られ

た」 の であ る。私 た ちが この救 い主 の足 跡に

従 うな ら，忙 しいか ら といって 隣 人に必要 な

こ とを無 視 して過 ぎて よ いで あろ うか。

この話 の 残 りは語 るま で もない と思 う。一

行 が 会堂 司 の家 に着 くと， イエ ス は少女 の手

を取 り， 生 き返 らせ た。 イエ スは 同 じよ うに

して，救 い主 に手 を伸べ るすべ ての 人々が新

たな， よ りよい 人生 を歩む こ とが で きるよう

に高 め て下 さるの であ る。

私 は ，熱心 に学べ ば イエ ス ・キ リス トにつ

い て一 層の知 識 が得 られ る聖典 を感謝 して い

る。主 は 旧約 聖 書， 新約 聖書 の ほか に， 末 日

聖徒 イエ ス ・キ・リス ト教 会 の予 言者 を通 して

キ リス トの新 たな証 人 としてモ ルモ ン経，教

義 と聖 約， 高価 な る真珠 の聖典 を与 えて下 さ

った。 そ のい ずれ も確 か に神 の み言葉 で ある。

これ らの書 は， イエ スが生 け る神 の子 ， キ リ

ス トであ る こ とを証 して いる。

私 た ちの上 に主 の祝福 が あ って，私 た ちが

正 しい方法 で主 を求 め ，教 え を学 ぶ こ とが で

き る ように イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り祈

る もので あ る。ア ー メ ン

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル 大 管 長
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１０月 ７日 （日）午後 の部 にお ける説教

魔の運び屋 ポル ノ

確 か に， 不道 徳 に耽 溺 す る こと ほど 重大な こと はな い。 実情 は どうだ ろうか 。 目を 見 開

い て見よ うで はな い か ／聞 こうで はな いか ！そ して， 行動 を起 こそ う で はな い か ／

十二 使 徒 評議 員会 会 員

卜一 マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン

兄 弟姉 妹 の皆 さん・ 今週 イ ギ リス の ロ ン ド
ンに あ るヒー ス ロー 空港 付近 の 田園 で は

どっ し りとして 威容 を誇 っ てい るに れの 樹木

に木 こ りたちの 斧や電 動 の こ ぎ りの 刃が 入れ

られてい る こ とで あろ う。

その中 には樹 齢百年 を越す 大木 もあ る とい

う。今 まで どれ だけ の 人が その 美 しさ をめ で

た こ とか。心 地 よい木陰 で どれほ どの人 が ピ

クニ ックを楽 しん だ こ とか。 うっそ うと生 い

茂 った緑の枝 の 間 を飛び 交 いなが ら， 幾代 に

わ た る小鳥 た ちが さえず りの 歌 を響か せ た こ

とだろ っか 。

この大木 は もはや枯 れ て しまって い る。老

木 だか らでは ない。繰 り返 され るか んば つの

せ いで もない。 この地 方 をたび たび襲 う強風

の ためで もな い。 この恐 るべ き破 壊者 は一 見

無 力に見 え るが， その破壊 者 の招 く結 果 は ま

った く悲惨 であ る。 その 張本 人 こそ オ ラン ダ

に れの木 の大 敵， き くい虫 であ る。 この害 虫

は ヨー ロ ッパや ア メ リカー 帯 でに れ の大 森林

を食い尽 くし， その死 の行 軍 は衰 え る こ とな

く続 いて い る。 その害 虫 を駆 除 しよ うと， あ

らゆ る努 力が 払わ れたが ， どれ も失敗 に 終 わ

って い る。

オ ラ ンダに れの 木の病 害 は， まず 木の 先端

部 の若 葉か ら始 まる。 そ して次 第に低 い枝 も

冒 され ，夏 の盛 りには ほ とん どの葉が 黄 変 し

て縮 み ，落 ちて し まう。 こ うな る と， 木 は枯

れ て い くば か りで どうす るこ と もで きない。

森 は生 気 を失 い， き くい虫 の犠 牲に な るだ け

であ る。

このに れの 木は， 何 と人 と似 てい る こ とだ

ろ う。 ほ んの小 さな種 が神 の計画 に従 って成

長 し， 養 われ て成 熟す る。天 か ら注 ぐまぶ し

い陽光 ，地 の豊 か な恵 みはす べ て私 た ちの も

の で あ る。家族 や友 人 た ちの住 む森 の生 活 は

豊 か で麗 わ しい。 そ こへ 突 然，現 代 の人 々 の

眼前 に， 忌 まわ しい魔性 の敵 ， ポル ノが 出現

す る。 そ れが き くい虫 同様 に，致 命 的 な病 害

を運 ぶ 。私 は それ を 「放 縦退 廃病 」 と名 付 け

たい。

私 た ちは初め ，病 菌 に冒 され て いる こ とに

ほ とん ど気 がつ か ない 。卑狸 な話 や如 才 な い

漫 画 に笑 い こけ，軽 薄 な言葉 をは く。私 た ち

は， 貴 く神 聖 な もの をすべ て 汚 し， 破 壊 して

しまお う とす る人 々の いわ ゆ る 「権 利」 を保

護 してい る。 この ポル ノ とい う虫は 恐 るべ き

力 で私 た ちの意 志 を くじき， 免疫 性 を失 わせ ，

上へ 伸 び よ う とす る力 を仰 えて しま う。

この よ うな こ とが 本 当に あ り得 るのだ ろ う

か 。確 か に，不 道徳 に耽 溺す るこ とほ ど重 大

なこ とは ない。 実情 は どうだろ うか。 目 を見

開 いて 見 よ うでは ないか ！ 聞 こ うでは な い

か ！ そ して，行 動 を起 こ そ うで は ないか 。

この よ うな病 害 の運 び屋 ， ポ ル ノは とてつ

もな い大産 業 であ る。マ フ ィア にあや つ られ，

人々 を汚染 し， と りこ に し， 中毒 にす る。昨
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年 の Ｆ Ｂ Ｉに よ る調査 で は， ポル ノに合 衆 国

全体 で２４億 ドルが 消 費 され た とい う。別 の試

算 に よれば４０億 と もいわれ る富が， 高 尚 な 目

的 に使 うこ とので きる ところか ら， 悪 の企 て

に 吸 い取 られ てい るの で あ る。

ポル ノに 対す る無 関心 の ほ とん どは， 別 に

人 に危害 を加 え る わ け で も な い の で， 警 察

は別 の 方面 で活 躍 して もらっ た方が よい とい

った一般 市 民の 姿勢 に もよる ところが大 きい。

州や 市 の条令 もほ とん ど効 果 な く， 罰 則は軽

く， ポル ノ産 業 の うまみに 比べ る と危 険な ど

ものの数 で は ない ので あ る。

Ｆ Ｂ Ｉは， ポル ノが性 犯 罪 と直接 結 び付 く

可能 性が あ る こ とを指摘 して いる。 当局 の報

道 に よる と， 「あ る西部の大 都 市では，強 姦お

よび未成 年者 暴行 罪で検 挙 され た者 の７２％が

ポ ル ノ雑 誌 を所 持 して いた とい う。」

あ る 出 版 社 ， 印刷 業 者 は， 毎 日何 百 万 部

とい うポル ノ雑 誌 を発行 して印刷 機 を汚 して

い る。 しか も， 経 費 を抑 え る とい うこ と もな

い。上 質 の紙 一 面 に カラー刷 りの写真 を載 せ

て何 とか 読 まれ る もの に してい る。 映画や テ

レビの製 作者 ，芸 能 人 もこの汚名 を拭 い去 る

こ とは で きない 。慎 み は過去 の もの とな り，

い わゆ る リア リズム が もて はや され てい る。

最近 の あ る人気 俳優 が こう嘆 いていた。 「放

縦 もす でに 限界 に き ま した。 私の 最新 作 も酷

悪 その もの で した。 脚本 を読 んだ 時， これは

いか が わ しい と思 い ま した し， 今 も下 品 な映

画 だ と思 っ てい るの です が，撮 影 所 のス タ ッ

フが金 曜 日の 特別 試写 会 で少 し見せ た ら， そ

れが視 聴者 に 好評 な んで す。」

また別 の俳優 はこ うも言 う。 「映 画の 製作 者

も出版 社 と同 じよ うに金儲 け主 義 なん です 。

大 衆 に受 け る もの を作 って儲 け よ う として い

ます。」

あ る人 々は ポ ル ノを 「硬 派」 と 「軟 派」 に

区別 して， そ の間 に一 線 を引 きた い と必死 で

あ るが ，現 実 には 双方 共， 大 して変 わ りない

と思 う。 ア レ クサ ンダー ・ポー プの 古典 ， 「人

間論 」 は ま さに その こ とを如実 に物 語 って い

る 。

悪徳 は醜悪 きわ まる風体 の 隆物，

見 るだけ な らば 憎 まれ るべ き運 命 にあ る

のに見 るこ と多け れば その面 に慣 れ，

まず は辛抱 ，次 い で哀れ み， は ては

抱擁ｉと くる。

（ジョン ・バー トレッ ト 勲 〃２ゴ１毎７（伽ｏ’泌

’∫ｏηｓ「引用 集」 ボス トン， リトルブ ラウ

ン ・ア ン ド社 １９６８年 ）

この ポル ノ とい うき くい虫の 貧欲 な休 みな

い行進 は， 辺 りを食 い尽 くし， 人の生 活 をむ

しば んで い く。 そ して特 に 多 くの 人 を知 らず

知 らずの うちに傷 つけ るもの であ る。

ここで しば ら く歌 で象徴 され る あ る場所 に

行 ってみ た い と思 う。 ア メ リカ人 にはな じみ

深 い， ニ ュ ー ヨー ク市 の ブ ロー ドウェー と

４５番街 の 境 界 に あ る有 名 な一 角 の こ とであ

る。せ わ し く行 き交 う車 の問 に， ひ と りさび

し く立 って いるの が， 第 １次世 界大戦 の６９部

隊 の有 名 な従軍 牧 師， フ ラン シス ・Ｐ ・ダフ

ィー神 父 の像 であ る。等 身大 よ りやや 大 き 目

の この像 は 戦 闘 服 を着 て い て， 手 に は戦 傷

者 の苦 痛 をいや す水 筒 と，死 に ゆ く人に霊 的

な慰め を もた らす聖 書が 握 られ てい る。

この 見事 な像 を じっ と見 てい る と， 記憶 の

回廊 を通 して 「あ そ こに （ｏθθγ７物θ紛 」「家 族

の 火 を燃や し続け よう ＱＫθθρ 漉６Ｈｏ耀 Ｅ加 ｓ

β解 痂η９）」 「ブロー ドウェーに よろ し く（α ％

ハ㊨ １～㎎α雇ｓの β名ｏα４ｚ侃ｙ）」な どのメロデ ィー

が 流れ 出 て くる よ うで ある。 この よ うな歌 を

口ず さみ， 在 りし 日の なつか しいブ ロー ドウ

ェー や４５番街 をこ よな く愛 して きた戦 友 たち

が， も しも生 きて再 び ダフ ィー神 父の像 の傍

らに立 った と した ら， その 目で何 を見 る こ と

だ ろ っ。 どこ を見 て も， 目に映 るのは トル コ

風 呂や セ ッ クスシ ョップ， ポル ノ映画館 な ど

の欲 情 的 なけば けば しいネ オンサ イ ンだけ で

あ る。 フ ラン シス ・Ｐ ・ダ フ ィー神 父 の像 は，

罪に 囲 まれ邪 悪 に埋 没 して いる。 この一 帯は
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ポ ル ノの 虫に 食い尽 くされ ，壊 滅寸 前 の状 態

に あ る。 そ して この き くい虫 は同様 に容赦 な

くあなた の町， あな たの近 隣， あな たの家 族

に近づ きつつ あ るの であ る。

カール トン大 学 の名 誉学 長 ロー レンス ・Ｍ ・

ガウル ド氏 は不 吉 な警 告 の言葉 を発 して い る。

「私 たちの 未来 を脅 かす 最 大の脅 威 は 爆弾

で も誘導 ミサ イル で もない。 現代 の文 明 は そ

の ような こ とでは 滅 び ないで あ ろ う。 文 明が

滅 び るのは， 人 々の無 関心 に よる。 アー ノル

ド ・トイ ンビーは ， これ まで２１の文 明の うち

１９までが 外か らの侵 略 では な く， 内部 の 問題

に よって滅 びた と指摘 して いる。 これ らの文

明が朽 ち る時に は，奏 楽 も， ひ るが え る旗 も

ない。崩 壊 は少 しずつ だれ も気が つか ない暗

が りで静 か に起 きて くるの であ る。」

私 はこの１０月に，近 々封 切 りに な るあ る映

画 の評論 を読 ん だ。 主役 の女 優 が記 者 に， 脚

本 や 自分 の役 柄 に対 して真 っ先 に弁解 した と

語 ってい た。１４歳の 少年 の性 の お相 手 とい う

のが彼女 の役 どこ ろで あ った。 彼女 は こ う述

べ て い る。 「私，最初 こん な シー ン，私 には と

て もで きませ ん と申 し上 げ ました。 そ した ら，

その場 に， そ の少年 の お母様 を必ず 同席 させ

る と保 証 して下 さった もの です か ら， それ で

お受 け したん です 。」

私 は尋ね た い。 自分 の息子 が コブ ラにか ま

れ よ うと して い るの を， ただ じっ と見 て い ら

れ る母 親が い るだ ろ うか。母 親 が 息子 に砒素

や ス トリキニー ネ を飲 ませ よ うとす るだ ろ う

か 。母 親 の皆 さん， ど うだ ろ うか 。父親 たち

の 皆 さん， 私 た ちは ど うであ ろ うか 。 この こ

とに関連 して， 昔か ら，今 もなお私 たちの 耳

にこだ ます る言葉 が あ る。

「あ あ
， エ ルサ レム ，エ ルサ レム，預 言 者

たち を殺 し， お まえ につか わ され た 人々 を石

で打 ち殺 す者 よ。 ち ょう どめ ん ど りが翼 の下

にひな を集め るよ うに， わ た しは お ま えの子

らを幾 たび集 め よ う とした こ とで あ ろ う。 そ

れ だの に，お まえた ちは 応 じよ うと しなか っ

た。
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見 よ， お まえた ちの家 は見捨 て られ て しま

う。」 （ル カ１３：３４－３５）

今 日も古代 の ソ ドム とゴモ ラが 存在 して い

る。 この ソ ドム とゴモ ラは埃 の積 もった， め

ったに 開か ぬ聖 書 のペ ー ジ を飛 び 出 し， 実 在

す る町 と して よみがえ り， 「放 縦退 廃病 」とい

う大 病 を世 に まん えん させ てい る。

私 たち には， 愛す る者 をポル ノの致 命 的な

汚染 か ら守 る防波堤 と しての責 任 が あ り， ま

たそ の力が あ る。 その戦 い の作戦 を ３つ提 案

した い と思 う。

１．義 に立 ち返 る こ と。 自分が 何者 で， 神

は私 た ちが ど うな る こ とを期待 して お られ る

か を知 れ ば，個 人 として， また家 族 として祈

る こ との必 要性 を感 じるはず で あ る。そ の時 ，

「罪悪 は決 して幸福 を生 じた こ とは な い」 （ア

ルマ４１：１０） とい う不変 の真理 につ いて は っ

き りと知 るこ とが で きるは ずで あ る。悪魔 の

邪 魔立 て を許 して はな らな い。方 向 を誤 って

進 まずに， 全能 な御 方 のあ の静か な細 い声 に

導 か れ るこ とで ある。

２．良 い生 活 を求め るこ と。私 は快 楽 的 な

生 活， ぜ い た くな生活，俗 的 な生 活 を言 って

い るの では ない。 永遠 の生 命す な わち母 親や

父親， 兄 弟，姉 妹 ，夫， 妻， 息子 ， 娘 と共 に

永遠 に住 む こ との で き る生 活 を追 い求め て い

た だ きたい。

３．悪徳 に よる汚染 には 断 固戦 って い くと

い う誓 い。 ポル ノ とい う魔 の運 び屋 に 出会 っ

た な らば，初 期 ア メ リカの 有名 な言 葉 「我 を

踏む な」 （ジ ョン ・バー トレ ッ ト，１㌦〃Ｚ痂αγ

Ｑ〃ｏ鰯 勿η 「引用集 」 よ り）を私 た ちの旗 印，

この 社会 の旗 印 に しよ うでは ないか 。

ヨシュア と共 に声高 く叫ぼ う。「あなたがた

の仕 え る者 を， き ょ う，選 び な さい。 ただ し，

わ た し とわた しの家 とは共 に主 に仕 え ます 。」

（ヨシュア２４：１５）心 を清 く保 と うで は ない

か。 清 い生 活 を しよ うではな いか 。聞 かれ る

声 を唱 え，感 じられ る行 ない を し よ うで はな

い か。

その 時，ポルノとい うき くい虫は行 軍 を 阻む



こ とが で きるであろ う。「放 縦退 廃病 」も勢 い

を失 うであろう。そ して，私 た ちは ヨシュア と

共 に ヨルダン川 を渡 り，約 束 の地 す なわ ち神 の

日の 光栄 の 王国 にお い て永遠 の生 命 に あずか

る の で あ る 。

私 た ち が こ れ ら の こ とが で き る よ うに イ エ

ス ・キ・リス トの み 名 に よ り， 心 か ら祈 っ て い

る 。 ア ー メ ン 。

七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 の ニ ー ル ・Ａ ・マ ッ ク ス ウ ェル 長 老 （左 ） と フ ラ ンク リ ン ・Ｄ ・リチ ャー ズ 長 老
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多くの銀難の後に祝福 は来る

悲 しみ や苦 痛， 試 練，鰻 難 によ って， 私た ち は この世 に 来た 目的であ る 訓練

を 受 けるの てあ る

七十人第一定員会会員

ア ドニー ・Ｙ ・小 松

１３ 年前 ・ 日本 で伝 道部長 を して いた時 ・私
は あ る軍 人 の夫 人か ら是 非会 って欲 しい

との電話 を受 け た。 空軍 パ イ ロ ッ トの夫 が，

ベ トナム戦 争 で戦死 した とい うの で あ る。伝

道本部 の私 の部屋 に案 内 されて きた彼女 は，

大 きな写真 を抱 き しめ て いた。 彼女 は 腰 をお

ろす と，私 に その写 真 を見せ て くれた 。手 に

ヘ ル メ ッ トを持 ち， ジェ ッ ト戦 闘機 の横 に誇

ら しげに立 っ てい る立 派 なパ イ ロ ッ トの写真

で あった。

彼女 は むせ び泣 きな が ら， 夫 を どん な に愛

してい るか を語 り， また その夫 の死 ん だ こ と

が信 じられな い と話 した。 彼女 は ２年 前 に改

宗 したばか りで，夫 とは大 学 時代 に知 り合 っ

た とい うこ とで あ った。 そ して彼 女 に福音 を

紹 介 して くれ たの が彼 で あ った。福 音 を聞 い

た彼女 はバ プ テ スマ を受 け， ふ た りは神殿 で

今 も永世 に もわ た る結 び 固め を受 け たの で あ

る。

彼 と一 緒の 生活 はす ば らし く， 人 が求 め る

こ とので きる最高 の もの で あ った。 彼女 は将

来に大 きな喜 び と期待 を寄 せ て いた 。 しか し

今 その夢 は あ ま りに も早 く， そ して突 然に，

打 ち砕か れ て しま ったの であ る。

彼 女 の生 活は 大 き く変 わ って しま い， 彼女

は これか らの生 活が万 事 うま くい く とい う確

信 を必要 として い たの であ る。 皆 さん な ら彼

女 に どの よ うな助 言 を与 え られ るだ ろ うか 。

主 は 次 の よ うに言 われ て いる。

「われ誠 に汝 らに告 ぐ， 生 くる も死 ぬ る も
いましめ さいわい かん

わ が誠 命 を守 る者 は幸福 な るか な。お よそ銀
なん

難 の 中に も忠実 な る者の報 いは天 国 に於 て更

に 大 いな るべ し。

汝 らは …… 多 くの難難 の後 に続 い て来 るべ

き栄光 に就 きては， 現在 肉 眼 を以 て これ を見

る こ とを得 ず 。

多 くの 銀難 の後 に祝福 は 来 る。」 （教 義 と聖

糸勺５８：２－ ４）

私 た ちは この世 での生 活 を通 して 多 くの経

験 をす る。 その よ うな経 験 の 中で，私 た ちは

しば しば 問題や チ ャ レ ンジ， 逆境 ， 苦痛 ，試

練 ， 銀難 に悩 まされ る。予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミスが大 きな苦 しみ を受 け た あ と， 主 は彼 に

この よ うに 言わ れた。「わが 子 よ，汝 この事 を

知 れ ，す な わ ちこれ皆 汝 に善 か らんため ， 汝

に経 験 を与 えん ため の ものな り。」 （教義 と聖

糸勺１２２：７）

教 会 の初期 の会 員や 指導 者 は 多 くの苦 悩，

チ ャ レン ジ， 試練 を経 験 して き た。 そ して，

多 くの 人々 が福音 に対 す る信仰 と証 の ため に

自 らの 命 を捧 げた。 開拓者 の長 旅 の 中で， 大

勢 の大 人， 子供 た ちが路傍 の墓 に葬 られ た。

主 は私 たち に この よ うに約 束 してお られ る。

「お よそ
， わ れに あ りて死 ぬ る者 は死 を味 わ

うこ とな し。 そは死 は彼 らに と りて甘 け れば

な り。

また， われ にあ らず して死 ぬ る者 は禍 な る
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か な。 そ は，死 は 彼 らに と りて苦 けれ ば な り。

汝相 愛 して共 に この世 に生 きよ。 されば 死

に た る者 を失 いた るため に涙 を流 し， こ とに
も

栄光 あ る復 活 の望 み を有 た ざる者 の ために い

よい よ歎 き悲 しめ 。」 （教 義 と聖 約４２：４６－ ４７，

４５）

最近 ， 私 は トンガのバ バ ウの 離 島に住 む 忠

実 なひ と りの教会 員 の葬儀 に参列 した。 この

善 良 な兄 弟 は村 中の 人 々に愛 され，教 会 員 だ

け でな く，教 会 員 でな い人 々か らも尊 敬 され

て いた。

参列 者 が家 を出て墓 地 に 向か っ た時， 村 中

の人 々が そ の後 に続 き，皆 は穏や か な湾 が見

下 ろせ る小 高 い丘 に集 まつ た。監 督 と参列 者

が 遺族 と向か い合 って立 ち， 後 につ いて きた

人々が 墓 を取 り巻 い て いた。 その 時私 は， 多

くの 人々が 悲 しみ に沈 ん で泣 いて い る中 で，

未亡 人に な った夫 人が 愛す る夫 の そば に安 ら

か な面持 ちで座 って い るの に気 づ いた 。

彼女 は復 活 と救 いの 計画 を知 ってい たの で

あ る。 後 に私 は， 彼女 と御 主 人がニ ュー ジー

ラン ド神 殿 を訪 問 し，今 も永世 に もわ た って

結 び固め られて い た こ とを知 った。 彼女 の生

涯 にお いて， これ は この上 な い不 幸 な 出来事

とい う もの では な く， 神 の計 画 の一部 に す ぎ

なか っ た。平安 が彼女 を包み ， その姿 か らは

福 音 に対 す る感謝 の 念 さえ感 じ とれ た。

キン ボール 大管 長 はこ う述べ ている。「主 は

私 た ち力嘆艮難や 苦 難 に遭 わ ない よ うに しよ う

とは約 束 して下 さ って いな い。む しろ，私 た

ちに祈 りとい う交 通 の手段 を与 え， 私 た ちが

謙遜 に神 の助 け と導 き を求 め られ る よ うに し

て下 さっ てい る。つ ま り， 私 たちが 祈 りの 家

を築 け る よ うに して 下 さって い るので あ る。」

さ らに こ う述べ ている。 「静けさの中 で神 の

み声 を聞 くこ との で きる よ うな人生 の深 み に

到達 した人 は，苦 難ｉの嵐 の 中に あ って も落 ち

着 いて前 進 で きる安 定 した力 を持 って い る。」

（「聖徒 の道 」１９７９年 １０月号， ｐ．６）

享９６５年 の総 大会 で， ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大

管 長 は こ う述べ ている。 「照 明の光 を受 けた神

殿 は ひ どい嵐や 濃 い霧 の 中ほ ど際立 って 美 し

く見 える。 それ とまっ た く同 じよ うに， イエ

ス ・キ リス トの福 音 も，心 の悩 みや個 人的 な

悲 しみ， 苦 しみ が深 い時 ほ ど一 層輝 きを増す

もの で ある。」（Ｃｏη力廻η６θ１～のｏκ 「大 会報告 」

１９６５年 ４月，ｐ．１６）

で は， も うひ とつ の経験 をお話 しよ う。数

年 前， 日本 にお いて， あ る伝 道部 の地 方部か

らひ とつ の ステー キ部 が組織 され よ うとして

いた 。面接 の段 階 で，地 方部 長 は会社 の最大

の 支店 のマ ネ ー ジャー に昇進 し，近 々別 の市

に移 る予定 で あ るこ と を話 した。 しか し主は，

新 しいス テー キ部長 と して この人 を必要 とさ

れ たの で あ る。彼 は教 会 幹部 に呼 ばれ， 上司

に昇 進 を考 え直 して もらい， その町 に とどま

って この大切 な責 任 を受 けて教 会 のため に働

け な い もの か ど うか尋 ね られ た。

地 方部 長 は， す でに昇進 の件 を承 諾 して し

まった こ と， そ して 彼が管理 す るは ずの支店

を除 い て全支 店 の人事 異動 が終 わ ってい るこ

とを話 した。 彼 はス テー キ部 が 組織 され るま

で， 赴任 を延 期 して もらって いたの であ る。

この よ うな説 明に もかか わ らず，教 会幹部

は地方 部長 に，何 とか 上 司に掛 け合 って要望

を聞 いて もらい， その 結果 を連絡 す る ように

と言 った 。

そ の晩遅 く， 私 はそ の地方 部長か ら電 話 を

受 け た。 彼の社 長 は， その市 に とどま りた い

の で昇 進 の件 を考 え直 して もらい たい とい う

彼 の要望 を聞 いて非 常 に驚 きあわ てた とい う。

社長 は 彼 に， もう一 度真剣 に よ く考 え， ５分

た った ら電 話 をす る よ うに言 った とい うので

あ った 。 その ホ うな短 時 間の うちに ，彼 は こ

れか らの生涯 に影 響 を及ぼ す決心 を迫 られた

の であ る。 そ こで彼 は私 に助 言 を求 めて きた

の であ った 。

私 は彼 に こ う答 えた。主 は 日本に シ オンの

ステ ー キ部 のひ とつ を組織 す るため に，御 自

分 の使 徒 を送 られ た。 も し使徒 が 主 にその地

方 部長 の 返事 を伝 え なけれ ばな らな い と した

ら，一 体 ど うだ ろ う， と。 もちろん地 方部長
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は私 に感謝 を述べ ， 社長 に電 話 を した。

翌 朝早 く， 彼は伝 道 本部 にや っ て来 て正 式

に新 しいステー キ部 長 として召 され たので あ

る。教会 幹部 に会社 との 折 り合 い につ い て尋

ね られ て， その地 方部 長 は昇進 が取 り消 され

た こと， また会社 の決 め る いか な る役職 で も

受 け 入れ なけれ ばな らな い こ とを話 した。

教会 幹部 は帰 る前 に彼 を祝福 し， た とえ仕

事 におい て試練 と苦悩 の 時期 を味 わ うこ とが

あ って も， 彼 は個 人の益 を得 るこ と よ りも主

に仕 え るこ とを選 んだの で， いつ か社 長 に呼

ば れて，会 社 に関す る重 要 な決定 を下 す の を

助 け る 日が来 るで あ ろ う と述 べ た。

数年 後， 彼 は まだ ステー キ部長 であ った が，

会社 の専務 とな って，主 の 使徒 に よ り宣 言 さ

れ た約束 が成就 され たの であ る。 この世 にお

け る苦 しみや悩 み を信仰 を もって耐 え忍ぶ 時，

私 た ちに与 え られ る報 い は何 と大 きい こ とで

あ ろ うか 。

予言 者 ジ ョセ ブに下 され た約束 は， 私 た ち

に もあてはまる。 「汝 の不 幸汝 の 困苦 はた だ こ

れ束 の間 な り。

然 り而 して， も し汝 よ くこれ を耐 え忍 ばば ，

神 は汝 を高 きに挙 げた まわ ん。か くして ，汝

あ らゆ る敵 に勝 つ こ とを得 ん。」 （教義 と聖約

１２１：７一一８）

オル ソン ・Ｆ ・ホ イ ッ トニー は この よ うに

言っている。 「私 たち の味 わ う苦 痛，経験 す る

試練 は どれ ひ とつ と して無 駄 な もの はな い。

それ によっ て私 た ちは訓練 され ， 忍耐 力や 信

仰 ，不屈 の精 神， 謙遜 さな どの特 質が養 われ

るの であ る。 私 た ちの味 わ う苦 痛， 忍耐す る

事柄 は どれ も，特 に辛 抱 強 く耐 え忍ぶ 時 には，

私 たちの 人格 を築 き， 心 を清 め， 心 を開 き，

私た ちをよ り慈 悲深 い愛 に富 ん だ者 と し， な

お一 層神の子 と呼 ばれ るにふ さわ しい者 と し

て くれ る… …悲 しみや 苦 痛， 試練 ，銀 難 に よ

って， 私 たちは この世 に 来た 目的 で あ る訓練

を受 け， それ に よって一 層 天の 父， 母 の よ う

になれ るので あ る。」 （スペ ンサ ー ・Ｗ ・キン

ボール，翫 肋 Ｐ名召６θ４θＳ漉乱Ｍ勿 ６１θ「奇跡に先
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駆 け る信仰 」ｐ．９８に 引用 ）

キ ンボー ル大管 長 はこう言ってい る。 「苦 し

み は聖徒 たち を忍耐 し，長 く耐 え忍 び， 自制

で きる民 とす る。救 い主 は，数 々 の苦 しみ を

経験 して学 ばれ た ので あ る。

『彼 は御 子 であ られ たに もかか わ らず
， さ

ま ざまの苦 しみ に よ って従川頁を学 び，

そ して全 き者 とされ たの で， 彼に従 順 で あ

るすべ て の人 に対 して， 永遠 の源 と』 な られ

たの であ る。』 （ヘ ブル ５ ：８－ ９） （翫 励

Ｐ形０θ鹿 Ｓ漉６ルＺ勿 Ｃ１６「奇 跡 に先 駆 け る信仰」

Ｐ．９８）

私 た ちが試 練や 苦 しみ に よ く忍耐 で きるよ

うに 。主 の義 しい裁 き を信 じて主 を仰 ぎ見 る

こ とが で きる よ うに。 イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ りへ り くだ りお祈 り申 し上 げ る。ア ー

メン。

十 二使 徒評議員会会 員 Ｌ ・トム ・ペ リー長老



永遠の幸福

私 たち は現 在の 自分 の状 態 て はな く， 主に感 化 さ’れ る こと によ って達 する 自

分 の状 態 によ って 自分 自身を判 断す る よう に しな けれ ばな らな い

七 十 人第 一 定 員 会 会 員

リチ ャ ー ド ・Ｇ ・ス コ ッ ト

美 しい グラ ン ドピア ノ を壊 してた き木 にす
る人や， 高価 な卓上 計算 機 を机 の引 き出

しを こ じあけ るのに使 う人 を見 る時， 皆 さん

は ど う思 わ れ るだ ろ うか 。高 価 な品 を その よ

うに使 うこ とは 考 え も及ば ない こ とで あるが，

今 日の世 の 中に は， 精神 ， 肉体， 霊 とい う貴

重 な もの を もっ と悲 しむ べ き方 法 で誤 用 して

い る人が 大勢 い る。

も し毎 日の生 活 に真 の意 味 と満 足 を見い だ

せ な い人が い た ら， も し人生 で一 番 欲 しい と

思 ってい る もの を手 に 入れ られ な い人， 絶望

の最 中に あ って幸福 や仲 間 を求 め よ う として

悪事 に走 って しまっ てい る人が い れば， その

よ うな方 々に私 た ちは希 望 と確 信 の メ ッセ ー

ジ をお送 りした い と思 う。 今 は完全 に理 解 で

きな いか もしれ ないが， この メ ッセー ジは 宗

教 の 原則 に基づ いて い るの で， 顔 をそむけ な

いで いた だ きた い。 なぜ な ら， 私 は それが 皆

さん に最 も望 ん でい る もの を必ずや もた らす

こ と を確 信 して い るか らであ る。

予 言者 の ひ と りは， 主 の霊 感 を受 け て次 の

よ うに述べ た。「人類 が現世 に在 るのは幸 福 を

得 ん ため で あ る。」 （ＩＩニー フ ァ イ ２ ：２５）す

なわ ち，現 世 か ら永遠 に わた る幸福 を指 して

い る。 しか し皆 さん は この よ うに言 うか もし

れな い。 「ど うした ら幸福 を得 られるのだろう。

色々 な 人が助 言 を与 え て くれ るが， それ らは

往 々 に して わか りに く く， 私 に よ く理解 で き

ない 言葉 や概 念が 多い」 と。

神 は御 自分 の子 供 た ちが この よ うな チ ャレ

ンジに直 面す るこ とを御 存 じで あった。 そ こ

で神 は幸 福へ の確 か な計 画 に気づ くよ う， 正

しい方法 を備 え られ た ので あ る。

ひ とつ の簡 単 な例 を挙 げ てそ の方法 をお話

したい と思 う。 この箱 を この世 界に た とえよ

う。 この箱 の 中に は磁石 が ふたつ 入 ってい る。

ひ とつ は真 理 を表 わ し， も うひ とつ は誤 りを

表 わす 。 それ らの磁 石 か らは強 力 な磁 力が 出

て い るが， 皆 さん はそ れ を見 るこ と も感 じる

こ と もで きな い。 ただ 自分 の 目で見， 手 でさ

わって 真理 と誤 りの違 い を知 る以 外にな いの

であ る。 もし探 知 用 として も うひ とつ 磁石 を

使 えば， 間違 い な くど ちらが真 理 を表 わす磁

石 か知 るこ とが で きる。真理 を表 わす磁石 は

そ の磁 石 に 引 き寄せ られ るか らで あ る。 同様

に， 誤 りを表 わす磁 石 もす ぐに区別 が で きる。

なぜ な ら， それ は探知 用磁 石 を近づ け る と反

発す るか らであ る。

この世 に生 を受 け て いる 人は皆， 探知 す る

力 を与 え られて い る。神 か ら与 え られ た賜 で，

真理 と誤 りを識別 で きるの であ る。私 た ちは

それ を良 心 と呼 ん でい る。 そ して， 神 はそ れ

をキ リス トのみ た ま と呼 ば れた。 この 賜 を正

し く使 うな らば， 私 た ちは 自然 に真理 に引 き

寄せ られ ，誤 りに 反発す るので あ る。

サ タンは私 たちが そ の神聖 な賜 を使 うこ と

を喜 ば ない 。サ タンは 人 を引 きつ け てお いて
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その陰 に本 当の 目的 を隠 して い る。彼 の 目的

は私 たちの興 味 を 自分 に 向け させ るこ とであ

る。 そ して， 肉欲や 欲 望 を満 足 させ る こ とに

没頭 して，私 た ちが真 理 と誤 りを見分 け る力

を失 って しま うよ うに と望 ん で い るので あ る。

その よ うな生 き方 は現 在 も， また これか らも

決 して幸福 を生 じるこ とは ない。 生 じ得 な い

の であ る。

もしこの探 知 用磁石 の 周囲 に障 害物 を置 い

た とした ら， もはや真 理 を表 わす 磁石 と誤 り

を表 わす磁石 の 力 を見分 け る こ とは で きな い。

同様 に， もし私 た ちが 無 関心や 不 信心 の ため

に誘惑 に屈 した り，神 の戒 め に従 わ なか っ た

りす れば， 私 たちは 自分 の良心 の周 囲に 障壁

を築 き， 良心 の 力 を失 わせ る こ とに な る。 そ

うす れば 当然の こ と， 真理 と誤 りを見分 け る

こ とは困難 とな り，事 実不 可 能 とな る。

主 は私 たち一 人一 人が悔 い改め の奇 跡 に よ

って 罪の障 壁 を取 り除 き， 再 び真 理 と誤 りを

察知 で きる良心 を呼 び覚 ます こ とが で き るよ

うに， 御 自身の 命 を捧 げ られた ので あ る。

では も うひ とつの神 聖 な賜 につ い てお話 し

よ う。 それ は私 た ちの良 心 よ りは るか に敏 感

で力強 い もの を内在 して い る。 この 賜 に よっ

て， 私 たちは 自分 の 生活 を導 いて くれ る清 い

真理 を知 り， 自分 の 問題 を解 決す る神 聖 な忠

告 を受 け， さらに は障害 を克服す る神 の 力 を

借 りるこ とが で きるの であ る。聖 霊 の賜 が そ

れであ る。

では この貴 い賜は どの よ うに した ら得 られ ’

るのだ ろ うか。 また， す で に持 って い る人は ，

どうした らもっ と有効 に使 うこ とが で き るの

だ ろうか。主は この ように言 われ た。 「求 め よ，

さらば与 え られ ， 叩け よ， さ らば開 か る るこ

とを得ん。」 （教義 と聖 約 ４ ：７）皆 さんは真

心 か ら求め るな らば， さ らに偉大 な真理へ と

導いて くれ る否 定 しが たい感 情 にか られ るこ

とだ ろ う。皆 さん には これか ら もこの よ うな

大 会の霊感 された メ ッセ ー ジ を通 して， 唯一

ま こ とのイエ ス ・キ リス ト教 会 を見 い だす機

会 が与 え られ る。 そ して必ず や その よ うな教
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会 を知 る こ とが で き るので あ る。

研 究 と祈 り と従順 に従 うこ とに よ ってふ さ

わ し くなれ ば， バ プテ スマ を受 け て イエ ス ・

キ リス ト教 会の 会 員 とな り， 按 手礼 に よ って

聖霊 の 賜 を受 け るこ とが で きる。

救 い主 は この よ う言 われた 。 「さ れ ど，汝

らに命 ず， すべ て何事 も惜 む こ とな く与 え た

も う神 に願 うべ し。また， 『み た ま』の汝 らに

証 した もう とこ ろを汝 らの為 す は われ正 し く

望 む とこ ろな り。す なわ ち， 汝 ら全 く聖 きこ

こ ろを以て これ を為 し， わ が前 に正 し く歩み ，

汝 らの救 いの末 に就 きて考 え，祈 りと感謝 と

を以 て何 事 を も為 し，か くして悪霊 または悪

魔 の教 え また は人 の造 りた る戒 め に陥 らざる

様 に為 さん こ とを。」 （教 義 と聖 約４６：７）

神 は私 たち を環境 に よって左 右 され る まま

にこの世 に置 いて はおか れ な い。神 は私 た ち

に確 か な成功 をお さめ る ための 計画， す な わ

ち幸 福 に な るため の完全 な計画 で あ る福 音 を

与 えて下 さ ってい る。

私 た ち は現在 の 自分 の状 態 では な く， 主 に

感化 され る こ とに よ って達 す る 自分 の状 態 に

よって 自分 自身 を判 断す る よ うに しな けれ ば

な らない。私 た ちはす でに知 られ てい る能 力

だけで 成功へ の可能 性 を推 しはか って はな ら

ない。私 た ちは神 の力 と私 た ちの生 活 に及 ぼ

す その 広範 囲 な影響 力 に頼 るこ とが で きる。

私 た ちの能 力や 強 さは， 私 た ちの前 に立 ちは

だか るいか な るチ ャレ ン ジに も対 応 で き るよ

うに増 し加 え る こ とが で き るの で あ る。

聖 霊 の賜 を受 け る時， 私 た ちは生 活 の中 に

もた らされ るその すば らしい 力に もっ と敏 感

にな る よ う努 力 しなけ れば な らな い。祈 りは

神 との 交通 手段 で あ る。神 は私 た ちの生 活 に

霊感 や 導 き， 力 を与 えて下 さる聖霊 を通 して

熱心 な祈 りに答 えて下 さるの であ る。

私 たちの 人生 に は常 に道 標が あ り， ひ とつ

の道 標 を通 り過 ぎる と， 次 に もっ と高 い地 点

の道標 が は っ き りと見 えて くるの で ある。私

たちが もっ と注 意 深 く聖 霊 の勧 め に耳 を傾 け

れば， 道標 に た ど りつ く前 に それ を見 る こ と



が で き， そ れに よ って一 層安 全 に導か れ るの

で あ る。 そ のため に は， 克 己心や 自制 心， 変

化 に快 く応 じる心 が 必要 で あ る。

救 い は私 た ちが 絶 えず 向上 す る こ とに よっ

て到 達す る永遠 の 目標 であ る。 疑 いは永遠 の

成長 を妨 げ る精 神的 な毒 物 であ る。私 たち は

自分 の 道 をは っ き りと 目で 見 る前 に まず 手探

りで歩 いて みな けれ ば な らな い。絶対 的 な確

信が な くて も， 多 くの正 しい決 定 を下 す こ と

に よって 自分 自身の ふ さわ しさ を立証 す るの

であ る。 こ うす る時 に， 以 前に は得 られ なか

った， よ り確 か な知 識 と確信 が 得 られ る こ と

だう つ。

幸 福 はつ くられ る もの’で あ る。 そ してそ の

核心 とな る ものは愛 で あ る。他 に誠 実 な信仰 ，

真 の悔 い改 め， 完全 な従 順 さ， 無私 の奉 仕 な

どが その要 素 とな る。

私が 例 として挙 げ た磁 石が 真 理 を表 わす 力

に引 き寄せ られた よ うに， 皆 さん も信仰 と祈

りに よ って地上 の神 の 王国 をは っ き りと見分

け る こ とが で き るの で あ る。

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会 員， モ

ル モン を捜 して， 回復 され た真理 につ いて尋

ね てみ て いた だ きたい 。 そ して モル モン経 を

入手 し， 読 み， 熟考 し， そ の原 則 を生 活に取

り入れ て いた だ きたい 。 そ うす れば， きっ と

この世 だけ で な く永遠 に も及ぶ幸 福 を見 いだ

せ る こ とだう り。

私 は真 心 か ら，謙 遜 に， また 厳粛 に父 なる

神 が御 子 イエ ス ・キ リス トを通 して地 上 に完

全 な真理 を回復 された こ と を証す る。 主は御

自分 のみ 名に よ って必要 な救 いの儀式 を執 り

行 な う権能 す な わち神 権 を回復 され た。 スペ

ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル大 管長 は神 の予言者

であ る。私 は心 か ら大 管長 を愛 し，支 持 して

い る。私 は この末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教

会が この地 上 で，完 全 な真理 と神権 の権能 を

持 つ 唯一 の教 会 であ る こ とを証 す る。 これ ら

の こ とを イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し

上 げ る。 アー メン。

アッセ ンブ リーホー ルの前 で くつ ろぐ聖 徒 たち
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戒めに従 う

主は主と共に住む人々に，弱点や欠点を克服する力を求めておられる

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

０ ・レス リー ・ス トー ン

救 い主の撚 や激 い主が世の人々のため
に行 なわ れた数 多 くの 出来事 を思 い起 こ

す と， 私 た ち は だ れ で も霊 感 さ れ る思 いが

す る。救 い主は 歴 史 が 記 され る以 前 か ら 存

在 してお られ た。 天上 の大 会議 の 中に いて，

御 父が天 と地 を造 られるの を助 け ，「い ざ……

われ らのか たちに 象 りて われ らの像 の如 くに

人 も造 り……」 （アブ ラハム４ ：２６）と御 父が

言われ たこ とに応 え て， 人の創 造 を も助 け ら

れたの であ る。

救 い主 は，サ タ ンの 強制 の計 画 に反対 し，

自由意志 を用 いて御 父の計 画 を支持 された 。

そ して救 い主 は，私 たちすべ てに とって非常

に重要 な選 択 の権 利 を与 えて下 さった ので あ

る。

救 い主 は この時 の絶 頂 に約束 の地 に住 まわ

れ た。

故郷 か ら遠 く離 れ た所 で生 まれ， か いば お

けの 中に寝か され た。

善 を釈 き，善 を行 な うこ とに専 念 され た。

人々 が救 い主 に従 ったの は この世 の富 では な

く，天 の宝 を得 るため で あ った。

救 い主 は 人が守 るべ き新 しい律 法 を定め ら

れ た。す な わ ち互 いに愛 し合 うこ と， 敵 を も

愛す るこ とを教 え られ た。 また私 た ちに 裁 い

て は な らない こ と， 人 を赦 し，す べ ての 人 に

も う一度 機 会 を与 え るよ うに と諭 され た。

私 たち一 人一 人が ， また地 上 の国 々が この

律 法 に従 うな ら，今 の世 の 中は どの よ うに変

わる だ ろ っか 。 人 が よ くこ の よ っに 言 っ の

を耳 にす る。 「赦 しましょう。で も決 して忘 れ

ませ ん よ。」言 うまで もな く，これ では赦 して

い るこ とにな らない。

教義 と聖 約 第６４章 ８節 か ら１１節 の中 で，主

は互 いに赦 し合 うのは私 たちの責 任 で あ り，

兄 弟 を赦 さな い 人は罪 に値 し， さ らに大 いな

る罪が あ る と言 ってお られ る。

マ タ イに よる福音 書 第２２章 ３６節か ら３９節 に

は， 当時 の律 法学者 たちが キ・リス トに詰 め寄

って質 問 した 時の こ とが記 され て い る。彼 ら

の中 の ひ と りが こ う尋 ね た。「『先生 ， 律法 の

中で， どの い ましめが い ちば ん大切 なの です

か 』。 イエ スは言 われ た， 『心 をつ くし，精 神

をつ くし， 思 い をつ くして，主 な る あな たの

神 を愛せ よ』。これがい ちばん大切 な 第一 のい

ましめである。第 二 も これ と同様 であ る， 『自

分 を愛す るようにあなたの 隣 り人 を愛せ よ』。」

隣 人 を 自分 自身の よ うに愛せ ない 人が 日の

光 栄 の王 国 に入 れ るだ ろ うか。 イエ スが 第二

の戒 め を与 え られた時 ， それ は第一 の 戒め と

同様 で あ る と言 われ， そ れ を繰 り返 して， 次

の よ うに言 われ た。 「これ ら二つのい ま しめ に，

律 法 全体 と予 言者 とが か か って いる。」 （マ タ

イ２２二４０）

救 い主 は これ らの戒 め を非常 に重 要 な もの

とされ た。 したが って，他 のす べ て の律法 や

戒 め は これ を基 として いるの で あ る。
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次 に もうひ とつ 皆 さんに お尋 ね した い と思

う。 人 は第 二の戒 め に従 わ ずに一 番 大切 な第

一 の戒 め に従 うこ とが で きるだ ろ うか
。 言 い

換 えれば ， 同胞 を愛 す る こ とな くして，真 心

か ら神 を愛す るこ とが で きるだ ろ うか。答 え

は明 らか で あ る。

使徒 ヨハ ネは こ う言 って い る。 「『神 を愛 し

て い る』 と言い なが ら兄 弟 を憎 む 者 は，偽 り

者 であ る。現 に見 て い る兄弟 を愛 さない者 は，

目に 見 えな い神 を愛す るこ とは で きない。

神 を愛 す る者 は，兄 弟 をも愛すべ きで あ る。

この戒 め を， わ た した ちは神 か ら授か ってい

る。」 （１ヨハ ネ４：２０「 ２１）

ニ ー フ ァイ 第三書 第 １１章 第２９節か ら３０節 に

この よ うに記 され て い る。「まことに，まこ と

に汝 らに告 ぐ， 争 い を好 む心 あ る者 はわれ に

属 く者 に あ らず して悪 魔 に属 くもの な り。悪

魔 は争 い を生 む親 に して， 人 々の心 を煽 動 し

て互 いに 怒 り争 わ しむ る者 な り。

見 よ， 人々 の心 を煽 動 して互 い に怒 り争 わ

しむ る ご ときはわ が教 義 にあ らず 。わが 教義

はか くの如 き怒 りと争 い とを止 め よ う と言 う

もの な り。」

これ らの言葉 か ら， 主が私 たち に互 いに愛

し合 い，赦 し合 うよ う望 ん でお られ るこ とは

明 らか で あ る。 私 た ちは皆， 自己の プ ライ ド

を捨て 覗 との誤 を解く鶴

一 ・第３二一フ
ァイか らの 引用 に もある よ うに， 争 いや議 論

は悪 魔 に属 く もの で１あ り， 天父 が よ し とされ

る もの では な い。 自分 自身 の よ うに隣 人 を愛

す る こ どを通 して， 私 た ちの生 活に は喜 び と

幸福 が もた らされ るの であ る。

キ リス トは この世 で 人々 に祝福 を施 し， 癒

し， 回復 の業 を行 なわ れた 。 キ リス トは平 和

を作 り出す御 方 で あ った。幾 度 とな く病 人や

足 の不 自由 な人， 盲 人 を癒 され た。 そ して先

程 も話 した よ うに， 人 さ え も生 き返 らせ た も

うたの であ る。

これ らすべ て の こ とをな した あ とで， キ リ

ス トは 自分 の十字 架 を負わ され， カルバ リの

丘 に向 か わせ られ た。 しか し， キ リス トは御

自分 の 命 を とろ う としてい る入 々 をも赦 され

た。最 も苦 しい状態 に あ って さえ， この よう

に 言わ れ たの であ る。 「父 よ，彼 らをお るゆし

くだ さい。 彼 らは何 を して い るの か， わか ら

ず に いるの です 。」 （ル カ２３：３４）

キ リス トが亡 くな られ た のは，私 たちが永

遠 の生 命 を受 け られ るよ うにす るため であ っ

た。 ヨハ ネに よる福音 書 第１１章 ２５節 か ら２６節

に は次 の ように宣 言 されている。「わ た しは よ

みが え りであ り， 命 で ある。 わ た しを信 じる

者 は， た とい死 ん で も生 きる。

また， 生 きて いて， わ た し を信 じる者 は，

いつ まで も死 なな い。」

キ リス トは墓 か ら よみ が え り，死 に打 ち勝

ち， 復活 を もって世 の人 々 を祝 福 され た。

福 音 に よって， 私 た ちは素晴 ら しい救 いの

計 画 を与 え られ てい る。私 た ちは 肉体 を得 ，

知 識 を得 ，技 能 をみが き，性 格 を築 くため に

この 地上 に来 て い るこ とを知 って いる。 また

私 たち は悪 を克服 し， 主 のみ もとに帰 って共

に住 む にふ さわ し くな るよ う正 直 で信仰深 く，

勤 勉 でか つ戒 め に従順 で い られ るか どうか 試

み られ るため に この世 に 来て いる。

き ょう私 は，今 までに私 た ちに与 え られて

きた数 多 くの祝 福 を思 い起 こ して いる。 また，

モル モ ン経 の 中 でベ ン ジャ ミン王が主 か ら自

分 の 民に 注が れ た祝 福 を挙 げ た後， 次の よ う

に言 っ た言葉 を思 い 出 した。

「ご らん
，神 が お前 た ちに要求 なさ るのは，

お 前 た ちが神 の命令 に 従 うこ とだけ で ある。」

（モー サヤ ２：２２）

確 か に， 主 が私 た ちに望 ん でお られ るのは，

主 の戒 め を守 る こ とだ け であ る。 この よ うに

言 っ とご く容 易 なこ との よ うに 聞 こえ るか も

しれ ない。 しか しだれ もが知 って いる よ うに，

それ は決 して容 易 な こ とではな い し， またそ

う思 って もな らないの で ある。 多 く与 え られ

る者 は 多 く求め ち れ る。主 は主 と共 に住む 人

人に， 弱点 や 欠点 を克服 す る力 を求め てお ら

れ る。 主 は私 た ちに克 己心 と無私 の心 を求め
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て お られ る。 これ は決 して容 易 な こ とでは な

い。 しか し，主 は私 たちが 主 の戒め を守 るこ

とがで き るよ うに ， 多 くの 提案 と指 示 を与 え

て下 さって いる。

主の戒 めが こ の世 での幸 福 の妨 げに な る と

感 じる人が い るか も しれ ない 。 しか しそれ は

間違 ってい る。私 た ちは皆 ，心 の奥 底 で主 の

戒 め を守 っていれ ば， 昼 のあ とに夜 が 来 る よ

うに確 かに忠 実 な者 に約束 されて い る祝 福 を

刈 り取 るこ とが で きる こ とを知 って い るので

あ る。 主が次 の よ うに言 われ て い るこ とを思

い起 こ していた だ きた い。「汝 らわが 言 うとこ

ろを行 わば， 主 な るわれ これ に対 して責 任 あ

り。 され ど， 汝 らわ が言 う ところ を行 わず ば

汝 ら何 ら約束 を受 けず。」 （教義 と聖 約８２：１０）

それが どの よ うな形 で成就 され るか は っ き

りしない 時が あ るか も しれ ない。 しか し， 主

は必 ず約束 を果 た して下 さるの であ る。

私 た ちの中に 裁 きの 日に， 自分 の務 め をよ

く果 た さなか った こ とを指摘 され たい と思 う

人が い るだ ろ うか。 正 しい生 活 を送 らなか っ

たために， 主 の悪 しき僕 と呼 ば れ るこ とを喜

ぶ 人が いるだ ろ うか 。マ タイに よ る福 音 書 第

５章 １６節 で，主 は私 た ちに非 常 に大切 なこ と

を言ってお られ る。 「その よ うに，あな たが た

の光 を人々の前 に輝 か し， そ して， 人々 が あ

なたが たの よいお こ ない を見て， 天 に い ます

あな たが たの 父 をあが め る よ うに しな さい。」

主の戒 め を破 る と罪 の意 識 を感 じるだけ で

な く，実 際に この世 で受 け るべ き多 くの 祝福

と，私 たちが 目標 として い る永 遠の祝 福 を取

り去 られ て し まう。 コ リン ト人への 第一 の手

紙 ２章 ９節に は， 次の ような大切 な言葉 が記

され てい る。 「目が まだ見ず ，耳 が まだ聞 かず ，

人の心 に思 い浮び もしなか った こ とを， 神 は，

ご自分 を愛す る者 た ちの ため に備 え られ た。」

そ してす べ ての人 々に ，次 の よ うな素晴 ら し

い約 束が与 えられた。「もし汝 わが誠 命 を守 り

終 りまで忍ぶ な らば 永遠 の生 命 を得 ん。 これ

神 のあ らゆる賜 の中最 大 な る もの な り。」 （教

義 と聖 約１４：７）

１０２

最後 に， 私 の証 を述べ たい と思 う。御 父 と

御 子 は確 か に ジ ョセ ブ ・ス ミスに現 われ， 真

の イエ ス ・キ リス トの福音 を回復 す るため の

指 示 を与 え られ た。 また現 在 の私 た ちの指 導

者 スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル大 管長 お よび

副管長 たち は，神 の真 の予 言者 であ る。 これ

らの こ とを私 は証 す る。私 た ちは喜 んで彼 ら

に従 って真理 と正 義 の道 を歩 むつ も りで あ る。

これ らの大 管長 会 の方 々が常 に霊 感 を受 け

られ るよ うに祈 って い る。願 わ くは天 父が こ

の ３人 の方 々に， この重責 を果 たす に必要 な

十分 な健 康 と力 を与 え て下 さ らん こ とを。 イ

エ ス ・キ リス トのみ 名に よ り申 し上 げ る。ア

ー メ ン
。

七十人第一定 員会会 員 ロバ ー ト・Ｄ・ヘイルズ長老



「
「わた したち は幼 い者 も，老 いた者も行 きます」

年長者の聖徒が常に喜びに満ちた生活を送るための ８つの提案

七十 人 第 一 定 員会 会 員

ヒ ュ ー ・Ｗ ・ピ ノ ツ ク

数 年 前 の こ とであ る・ペ ンシルベ ニ ア州 の
エ リーか らピ ッツバー グに向か う飛行機

の中 で， あ る著 名 な プ ロテ ス タン ト教 会の牧

師 と隣 り合 わせ た。服 装か ら判 断 して， 彼 が

牧 師 で ある こ とは一 目瞭 然で あ った。私 が末

日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会 貝で あ るこ

とを告 げ る と，彼 は次 の よ うに言 った。 「牧 師

た ちが何 を話 題 に して いるか御 存 じで すか 。

顔 を合 わせ れ ば， モ ルモ ンの こ と を話 して い

るの です よ。 若 人， か な り年 輩の 人々， 十代

か ら小 さな子供 ， そ れに新 婚 の 男女 に至 る ま

で，群 れ をな してあ な た方 の教 会 の 門 を く ぐ

って い る こ とを知 って い ます 。 どの年 代 の人

人 も教 会 に集 うこ とに満 足 して い るよ うです

ね。」 私 は，牧 師 にこの教会 が どの よ うに して

あ らゆ る年代 の 人々 に関心 を向け て い るか を

説明 した。

そ の時 ，私 が思 い起 こ したの は，パ ロを説

得 して イ スラエ ルの 民 をエ ジプ トか ら去 らせ

よ うとした時 の モー セの苦 労 で あ った。数 々

の災 いが 次 々に下 され， パ ロ もよ うや く承 認

す るに至 った。 い な ごの 大群 を恐 れ たパ ロは，

女性 ， 若 者， 老 人 をエ ジプ トに とど まらせ る

な ら とい う条件 で， 男た ちがエ ジプ トを出て

行 くこ とに 同意 した。（出 エ ジプ ト１０：３－ １１

参 照 ）。

しか し， モー セは全 員 を去 らせ る ように主

張 した。 「わ た したちは幼 い者 も，老 い た者 も

行 き ます 。む す こ も娘 も携 え， 羊 も牛 も連 れ

て行 きます。」 （出エ ジプ ト１０：９）モー セは

主 の 民 を離れ 離れ にす るこ とを拒 んだの であ

っ た。

すべ ての年 代層 の 人々 が様 々な 危険 を共 に

したの であ る。今 か ら １３２年前 ， 開拓者 た ち

が大 い な る脱 出 をはか った時 とまった く同 じ

よ うに。 あ らゆ る人 々が年 齢 を越 えて一致 す

る とい うの は主 の方法 で あ る。 そ して， それ

が主 の方 法 であ るか らに は，私 た ちの方 法で

もあ る。

人生が そ の歩 み を止め る とい うこ とはな い。

秒 ， 分， 時 間， 日，週 ， 月，年 ， ……時 は 人

を選 ばず 等 し くその針 を進め る。 どの年 代の

人 々 も取 り残 され る とい うこ とは な い。だれ

ひ とり幼 年期 ， また青 年 ， 中年 ， 老年期 の ま

まに と どまる こ とは で きな いの であ る。私 た

ち はすべ て年 老 いて 行 く。 そ して，年 とと も

に成 長 し続 け る と した ら， これ は素 晴 らしい

こ とで あ る。パ ウ ロは次 の よ うに語 ってい る。

「た といわ た した ちの 外な る人 は滅 びて も
，

内 な る人は 日ご とに新 し くされ てい く。」 （ＩＩ

コ リン ト４：１６）

私 は 自分 の歩 んだ道を振 り返 る時 ，歩みをと

もに し， 指 導 して下 さった年 長者 の方 々へ の

深 い感謝 の 念 を禁 じ得 ない 。私 の大 おばは 彼

女 らしい細や か な方 法 で私 にた くさんの こ と

を教 えて くれ た。 また， 立 派 な祖 母 は孫ばか

りか，孫 の 友 人に まで影 響 を与 えた 。祝福師
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は， その義 しい生 活 と素 晴 ら しい祝 福 の言葉

を通 して， 多 くの 若 人の生 活 を変 えて い る。

また， リグラ ン ド ・リチ ャ▽ ズ長老 は， その

力強 い声 と証 とに よって， 彼 の証 に耳 を傾 け

るすべ ての 人々や ， その隣 人 に福音 の真 理 を

伝 え て きた。 偉大 な予 言者 ， キ ンボー ル大 管

長 は その献 身 と並 々 な らぬ 行動 力 に よって，

これ まで 多 くの 人々 に感化 を与 えて こ られ た。

すべ ての 人が必要 なの であ り，奉 仕 はすべ

ての 人に求め られ て い る。 経験 を積 み， 成 熟

の域 に達 した皆 さん は， これ まで大 恐慌 や ２

度 に わた る世 界大 戦 の中 を生 き抜 いて 来 られ

た。この間，社 会 は馬 車の 時代 か ら時速２，０００

キロ以上 の コ ンコル ド機 の 時代 へ と大 きな 発

展 を遂 げて い る。 ここで年 長者 の皆 さんに 少

少お話 した い と思 う。

新 約聖 書 に登場 す る中 で， あ ま り詳 しい記

録 の ない人物 もいるが， マ ナ ソ ンはそ の最 た

る例 で あ る。 彼の 名前 は， わず か に一度 出 て

くるだ けで あ る。 「… …古 くか らの 弟子 である

クプ ロ人マナ ソンの家 に案 内 して くれ た。 わ

た したちは その家 に泊 まるこ とに な ってい た

ので ある。」 （使 徒２１：１６）当時 の宣 教師 た ち

は，旅 をす る場 合， 年長 者 の 同行 を願 って い

た ようであ る。 これは， 明 らか に その よ うな

人々か ら知 恵や 知 識 を得 よ う と考 えたか らで

あ ると思 われ る。

「一体私 たちに何 が で きるの だ ろ うか 」年

長 者の皆 さん の中 には この ように言 う人 もい

る ことだ ろ う。

第 １に， 救 い主 につ いて知 るため に時 間 を

取 るこ とであ る。救 い主 につ いて まだ知 識が

浅 い と感 じた な らば，救 い主 につ いて考 え る

機 会 を多 くしてい ただ きた い。救 い主 につ い

て書かれ た書物 を読 み， 生 活の 中に， 主 を招

き入れて いた だ きたい。 友 人 を得 るのに遅 す

ぎるとい うこ とは ない。 主 はあ なた に とっ て

最 良の友 であ る。

第 ２は， これ までの 人生 で経験 して きた特

別 な こ とにつ いて語 るこ とであ る。皆 さんが

努 力 した事柄 や達 成 した事 柄 を記 憶 の中 に と
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どめ てお い てい ただ きた い。不 変 の真理 につ

いて話 し合 う時 間 を取 り，６０年 ，７０年， ８０年

前 には どの よ うに して 問題 に対処 して いたか

を示 してい ただ きた い。 これ は，過 去 の時代

と同様 に今 日の 人々 に とって も有益 であ る。

私 たちは ，皆 さんの指 導 を必要 として い る。

第 ３は ，先 祖 に 目 を向 け るこ とで ある。 神

殿 の 扉は 開か れ， 皆 さん を招 いて い る。 多 く

の死者 が ，皆 さんが地 上 で儀 式 を執 行す るの

を求め て い る。皆 さんの余 暇 を生か す こ とに

よ って， これ らの死せ る人々 に祝福 を及ぼ す

こ とが で きるの であ る。先祖 は皆 さん の働 き

を待 ち望 ん でい る。

第 ４に， 伝 道 につ いて であ るが， 皆 さん に

で きる こ とが た くさんあ る。夫 婦 で， あ るい

は伴侶 が い ない場 合 で も， ひ と りの長老 ，姉

妹 宣教 師 として伝 道す るこ とが で き る。 年若

い宣教 師 の よ うに戸別訪 問 をす るこ とはで き

ないか も しれ な い。彼 らの よ うに長 時 間伝道

す るこ とは ど うみ て も無理 だ ろ う。 しか し，

皆 さんは不 活 発会 員 を励 ま し， 福祉 活動 を指

導 す る こ とが で き るだ け でな く，訪 問者 セ ン

ター で働 いた り，地 域 社会 の指 導者 と交 わ り，

皆 さんの優 れ た指導 力 ，見 識 人 に教 え る能

力 を必 要 として いる 人々 を助 け る こ とが で き

るの であ る。西 ドイツの シュ ツ ッ トガル トや

メキ シ コのエ ル モシ ヨ， ペ ンシルベ ニ ア州 ウ

ィ リア ム ズ ポー ト， コロ ラ ド州 ロ ッキー フ ォ

ー ドでは， 多 くの求 道者 が皆 さんの 言葉 に耳

を傾 け ，バ プ テ スマ を受 け るに違 いな い。

第 ５に， 自分 が愛 され，必 要 とされ てい る

こ と， また色 々な面 で 人々 を助 け るこ とが で

きる とい うこ とに気 づ いて いた だ きた い。 人

間， 年 を とって くる とあ りが ちな こ とだ が，

引 きこ もって， 自分 は不 必要 な存 在 だ とか，

取 り残 され て い る とい った気 持 ちに な って し

ま うこ とが あ る。 中に は，無 視 され， の け者

に され て いる と感 じる人 さえい る。 しか し，

大概 は思 い過 ご しで しか な い。私 た ちが皆 さ

ん の気持 ち を理 解 で きる よ うに心 を開 き， 思

い の まま語 り合 うよ うに してい ただ きた い。



第 ６に ，家 庭 の夕べ を開 くこ と。一 人住 ま

いで あれ ば，毎 週 月曜 日の夜 に友 人 を招 待 す

る とよ い。皆 さんが孤 独 感 を抱 いて い るな ら，

恐 ら くほか の人 もそ うであ る。孤 独感 を追 い

払 うに は他 の 人 の孤独 感 を和 らげ る よ う努 め

る しか ない。 家庭 の 夕べ は， 分か ち合 い， 礼

拝 し，心 をいやす 絶 好 の場 であ る。

第 ７に， で きれば 毎 日散 策 し，救 い主 が創

造 され た素 晴 ら しい 自然 に触 れ る こ とで あ る。

だれ か を誘 って一 緒 に散 歩 しなが ら， 自然の

美 しさ， 素晴 ら しさにつ い て語 り合 う とよ い。

「時 を支 配 して 生 きな さい 。時 に支配 されて

は な らな い。」 （‘‘７物６、Ｐ７０∂１６〃ｚ（ゾ ０１４／１ｇ〆

乃’〃２θ『いに しえの問 題』「タイム 」１９６６年 ７月

２３日刊 ）

第 ８に，過 去 の失 敗 を忘 れ るこ と。皆 さん

が歩 ん で きた長 い 人生 の問 には 良 い思 い出だ

け でな く， で きる もの な ら変 えて し まいた い

と思 う よ うな経 験 もあ る こ とだ ろ う。 しか し，

そ れは で きな い こ とで あ る。そ れ な らば， 自

分 で 自分 を傷 つ け た り， 自棄 的 な態度 を とる

よ うなこ とはや め る よ うに して い ただ きた い。

救 い主 が 「入 を さば くな」 と言 われ た時， ひ

とつ に は 自分 で 自分 を裁 いては な らな い とい

う意 味 もこめ てお られ たの で ある （マ タイ７：

１参 照 ）。悔 い改 め の精神 は忘 れ ず に， 楽 し く

生 活 していただきたい。 「入類 が現 世 に在 るの

は幸 福 を得 ん ため であ る」 （ＩＩニ ー フ ァイ２：

２５） とい う聖 句は ま さ し く皆 さん に当 ては ま

る言葉 で あ る。

１９５５年 ８月２０日の新 聞 には， バー ナー ド ・

バ ルー クが８５歳 の 誕生 日に次の よ うに語 っ た

記事 が 載せ られ て い た。 「い くつ になって もそ

うなの です が， 私 は老 人 とは， 私 よ り１５歳年

上 の 人の こ とだ と思ってい ます 。」皆 さんがす

べ きこ とはた くさん あ る。

で は， こ こで立場 を変 えてみ よ う。年 下 の

人々 は 「私 たちの 方か らは何が で きるだ ろ う

か 」 と尋 ね るか も しれな い。

第 １に， 両親 ，祖 父母， 年長 者 の友 人 と絶

えず触 れ合 い を保 ち， 声 を掛 けた り， 愛 を示

した りす る。 これは確 か に私 た ちの責 任 であ

る。例 えば， 両親 ，監 督， 教 師，友達 などの

何か 特別 な 日に は電話 をか け た り， あ るいは

手紙 や簡 単 な メモ を書 き送 った りして， 感謝

の言葉 を伝 え る とよい。

第 ２に，私 たち年下 の者 は， 年長 の方 々 と

協 力関係 を築 か なけ れば な らな い。 そ うすれ

ば互 い に奉仕 す るこ とを通 して， 王国 の中 で

よ り良 い働 きをす るため の助 け を得 るこ とが

で き る よ うに な る。 ス テー キ・部 長や 監督 ，定

員会 会長 ，補 助 組織 の指 導者 は高 齢の会 員 た

ちに も， 大切 な責 任 を与 える よ うにすべ きで

あ る。８０代， ９０代 とい う高齢 に あ りなが ら人

人 に霊感 を与 え，指 導 し，神 のみ 業 を推 し進

め る これ らの気 高 い人 々が いな い場合， 教会

幹部 とい う組織 体が どの よ うな もの にな るか

を想像 で き るだ ろ うか。

第 ３に， 私 た ちは， 多 くの場合 私 たち よ り

も賢命 な年 長 の人 々の 言葉 に耳 を傾 けなけれ

ば な らな い。 彼 らの勧告 は若 い 人た ちの考 え

よ り も理 にか な ってい る場合 が 多い。 聞 く耳

を持 つ こ とは， 思 いや りの心 か ら生 まれ る も

の で あ る。 私 た ち年 下 の者 の性 急 さを赦 して

いた だ きたい 。私 た ち も，皆 さんの勧告 に従

うよ う全 力 を注 ぎた い。

第 ４に， 年長 者 の皆 さん が これ まで長 い間，

忍耐 と愛 に よ り私 た ち を養 い育 ん で下 さった

よ うに，私 たち も年 長 の方 々の お役 に立 て る

とい うこ とで あ る。 多忙 な 日々 で はあ るが ，

この こ と を肝 に銘 じてお きた い。皆 さんが ，

上 手 に そ して優 し く私 た ちの涙 をふ い て下 さ

った よ うに，私 たち も皆 さんの 涙 をふ くこ と

が で きれ ば と願 って い る。

最 後 に， 私 た ちの指 導者 ， また模 範 であ り，

最 愛 の友 で あ る皆様 に心か らの感謝 を申 し上

げた い。 天 父 と御子 が ひ とつ であ る よ うに，

私 た ち も皆 ひ とつ とな るこ とが で き るよ う，

栄 えあ る イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よって祈

る もの であ る。 アー メン。
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聖霊の賜

聖霊 の賜 は，植 物 に 太陽や 水 が欠 かせ な いよ う に， 私 たち に とっ て不 可欠な

もの てあ る

十二使 徒評議員会会員

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ

私 は主 のみ た まに支 え られて この 説獅 ごで
きる ように，心 か ら願 って い る。最 初 に，

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが合 衆 国の （マ ー テ

ィン）ヴ ァン ・ビュー レ ン大 統領 を訪 問 した

時 の 出来事 につ い てお話 した い と思 う。そ の

席で大統領 は この教 会 と世 のほ か の教 会 との

違 いにつ いて尋 ね た。予 言者 ジ ョセブ は質 問

に答 えて言った。「この教 会 に は，バ プ テ スマ

を施 す正 しい方法 と按手 礼 に よ る聖 霊 の賜 と

があ ります。」 さらに付 け加 えて， 「そ のほ か

重要 な事 柄は すべ て聖霊 の 賜の 中 に含 まれ て

い ます」 （研 ｓ如η ｑ〃 勉 Ｃ肋 ｚ漉 「教会 歴 史」

４ ：４２） と言 っ た。

ここで，聖霊 の 力に よ って私 の心 に 浮か ん

だ こ とを ２， ３お話 した い と思 う。 この聖霊

の賜 は， 権能 を持つ 人の按 手 に よ り私 た ち教

会 員に授 け られ る もの で あ る。

聖霊 の賜 は，植物 に 太陽や 水 が 欠かせ ない

よ うに， 私 たち に とって不 可 欠な もの で あ る。

太陽や 水 を取 り去 れば， 植 物 は枯 れて しま う。

それ と同様 に， この教 会か ら聖 霊 の存 在 を取

り去 って しまえ ば， ほ かの 教会 と何 ら変 わ ら

な くな って しま う。 そ れは教 会 員の信 仰生 活

か ら も伺 う こ とが で きる。

先 ごろ トロ ン トで地域 大 会が 開か れ た折 に ，

カナ ダの首相 が タナ ー副 管長 に こ う言 った。

「あ なたの教 会の方 々が
， 無報酬 で どう して

そんなによ く奉 仕 されるのか理 解 で きませ ん。」

教 会 員が 金銭 的 な報 い を何 ら期 待せ ず に奉

仕す るこ とは， 非常 に素 晴 らしい こ とであ る。

この壇上 にお られ る教 会幹部 の 方々 につ い て

考 え てみ よ う。 彼 らが教 会 幹部 に召 された時 ，

生 活費 が支 給 され るか ど うか につ いて は何 も

聞 か され てい なか っ た。私 が ワ シン トンに住

んで いた 頃の こ とで あ る。ベ ン ソン長老 は十

二使 徒 会 の会 員に 召 され たばか りで， まだ西

部へ 行 って按 手 聖任 を受 け て いなか った。 ち

ょうどそ の時， 私 は管理 監 督 としてベ ン ソン

長 老の 属す るステ ー キ部 の 大会 に 出席 して い

た。ベ ンソン長 老 は私 に こ う尋 ね た。「監督，

教 会幹 部 として責 任 を果 たす 間，生 活 して い

け るで し ょうか 。」 そ こで 私 は こ う答 え た。

「そ うです ね
。少 しは手 当が あ るで し ょう。

しか し，貯 えで もな い限 り，以 前 の よ うな生

活 は望 め な い と思 い ます。」

私 はた ま た ま，ベ ン ソン長老 が農 務 省 に勤

め て いた 時に 得 てい た給料 に つ いて耳 に した

が ，驚 くばか りの 金額 で あ った。 彼は それ を

捨 て て，何 の保 証 も与 え られ な い まま， 十二

使 徒定 貝 会の一 員 とな るため に この地 にや っ

て来 たの で あ る。

タナー 副管長 が 教会 幹部 に 召 され た時の こ

とを考 えてみ よ う。マ ッケ イ大管長 の 言葉 に

よれ ば， タナ ー副 管長 は カナ ダの首 相 に なれ

る地位 に い て， カナ ダ国 内の 幾つ かの 大企 業

の社長 を務 め て いた 人で あ る。今 この 壇上 に

タナ ー副 管長 が立 つ な らば， マ ッケ イ大管 長

１０６



か ら教会 幹部 に 召 された 時， そ の報酬 につ い

て は何 ひ とつ 話 され なか っ た と断言す るで あ

ろ づ。

この ように，教 会 幹部 の一 人一 人につ いて，

彼 らが いか に仕事 を犠 牲 に して きたか お話 す

るこ とが で きる。 では， なぜ その よ うな こ と

を したのだ ろ うか。 そ れは， イエ スの次 の勧

告 に従 うこ とを可能 にす る聖 霊 の賜 を受 け て

いたか らである。「まず神 の 国 と神 の義 とを求

め な さい。 そ うす れば， これ らの もの は，す

べ て添 えて与 え られ るで あ ろ う。」 （マ タイ ６

：３３）

私 が管理 監督 を務 め て いた 時に， 副 監督 の

ア シュ トン兄 弟が亡 くな り，新 たに （ソープ ・

Ｂ ）ア イザ ク ソン兄弟 が 召 され る こ とに な っ

た。 当時 ア イザ クソン兄 弟は ，大 きな保 険会

社の 社長 で あっ た。 ジ ョー ジ ・アルバ ー ト ・

ス ミス大 管長 が 召 しを受 け 入れ るか ど うか尋

ね る と，ア イザ クソン兄弟 は こう答 えた。 「は

い。 で は東部 に戻 って会議 を開 き，新 しい責

任者 を決 め て きた い と思 い ます 。御 存 じの よ

うに，保 険 の仕事 では 人事 が 非常 に大 きな影

響 を与 え るか らです 。… … もし会社 の 人々が

私 の意 見 に賛成 しなけ れば， 会 社 は彼 らの好

きな よ うに させ ましょう。」聞 くとこ ろに よれ

ば，彼 が それ まで納 め て いた什 分 の一 の額 は，

管理監 督 会副監 督 に なって か ら支給 された生

活費 と同額 であ った とい う。 しか し， それ ば

か りでは な い。 ア イザ クソ ン兄弟 は副 監督 に

召 されて か ら最 初 の ６カ月間 の生 活費 をすべ

て教 会に 返 して しまった。 そ して ， こ う言 っ

た。 「私 は伝道 に出 る機 会 が なか ったので，今

こそ何か をす る時 だ と思 い ます。」

さて， この よ うな 兄弟 た ち一 人一 人か ら直

接話 を聞 くこ とが で きた らよい と思 う。例 え

ば， 私が １０人の 男性 と ２人 の女性 を使 って仕

事 を して いた時 の こ とであ る。 あ る 日， 大管

長 の メ ッセ ー ジが私 の 父 を通 して伝 えられ た。

それは カル フ ォルニ ア州 のハ リウ ッ ド ・ステ

ー キ部 を管理 す る責 任 を受 け る こ とにつ い て

私 の意 向 を尋ね る もの で あ った。 当時 の情状

を詳 し くお話 して時 間 を取 ろ う とは思 わな い。

私 は ６ 日の 間に すべ て の事 業 と立 派 な家 を売

り渡 し， 家族 と共 に何 の保証 もない カル フォ

ル ニア州 に引 っ越 した 。何 もか も初め か らや

り直 さなけ れ ばな らなか った。

それ か ら私が ソル トレー ク ・シテ ィー で事

業 を営 ん で いた時 の こ とであ る。 ヒー バー ・

Ｊ ・グラン ト大 管長 は， 短 期 間， 宣教 師が 千

人必要 であ り， 「監督 や ステー キ部長 はすべ て

こ れ に該 当す る」と言った。その 時，私は 監督

の責 任 を受 け て いた。 私 は妻 と ７人の子供 を

残 して， また仕事 を義 兄 に任せ て， ニ ュー イ

ン グラ ン ドへ 向か った。普 通 では その よ うな

こ とは しな いで あ ろ う。聖 きみ た まに よる霊

感が あ ったか らで ある。

現 在， 世 界各地 で２８，０００人の宣教 師 が 自費

で伝 道 して い る。 また， 教会 が組織 されて以

来 １０万 人の 宣教 師が 送 り出 され て きた。宣教

師 もまた聖霊 の賜が あ るか ら伝道 で きるの で

ある。 彼 らの大 部分 は， 子供 の 頃か ら伝道 に

行 く 日を待 ち望 ん で いた。

つ い最 近 ，ベ ンソン長老か ら伺 った話 を御紹

介 しよ う。 東部 で開か れ た宴会 の席 での こ と

であ る。ベ ン ソン長老 の隣 に座 わ ったあ る牧

師 が次 の ように話 しか け てきた。 「ベ ンソンさ

ん，宴 会 の後 で お話 した いの ですが 。… …」

や が てふ た りが宴 会 の席 を立つ と， その牧 師

は こ う言 っ た。 「私 の 教会 で は，あなたの 教会

のプ ログ ラム をふ たつ 取 り入れ たい と思 って

い ます。」

ベ ンソ ン長 老 は， 「そ れは何 ですか 」と尋 ね

た。

「まず，伝 道 の プ ロ グラム です 。 あなた の

教 会は 全世 界に 宣教 師 を送 り出 して い ます 。

しか し， 教 会か らは何 も支 払わ れず， 伝道 中

の 費用 を自分 で 負担 させ て い ます 。教 会が す

るこ と と言 えば， 帰還 す るため の費 用 を支 払

うだけ です ね 。」 さ らに牧 師は続 け た。「私 の

教 会 では 宣教 師資 金 を設け て い ます 。 そ して，

伝 道 に必要 な費用 と帰 還す るのに必 要 な費用

を支払 う よ うに して い ます 。 しか し，伝道 に
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出 る人が いな いの です。」

これは 人の王 国 を築 いて い るか， 神 の王 国

を築 いて い るか の違 い であ る。 神 の王 国で な

けれ ば，聖 きみた まが 人々 の心 に注 が れな い

の であ る。

この世 の中 に，昨 晩 の神権 者 の大 会 で行 な

われ た こ とをまね で きる人 は いな い。大 会 の

模 様 は １，７００カ所以 上 の集会 所 で 同時 中継 さ

れ， 少年 を含め て２０万 人以上 の 神権者 が 出 席

した もの と推定 され る。 ペ テ ロが次 の よ うに

言 ったの も何 ら不思議 では ない。 「しか し，あ

な たがた は，選 ばれ た種 族， 王 国の神 権 者，

聖 な る国 民，特 異 な民 であ る。 それ に よ って，

暗や みか ら驚 くべ きみ光 に招 き入れ て下 さっ

た かたの みわ ざ を， あ なたが たが語 り伝 え る

ため であ る。」 （欽定 訳 １ペ テ ロ ２ ：９よ り和

訳 ）

私 の後 ろで素 晴 らしい歌声 を響 かせ てい る

合唱 団の方 々 につ いて考 えてみ よ う。彼 らは

５０年 以上 も歌 い続けてい る。 （個 人 として５０年

以上 歌 ってい る人 はい ない と思 うが， 合 唱 団

としては５０年以上 にな る） しか し， それ に対

して何の報 酬 も支払 われ て いな い。毎 週 練習

の ために こ こに集 い，私 た ちの ため に歌 っ て

くれ る ３５０人 の方 々に対 して，何 の報 酬 も支

払 って いない ので あ る。

私 が南部 で伝 道部 長 を してい た時， ほ かの

教会 が建 てた まだ新 し く美 しい 礼拝堂 を訪 れ

たこ とが あ る。 そ この牧 師が 案 内 して くれ た。

とこ ろが敷 地の崖 が 崩れ て， 地下 室が 表 に 出

ていた。私 は牧 師に 向か って言った。 「私 たち

の教 会で は こ うい う場 合 ど うす る と思 い ます

か 。」

「どうな さるので すか
。」

「修 理 して
，若 い人 たちが 楽 しめ る よ うに

しますね。」

「そ うですね
， リチ ャー ズ さん。 あな たの

教会 な らで きるで し ょ う。訓練 され た指導 者

が い ます し，彼 らに報 酬 を支 払 う必要 が な い

の ですか ら。 で も， この教 会 で はそ うは い き

ませ ん。訓練 された指 導者 は い ませ ん し， 支
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払 うお金 もないのです。」私 には その理 由が わ

か っ て いた。 なぜ な ら，私 た ちの教 会 の あ る

会 員が 毎週 彼 の合 唱団 で歌 ってお り，牧 師 は

その お礼 を払 っ てい たか らで あ る。

私 た ちが ， タバ ナ クル合 唱 団や ワー ド部聖

歌 隊 で歌 う人々 に， また補 助組 織 で働 くすべ

ての 人々 に，何 らかの 報酬 を支 払 わな けれ ば

な らない とした ら ど うで あ ろ うか。 考 えて み

て い ただ きたい。 金 曜 日の夜 に地 区代 表 の集

会 が あ り， 正確 な人数 は覚 えて いない が， お

よそ １９０人位 が集 まって いた。 彼 らは実 業家

や 会社 の経 営者 ，専 門職 を持つ 人々で あ るが ，

神 の王 国 を打 ち建 て るため に何 の報 酬 も期待

せ ず に各地 で働 いて い る。 神が 私 た ちに聖霊

の賜 を授 け て下 さっ た こ とに感 謝 した い。予

言 者 ジ ョセブ ・ス ミスが あ らゆ る もの は聖霊

の賜 の中 に含 まれ て い る と言 った の も当然 の

こ とであ る。

さて， 聖 書 の 中で聖霊 の 働 きが最 も顕 著 に

現 われ て い るひ とつ の例 として，ペ テ ロの話

を取 り上 げて み よ う。 イエ スは最後 の 晩餐 の

席上 で弟子 た ちに 向か い， この中 に裏切 者が

いる と言 われ た。す る とペテ ロは言 っ た。「た

とい， み んな の者が あ な たにつ まず い て も，

わた しは決 してつ まず きませ ん。… …

た とい あな た と一 緒 に死 なね ば な らな くな

って も， あな た を知 らな いな ど とは，決 して

申 しませ ん 。」 イエ ス は言 われ た。 「今夜 ，鶏

が 鳴 く前に， あな たは三 度 わ た しを知 らな い

と言 うだ ろ う。」 （マ タイ２６：３３－ ３５参照 ）や

が て イエ スは捕 え られ た。ペ テ ロが 中庭 に座

っ てい る と， ふ た りの女 中が や って来 て それ

ぞれ 言 った。 「あな た もあの ガ リラヤ 人イエス

と一 緒 だ った。」 （マ タイ２６＝６９）ペ テ ロは ２

度 ともその 言葉 を激 し く打 ち消 した。 その後

男 がや って 来 て同 じこ とを言 った。ペ テ ロは

何 も知 らな い と言 って激 し く誓 い始 め た。 そ

の時 ，鶏 が鳴 いた。 その 後ペテ ロは， 「外 に 出

て激 し く泣 い た。」 （マ タ イ２６：７５）この 出来

事 はペ テ ロが聖霊 を受 け る前 に起 こっ たこ と

で あ る。



イエ スは弟子 た ちに，聖 きみ た まを授か る

まで エル サ レム に とど まる よ うに言 われ た。

また， 御 自分 が去 らなけ れば， 助 け主 が遣 わ

され な い とも言 われ た。 「しか し，助 け主，す

なわ ち， 父が わ た しの名 に よっ てつか わ され

る聖霊 は， あな たが たにす べ て の こ とを教 え，

またわ た しが話 して おい た こ とを， こ とご と

く思 い起 こ させ るで あ ろ う。」 （ヨハネ １４：２６）

で は，聖 霊 を受 け てか らペ テ ロは ど うな っ

たで あ ろ うか 。 あ る時 ， 祭 司長 か らエ ルサ レ

ムの通 りで福 音 を宣べ 伝 えて は な らない と命

じられて，ペ テ ロは言 っ た。 「人 間に従 うよ り

は，神 に 従 うべ きで あ る。」 （使 徒 ５ ：２９）ペ

テ ロは恐 れ を知 らな い ライオ ンの よ うで あ っ

た。

数年 前 に伝 道部 長 と一緒 に 中央 ア メ リカ伝

道 部 を旅行 した際 に， 私 は その地 方 の大聖 堂

のひ とつ を訪 れ た。 その建 物 の片 側 の壁 には，

初 期 の十 二使徒 が 殺 され た時 の光 景が 描か れ

てい た。 パ ウロは ネ ロの手 にか か っ て ロー マ

で首 を切 られ て いた。 ペ テ ロは頭 を下 に して

十字架 に かけ られ て いた。 救 い主 と同 じ姿 で

十字架 に かけ られ るの は， 自分 に ふ さわ し く

な い と思 っ たか らで あ る。 これはペ テ ロが 聖

霊 の 賜 を受 け た後 の こ とで あ る。 彼が救 い主

を否定 した時 と比較 して い ただ きた い。

さて，教 会 の業 を見 て みれ ば， すべ ての 会

員に聖 霊 の賜 が与 え られ て いるの が わか るで

あ ろ う。私 た ちは毎 日ひ とつ の割合 で美 しい

教 会堂 を献 堂 して い る。 これ はすべ て教 会 員

の 献 身に よ るの で あ る。 す な わ ち， 教会 員 の

納 め る什分 の一 や献 金 に よ って建築 が可 能 に

な るので あ る。 そ して， この献 身 的 な行 動 の

源 こそ，教 会 員 とな る時 に按 手 に よ り授 け ら

れ る聖 霊 の賜 であ る。

そ の こ とにつ い てお 話 しよ う。私 は 南部 に

いた時 ， ア トラ ン タか らや って来 た巡 回説 教

師に 出会 った。 そ の説 教師 は 彼の教 会 の指 導

者 た ちに， 負債 をな くす方 法 につ い て説 いて

いな。 彼 はマ ラ キ書 か ら次 の聖 句 を引用 した。

「わ た しが 天 の窓 を開 い て， あふ る る恵み を，

あなた が たに注 ぐか 否か を見な さい。」 （マ ラ

キ ３ ：１０）そ して， １０カ月 の間什 分の一 を納

め るな ら， 負債 は な くな る と教 えた。 説教が

終 わ ってか ら，私 は 彼 と話 を した。「私 の証 を

お伝 え した い と思 い ます 。 あな たの教 えは き

わめ て真 理 に近 い もの です。 で も， ひ とつ だ

け わか らない こ とが あ ります 。 あな たは あの

聖 句が主 の民 に祝 福 を与 え る主の 律法 であ る

と言 わ れ ま したが， も しそ うな ら， わずか１０

カ 月間で 祝福 され るの では な く，一 生の 問祝

福 を受 け る方が よい と思 うの です が。」

す る とその説教 師 は言 った。 「リチャー ズさ

ん， 私 た ちは とて もそ こ までは で きませ ん。」

人間 の才 能 や能 力 だけ に頼 ってい たので は，

この教 会 の偉 大 なプ ロ グラム を遂行 で きない

し， 立 派 な建 物 を建築 す るこ と もで きな い。

そ ろそ ろ時 間 もな くなっ て きた よ うであ る。

神 の祝 福が 皆 さん の上 に あ るよ うに 。福音

の 回復や 神権 の 回復， また聖霊 の 賜 を含め神

権 を通 して私 た ちが享 受 す るすべ ての祝 福 と

恵み を心 か ら感謝 して いる。 十二 使徒 会の会

員 に 召 され た時， 私 は この説教 台か ら，私 の

子 供 た ちが この世 の だれ よ りも聖霊 を伴侶 と

して くれ るよ うに とい う話 を した。 き よう も

同 じ気持 ちを感 じてい る。子 供 たちの上 に，

私 の 上 に， そ して皆 さんの上 に聖霊 の助 けが

あ る よ うに。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よっ

て 申 し上 げ る。 アー メン。
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この 山地 をわた しに くださ い

ただ ， 主 にそむ いて はな りませ ん。 また そ の地 の民 を恐 れて はな りませ ん 。

… …主 がわた したち と共 にお られ ますか ら
，彼 らを 恐れ て はな りませ ん

大管 ，長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・‡ ン ボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆さん・皆さんの中で
今 お話 し下 さ った リグラ ン ド ・リチ ャー

ズ兄弟 を御 存 じの ない方 は いな い と思 う。 ま

た， リチ ャー ズ兄弟 が これ まで の生涯 ， いつ

も熱心 に伝 道 して こ られた こ とを御存 じな い

方 もいな い と思 う。 私が ア リゾナ で ステー キ

部長会 の職 に あっ た時， リチ ャー ズ兄弟 が私

た ちのス テー キ部 を訪 問 された こ とが あ った。

そ の時， リチ ャー ズ兄弟 は私 た ちに 多 くの大

切 な事 柄 を教 えて下 さった 。私 が今 で もは っ

き り覚 え てい るの は， その後 ， 大会 の締 め く

くりとして， ふ た りで ア リゾナ州 の マ イア ミ

に行 き，夜遅 くまで福音 の話 を した こ とで あ

る。 リチ ャー ズ兄弟 が覚 えてお られ るか ど う

か はわか らな いが， そ の時 の話 は， 私 の心 に

深 い印象 を残 して い る。最近 もこ の よ うな光

景 を目に した。 大管 長会 と何 名 か の教 会 幹部

の兄弟た ちが， ニ ュー メ キ シコで開 かれ る地

域 大会に 向か って いた ところ， 飛行 機 の故 障

のために 空港 で待 た され るこ とに な った。 飛

行機 は部 品 を交 換す るため に， コロ ラ ド州 の

デ ンバー まで戻 らなけ れば な らな い とい う。

私 た ちは待 合室 で座 って待 って いた が， リチ

ャー ズ兄弟 は パ イロ ッ トや スチ ュワ ーデ スに

話 しか け て， 彼 らに福音 を説 い てい た。 まさ

に彼 の よ うな 人 こそ宣教 師 と言 え る。

リチ ャー ズ兄弟 の先 のお話 では， 宣教 師 数

は ２８，０００名 と い うこ と で あ ったが ，現 在 は

２９，０００名以 上 に達 して い る と思 う。 ともか く

も， リチ ャー ズ兄弟 をは じめ ， 彼の お話 に あ

った よ うに常 に変 わ らず忠実 で あ る他 の 幹部

の兄弟 たちに， 私 た ちは この上 な く感謝 して

い る。

今大 会 は実 に素 晴 ら しい大 会 であ っ た。 こ

の場 に集 われ た皆 さん 全員が そ う感 じてお ら

れ る と思 う。 話 を して下 さった 兄弟 た ちに感

謝 して いる。 主は 兄弟 た ちの祈 りに 答 え，準

備 と説教 に 当た って助 け を与 え られ た。

大会 に 出席 す るため には るば るや っ て来 て

下 さっ た方 々 に感謝 を申 し上 げ た い。皆 さん

の中 には， 大 きな犠 牲 を払 い，不 便 を しの ん

でや って 来 られ た方 もお られ る と思 う。 私 た

ちは皆 さんの その よ うな信仰 に 感謝 し， 主 が

皆 さん を祝 福 をして下 さ る ように と祈 って い

る。そ して，閉会 の讃 美歌 を歌 い，最 後 に 「ア

ー メン」 と言 っ た後 も
， 今 大会 で聴 か れた メ

ッセ ー ジが皆 さんの心 に いつ まで も残 る よ う

に と願 って いる。私 たちは， これか ら皆 さん

方 指導 者 が それ ぞれの ス テー キ部， あ る いは

ワー ド部， 家 庭 に帰 られ た時に ど うい う働 き

をす るか が一 番大切 なこ ともよ く知 って いる。

私 は こ こで， イス ラエ ルの民 がエ ジプ トか

ら約 束の 地 に脱 出 した話 を引用 してお話 を進

め たい と思 う。 この話 には， 私 が深 く心 動 か

され る ひ と りの特 別 な人物 が登場 す る。 その

人の 名前 は カ レブで あ る。

モ ー セは， 奴隷 の境遇 にあ った イ スラエ ル
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の 民 を率 いてエ ジプ トか ら脱 出 して間 もな く，

約束 の地 を探 り， そ この生 活状 態 を報告 させ

るため に１２人 の 男た ち を派遣 した 。 その 中に

カ レブ とヨ シュア が いた。４０日の 後， 彼 らは

約 束の 地 を探 り終 えて 帰 って きた 。彼 らはい

ち じ くとざ くろ と一 房 のぶ ど うを持 ち帰 った

が， ぶ ど うは棒 を使 って ふた りで かつ い で帰

って来 るほ ど大 きな もの であ った 。

探察 隊 の大部 分 の者 は， 約 束の 地 とそ こに

住 ん でい る民 の状 態 につ いて きわ め て悲観 的

な報 告 を した 。彼 らは乳 と蜜 の流 れ る美 し く，

望 ま しい地 を 目に したが， 一方 で ， そ この町

町 が堅 固 で非常 に大 き く， 巨人の よ うな 「ア

ナ クの 子孫 」 が住 ん でい るの も見 た ので あ っ

た 。 イス ラエ ル 人の探 察 貝 たちは ，背 の高 い

ア ナ クの子 孫 に比 べ て， 自分 た ちが いな ごの

よ うに思 え た と報 告 した 。 しか し， カ レブは，

主 が言 う 「違 っ た心 」 （民数 １４：２４）を持 って

いた ので， 見 方が 少 し異 な って いた 。そ のた

め ， カ レブの 探察 の旅 の報 告 とイス ラエ ルの

民 に対 す る チ ャレ ンジは， まっ た く違 った も

の であ った。 カレブ は この よ うに言 って い る。

「わ た した ちはす ぐにの ぼ って
， 攻め 取 りま

しょ う。 わ た した ちは必 ず勝 つ こ とが で きま

す 。」 （民数 １３：３０）

ヨシ ュア とカレブ は，偉 大 な信 仰 の持 ち主

で あっ た。ふ た りは一 緒 に な って， イ スラエ

ルの 民は す ぐに も約 束の 地 に進む べ きだ と説

き， こ う言 って い る。

「もし，主 が 良 し とされ る な らば， わた し

た ち をその地 に導 いて行 って， それ を わた し

た ちに くだ さ るで しょ う。 それ は乳 と蜜 の流

れ てい る地 です 。

ただ， 主 に そむ いて はな りませ ん 。 また そ

の地 の民 を恐れ て はな りませ ん 。… …主 が わ

た した ち と共 に お られ ますか ら， 彼 らを恐れ

て はな りませ ん 。」 （民数 １４：８－ ９）

しか し，意 気 地が な い イス ラエ ルの 民は，

エ ジプ トの 国 で奴隷 の 身で あ った方 が安 全 だ

った と言 って， 神 を信ぜ ず ， カ レブ と ヨシュ

ア の言葉 に は従 お うとは しなか った。 それ ば

か りか， 民 はふ た りを石 で打 ち殺 そ うとさえ

した。

イス ラエ ルの 民は信 仰 がなか ったため に，

結局 そ れか ら４０年 もの間荒 野 を さま よい， ち

りを食べ て生 きる こ とに な ったの であ る。そ

の時 も し彼 らに信仰が あっ たな らば，乳 と蜜

の豊 か な 恵み を受 け て いたで あ ろ う。

そ して，主 は イ スラエ ルの 民に対 して， エ

ジプ トを出て以 来常 に忠実 でなか った者 は皆，

す なわ ち ヨ シュア とカ レブ以 外ひ と り残 らず，

民が カナ ンの地 に 入 る前 に死 ぬ であ ろ うと言

わ れた 。 ヨ シュア とカ レブは， その信仰 の故
層に

， 彼 ら と彼 らの子孫 とは約 束の地 で生 き長

らえ る とい う約 束 を受 け たの で ある。

さて， 探 察隊 の１２人が約 束 の地 を探 り終 え

て帰 って来 てか ら４５年 が過 ぎ， イス ラエ ルの

新 しい世 代 は ヨシュア に率 い られ て， カナ ン

の征 服 を終 えよ う としてい た。時 に， カ レブ

は ヨシュ アに この よ っに言 って いる。

「主 の しもベ モー セが ， この地 を探 るため

に， わた しを… …つ か わ した時， わ た しは四

十 歳 で した。 そ してわ た しは， 自分の信 ず る

とこ ろ を復 命 しま した。

しか し， 共 に上 って行 った兄弟 た ちは，民

の心 を くじいて し まい ましたが， わ た しは全

くわが 神， 主 に従 い ま した 。

主が この言葉 をモー セに語 られた 時か らこ

のか た， イ スラエ ルが荒 野 に歩 んだ 四十五年

の間， 主 は言 われ た よ うに， わ た しを生 きな

が らえ させ て くだ さい ました。 わ た しは今 日

す で に八 十五 歳 ですが，

今 もなお， モー セが わ た しをつか わ した 日

の よ うに ， 〔少 な くとも福音 の精神 と，福音 が

求 め るこ と， 必要 とす るこ とにお いては ）健

や か です 。 わた しの今 の 力は， あ の時の 力 に

劣 らず， どんな働 きに も， ……堪 え るこ とが

で き ます 。」 （ヨシュ ア１４：７－ ８， １０－ １１）

この カ レブの例 か ら，私 た ちは非 常 に大切

な教 訓 を学 ぶ こ とが で きる。 カ レブは嗣 業 を

得 よ う として最 後 まで忠実 で あ った。私 た ち

は， カレブ の その努 力 を見落 とさな いよ うに

１１１



しなけ れば な らな い。主 は私 た ちに対 して，

その王 国 にひ とつの場 所 を与 える と約 束 して

下 さって い る とは 言 え， ふ さ わ しい者 とな っ

て報 い を得 るため には常 に 忠実 で あ るよ うに

努 力 しなけれ ばな らないの で あ る。

カ レブ は最 後に ， ひ とつ の願 い であ り， チ

ャ レンジで もあ る宣言 を して い るが， そ の言

葉 に私 は まった く同感 で あ る。約 束の 地 には

まだア ナク 人や 巨 人が住 ん でい たの で， 彼 ら

を征服す る必要 が あっ たの であ る。 カ レブ は

す でに８５歳 に なっていたが， 「この 山地 を……

わ た しに くだ さい」 （ヨシュア１４：１２）と言 っ

て いる。

この言葉 は， み業 に対 す る私 の今 の気 持 ち

で もあ る。私 た ちの行 く手 に は，立 ち向か わ

なけれ ばな らな い数 々の難 題 機会 が待 ち設

け て いる。 しか し，私 は それ らを明 るい 見通

しを持 って迎 え， へ り くだ って主 に こ う申 し

あげ たい と思 う。「この 山地 を わた しに くださ

い」， 「これ らの チ ャ レン ジを私 に くだ さい」

と。

主 な らびに皆 様方 ， キ リス トの この聖 な る

目的 のた めに共 に働 く兄弟姉 妹 に， 私 はへ り

くだって お願 い 申 し上 げ る。私 は， これか ら

もイス ラエル の神 を信 じて前進 す るつ も りで

ある。 なぜ な ら， イス ラエ ル の神 は私 た ち を

教 え導 き，最 終的 に は主 の 目的 を成就 して，

約 束の地 と約 束 され た祝福 に至 らせ て 下 さ る

こ とを知 ってい るか らであ る。

「イエ スは言 われ た
， 『手 をす きにかけてか

ら， うしろ を見 る者 は， 神 の国 にふ さわ し く

な い もの であ る』。」 （ル カ ９ ：６２）

私 は，私 の精 力 と能 力の 限 りを尽 くして，

「全 くわが 神， 主 に従 う」 つ もりであ る。

私は皆 さん の一 人一 人が ， イス ラエ ルの す

べ ての神権 指 導者 ，成 人女性 ， 青 少年 の 男女，

子 供に至 るまで， 私 と同 じ誓 い を立 て， 惜 し

まず努 力 を して下 さる よ う，心 か ら切 に望 む

もの であ る。

兄弟姉 妹 の皆 さん， 私 た ちが進 め てい るの

は主 のみ業 であ り， 真実 な もの であ る こ とを
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証 申 し上 げ る。私たちは主の 用向 きを持 てる者

であ る。 この 教会 は主 の教 会で あ り， 主 が そ

の頭 で あ り， 隅石 で あ られ る。 この証 を私 の

愛 と祝 福 と共 に心 か らイエ ス ・キ リス トの み

名 に よって 申 し上 げる。 アー メン。

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル 大 管 長
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１０月 ６日 （土）福祉部 会にお ける説教

不変の原則

これら財政管理に関する５つの原則に従うならば，いかなる経済状態が来よ

うと，財政的な安定と心の平安を保つことがでさるてあろう

第一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

第 ２次世界大戦中に・＋二使徒韻 会会貝
の アルバ ー ト ・Ｅ ・ボー エ ン長 老は， ラ

ジ オでの一 連 の 説教 をま とめ た 「不変 の 原則 」

（Ｃｏクｚｓ’αη６ｙα〃ｚガ０１Ｃぬごｚηｇ６） と題す る本 を著 し

た。 この 中 には， 実 に時宜 に か な ったメ ッセ

ー ジが 盛 り込 まれ て い る
。 当 時の世 の 中は争

いに満 ちてお り，世 界中 の人 々が確 信 と平安

を もた らす不変 の メ ッセー ジを求め て いた の

であ る。

現代 の世 も戦争 の繰 り返 され た当時 とよ く

似 た面 が 多い。私 た ちは現 在， 数 々の 困難 な

問題 に直面 して い る。 国 際間 の重要 な政 治 問

題 に加 えて， こ こ数 十 年 来最悪 の 経済 危機 ，

す な わ ちイ ンフ レ と個 人 の財政 管理 の 問題 と

を抱 えて い る。

私 はボー エ ン長 老の 著書 の タイ トル をお 借

りして， ６０年 間の 勤労 生 活か ら得 た確信 と私

個 人の 経験 につ いてお 話 した い と思 う。私 は

様 々 な経済 状態 を経 験 して きた。社 会 に 出て

間 もない頃 ，金 銭 的に 困窮 した こ とが あ った。

国 内の不 況や 世 界 的 な大恐慌 を経験 し， 景 気

後退 や イ ンフ レの 時代 を く ぐり抜 け，世 に 言

う解 決策 が経 済状 態 の変遷 と共 に現 われ ては

消 えて い く様子 を この 目で見て きた。その結

果 ，私 は ロバ ー ト ・フ ロス トと同 じ確 信 を持

つ に至 った。 彼 は次の よ うに述べ て い る。
「人の 思 いが変 わ り

，世 が移 り行 く，

す べ て は， 受 け入 れ る真 理，

拒む 真理 に起 因す る。」 （エ ドワー ド・Ｃ・

レイサ ン編， ７１加 ＰＯ６的 σ’Ｒｏ∂θ紘 ＦｚＯＳ’

「ロバ ー ト ・フロ ス ト詩集 」Ｐ．５８）

これか らお話 す る こ とは， いつ まで も変 わ

る こ との な い基本 原則 に対す る私 の考 え であ

る。 この 原則 に従 うな らば， いか な る経済状

態 が来 よ うと， 財政 的 な安 定 と心 の平安 を保

つ こ とが で きるで あ ろ う。

まず 最初 に， 基 本的 な事柄 と将 来の 見通 し

に つ いて考 え， この経 済原 則の適 用範 囲 を明

らか に したい と思 う。

あ る 日， 孫が 私 の とこ ろに来 て次の よ うに

言 っ た。 「ぼ くは，お じい さん を初 め 多 くの成

功 した人 を見 て きま した。 そ して， 自分 も成

功 した人 間に な ろ うと決 心 したの です 。ぼ く

は， で きるだけ 大勢 の成功 した 人に会 って，

成功 の秘 訣 を聞 きたい と思 って い ます 。お じ

いさん ， これ まで の生 活 を振 り返 って， 成功

す る ため に一 番 大切 な要素 は何 だ と思 い ます

か 。」

私 は 主が 与 えて下 さった最 も偉大 な 成功 の

公式 を引用 した。 「まず神 の 国 と神 の義 とを求

め な さい。 そ うすれ ば， これ らの もの は，す

べ て添 え て与 え られ るであ ろ う。」 （マ タ イ ６

：３３）

皆 さんの 中 には，神 の 国 を第一 に求め な く

て も経 済的 に豊 か な人が い る， と言 って反論

す る人 もい るだ ろ う。確か に その通 りであ る。

しか し，神 の国 を第一 に求 め る 人に，主 は物
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質的 な富 だけ を約束 してお られ るの で はな い。

私 自身 の経験 か らもわ か るが， 先 の 反論 は 当

を得て いな い。ヘ ン リッ ク ・イ プセ ンは次 の

よ うに述 べている。「金銭 は物事 の外皮 であっ

て核心 では ない。 金銭 に よ って 食物 は手 に 入

って も， 食欲 は手 に 入 らな い。薬 は 買 えて も，

健 康 は買 えな い。知 人は で きて も，友 人は でき

ない。召使 い は雇 えて も，忠実 な人は雇えな い。

楽 しい 日々 が続 いて も， そ こに平 安 と幸福 は

な い。⊥（７物θＥｏ７６ｓＳ６鵤ρδ００々 （～／丁海０％帥 お ０η

焼θＢπ∬ゴηθＳＳげ Ｌ舵 「フォー ブ スの 仕事 に 関

す る名 言集 」ｐ．８８）

物 質的 な祝福 は， 義 しい 目的 を もって義 し

い方 法で求 め る時 に， は じめて福 音 の一 部 と

な るので あ る。 ここで ヒュー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

副管長 の経 験 を思 い起 こ してみ よ う。 第 １次

世 界大戦 の時 に若 い兵士 として働 いて い た彼

は， あ る 日，年 輩 の友 人 を見舞 うため に病 院

を訪 れ た。 この友 人は８０歳 に な る大富 豪 で あ

るが ，今や 死 の扉 の前 に立 た され て いた 。離

婚 した妻や ５人の 子供 の うち， だ れ ひ と りと

して病 院に見 舞 いに来 る者 は なか っ た。 ブ ラ

ウ ン長老 は， 友 人が失 って し まった， 金銭 で

は買 うこ との で きな い ものにつ い て考 え， 彼

の悲劇 的な状 態 と悲 しみ の深 さを思 いや っ た。

そ して，こ う尋 ね た。「もう一 度 人生 をや り直

せ る とした ら， どの よ うに生 活 を変 え たい と

思 い ますか 。」

数 日後に他 界 したその 老紳 士 は，次 の よ う

に答 えた。 「今 振 り返 ってみ れば，私 は最 も大

切 で価値 ある財産 を確 か に持 ってい た と思 う。

しか し， 巨万 の 富 を築 く過 程 で それ を失 って

しまった。 その財 産 とは，私 の母 が神 に対 し

て， また 人の不 死不 滅 に対 して持 って いた純

粋 な信 仰の こ とだ。 …… 君 は 人生 で最 も価値

ある もの につ いて尋 ね た。私 に は その答 え と

して， あ の詩以 上 に適 切 な 言葉 は浮 か んで こ

ない。」彼 はブ ラ ウン長老 に，書棚 か ら一 冊 の

小 さな ノー トを取 り出 して 「私 は異 邦 人」 と

い う詩 を読 む よ うに言 った 。

母 の教 えた信 仰 を捨 て
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私 はひ と りの異邦 人

母 の 求 め た神 を忘 れ

私 は ひ と りの異邦 人

祈 りに よる慰 め もな く

私 は ひ と りの異邦 人

死 んだ 父 を抱 きかか え た

永 遠 のみ腕 も私 には な い。

き らびやか な世 界 に誘 われ て

私 はす べ て を捨 て去 っ た。

盲 目 とな っ た私 は

神 の み手か らす べ り落 ち

目の くらんだ私 は

空 しい名声 を追 い求 め た。

き らき ら と光 を放つ 黄金 に

人生 のすべ て をか けて い た。

や が て勝 利者 となっ た私 は

限 りな い報 酬 をこの手 に した。

しか し， 名声 も， 黄金 も，快 楽 も，

す べ て の財 産 も投 げ与 え よ う

私の母 を支 えて いた

あ の信仰 さえ得 られ るな ら。

「これが，教会 員 の家庭 に生 まれな が ら教 会

か ら離 れ てい った 男の最 後 の証 であ る。莫 大

な財 産 を手 に 入れ たが， この世 の富 を築 くた

め に最 も大切 な もの を失 い， 孤独 と絶 望 の淵

に沈んだ男の叫びである。」（Ｃｏη’珈 〃加ｇＱ鰐ｓ’

「永遠 の 問 い」 ｐｐ．３２－ ３５）

モ ルモ ン経 の 中で，予 言者 ヤ コブ は次 の よ

うに重 要 な勧告 を与 えている。

「財 産 を求 め る前 に まず神 の 王国 を求 め よ。

あ なた た ちがす でに キ リス トに望 み を持 っ

てか ら宝 を求 め たな らば その通 りに宝が 手 に

入 るであ ろ う。 しか し， その時 あ なた た ちが

その 宝 を求め る 目的は ，裸 で い る者 に着 物 を

着せ ， 飢 え てい る者 に食 を与 え，束 縛 され て

い る者 を救 って 自由 に し，病 ん で い る者 と悩

ん でい る者 とを救 うな ど， お よそ善 事 を行 う

こ とで あ る。」（モルモ ン経ヤ コブ ２ ：１８－ １９）

基 本 とな る観 点は以 下 の通 りで あ る。 まず

神 の 王 国 を求 め， 効果 的 な計画 を立 て て実 行



し， 賢 明 に時 間 を使 い，将 来 の設 計 を し， そ

して与 え られ た財産 を神 の王 国の建 設 の ため

に役 立 て る。 この 永遠 の観 点か ら物事 を見 通

し， 固い基 盤 の上 に立 って生活 す る な らば ，

入念 な計画 と熱 意 をも って遂行 すべ き人生 の

目標 や 日常 の仕 事 に， 自信 を持 って対処 で き

る よ うに な るであ ろ う。

この 考 え方 に基づ いて， 経 済的 な安 定 を図

るため の ５原 則に つ いて 説明 したい と思 う。

原則 １． 正 直に 什分 の一 を納 め る。 什分 の

一 を納 め る こ とは 主や 教会 に対 す る寄付 であ

る と考 え てい る 人が い ない だろ うか。 什分 の

一 を納 め る こ とは ，主 に対 す る負債 を返済 す

る こ とで あ る。主 は， 私 た ちの生 命 も含め て，

あ らゆ る祝 福 の源 とな る御 方 で あ る。

什分 の一 を納 め るこ とは戒 め であ って， ひ

とつ の約 束 を伴 って い る。す な わ ち， この戒

め を守 るな らば， 「地 に於 て栄 ゆべ し」 （アル

マ５０：２０）とい う約束 が得 られ るのである。こ

の繁 栄 は， 物質 的 な事柄 だけ に と どま らな い。

健康 や 精神 の 活力，家族 の一 致，霊性 の高 揚 な

どもも た らされ る。皆 さん の中 に什分 の一 を

完全 に納 め てい ない 人が い るな らば， そ の人

は戒 め に従 う信仰 と勇気 とを求め て いた だ き

た い。創 造主 に対 す る義務 を遂 行 す るな らば，

この戒 め を守 る者 に しか わか らない実 に豊 か

な幸福 を味 わ える であ ろ う。

原則 ２．収 入 の範 囲 内で生 活す る。何 で も

買 え るだけ の収 入 を得 る こ とな どで きる訳が

な い。私 は確 信 を持 っ て言 うが， 人 の心 に平

安 を もた らす ものは収 入の額 でな く， その財

政 管理 であ る。 金銭 は従 順 な僕 に もな る し，

厳 しい主 人 に もな る。生 活水 準 をい くらか ゆ

と りの あ る程 度 に抑 え る人 は， 自分 の置 かれ

て い る環 境 を支 配す るが ， い くらか収 入 を超

え た範 囲に求 め る人は， 環境 に支 配 され ， と

らわれ の身 とな る。 グラ ン ト大 管長 はか つ て

次 のように述 べ た。 「人 間の心 の 中 に，あ るい

は家庭 の 中に，平 安 と満 足 をもた らす ものが

ひ とつ あ る とす れ ば， それ は収 入 の範 囲内 で

生 活す る こ とであ る。 反対 に 人々 を苦 しめ，

落胆 させ る もの が ひ とつ あ る とすれ ば， それ

は支 払 うこ との で きな い負債 であ る。」 （Ｇｏｓ一

ρ６１Ｓ如η４α磁ｓ「福 音 の標準 」ｐ．１１１）

出費 を収 入の 範囲 内に抑 える鍵 は，簡単 明

瞭 であ る。 それ は 自制 と呼 ば れて い る。 この

人生 に お いて私 た ちは遅か れ早 かれ ， 自分 自

身 を制 す る こ とを学 ぶ。 食欲 を制 し，経 済的

な欲 求 を抑 え るの であ る。収 入の範 囲 内で生

活 し， 思 いがけ な い時の ため に幾 らかの蓄 え

を残 す 人 は，何 と祝福 されて い るこ とであ ろ

うか 。

原則 ３． 欲 しい物 と必要 な物 を区別す る。

購 買欲 は 人が造 り出す もの であ る。 自由競 争

の経 済社 会 では ， 限 りない商 品 とサ ー ビスが

生 み 出 され， それが よ り便 利 でぜ いた くな暮

ら しに対す る私 た ちの欲望 を刺 激す る。私 は

この よ うな商 品や サ ー ビス を利用す る人， あ

るい はそ れ を生 み 出す経 済制度 を批 判す るつ

も りはな い。私 が 関心 を持 つ のは， 購 入に際

して末 日聖徒 が正 しい判 断力 を行使 す る こと

であ る。犠 牲が 永遠 に わた る訓練 の重要 な部

分 を 占め て いる こ とを忘 れ ては な らな い。

合 衆 国や 他 の国 々に おい て， 第 ２次世 界大

戦 後 に生 まれ た 多 くの両 親や子 供 た ちは，繁

栄 の時 代 だけ を経験 して きた。欲 しい物 がす

ぐに手 に 入 る時代 であ る。 そ こには，働 く能

力 を持 つ 人がす べ て働 け る十 分 な職 が あ った。

昨 日はぜ い た く品 であ った物 が，今 日は必需

品 と考 え られ る世 の 中であ る。

ここで代 表 的 な若 い夫 婦 を紹介 しよ う。 こ

の夫婦 は ，両 親が 長年 の犠 牲 と苦 心 の末 に手

に入 れ たぜ いた くな 品々 を， 結婚 当初 か ら 自

分 たちの 家庭 に備 え よ う とした。 あ ま りに も

多 くの 品物 を早急 に求 め たふ た りは，安 易 な

クレ ジ ッ トの計画 に走 り， 負債 の中 に身 を沈

め た。 その ため， 教会 が勧 め る食糧貯 蔵や他

の非常 時 に備 えるプ ロ グラム を行 な う経 済的

な余裕 が な くなって しまった。

互いのや嚇 ま鞭 雑婦 噸 聯さ！
、結婚

生活 に重 大 な亀裂 を生 じる。夫婦 間 り問駆 の

多 くは， 経 済的 な こ とか ら始 ま って い るよ う
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であ る。家族 を養 うのに 十分 な収 入 が得 られ

ないか， ある いは収 入 を正 し く管 理 してい な

いか， その どち らか であ る。 、

ある若 い父親 が財 政上 の助 言 を求 め て監督

の とこ ろに来 た。 そ して， よ く耳 にす る次 の

よ うな話 をした。 「監 督 さ ん，私 は技 術者 と し

て十 分 な訓 練 を積 み ま したか ら， 今 で は高 い

収 入 を得 てい ます 。収 入 を得 る方法 を学 校 の

教 師か ら学 んだのです 。で も，その収 入 を管理

す る方法 はだ れ も教 えて くれ ませ ん で した。」

す べ ての学生 が 消 費者 として必要 な知 識 を

学校 で 身につ けれ ば， それは望 ま しい こ とで

あ る。 しか し，彼 らを訓練 す る責任 は， まず

第一 に両 親 にあ る。両 親 は この大切 な責任 を

学校 に任 せ き ワに した り， 転 嫁 した りしては

な らな い。

この訓練 を行 な う上 で重 要 な こ とは， 負債

につ いて説 明す る こ とであ る。 多 くの場合 ，

経済上 の 負債 には ２種類 ある。 す なわ ち，消

費に よって生 じる負債 と投 資 あ るいは 業務上

の 負債 で あ る。 消 費に よ って生 じる負債 とは，

日常生 活 で使 用 または消 費す る品物 を クレジ

ッ トで購 入す る こ とで あ る。例 え ば，洋 服や

家庭 用品， 家具 な どを分 割 払 いで 買 う場 合 が

そ うであ る。 この 負債 は，将 来 の収 入 を担保

に して借 りた もの で ある。 これは非 常 な危 険

をは らん で いる。 失業や 思 わぬ 緊 急事態 に遭

遇 すれば ，返 済が 困難 に な る。そ の上， 分割

払 いは最 も費 用の か さむ購 入方 法 で あ る。 品

物 の価格 に加 えて ，高 い 利子 と手数 料 を取 ら

れて しま う。

若 い夫 婦 であれ ば， 時 には クレジ ッ トに よ

る購 入 を必要 とす るこ と もあ るだ ろ う。 しか

し， ここで注 意 して お きた い こ とは， 実際 に

必要 とす る物 以 外は購 入 しない こ と， そ して

負債 はで きるだ け早 く返 済す るこ とで ある。

金銭 的な余裕 が な い時に ，利 子 に よる余 計 な

重荷 を負 っては な らな い。

投 資負債 は， 家族 の生 活 を保証 で きる範囲

に 担保 を制 限すべ きで あ る。投機 的事 業 に手

を出 して はな らな い。投 機 には， 人 を酔 わせ
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る独特 の 雰 囲気が あ る。 人間の 尽 き るこ との

な い物 欲 に よ って ， 多 くの 財産 が失 われて き

た。過 去 の 人々 の悲劇 か ら学ぼ うでは な いか 。

そ して， ます ます 増 え続け る商 品 を手 に 入れ

よ うと， 飽 くこ とを知 らない物 欲 の奴隷 にな

っ て，時 間や 労 力や健康 を費や す こ とをや め

よ うで は ないか 。

キ ンボー ル大 管長 は この問題 に つ いて示 唆

に 富ん だ勧告 を与 えて いる。

「主 は私 た ちに過 去 の時代 に は見 られ な い

繁 栄 を与 えて下 さった 。私 た ちは豊 富 な資源

を支配 し， この地上 で生 活 を営 んで きた。 し

か し恐 ろ しい こ とに， 多 くの人 々は 牛や 羊，

土 地や 建物 ， また富に満 たされ す ぎて，偽 り

の神 で あ るそれ らの もの を崇 拝 し始 め， そ れ

らの もの に支 配 され る ようにな って きた。私

た ちの信仰 は もはや これ以上 の 物資 に耐 え き

れず に い るの で はな いだ ろ うか 。 人々 は永遠

の幸福 を願 って 多 くの お金， 株 ，債 券， 有価

証 券 ，土 地， クレ ジ ッ トカー ド，家 具， 自動

車， そ の他 この世 の安 易 な生活 を保 証 す る も

の で身 を 固め るため ほ とん どの時 間 を費や し

て い る。私 た ちの務め は， 与 え られ た豊富 な

資源 を家族や 定 員会 で用 いて神 の 王 国 を築 く

こ とで あ る とい う事実 を見落 として い るの で

あ る。」

（『偽 りの神 々』 「聖徒 の 道」 １９７７年 ８月号 ，

Ｐ．３５１）

キ ンボー ル大 管長の 言 葉 に加 えて， この こ

と を証 したい と思 う。家族 の理 にか な った要

望や 必 要以 上 に財産 を蓄 え て も， 心 の平安 や

幸福 感 が 増す わけ で は決 して ない。

原 則 ４．予算 を組 ん で， その範 囲 内 で生 活

す る。 私 の友 人の娘 は，ブ リガ ム ・ヤ ン グ大学

の海 外研修 プロ グラム で半年 間 外国 に行 って

い る。彼 女 はいつ も送 金 を求 め る手 紙 を家 に

書 いて きた。 友 人は心配 に な って国 際電 話 を

かけ， 送 金が 必要 な理 由 を問 いた だ した。 す

る と彼女 は電 話 で次の ように説 明 した。 「だっ

てお 父 さん， 送 って いた だい たお金 は， 全 部

使 って しまった んです もの 。」



友 人は 答 えて言 った。 「わか っていな い よ う

だね。 私 が尋 ねて い るの は 出費 の計画 ，予 算

であ って， 使 って しま ったお 金の 記録 で はな

いん だ よ。」

恐 ら く両 親 とい う もの は，下 宿 中 の息子 か

ら電 報 を受 け た次 の父 親 の よ うに あ るべ きだ

ろ う。 「カネナ シ，タノ シ ミナ シ。 ム ス コ」父

親 は折 り返 し電 報 を打 った 。「キノ ドクニ オモ

ウ。 チ チ」

長 年 に わた り大勢 の 人々 と面 接 して感 じた

こ とは， 賢 明 な予算 を組み， それ にそ って 自

身 を抑制 で きる人が あ ま りに も少 ない こ とで

あ る。 多 くの人 々 は，予算 を組 む と自由 が奪

われ る と考 えて い る。 反対 に， 成功 してい る

人々 は， 予算 が真 の 経済 的 自由 をもた らす こ

とを知 って い る。

予算 や財 政 管理 をひ ど く複 雑 に した り， そ

のた めに 多 くの時 間 を使 った りす る必要 は な

い。 あ る移 民 して来 た父 親の 話 であ るが， 彼

は支払 うべ き勘 定 書 は くつ の 箱 に，取 り立 て

るべ き勘 定 書 は書 類差 しに， そ して現 金 は レ

ジス ター に収 めて い た。

あ る 日，息子 が 次の ように尋 ね た。 「ど うし

て こ んな方 法 で仕事 にな るん です か。 利益 の

あ っ た こ とは， 一体 何 か らわか るので すか 。」

その 男は 答 えて言った。 「息子 よ，私 が船か

ら降 りた時， 身に着 け て い る もの と言 っ た ら

ズボ ンだけ だ った 。今 では， お前 の姉 は美術

の教 師 にな り， 兄 は医者 に な った。 そ して，

お ま えは会計 士 だ 。私 は車や 家 を手 に 入れ，

良 い仕 事 に も恵 まれて い る。すべ て が順 調 に

い った。’だか ら， ズ ボン以 外に数 え上 げ る も

の はすべ て， 私 の利益 なん だ よ。」

賢明 な会計 カウ ンセ ラー は，適切 な予 算 に

は ４つ の要 素 が あ る と教 えてい る。 第一 に 食

料 品や 衣 料 品な ど生 活必 需 品に要 す る費用 ，

第二 に家庭 の 維持 に 必要 な 費用， 第三 に貯 金

や健 康 保 険， 生命 保 険 な ど非常 時 の必 要 に備

え るため の費 用， そ して 第 四に将 来 のた めの

賢明 な投 資 と貯蔵 プ ロ グラム に要 す る費用 で

あ る。

この中 か らふたつ の要 素 を取 り上 げてみ よ

っ。私 た ちの生 活 の中 で，思 いが け ない出来

事 ほ ど避 け られな い ものは ないだ ろ う。 医療

費 が高 騰す る現 在， ほ とん どの家族 に とって

健康 保 険が ，大 きな事 故や 病気 ， あ るいは出

産， 特 に早産 な どの費用 を賄 う唯一 の方法 に

な って い る。生命 保 険に加 入す れば ，一家 の

主 人が不 幸 に して早 死 に した場 合 も，遺 族は

引 き続 き収 入 を得 る こ とが で きる。すべ ての

家族 が適切 な生 命保 険 と健 康保 険 に加 入 して，

備 え をすべ きで あ る。

以上 の基 本条件 を満 たした上 で，事 業投 資用

の資金 を作 るため に節 約 して定期 的 に貯金 す

るの である。これは私 の意 見 であ るが，定期 的

に貯 金す る習慣 を まず 身につ け ずに， 投資 で

成 功 した人は ほ とん どい ない。 これ には識別

力 を伴 う判 断 力 と 自制心 が必 要 であ る。投 資

には様 々 な方法 が あ る。た だひ とつ だけ忠告

す る と，投 資 の カウ ンセ ラー を正 し く選 ぶ こ

とで あ る。 投 資で成 功す るこ とによ って， あ

な た の信頼 を受 け るにふ さわ しい人物 であ る

こ とを確 か め てい ただ きた い。

原則 ５． 金銭上 の事 柄 に正 直に な る。正 直

の理 想 的 な姿 は， 決 して その姿 勢 を崩 さな い

こ とであ る。教会 の指 導者 や会 員 として，私

た ちは正 直 を絵 に描 い たよ うな人物 に な るべ

きであ る。

兄 弟姉 妹 の皆 さん， 私 は以上 の ５原則 を通

して，模 範 的 な財 政管 理や 予算 が どの よ うな

もの で あ るか お話 して きた。

それ らの 原則 を適用 して ，私 た ち一 人一 人

が善 い結 果 を得 る よ うに願 って い る。以上 の

事 柄 が真 実 であ る こ とと， 私 たちの従 事す る

み業 とこの教 会が 真実 であ る こ とを証 す る。

イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ って， アー メ ン。
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神権評議会における扶助協会の役割

評議会に関係のある扶助協会役員はあまり多くありませんが，その影響力は

広く全世界に及びます

中央扶助協会会長

バー バラ ・Ｂ ・ス ミス

ム 皆 様が お聴 きにな った 美 しい歌 は， 扶助一７

協 会 の ドラマ 「エ リザベ スの ため に」 の

中 の 『愛 を込め て』 とい う歌 です。 詩が 生 き

生 き として美 しい この歌 を耳 にす る と， 私 は

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの 次の 言葉 を思 い出

します。

「女性 が人 を思 いや る気持 ちや親切 心 を持

つ のは 自然である。」「その ような感情 は神 が 女

性 の心 に植 えつ け られ た もの であ り，皆 さん

は今 ， その感情 の ままに行動 で きる立場 に 置

かれているのである。」（班 ｓのη ｑプ醜θα 解 腕

「教会歴 史」 ４ ：６０５）

扶助協 会が 組織 された そ もそ もの理 由 は，

聖 徒 たちの世 話 をす る監督 の仕 事 を力 を合 わ

せ て援助 し， ひ いて は地上 に おけ る神 の王 国

の建設 に貢献 す るため で した 。

前 回の総大 会 にお いて， ベ ン ソ ン会 長か ら，

神権評議 会 に よる教会 管理 を強化 す る計画 に

つ いて説明 があ りま した 。（「聖 徒 の道 」１９７９

年 １０月号 ，ｐｐ．１２３－ ２７）

この集会 に臨む に あた って ，私 は大 管長 会

か ら，神 権評 議会 に おけ る扶助 協 会 の役割 を

説 明す るよ うに との指 示 をいた だ きま した。

教会 員， とりわけ扶助 協会 の会 員 の方 々 は，

教会 におけ る扶助 協会 の役 割 の重要 性 を強調

した この新 た な発展 をよ く知 る必要 が あ る と

思 い ます。 評議 会 に関係 の あ る扶助 協 会役 員

は あ ま り多 くあ りませ んが， そ の影 響 力 は広

く全世 界 に及 び ます 。

これか ら御一 緒 に評議 会 につ いて考 えてみ

ま し ょう。

中 央福祉 活動 委 員会 は，教 会 の基 本的 な方

針 を定 め る評議 会 のひ とつ です 。 中央扶助 協

会 会長 会 は， この委 貝 会 な らび に管理 役 員会

で働 きます。

私 た ちは， 扶助協 会 とい う組 織 を通 して こ

のふ たつ の集 会 に， 承 認 され たプ ロ グラム を

発展 させ ，指 導 し，実施 す るため の人材 を提

供 し ます 。 それ ばか りで な く，世 界 中の扶助

協 会 の姉 妹 た ち と交流 した経験 を基 に将 来 の

あ り方 につ いて の意見 も述 べ ます 。福祉 の 問

題 に関 して， これは とて も役立 って い るよ う

です 。

例 を挙 げ ます と， しば ら く前 に な ります が，

監督 の 倉庫 の運営 委 貝会 の一 貝 を務 め るあ る

ス テー キ・部扶 助協 会会 長か ら私 共 の方 に， パ

ンケー キ ミックス を例 に とって， 製 品の表 示

の説 明 が十分 でな いため に，援 助 を受 け てい

る人々 が 食物 を無駄 に して い る とい う報告 が

あ りま した。 そこ で， 私 た ちは早 速 そのパ ン

ケー キ ミ ックス を取 り寄せ ， 試 食 してみ たの

です が ，表示 の説 明通 りです と， な るほ ど固

くて まず いの です。 次に， 市 販 され てい る も

の の説 明 に従 って， 牛乳 と卵 を加 え てみ まし

た 。今 度 は，ふ っ くら とした美味 しいパ ンケ

ー キが 出 来上が りま した。

こ のテ ス トの結果 か ら，私 た ちは， 監督 の
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倉庫 の全 生産 品 の表 示 に簡単 な作 り方 の説 明

を付 け加 える よ うにお勧 め しま した。新 しい

ラベ ル は間 もな く出来上 が る予 定 だ と聞 いて

い ます 。今 後は ，福 祉 の援助 を受 けて い る人

人 に も喜 ん で いた だけ るこ とで し ょっ。

中央福 祉 活動 委 員会 に 出席 して いて気 づ い

たのは， 私 た ちは一 方 的に ，必 要 とされ る物

の 見方 を示 す ばか りでな く，扶 助協 会 の テキ

ス トを作成 す るの に参 考 とな る見解 をい ただ

け る とい うこ とで す。具 体 的 に 申 します と，

個 人 と家族 の備 えな どの福 祉 の原 則 を取 り入

れ るこ とや ，福祉 プログラムの大切 さを姉 妹 た

ちに なお一 層 認識 させ るこ とな どです 。 また，

福 祉 プ ロ グラムの 目指 す ところが 理解 で きる

こ とで，扶 助協 会 の 人的 資源 を上 手 に活 用す

る よ う指 導す るこ とが で きます。

地域評 議 会

地域 評議 会 は， 地域 にお け る計 画 を立 て，噛

発展 させ る主 体 とな る評議 会 です 。 この 評議

会 は， 地 域 の代表 役 員 を務 め る教 会 幹部 が管

理 し，代 表役 員 は地 区代 表 な らび に他 の 関係

者 の援 助 を受 け ます 。

扶助 協 会 は， 次 の よ うな形 でこ の評議 会 に

関係 し ます 。

１．代 表役 員 は， 認 可 され た扶助協 会 の方

針， プ ロ グ ラム， 関心事 ， あ るい は援助 手段

に つ いて 中央扶 助協 会 会長会 と協議 す る こ と

が で き ます 。

２．総 大 会 時に ソル トレー ク ・シテ ィー で

開 かれ る地 域評 議会 の 集会 に， 割 り当て を受

け た 中央扶 助協 会 管理 会 の一員 が 出席 します 。

出席 を要 請 され た管理 会 員の務 め は，代 表 役

員 の訓 練 を助 け る こ とです 。

３．代表 役 員 か ら招 待 され た場 合 は， ひ と

りの ステー キ部扶助 協 会 会長 が地 域評 議会 に

出席 します 。 招待 を受 け た ステー キ部 扶助 協

会 会長 は， 女性 の立場 か ら福 祉 の本 計画 を検

討 で きる よ うに， その地 域 にお け る福 祉 の問

題 や扶 助協 会 の個 々 の事 柄 につ いて よ く知 っ

て いなけ れば な りませ ん。 た とえば ，仮 に地

元の扶 助 協会 会長 が， 福祉 の受 給者 に対 して

パ ン を家 で 焼 くよ うに奨励 して い る とします 。

その場 合 ， 必需 品 と して記 載 され てい る小 麦

粉 な らびに その他 の材 料 の支給 は 当然，調 整

しなけ れ ばな らな いこ とがわか ります。 また，

家庭 で の省 エ ネル ギー や， 健康 管理 ，職 業訓

練， 財政 管理 の 訓練 の実施 とい った計画 を実

際 に実行 に移 せ るか ど うか もわか ります 。看

護婦 や他 の保 健 衛生 関係 者 につ いて も役 に立

つ情 報 を入手す るこ とが 必要 です 。

複合 地 区評 議会

複合 地 区評議 会 は通常 ，デ ゼ レ ト産業 ，監

督 の倉 庫， そ れに末 日聖徒 社 会福 祉機 関の事

務 所 も入 る と思 い ますが ， その よ うな施 設機

関 が設 置 され て いる地 区に 設け られ ます。 こ

の 評議 会 を管理 す るの は代 表役員 で，該 当地

区の地 区代 表 ， その他 の関係 ある神権 者 によ

って構 成 され ます 。

福祉 活動 あ るいは扶助 協 会の女 性 に影響 を

及ぼ す問 題 につ いて話 し合 う場合 は， 各地 区

か ら １名 ，代 表役 員が 指名 したステ ー キ部 扶

助 協 会会 長が 出席 します。 指名 を受 け た扶 助

協 会 会長 は， 各 々の地 区 の他 のス テー キ部 扶

助 協 会会 長 と連絡 を取 って情報 を集 め，評 議

会 の 議題 と して取 り上 げ られ る よ うな 問題点

や 活 動， 責任 な どの リス トを作 成 します 。

地 区評 議会

地 区 評議 会 は，複数 のス テー キ部 に 関係す

る管 理 運営事 項 を相 互調 整 し処理 します。 こ

の評 議 会 は地 区代表 が管 理 します が， 果 たす

役割 は地域 あ るい は複合 地 区評議 会 におけ る

代 表役 員 の それに 準 じ ます 。福祉 活動 につ い

て話 し合 う場合 に， 地 区代表 よ り指名 された

ひ と りの ス テー キ部扶助 協 会会長 が 出席 しま

す 。 これ に よ って，デ ゼ レ ト産 業の場 合 では

家 内手 工 芸 プ ロ グラム の運 営， 未婚 の母 の世

話 ， 末 日聖徒 社会 福祉 機関 を通 じて の里 親捜

し，福 祉 活動 プ ロ グラム に女性 の ボ ランテ ィ

ア を備 え る とい った 問題 に対 して， 女性 の物
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の見 方，考 え方 を反映 させ るこ とが で きるの

です 。監督 の 倉庫運 営 委員 会 につ いて 言 えば，

扶助 協会会 長 は， パ ター ン を利 用 して 流行 を

取 り入れ， サ イ ズ と量 を揃 え るな どして縫 製

品 の質 を上 げ る こ とに ，特 に貢 献 で きる と思

います。

地 区評議 会 に 出席 を指 名 され た扶 助協 会会

長 は，福祉 活動 の 面で女 性 を訓 練す る計 画 を

立 て る務め が あ ります 。 そ して ，計 画 を実 際

に必 要 とされ てい る事柄 に対 処 で き る もの に

す るため に，正 確 な情報 を集 め な けれ ばな り

ませ ん。地 区 内の ほか の ステー キ部 扶助 協会

会長 と連絡 を取 って，議 題 と して取 り上 げ ら

れ そ っな事 柄 を聞 くこ とが， 指名 を受 けた姉

妹 の責 任 です。

地 区評議 会 の決議 や実 施事 項 を各 ス テー キ

の扶助 協会 指導 者 に伝 え るのは， 地 区代 表 な

らびに ステー キ部長 です 。指 名 を受 け て評議

会 に出席 した ステー キ部 扶助 協 会会長 では あ

りませ ん。

すべ て のス テー キ部扶 助協 会会 長 は年 に一

度， 地区評議 会 の集 会 に 出席 し ます 。 この集

会 では，福 祉 に関す る訓 練 を受 け， それ ぞ れ

の ステー キ部 な らびに ワー ド部 で福祉 活動 が

どれだけ効 果的 に運 営 され てい るか を評価 し

ます 。

ス テーキ部 お よび ワー ド部評 議会

４月にベ ンソ ン会長 か らお 話が あ りま した

よ うに， ステー キ部 とワー ド部 の評議 会 な ぢ

び に福祉 活動 委 員会 につ い ては従 来 と変 わ り

あ りませ ん 。 これ まで通 り， 扶助 協会 会長 会

の ３人は，福 祉 活動 の面 に関 して特定 の務 め

を果 た します 。扶 助協 会会 長 は，議 題 を準備

し， ふたつ の評議 会 の決議 に 扶助協 会 の考 え

が十分 に反 映 され るよ うに しなけ れ ばな りま

せ ん。

これ らの 評議会 を通 じて， 神権 者 と扶 助協

会が今 後 もひ とつ とな って努 力 して い くな ら

ば， ワー ド部 な らび に ステー キ・部 に おけ る福

祉 活動 を運営 して い く上 で大 きな力 とな るで
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し ょう。 この よ うな例 は， ユ タ州 オ グデ ンで

多 くの家 が 流失 したあの 洪水 の時 に見 られ ま

した。 オ グデ ンの ステー キ部長 はこの よ うに

報告 しています 。 「ステー キ部扶 助協 会 会長 は，

私 を待 って い ませ ん で した。 彼女 の方 か ら先

に来 て下 さった の です 。」

ステー キ部 長 の指示 を受 け た扶助 協会 会長

は， 早速 姉妹 た ち を組 織 し，被 災者 と救 援 者

の ため に食料 を調 達 しま した 。 そ して， す ぐ

調 理 す る場所 を決 め， バ ンや ステー シ ョンワ

ゴンの 中に間 に合 わせ に作 った台所 で， 温 か

い食事 を用意 し， 被 災地 まで届 け ま した。 洪

水 が 引 くと， 男性 も女性 も協力 して，泥 をか

ぶ った家 の壁 や床 の 汚れ を落 としにかか った

とい うこ とです。

ワー ド部 や ス テー キ部 におけ るこれ らの重

要 な評 議会 で割 り当 て を受 け た姉 妹 た ちは，

早 急 に話 し合 うべ き事 柄や 直面 してい る様 々

な問題 に対 して よい解 決 策 を持 って臨 む ため

に， 徹底 した準備 をす るこ とが いか に大切 で

あ るか 自覚す る必要が あ ります 。 すべ て の ワ

ー ド部 お よび ステー キ部 の扶助 協 会会長 の方

方 が，教 会 の手 引 きや 会報 の指 示 を心 にか け

て， それ ぞれ評議 会 に 出席 して下 さ る よ う願

ってやみ ませ ん 。

家族 会 議

ベ ン ソン会長 は， も うひ とつ の評議 会 につ

い て もお話 しにな りま した 。それ は， すべ て

の教 会 員が 参加 で き る家族 会議 です 。 この家

族会 議 は，他 のすべ て の評議会 に先立 って行

な われ るべ きもの です。

す べ ての 家族 は，定 期 的 に家族 会議 を開 い

て， 家庭 内 の事 柄 を話 し合 うこ とが必 要 です 。

た とえば，居 間 の カーペ ッ トを購 入す るため

に家 計 をど うや り くりす るかや ，庭 の手 入れ

は だれ の受 け持 ち にす るか， 夏休 み の過 ご し

方 は ど うす るか な どにつ いて話 し合 うの です 。

家族 み んな で話 し合 う と， よい考 えが得 られ

る もの です 。 ある父親 が特 別 な家族 会議 を開

き， お ばあ さん の片 脚 を切 断す るこ とにつ い



て話 し合 い ました。や さ しい お ば あ さ ん の

こ とが い ろい ろ と思 い 出 されて， み ん な涙 な

が らの決 断 だ った そ うです。

その家族 は早速 ， おば あ さん を家 に呼 ん で

一 緒 に生 活す るこ とに決 め ま した。 その 時，

母 親 は この よ うに言 い ま した。 「おばあ さんが

い ら した ら， 我 が家 の女 王 さ まに なっ てい た

だ き ま しょ う。 お ばあ さん が不 自由 しない よ

うに，ベ ッ ドは居 間 に置 きま し ょ うね。」母親

の愛 と思 いや りに あふ れた 態度 は家 族 に も影

響 を及 ぼ し， 全 貝が母 親 に倣 うよ うに な りま

した。 その 結果 ， おば あ さん は死ぬ まで幸福

に過 ご し， その こ とは まな家族 全 員の生 活 を

高 め るこ とに な りました。 そ れ までに なか っ

た一 致 と協 力 の精神 が育 まれ たの です 。

女性 の影 響 力が最 も よ く表 われ るの は家庭

に お いて ですが ， 家庭 の 中で培 って きた感受

性 を他 の会 議 に も生か し， 男性 と女性 が協 力

して全 人類 の福 利 の ため に最 大の価 値 あ る結

果 を生 み 出せ るよ うにすべ きだ と考 え ます 。

私 た ち民の歴 史で は， 「豊か さ」を悩 み苦 し

んで い る人々 の ため に役立 て た時 に素 晴 らし

い結 果 を生ん で い ます 。 そ して， その 瞬 時に，

苦 しみ を取 り除か れ る っれ しさ とい っもの を

知 るの です。

救 い主 は私 た ちに， 持 て るすべ て の もの を

み業 の ため に捧 げ る よ うに と願 って お られ ま

す。新 約 聖書 の 中に ， イエ スが， さい銭 を投

げ 入れ る様子 を見て お られ た とい う記述 が あ

ります。 た くさん のお金 を投 げ 入れ た者 もい

ま したが ， そ こに ひ と りの貧 しいや もめ が来

て， 大事 に してい た レプ タ ２つ を入 れ ま した。

（マ ル コ１２：４２参 照）

主 は このや もめ の捧 げ物 を受 け 入れ， そ の

理 由 をこの よ うに述 べてお られます 。 「よ く聞

きな さい。 あ の貧 しいや もめ は， さいせ ん 箱

に投 げ 入れ て い る人 たちの 中 で， だれ よ りも

た くさん 入れ たの だ。

みん な の者 は あ りあ まる中か ら投 げ入れ た

が，あの婦 人は その 乏 しい 中か ら，あ らゆる持

ち物， そ の生 活費 全部 を入れ たか らであ る。」

（マル コ１２：４３－ ４４）

主 は ここで， 神 の息子 ，娘 とな る道 を示 し

て下 さ って い ます 。信仰 を持 ってあ らゆ る財

産 を捧 げ る な らば， 道 は開か れ， 苦悩 は軽 く

され るの です 。 この原 則 を免除 され る人は だ

れ もい ませ ん 。

兄弟 の 皆様， 扶助 協 会会長 の方 々 は， 自分

が 受 けて い る祝 福 だけ で な く全 生活 をも分か

ち合 って ，神権 評 議会 の運営 に協 力 し， この

大 いな る愛 のみ業 の発 展 に務 め た い と念願 し

てお ります。 イエ ス ・キ リス トのみ 名に よっ

て証 申 し上 げ ます 。 アー メ ン。

Ｎ ・エ ル ドン ・タナ ー 第 一 副 管 長
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神権 によって管理運営される福祉活動

大管長会は神権指導者に，地元の教会員の自立を促す計画を，慎重に祈りの

気持ちを持って立てるようにと勧告してさた

七 十人 第 一 定 員会 会 員

Ｊ ・卜一 マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ

一 の大 い な るサ マ リヤ 人 の 業 を推 しめ る
一

に 当た って，特 別 な天 与 の感受 性 を具 え

てお られ る扶助 協 会の姉 妹 た ち と手 を取 り合

い， と もに働 け るこ とは素 晴 ら しい祝福 であ

る。

ただ今， ス ミス姉 妹 は神権 評議 会 につ いて

話 され た。教会 の諸 事 を管理 運 営す るため に，

神 権評議 会が， 地域 ，地 区， ステー キ部 ， ワ

ー ド部の 各 レベ ル で組織 され てい る
。 これ ら

の評議会 が効果 的 に機能 す る ため には， 各 レ

ベ ルで教 会の全 プ ロ グラム の代表 者 が 出席 し
，

適切 に相互 調整 を図 り， 実施 事項 を決議 す る

こ とが必要 で あ る。 これ らの評議 会 が適 切 に

組 織 され， 運営 され るな らば，教 会 の宗 務 と

実務 の一体 化が 図 られ， 個 人 と家 族 に祝 福が

もた らされ るであ ろ う。

承認 された指 針 と方針 に従 って，地 域 評議

会は毎年，地 域 の主要 目標 を概 説 した計 画 を

検討 し，承 認 を得 るため に提 出す る。

福祉活動 にお け る神 権 管理 の一 部 として こ

れ らの評議 会に託 されて い る大切 な役 割 に，

特別 な関心 を払 って い ただ きた い。

大 管長 会 は神 権指 導者 に， 地 元の 教会 員 の

自立 を促 す 計画 を， 慎重 に祈 りの気持 ち を も

って立 て る よ うに と勧告 して きた。 会 員が必

要 としてい る ものが 変 わ って きた こ と， 教会

の 急速 な発 展， 予 測のつ か な い現 代 の情勢 ，

困 って い る教 会 員 に援助 の手 を差 し伸 べ るよ

うに と教 会 に下 された主 の戒 め （教義 と聖 約

５２：４０参 照 ），これ らの事 柄 を考 え る時 に，こ

の こ とが 特 に重 要 にな って くる。

本 計画 の立 案

福祉 活動 の本 計画 は， 次 の段 階 を踏 ん で立

て る。 （１）福 祉 活動 に関 す る福音 の 原則 と実

践 につ いて教 え るため の計画 を練 る。 （２）貧

しい人 や悩 んで いる 人が何 を必要 として いる

か を見 きわめ る。 （３） それ らの必 要 を満 たす

援 助手 段 を活 用 す る。

この計 画が 完 全に実 施 され るよ うにな る と，

様 々 な状 況の 下 で， 貧 しい 人や 悩 ん でい る 人

の世 話 をす る監督 を援 助 す るため に必 要 な，

倉庫資 源制 度 の諸 要素 が 地域 内 に備 わ って く

る。

聖典 に は次 の よ うに記 され て い る。
や

「汝 ら貧 し き者
，乏 し き者 お よび病 め る者，

悩 め る者 た ち を万 事 に憶 えて憐 れ むべ し。 こ

れ らの 事 を為 さざ る者 は わが 弟子 に あ らざれ

ば な り。」 （教 義 と聖 約 ５２：４０）

私 た ちは， この 計画 の進 行状 況 につ いて 寄

せ られ た報 告 に非常 に喜 んで い る。すべ て の

地域 が 倉庫 資 源制 度の 全要素 を備 え るこ とが

で きる とは思 わ ない し， 同一 の スケ ジュー ル

で進 め るこ とが で きる と も期 待 して いな い。

地 区や 地域 に よ って， そ の計画 に大 きな影響

を及ぼ す地 理 的 な条件や 教 会 貝数 ， そ のほ か

優先 順位 な どが 様 々に 異 な って い る。 した が
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って， 計画 の 準備 に 当た って， ほか と比べ て

もっ と時 間 を要 す る評 議会 もあ るだ ろ う。私

た ちが代表 役 員 に望 む の は， 実務 担 当者 と協

議 し， この本 計画 を実 施 す る時期や 規模 ， 質

を見 守 る こ とで あ る。 それ ぞれ の地域 に実 際

に必要 な活動 を計 画す る時， 主 は霊感 を与 え

て下 さるで あ ろ う。計 画 は綿 密 に立 てて い た

だ きた い。 そ うす れ ば， 福祉 活動 を実 施 す る

こ とに よ り今 後大 きな成 果が 得 られ るこ とだ

ろ う。 良 い計 画 を立 てれ ば， 資 金の調 達 も計

画通 り順 調 にで きる し， また会 員 に よる奉仕

の割 り当て も，他 の プ ロ グラムや 活動 との適

切 なバ ラ ンス を と りなが ら進 め るこ とが で き

る。

個人 の役 割

次に， 会 員個 人 に望 み たい。 個 入 と家 族 は

物 質的 な福 祉の 面 で， どの よ うな役 割 を担 っ

てい るだ ろ うか 。 幾つか の 強調 すべ き基本 的

な事 柄 につ い て考 えて み よ う。

１． 健康 を保 ち， 社 交面 と情 緒 面 で安 定 し

た状態 を保 て る よ うに具 体 的 な計 画 を立

て る。

２．教育 を受 け て様 々 な才能 を伸 ば し， 経

済的 に安定 した職 業 に就 け る よ うに備 え

る。不 必要 な借金 を しない。

３．食糧 や 衣類 ， さ らに可能 な所 では 燃料

も， １年 分貯 蔵す る。

４．教 会や 地域 社 会，助 け の必 要 な 人々の

ため に， 自分 の 時間 と才 能， 資産 （惜 し

み ない 断食献 金 と什 分の 一 ） を差 し出 し，

進 んで犠 牲 を払 う。

個 人 と家族 が以 上 ４つ の強 調分 野 で個 人 と

家族 の備 えの原 則 を実施 す るな らば ，皆 さん

の 家庭 は安 らか な思 い で満 た され る よ うに な

るで あろ う。

監督 の援 助依 頼書

しか し， 備 え を して い たに もかか わ らず，

す ．ぐには解 決 で きない 困難 な問 題 にぶ つか る

人 も出て くるで あろ う。 ところが幸 いな こ と

に， 主 はそ の よ うな状況 に も備 え をして下 さ

っ てい るの で あ る。

監 督 の皆 さん， 皆 さんは貧 しい人や 困っ て

い る人， 悩 ん でい る人 を助け る とい う神 聖 な

責 任 が あ る。皆 さんは定 員会 や ワー ド部 ，地

域社 会， お よび教会 の援 助提 供者 か ら適 宣必

要 な援助 を受 け るこ とが で きる。今 まで，監

督 の倉 庫の あ る地域 で は， 「監 督 の 供 給 指 示

書」 に よって， 食料 品や 衣類 な ど 日用 品 を入

手 す る こ とが で きた。 しか し，教 会運 営 の倉

庫 資源制 度 の 中に は， 同 じよ うな方法 で奉仕

に よる援 助 を確 保 す るため の手段 が なか った。

きょ う， 喜 ば しい発 表 を したい。 それ は，

「監督 の援 助依 頼 書」 の使 用が 承認 され た こ

とで あ る。 これ は末 日聖徒 雇用 セ ン ター， 末

日聖徒 社会 福 祉機 関， な らび にデゼ レ ト産 業

のあ る地域 に適 用 され る。 この新 しい フォー

ムは， 該 当地 域 の全 ステ ー キ部 に 間 もな く送

付 され るで あ ろ う。 この依 頼書 に よ って， 監

督 は， 会 員が これ らの機 関か らの援 助 を受 け

られ る よ うに必要 な認可 をす るこ とに なる。

若 干 の特例 を除 い て， この よ うな援 助 を受 け

よう とす る会 員 は，この 「監督 の援 助依 頼書」

の発 行 を求め て 承認 を受 け なけれ ば な らな い。

この ２種 類 の フ ォー ム，す な わち 「監督 の

供給 指示 書」 と 「監 督 の援助 依頼 書」 の使用

に よ って， 倉庫 資源 制度 は， 地 元の監 督の判

断 であ らゆ る面 か ら会 員 たちの必 要 を満 たす

こ とが で きるので あ る。監督 は， そ れが物 資

で あれ， 奉 仕 であ れ， 必要 な手配 が で きるの

で あ る。奉 仕 に よる援助 を求め る声 は 日増 し

に高 まっているが，その提供 源が 限 られて い る

とい う こ とか ら も， この新 しい方法 は， 困 っ

て い る 多 くの 人 々に確 実 な援助 を与 え る こと

に な るで あ ろ う。 ここで 強調 して お きたい こ

とが あ る。 これ らの物 資や 奉仕 に よ る援助 を

提 供す る業 務 は， 実務 担 当者 に託 され てい る

が ，皆 さん方 監督 は これ らの フ ォー ム を用 い

て， それ を提 供す る責 任 が あ るとい うこ とで

あ る。
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援助活 動 の年次評 価

先般 ，福 祉活 動 の様 々な業 務 を執 行す る責

任が， 実務 担 当者 に割 り当て られ た。 そ して，

この組織上 の変 更 に よって， 多 くの時 間 を要

す る骨 の折 れ る責任 が， 監督 とス テー キ部長

の肩 か ら取 り去 られ た。しか し，これ らの業務

が あるの は，宗 務 の役 員の 判断 に従 って全 員

の必要 を満 たす た めで あ る。 その ため， 私 た

ちは， 手 元に あ る物 資や 奉仕 に よる援助 の利

用価 値，質 ， あ るいは需 要へ の対 応 性， 適応

性 に大 きな関心 を寄せ て いる。 全般 的 な達成

度 に関 して，宗 務 の役 員か ら実務 担 当者 へ の

秩序 立 った フ ィー ドバ ック を促 進す るため に，

監督 評議会 議長 ， ステー キ部 長， 地 区代 表，

お よび ス ミス姉 妹 の話 に もあ った よ うに扶助

協会 の代表 を招 い て，年 に一 度 ，倉 庫 資源制

度 の評価 を行 な うの であ る。実 際 には， 必要

な事 柄が どの程 度満 た され， どの ような形 で

援助 が行 なわ れて い るか を書面 で報 告 す る こ

とにな る。 この正 式 な評 価 は， 評議 会 の会合

や他 の接触 を通 じて継続 的 に行 な われ て い る，

必要事 項や 意 見の交 換 に加 え て，教 会 の全般

的な 目的 を達 成す るの に必要 な調和 と一 致 と

を もた らす で あ ろ う。神 権指 導 者 の皆 さん は，

地 区評議会 を通 じて この制 度が 導 入 され たな

らば， これ を十 分 に活用 して いた だ きたい。

教会 の援助 手段 と家族 の援助 手段 との 関係

私 は ここ数 カ 月間何度 も， 教 会 の製作 に よ

る 「福 祉 一 も う ひ とつ の 観 点 」 （隔 加 形二

加 ｏ伽 γＰθ煙 朗 勿６：邦 訳 な し） と題 す る新

しい映画 を見 る機 会に 恵 まれ， 感銘 を受 け た。

この映画 を見 る度 に， 倉庫 資源制 度 の 発展 を

は じめ，教 会 の福祉 制度 へ の誇 りと感謝 の 念

が ます ます 強 くな る。 しか し， 兄 弟姉妹 の皆

さん， この こ とは忘 れ な いで いた だ きた い。

この教会 の福祉 の 本 当の力 は， 倉庫 に蓄 え ら

れた食糧 の量や ，福 祉農 場 の生産 力， あ るい

は職 の ない教会 貝 に就職 の世 話 をす る雇 用制

度 の力 にあ るので は ない。

教 会の真 の 力は，預 金 口座 ， 菜 園，収 入 に
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につ なが る技能 ， 家庭 貯蔵 ，病 気 の 回復 力，

才 能， そ して教 会 の一 人一 人 の会 員 と家族 が

持 つ証 の 中に こそ存在 す るの で あ る。福 祉制

度 の最 大 の祝福 は与 え る人か ら始 まる こ と，

また私 た ちは 家族 と して 自立 し， 恵 まれ ない

兄 弟姉 妹 に助 け の手 を差 し伸べ るこ とが で き

る よ うに しなけれ ば な らない とい うこ とをい

つ も心 に かけ てお こ う。 これ はは っ き り と言

われ てい る こ とであ るが， 各家 族 が個 人 と家

族 の備 えをす るこ とは，規模 も大 きい， この

素 晴 らしい福祉 制 度 と同様 に大 切 な こ とであ

る。教 会 の真 の強 さは，決 して教 会が蓄 えて

い る物 資や 基 金の 中 にあ るの では な い。 それ

は個 々の家 族 の備 え と力 とに かか って い るの

であ る。 この こ とを御 説 明 した い。

少 しの 間， 次の よ うに考 え て み た い。４００

万 以上 の教 会 員が ，ユ タ州 とほぼ 同面積 の 一

地 域 に住 ん でい た とす る。 そ して， 私 た ちの

悩 み の種 は， 野性 の猛獣 が 私 た ちの住 ん でい

る場所 に侵 入 して くる こ とで あ る。街 を歩 く

の も危険 な ため， 私 た ちは防 壁 を築 くこ とに

決 め た。 さて， もし教 会 の貯蔵 庫 に蓄 え られ

てい る物 資 を使 って， この地域 を取 り囲む 壁

を建 て る とした ら，厚 さ３０セ ンチ， 高 さ３０セ

ンチ， 長 さは １９０キ・ロの もの にな る。高 さ ３０

セ ンチの壁 では， 多 ぐの動 物 の侵 入 を食 い止

め るこ とは で きない し， 身の安 全 も望 み得 な

い 。

さて次 に， この ３０セ ンチの 高 さの壁 に， 教

会 貝 の貯蔵 分 を積 み重 ね る こ とに しよ う。 教

会 員 はそ れ ぞれ １年分 の貯 蔵 を して い る とす

る。 そ うす る と， このユ タ州 の広 さの地 域 に，

さ らに３０セ ンチ， またそ の上 に３０セ ンチ と積

み 重ね て い って， 最後 に は， ４メー トル２０セ

ンチの 高 さに な るの であ る。

この 壁 を補 強す る鉄 柱 は， 会員 の健康 であ

り， 社 交面 と情 緒 面 の安 定 で あ る。留 め金 と

角 の支 柱 に 当た るのが ，経 済 的に安 定 す る よ

うに，教 育 と職 業 の面 での備 え をす るこ とで

あ り， 不必 要 な借 金 を しない こ とで ある。 ま

た， 接 合す るため の モル タル は， 時間や 才 能，



資産 を神 の王 国 の建設 の ため に喜 ん で捧 げ る

こ とに た とえ られ る。

も うお わか りであ ろ う。全体 的 な防 御 は，

教 会 の福祉 活動 におけ る生 産 だけ で で きる も

ので は ない。 それ は， 教会 の 生産 と， 個 々の

家 族 の １年 分 の貯蔵 とが ひ とつ にな って初 め

て可能 に な るの であ る。

願 わ くば，私 た ちが こ の大 い な る業 の 中で

個 々 に担 って い る責 任 を理 解 し，教 会 幹部 の

兄 弟 た ちが 定め た福 祉 に関 す る強調 点 を，積

極 的かつ 着 実 に実施 に移せ る よ うに。 そ して，

天 父の子 供 た ち を， この物質 的 な，否， 霊的

な 防壁 で取 り囲 む こ とが で きるよ うに 。 ここ

で私 が霊 的 な防 壁 と語 った のは， すべ ての も

の は霊 的な もの だか らであ る （教義 と聖 約２９

：３４参照 ）。

私は これ が神 のみ 業 であ る こ とを証 し申し

上 げ る。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よって，

アー メン。

大会の合 間 に くつろ ぐ聖 徒 たち
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個人への祝福

この遠 大な 事 業が 究極 的 には ，与 える 者 と受 ける 者一 人一 人が 祝福 にあず か

リ， 高め られ ，霊 感さ れ るよ う に，個 人 にそ の焦 点 を 当て て いる とい うこ と

をは っき りとさ’せ る こ と， これが 私た ちの 最 たる 責任 であ る

管理監督

ビク ター ・Ｌ ・ブラ ウ ン

Ａ 朝の私 の 言葉 が， 耳 を傾 け るす べ て の方７
、方の心 に とど まる よ
っに と祈 る もの であ

る。私 の選 ん だ テーマ は 「個 人へ の祝福 」 と

い うこ とで ある。福 祉 活動 は， 本 質的 に， 日

日の生活 の 多 くの事 柄 を含 む もの で あ る。 こ

れは， キ ンボール 大管 長が ，福 祉 活動 を福 音

の実践 と定義 され た ゆ えんで もあ る。福 音 は，

人がそれ ぞれ に昇 栄 を得 よう と努 め る時 に，

力 と頼む 源 であ り，福 祉 活動 は その よ うな力

の源 とな らなけれ ば な らな い。

皆 さん御 承知 の よ うに， 管理 監 督会 は， 教

会 の 多 くの実務 的 な事 柄 を管理 す る責 任 に あ

る。 その中 には， 倉庫 資源 制度 の運 営 を監 督

す るこ ともあ る。 また それに伴 う活動 や責 任

は実に 多種 多様 であ るが， これ に関 して私 た

ちが負 って い る最 も大切 な責任 は，以 下 の こ

とである。私 は信 じて いる。 す なわ ち， この

遠大 な事 業が ，究 極 的に は， 与 え る者 と受 け

る者一 人一 人が祝 福 にあ ずか り， 高め られ，

霊 感 され るよ うに，個 人 に その焦 点 を当 てて

い る とい っこ とをは っ き り とさせ るこ と， こ

れが私 た ちの 最 た る責 任 であ る。

様 々 な行政 機 関や組 織 の福祉 面 での 活動 を

見れ ば 見 るほ ど， もっ と も，そ の 多 くは気 高

ヒ・目標 を持 って い るので はあ るが， 私 は， 助

け を必要 として い る人々 に祝福 を与 えて 自分

の必 要 をまか なえ るよ うに助 け る とい う主 の

方法 に対 す る畏敬 の 念 をさ らに強 くす る。 全

世 界の様 々 な地域 か ら集 われ た神権 指導 者 や

扶助 協会 の指 導者 の方 々が ， それ ぞれ の場 に

あ って， 福祉 プロ グラム を通 して， 一 人一 人

に 関心 を払 って い るこ とに誇 りと喜 び を感 じ

て い る。打 ち解 け た， また細や か な心遣 いの

も とに， 福祉 を受 け る 人 と面接 をす る監督 ，

失職 したば か りの会 員の家 を訪 れ る定 員会 会

長， 母 親が 入 院 して い る家 庭 の小 さ な子 供 た

ちに食事 を運 ぶ訪 問教 師， 里 親制度 に よって

別 の高校 に転 校 した最 初 の 月に， 多 くの難 し

い 問題 にぶ つか っ た立 派 な レーマ ン 人の若 人

を励 ま して， 里 親の下 に とど まる よ うに説 得

す る高等 評議 員 な ど， 教会 の 各地 の ワー ド部

で よ く目に す る 多 くの模範 が 思 い出 され る。

そ して， どの場合 に も，教 会 の指 導者 は， 少

な くと も次 の ３点 を行 な うこ とに心 を向 けて

い る。

１．問題 を理解 す る。

２． 自分 自身で問 題 を解 決 で き るよ うに助

け る。

３．主 とよ り密 接 な関係 を築 くよ うに励 ま

す 。

ふ たつ の 実話 を御 紹介 したい。 主 の方法 に

従 って与 えた助 けが， 個 人 に もた ら した祝 福 ，

そ して教 会 の福祉 制 度 を貫 く愛 の精神 が ひ と

りの 人 を向 上 させ た とい う実例 であ る。

教 会 に 入 る前 ， リチ ャー ドは福 祉機 関 の援
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助 に頼 り， フー ドス タンプ （合 衆 国政府 が生

活保 護や 失業 給 付 を受 けて い る人 に発行 す る

食料切 手 ），ソー シャル ワー カー の面 接，医療

費 の補 助 な どを受 けて い た。 リチ ャー ドも妻

もわずか な収 入 で， ど うや り くりを した らよ

いか ， なすべ き を知 らなか っ た。 リチ ャー ド

は奇 し くも教 会 に改 宗 した が， 自分 に は欠 け

て い る ものが た くさん あ る と思 うよ うにな っ

て きた。 リチ ャー ドに とって， ひ とつ の職 に

落 ち着 くこ とは とて も難 しい こ とであ った 。

その よ うな 時， 監督 か らデゼ レ ト産 業 で働 い

てみ る気 が な いか話 を持 ちかけ られ た 。成年

に達 してか ら， 定収 を得 るよ うに なっ たの は

これ が初 め ての こ とで あ ろた。 デゼ レ ト産業

で働 くにつ れて， リチ ャー ドは 自尊 心が 養 わ

れ， 人 と話 す 時に もひけ 目 を感 じた りす る こ

と もな くな っ た。 そ して妻や 子供 たち も，彼

を家長 として敬 うよ うにな っ たの であ る。

デ ゼ レ ト産 業 の社 会復 帰担 当 コー デ ィネー

ター が， 監督 と同様 に， 親 身に世 話 をして く

れ た。 リチ ャー ドは 自分 の名儀 で 当座 預 金 口

座 も開 き，生 活 費 の予 算 を慎 重 に立 て， 家族

もそれ を承 諾 した。 また， １年 以 上 も滞 っ て

い た医師 へ の支 払 い も済 ませ ， ２カ月半 の間

滞納 してい た電 力料 金 も， その 日か ら送 電 を

停 止 され る とい う 日に支 払 った。 さ らに， ほ

かの 請求 書 の支払 い も徐 々 に済 ませ る こ とが

で きた。

リチ ャー ドの生 活 は変 わ りつつ あ った 。 自

分 は価 値 の あ る人間 だ とい う思 い を抱 き， 進

むべ き道 を 自覚 して きた。今年 の ６月初 め，

手 広 くク リー ニ ン グ業 を経営 してい るあ る経

営 者 がデゼ レ ト産 業 を訪 ね て きた。良 い従 業

員 に なれ る 人 を捜 して いたの で あ る。 リチ ャ

ー ドは その ため の面接 を受 け るチ ャン ス を与

え られた 。彼 は その面 接 の こ とをひ ど く心 配

したが ， デゼ レ ト産 業 の社 会復 帰 担 当 コーデ

ィネー ター と何度 も面接 の練 習 を重 ね， 本番

の面接 をパ ス し， 雇 われ るこ とにな った の で

ある。 こ うして彼 の新 しい生 活が 始 ま るこ と

にな った。

リチ ャー ドが デゼ レ ト産 業 を去 る時，彼 の

ため に昼 食会 が持 たれ た。 リチ ャー ドは その

時， 次の よ うな 言葉 を残 した。

「兄弟姉 妹
，良 い知 らせ と， 悪 い知 らせ が

あ ります 。良 い知 らせ とい うの は，私 に仕事

が見つ か った こ とです 。今 まで もらった こ と

もない収 入 を得 る こ とが で きます。私 の 人生

では初 め て の こ とです 。天 父が望 ん でお られ

る方 法 で，家 族が 必要 と して い るもの を満 た

して いけ る と思 い ます 。私 は今 ，成長 の途 中

で あ ります。 そ して， これ こそが 人生 とい う

もの なの です 。悪 い知 らせ， いや ，私 に は悲
’しい知 らせ なの ですが

，皆 さん とお別 れ しな

けれ ば な りませ ん。心 か ら皆 さん を愛 してい

ます 。デ ゼ レ ト産 業が 私 に して くれ た こ とを

あ りが た く思 ってい ます。 ここで働 いて，私

は幸せ とい うもの を知 りま した が，皆 さんの

幸 福 も祈 っ てい ます。 ジム ・ウィル ソン と監

督 に は大 変お世 話 に な り， 感謝 の言葉 もあ り

ませ ん。 イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ って，

アー メ ン。」

リチ ャー ドは 自分 で も意 外 なほ ど， また新

しい雇 用 主の 期待 に も十分 に， いや それ以上

に こた え， 勤 勉 に働 いた。最 近 では地 位 も昇

進 し， か な りの昇 給 を した とい う。 ひ と りの

人間 とその 人生 に祝 福 が注 がれ た。 恐 ら く，

この監 督 とデ ゼ レ ト産 業の社 会復 帰担 当 コー

デ ィネー ター の働 きに 付け加 える ものは何 も

あ る まい。

も うひ とつの例 であるが， （人物 と場 所 のあ

る ものは 匿名 に して ある ）１９７８年 の ３月， ア

イダ ホ州 に住 む ウ ィル ソン家 に， 次 の よ うな

書 き出 しの一 通 の手紙 が届いた。 「ウィルソン

兄 弟姉 妹， いかが お過 ご しで し ょうか 。私 の

近 況 をお知 らせ し ます 。」

前 に ウィル ソン家の 里子 であ っ たレーマ ン

人の娘 で， しば ら く音信 の途 絶 えて いた シー

プ ・レ ッ ドホー スか らの手紙 で あ った。

里親 ， 里子 の関係 の種 を まい たの は，１９６５

年， 当時十 二使 徒定 員 会会 員で あ ったスペ ン

サ ー ・Ｗ ・キン ボール長 老 の話 であ った。 当
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時 監督 の職 にあ っ たウ ィル ソ ン兄 弟 の心 の 中

に， キ ンボー ル長 老 が話 の 中に 引用 した， モ

ルモ ン経の一 節 が強 く響 いた。 「われはその後

異邦 人の心 を柔 ぐるに よ り， か れ らは汝 らの

子孫 に とりて父 の ご と くに 成 るべ し。」 （ＩＩニ

ー フ ァイ１０：１８）集 会が 進 む につれ ， ウ ィル

ソン監督 は さ らに心 を動 か され， イ ンデ ィア

ン学 生里 親制度 に ， 自分 も力 を尽 くそ う と決

心 した。 １９６７年 秋 ， ウ ィル ソン家 に１６歳 の シ

ー プ ・レ ッ ドホー スが 来 て
，学 業 を終 え る ま

での問， 起居 を共 にす るこ とに な り， ウィル

ソ ン家 に新 たな素 晴 らしい生 活が 始 ま った。

ウィル ソン兄弟 は こう語 る。 「シー プとの生

活は楽 しい もの で した。特 別 な 時間 を過 ごし

た こ とも幾度 か あ ります 。 シー プは とて も素

直 な良い学 生 で した。居 留地 の 自分 の家 に戻

って か ら も何度 か便 りを交 わ しましたが ，年

と ともに それ も途絶 え勝 ちに な りま した。」

シー ラが い な くな ってか ら も， ウ ィル ソン

家 では，何 年 もの 間， 幾 人か の若 い レー マ ン

人 を預 ったが， どの子 も， ウ ィル ソ ン家 の 人

人 を愛 し敬 い， 特別 な関係 を築 い た。 １９７８年 ，

シー プの手紙 を受 け取 ったの は， １１年 振 りの

こ とであ った。 ウ ィル ソン家 の実 の子供 は１０

人 を数 え るに至 り， ２年 間は 里親制 度 か ら遠

ざか って いた。 シー ラの 手紙 の先 を続 け よう。

「私 は今， 秘 書の仕 事 を して い ます 。 ……

給料 のか な りを貯 金 に 回 してい ます 。娘 が里

子に行 く前 に， 衣類 を買 い そ ろえてや るつ も

りです 。

お別 れ してか ら， １０年 近 くにな る と思 い ま

すが， 皆様 も随 分 お変 わ りの こ とで し ょう。

御子 様は皆 大 き くな って， 家 を離れ て い るの

ではな いで し ょうか 。

私 には マー ガ レ ッ トとい う娘 が ひ とりい ま

す。今 ７歳 で， この秋 に は里子 に 出す つ も り

で います 。里 親制 度 の こ とはす べ て私 か ら話

し…… ７年 間 とい う もの ，親 元 を離 れた こ と

は一度 もあ りませ ん が， 本 人 もその意 向 で い

ます 。

私 の弟の デ ビ ッ ドを覚 えてお いで で し ょ う
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か 。伝 道 も終 え，今 は ブ リガム ・ヤ ン グ大学

で学 ん でい ますが ， この夏 に は帰省 して， マ

ー ガ レ ッ トにバ プテ スマ を施 す 予定 に な って

い ます。 ク リスマ ス休 暇 で１２月に帰 って きた

時， 兄の 娘 に祝福 を与 えま した。 そ して その

前 に，私 た ちの家 族 の 中のふ た りにバ プ テス

マ を施 しま した。

ジ ョイ， カー ト， ロ ンダ， ゲー リー ， それ

か らジェニ ー は何歳 に なっ たで しょ うか。 み

ん なの こ とを思 い 出 します。 ジ ョイ のア レル

ギー， カー トのア コーデ ィオ ン， ロン ダのバ

レー の レ ッス ンの こ と， よ くプー ル で小 さな

か え るの よ うなか っ こ うで泳 い で いた ゲー リ

ー ， それ に ジェニ ーの赤 毛 の こ とも まだ覚 え

てい ます 。み ん な１０代 か， それ 以上 で しょ う

ね。今 は何 を してい るの で しょ うか 。」

シー ラは さ らに，街 中 と同 じよ うに居 留地

で も，若 人の 間 にア ル コー ル と麻薬 が根 深 く

浸透 してい る とい う問題 につ いて書 き続け ，

強 い力 で若 い人 々 をその仲 間 た ちが 犯 してい

る過 ちか ら守 って くれ る教 会 と， その教 えへ

の深 い感謝 の念 をつづ って いた。 また，教 会

の教 えに よ って 家族 のつ なが りが よ り強 くな

り， 確 固 とした ものに な ってい る こ とを書 い

て い た。 シー ラは 自分 の弟や 妹 の 多 くを今 年 ，

里 親制 度 の中 の里子 に 出すつ も りで い る こ と

に触れ ， 次の ように尋 ねて きた 。

「ウ ィル ソ ン家 では 今 も里親 をして い らっ

しゃい ますか 。

そち らの詳 しい御 様 子 をお知 らせ 下 さい 。

この辺 でペ ンを置 きた い と思 い ます 。お体

を大切 に，皆 様 の働 きの上 に主 の祝 福 が あ り

ます よ うに 。… …」

この楽 しい手紙 を妻 と一 緒 に読 ん だウ ィル

ソン兄弟 の 心 に， ぼ んや り とでは あ るが， １２

年 前に聴 いた キ ンボール長 老 の話 の一 節が 思

い 出 され た。 「キンボー ル長老 は，最初 の世 代

の 時 は， その成 功 を味 わ っこ とはな いだ ろ っ。

しか し， 第 ２の世 代 ， 第 ３世 代， 第 ４世代 に

至 っ て，真 の 成功 を味 わ う時が 来 るで あ ろ っ



と言 われ ました。」ウ ィル ソ ン兄 弟 の記 憶が 呼

び覚 され た。 「この言葉 が再 び よみが えって き

た時， シー プの娘 を我 が家 に迎 えなけ れ ばな

らな い と思 い ました。 これ こそ， 同 じ里親 の

ところに くる， 同 じ家 族 の第 ２の世 代 な ので

す か ら。」ウ ィル ソ ン兄 弟 は，イ ンデ ィア ン里

親 制度 を通 して， ウィル ソ ン家 に マー ガ レ ッ

トを預 るこ とが で きるか どうか 問 い合 わせ た 。

そ して， シー ラ に この こ とが伝 え られ ，承 認

され るに至 った。 「シー プはす ぐに 電話 を くれ，

涙 なが らに， 自分 がか つ て暮 らした こ とのあ

る家庭 に， マー ガ レ ッ トを送 る こ とが で きて

とて も喜 んで い る と言 って くれ ま した」 とウ

ィル ソ ン兄 弟 は語 った。

マー ガ レ ッ トは １９７８年か ら翌 年 にか け て，

ウィ ル ソン家 か ら学 校 に通 い， 母 親が そ うで

あ った よ うに， ウ ィル ソ ン家 の 人々 と共 に喜

び を分 か ち合 っ たの であ る。

ウ ィル ソ ン姉 妹 はこ う言 っている。 「あ の子

は 本 当に欲 の な い子 で， だれか が 自分 の持 っ

て い る物 を見 て 『それ ，素 敵 ね』 と言 っ た り

す る と， その子 にそれ をあげ て し まうん です。

うちで は子供 たち全 貝 に小遣 い を渡 すの です

が ， もちろんマ ー ガ レ ッ トに もそ うして い ま

す 。

去年 の ク リスマ ス に，私 た ちは， 家族 でだ

れ か の助 け に な る こ とを しよ うと話 し合 い ま

した。 その 時， マ ー ガ レ ッ トはず っ とため て

きた わずか な小 遣 い を， その計 画 に使 うよ う

に と申 し出た の です 。

実の子 の よ うに 家事 を手伝 って くれ ます 。

週 に一 度 は， ８歳 に なる ア ンジェ ラ と一 緒 に

台 所の仕 事 を して い ます。 ほか に も， 家の 中

の こ とで責 任が あ るん です よ。」

ウ ィル ソ ン兄 弟 はマ ー ガ レ ッ トが初 め てや

って来 た時 の こ と を思 い 出 したが， とて も無

口な子 で， 自分 の思 うこ とをは っ き りと言 う
’こ とが あ ま りない子 で あ

った。 母親 の シー ラ

か ら，祈 りの方 法 と， また 自分 の気持 ち をど

う表 現 した らよいか をマー ガ レ ッ トに教 えて

ほ しい と頼 まれ て いた 。

今 では 「マー ガ レ ッ トは， 食事 の祝福 の時

もそ うです が，祈 らせ てほ しい と 自分か ら頼

ん で き ます 。 そ して彼女 がお祈 りをす る時，

私 た ちは皆 ，一 心 に耳 を傾 け ます 。あ の子 の

お祈 りに は本 当に心 が込 もって いるん です。」

ウィル ソン兄弟 は こ う語 る。

年 度 も終 わ りに近づ いた頃， ウィル ソ ン家

で は， シー ラをア イダ ホに招 く手 はず を整 え

た。 そ して シー プは再 び里親 の も とを訪 ね，

娘 と一 緒 に素晴 ら しい再会 の ひ と時 を過 ご し

た ので あ る。 シー プはマー ガレ ッ トを家 に連

れ帰 ってか ら， ウィル ソ ン家 とも話 し合 った

上 で，今 年 は娘 を実 家 に置 いて，居 留地 の学

校 に通 わせ るこ とに した。

この 話は ，与 える人 と受 け る 人の双方 が祝

福 にあ ずか る とい う生 きた証 で ある。 これ ら

の こ とをよ く表 わ して い るの が， Ｊ ・ルーベ

ン ・クラー ク ・ジュニ ア副管長 の 言葉 であ る。

クラー ク副 管長 は， １９３６年 １０月 ２日に， ステ

ー キ部長 た ち と共 に開 いた集会 で次 の よ うに

語 って い る。

「福祉 計 画 の真の長 期 目標 は
，与 える人で

あれ 受 け る人 であれ ，教会 員 の 人格 の形 成に

あ る。 そ の人 々の深 奥 に潜む素 晴 ら しい もの

を引 き出 し， 深い 眠 りの中 にあ る貴 い霊 を花

咲か せ， 実 りへ と導 くので ある。 そ して この

教 会 が 存在 す る理 由， 目的，使 命 は，結 局 そ

こに帰 す るの であ る。」

兄 弟姉 妹 の皆 さん，一 人一 人が指 導者 と し

て， あ る いは両 親 として， イエ ス ・キ リス ト

の福 音 の教 え を通 じて常 に 人 を高 め，祝 福 を

もた らす よ うに祈 る もので ある。 イエ ス ・キ

リス トのみ 名 に よって 申 し上 げ る。ア ー メン。

☆ ☆
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教会の確立 ：福祉活動宣教師が果たす重要な役割

夫婦や独身の姉妹も含めて資格ある専門家や技術者，その中ても特に英語以

外の言語に通した人々が，現在必要とされている

十二使徒評議員会会員

ジェーム ズ ・Ｅ ・フ ァ ウス ト

詩 篇の作者は次のよつに問い槻 ている・「わ れ らは外 国 にあ って， ど っして主 の

歌 を うたえ よ うか 。」 （詩 篇 １３７：４）私 た ち

の 時代 もそ うで あ るが ， あ らゆ る時代 に主 の

使 いは見知 らぬ国 々へ 福音 を携 えて行 っ た。

彼 らは， 主が その 神 とな る シオ ンの確 立 を求

め て きた。

今 日の神権 時代 の歴 史 が始 まって以 来， 教

義 と聖約 に収 め られ て い る数 多 くの 啓示 を通

して，主 は主 の教 会 の確 立 を求め て お られ る

こ とを明 らかに された。 「規則 に規 則 を加 え，

則 に則 を加 え， こ こに もす こ し くか しこに も

少 し く教 え， ま さに来 らん とす る こ とをわ れ

らに声 明 して慰 め を与 え希望 を固 くす 。」 （教

ｉ義 と聖 約１２８：２１）

私 た ちは，今 だ この行 程 の途 上 にあ る と確

信 してい る。 そ して， 主が 命 じられ促 され た

よ うに，全世 界のす べ て の人 々に 手 を差 し伸

べ よう とす るな ら， 私 た ちは主 の教 会 を確 立

す るとい う特別 なチ ャ レン ジに直 面す るこ と

を知 ってい る。何 十億 に もの ぼ る天 父の子 供

た ちが， 貧 困や文 盲， その他 物心 両面 に わ た

る数 々 の 問題 を抱 えて い る。 そ の 多 くは私 た

ちの理解 の及 ばな い もので あ る。 キ ンボー ル

大管 長 は その ような人 々につ い て述べ て い る。

「これ らの人 々 を受 け 入れ な さい。 そ して，

永遠 の ビジ ョンに対 す る彼 らの 眼 を開 き， ど

うした ら星 に手 が届 くか教 え る の で あ る。」

（１９７４年 １２月）

主 の教 会 を確 立 す る過 程 に は，バ プ テス マ

を施す 以 上 の こ とが要 求 され る。 モル モ ン経

のア ルマ 書 第 １章 に は，主 の教 会 を確立 す る

際 にた どった一連 の 出来事 が記 されて い る。

２６節 か ら読 ん でみ よ っ。

「そ して祭 司 らが神 の道 を民 たち に伝 え る

ため に その仕 事 を… …休 み祭 司が 民 た ちに神

の道 を説 き終 る と， 民 たち はみ なす ぐと帰 っ

て ま たその仕 事 に はげ んだ。 …… この よ うに

して民 た ちは みな平 等 であ って 各々 み なその

力 に応 じて働 き，各 々み な その財 産 の 多い少

いに応 じて，貧 乏 な者や 病気 にか か っ てい る

者や 苦 しんで い る者 た ちに施 し をした。 か れ

らは高価 な衣 服 で身 を飾 らなか っ たが その 服

装 は 見て も気持 が 良 く小 ざっ ば り した服 装 で

あ った。」 （ア ルマ １ ：２６－２７）

以上 の段 階 を注 意 して追 ってみ よ う。

第 １に，教 義が 教 え られ る。 （２６節参 照 ）

第 ２に，教 会 員は互 い に個 人 と して 尊重 さ

れ る。 （２６節 参照 ）

第 ３に，す べ ての 人が働 く。全 員が 働 いて

報酬 を得 る。（２６節参 照 ） ・

第 ４に，財 産 を困って い る人 々に分 け与 え

る。 互 い に仕 え合 う。 （２７節参 照 ）

第 ５に， 自己の欲望 を抑 え る とと もに ，必

需 品 を適度 に備 える。 （２７節 参照 ）

ここで， 予 言者 の言葉 を聞い て いた だ きた

い 。
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「この よ うにか れ らは教 会 の万事 を整 えて

… …保 つ よ うにな っ た
。 それ で教 会が確 立 し

たの で教 会 員 は非常 に物持 ちにな り始 め， 必

要 な品 物が 豊 にあ っ… … た。」 （ア ルマ １ ：２８

－ ２９）

この よ うに大 きな変 化が 生 じた のは， 施 し

を受 け たか らでは な く， 教義 を教 え られて 人

人が 自立 し， 困っ てい る 人に分 け与 える よ う

に な ったか らであ る。主 の方 法 に 自らを委 ね

た時 に， 周 囲の環 境 が変 わ り始 め たの であ る。

教 会 を確立 す る この過 程 は， いか な る場所

に も適用 す る こ とが で き る。 しか し， 人材や

援 助 手段 が不 十分 な地域 で は，神 権指 導 者が

技術上 の手腕 を駆 使 して教会 員 の 自立 を助 け

る とよい。現 在 この 援助 を多方 面か ら与 え て

い るのが， 熟 練 した技術 者 と専 門家 の奉仕 グ

ルー プ で， 彼 らの主 な使 命 は， キ リス トの精

神 に 則 した実 質 的 な奉 仕 を進 め る こ とで あ る。

彼 らは福祉 活動 宣 教 師 と呼 ばれ て いる。現 在

この よ うな宣 教師 が ７００名以 上 いて， 全世 界

６０カ所 に も及 ぶ伝 道部 で奉 仕 し，教 会 を確 立

す るため に働 く神 権指 導 者 を助 けて い る。

福祉 活動 宣教 師 の重 要 な役割 は， 地 元 の神

権 指導 者 が福祉 の 基本 原 則 を教 え る際 に援助

す るこ とであ る。 また，神 権 の指示 の 下 で，

生 活様 式 を改善 す る方 法 を教会 員 に教 え る こ

ともで きる。 あ らゆ る地域 の教 会 が倉庫 と生

産事 業 を運 営 して い るわけ で は ないが， 最小

の 支部 で あ って も，教 会員 に福 祉 の基 本原 則

を教 え， 生 活 に適 用 させ るべ きであ る。教 会

に おけ る福 祉 の核 心 は，福 音 の ６原則 に あ る。

す な わち， 愛， 奉仕 ， 労働 ， 自立， 管理 の職 ，

そ して （犠 牲 を含 む ）奉献 で あ る。 これ らの

原 則 を支 えて い るのが ，福 祉 の基 本 とな る以

下 の事柄 であ る。 断 食の律 法， 定 員会 の奉仕

と扶 助協 会 の慈 善奉 仕 ，個 人 と家族 の備 え，

そ して福 祉 活動 委 員会 の機 能 であ る。

基 本 的 な福 祉 活動 に参加 す れば， 教会 員 は

福音 の根 本 原則 を生 活 に取 り入れ る こ とが で

きる。

た とえば， 断 食 の律 法に 従 うこ とに よ って

愛 と無私 の 精神 を養 うこ とが で きる。担 当家

族 のへ い を修 繕 す るホー ムテ ィーチ ャーや，

病 気 の会 員 の ため に食事 を準備 す る扶助協会

の姉 妹 は， 身 を もって奉仕 の意 味 を知 るであ

ろ う。 ま た， 個 人や家 族 としての備 え を行 な

う会 員 は， 自立 と労働 の原 則 を実践 して いる

こ とに な る。 地 元の福 祉活動 委 員会 は， これ

ら基 本福 祉 の各方 面 にお いて教会 の 果たす役

割 を相互 調整 す るの であ る。

福祉 活動 宣 教師 は，伝 道部 長 の指示 の下 に

援 助提 共 者 として働 き，福祉 の 向上 に責 任 を

持 つ神 権指 導 者 を支援 す る。 また， 自らの経

験 や 訓練 を生 か して，教 会 員に 自活す るよ り

よい方 法 を明 らか に し， 指導 者や 会員 に対す

る援助 提 供者 とな る。 次に指 導者 た ちは，会

員 が福 音 を中心 に した生 活 を営め るよ うに助

け る。

したが って， 福祉 活動 宣教 師 は福 祉 の原則

を教 え実践 す るばか りでな く，教 会確立 の過

程 に おい て重要 な役 割 を果 たすの で ある。

先 月 トンガか ら帰 国 した Ｌ ・トム ・ペ リー

長 老 は，次 の よ うな報告 書 を提 出 した。

「私 は トンガ で働 く福祉 活動 宣教 師か らも

深 い 印象 を受 けた。 同封 の写 真は板 金製 の オ

ー ブ ンの前 に立 つデ ュ アナ ・Ｃ ・トー ン兄弟

姉妹 であ る。 トご ン兄弟 は この よ うなオー ブ

ン を ５００台以上 も製 作 し， トー ン姉 妹 はそれ

を使 ってパ ンを焼 く方法 を姉妹 たちに教 えて

きた。 ほ とん どの家庭 に とって， オー ブ ンで

物 を焼 くの は初 め ての経験 であ った。 さ らに

トー ン兄弟 は洗 た く用の 大 きなお け を作 って

公衆 衛生 め高上 に努 め てい る。

もう一 組 の スペ ンサー夫 妻 は， トンガの農

場 で収穫 改善 に著 し く貢献 して きた。 スペ ン

サー 兄弟 は数 種 類の機 械 を考案 して，地 元 の

人 々に その 使用 法 を教 えた。 その 中に は，何

時 間に も及 ぶ重労 働 か ら人々 を解放 した タパ

布 （樹皮 をたた いて平 らに薄 く，して作 った布 ）

を作 る機 械 が あり た。 この機械 は 国王の 目に

も止 まって， 彼 は国 王の親 しい友 人の ひ と り

、に な った。事 実， 翌 月に 開か れた農産 物 共進
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会 に スペ ンサ ー兄 弟 は賓客 として招か れ， 国

王 や側近 の 人々 と共 に島 中 を旅 行 して い る。

この ２組 の夫婦 は， １カ月以 内に 帰 国す る

予 定 であ る。」

スペ ンサ ー兄弟 は， これ らの 技術 を継 承 で

きる ように人 々に教 え た。 あ らゆ る援助 は，

ア ルマの 時代 に見 られ た よ うに，神 権管 理 の

下 で主 の方 法 に従 って与 え るべ きであ る。私

た ちの宗教 は、 行動 す る福 音 に基 を置 く実 践

の宗 教 であ り， 物心 両 面 にわ た って高 揚 と繁

栄 をもた らす もの で あ る。

福 祉 活動 宣 教師 の仕 事 は現 在進行 中で あ る。

そ こで， 幾つ か重 要 な点 を簡 単 に復 習 してみ

よ う。

第 １に，福 祉 活動 宣教 師 として働 く資 格 の

あ る人々 には，正 規 の宣 教師 に 必要 な条 件 を

満 たす 夫婦や 独 身 の姉 妹 も含 まれ てい る。

第 ２に，専 門技能 や職 業 技術 を備 え， 実 際

の 問題 を処 理 で きる よ うで なけ れ ば な らない 。

社会事 業や 農業 の専 門家 ，職 業 カウ ンセ ラー，

熟練工 ， 家政学 者， 看護 婦 な どは， 現 在必 要

とされ る福祉 活動 宣教 師 の例 であ る。

第 ３に，監 督 また はス テー キ部長 は，夫 婦

や 独身女 性 に この資格 を与 える際 ，正 規 の宣

教師 としての資格 に加 えて， 学歴 ，職 歴 ， 趣

味，才能 な どを考 慮す る。最近 は英 国以 外の

言語 に通 じて いる夫婦 が 必要 とされ て い るこ

とを知 って お くべ きで あ る。 現段 階 で最 も必

要性 が高 いのは， スペ イ ン語 を話 せ る人々 で

ある。

第 ４に， 福祉 活動 宣教 師 の援助 を得 るに は，

地元の 援助 手段 で は処理 で きない教 会 内の実

務 的な問題 を神 権指 導者 が 明確 にす るこ とで

あ る。 そ して， 福祉 活動 宣教 師 に求 め る具体

的な援助 を明示 した上 で， 地 区代表 お よび伝

道部長 と相 談す る。 この要 請 は教会 幹 部 であ

る代 表役 員 の認可 を得 てか ら伝 道 管理 部 に送

られ る。それ か ら， 特 殊 な技術 を備 えた宣 教

師が 必要 な援 助 を与 え るため に 派遣 され るの

で ある。

第 ５に，教 会 の福祉 制度 は人々 の特 質 を伸
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ば して 自立 を助 け るこ とを意 図 して いる。 教

会 は， 物 心両 面 にわ た って人 々 を築 き， 向上

され る上 で 必要 な事柄 に， 絶 えず気 を配 らな

けれ ば な らな い。逆 説的 に言 えば， 困窮 して

い る人 を援助 す る最 も効果 的 な方 法 は，他 の

人 々に奉 仕 す る よ うに仕 向け るこ とであ る。

この よ うな状 況 を もた らす 上 で鍵 とな る の

が代 表役 員 で あ る。代表 役員 は定 期 的に福 祉

活動 宣 教 師の働 き を評価 す るた めに， ステー

キ部長 と伝 道 部長 を代 表す る地 区代 表や ，実

務 を担 当す る他 の指 導 者 を地 域 評議 会 に招集

す る。 この評議 会 にお い て，福 祉活動 宣 教 師

の働 きを地域 の福 祉計 画 に組み 入 れ るこ とが

で きる。 この計画 的 で統一 された方 法 に よ り，

教 会 を確 立す る過 程 での秩 序 を保つ の で あ る。

多 くの神権 指 導者か ら， この有益 な援 助 手

段 に対す る感謝 の手紙 が寄 せ られ て い る。 あ

る支部長 は次 の よ うに書 い てい る。

「や が て福祉 活動 宣教 師 の援 助 は 必要 な く

な る と思 い ます 。私 た ちは 日に 日に 自立 で き

る よ うに な ってい るか らです 。私 に 必要 なこ

とは， 主 の導 きを求 め， 主 に頼 るこ とです 。

福祉 の 原則 はす で に確 立 され て いた こ とが

わか りま した。 ただ私 た ちが， それ らの 原則

を重視 して いなか っ たの です。」 （アー ンヘル ・

マ ー ジア ・ル イー ス， ペル ー ・リマ 北伝 道 部

ウア チ ョ支部 ）

さ らに，地 元 の指導 者が 獲得 した熱 意 と自

信 は ，伝 道 活動 に もおの ず と影 響 を与 え て い

る。 基本 的 な福祉 活動 の恩 恵 を実生 活 の 中 で

体 験 した教 会員 は， その喜 び を他 の 人々 と分

か ち合 い たい と思 うよ うに なっ たの であ る。

最 近 の こ とであ るが， タイのユ ー ボ ン とい

う小 さな村 に， 克服 で きな い問題 を抱 えて悩

む タン とい う名 の教 会 貝の家 族 が いた。 父親

は失 業 中 で収 入は な く， 子供 た ちは病 気 で栄

養 失調 に 陥 って いた。 その上 ， 彼 らの粗 末 な

家 は 国有地 に建 て られ て いたの で， 強制 立退

き を迫 られて い た。 しか し， 行 くあて は なか

った。

この時， 福 祉活動 宣 教師 の援助 を活用 して



きた有能 な神 権 指導 者 が， この よ うな悲劇 的

な状 態 を変 換 したの であ る。 その指 導 者の指

示 の下 に， 支部 の 全会 員が協 力 して， 土地 を

手 に入 れ， タン家族 の 家 を取 り壊 して移 転 し，

新 しい土地 に再 建 した。 タ ン兄弟 は土 地 を耕

して， 家族 を養 うため に農 業 を始 め たが， 現

在 で は作物 が 豊か に実 って い る。 福祉 活動 宣

教 師 の助 言に助 け られな が ら， 地 元 の指導 者

や 教会 貝 が熱 心 に働 いて 愛 と献 身 を示 し， ひ

とつ の家族 に奇跡 を起 こ したの で ある。 また，

支 部全 体 の 人々 が， 成長 の機 会 と偉 大 な教 訓

を得 たの で あ る。

将 来 この奉 仕 の業 に従 事 したい と願 って い

る夫婦 や 独 身の姉 妹 に 申 し上 げた い と思 う。

専 門家 に な る よ う備 え なさ い。

外国語 を勉強 しな さい。 た とえその 言葉 を

話す 地域 に 召 され な くて も， これ は有益 であ

る。

仕 事 で重要 な地位 を得 る よ うに働 きな さい。

次に， この よ うな資格 が あ って奉 仕 で き る

会 員 を管理 して い る監 督や ステー キ部長 に 申

し上 げた い。

その よ うな会 員 の準 備 を促 し，教 会 の確 立

に大 き く貢 献 す る福祉 活動 宣教 師 と して 活用

で きる技術 や才 能 を挙 げて もらいな さい 。

主 の奉仕 の 業 に神 の予 言者 に よ って召 され

る 人々 を面接 し， 推 薦す るため に， なお一 層

努 力 してい ただ きたい。

次 に，代 表 役 員， ス テー キ部長 ，伝 道 部長 ，

地域 の実務 担 当者の 方 々に 申 し上 げた い と思

う。

福 祉 活動宣 教 師 とい う有益 な援 助 者 に注 目

してい ただ きたい 。

教 会 貝の霊 的 成長 を妨 げて い る実 務 的 な問

題 を明確 に し， 彼 らが そ の よ うな 障害 を克 服

して ク リスチ ャ ン として 完全 な生 活 を送 る こ

とが で きる よ うに ，組 織 的に援 助 してい ただ

きた い。

主 の教 会 を確 立 しよ う と努 め てい る私 た ち

す べ ての 会員 の上 に， 主 の祝福 が あ る よ うに 。

私 たちが 「外 国 にあ って …… 主 の歌 」 を歌 う

方 法 を学 び，恵 まれ な い 人 々 を助 け て ， 「永遠

の ビ ジ ョ ン に 対 す る 彼 ら の 眼 」 を 開 くよ うに 。

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り祈 る も の で あ

る 。 ア ー メ ン。

大会 に集 う聖徒 たち
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教会福祉 プログラムにお ける監督の役割

監督のすべての責任の中で最も重要なのは，貧しい人々の世話をすることで

ある

第 二副 管 長

マ リオ ン ゼＧ ・ロム ニ ー

愛 する兄弟姉妹の皆さん・今朝私は・教会
福 祉 プ ログ ラムに おけ る監督 の役 割 につ

いて話 す責 任 をい ただ いて い る。

まず初め に，近 代 の啓 示 の 中で告 げ られて

お り， また近代 の予 言者 た ちに よ って語 られ

て いる，貧 しい人々 の世 話 をす る とい う一 般

的 な責 任 につ いてお 話 した い。次 い で，監 督

は貧 しい 人々 を どの よ うに助 け るべ きか， ３

番 目に，教 会員 は貧 しい人 々の世 話 をす る監

督 を援助 す る ために 何が で き るか ， また何 を

すべ きか につ いてお 話す る。

近 代 の聖 典 の中 で明 らか に されて い る

監督の役割

この神 権 時代が 始 まって間 もな く， 主 は数

多 くの啓示 の中 で，監 督 の職 と義務 を明 らか

に してお られ る。 教義 と聖 約 第２０章 に始 ま り，

第 １２４章に至 るまで， ２３章 にわ たっ て この重

要 な職務 を取 り上 げ てお られ る。 当時 の啓 示

に照 らして み る と， この職 に伴 う責 任 は ４つ

に大 別で きる。

第 １に，監 督 は聖 徒 た ちか ら奉献 され る財

物 を受 理 し， 彼 らに 各 自の ゆず りを指定 す る。

（教義 と聖 約４２：３１－３４，７１－７３；５１：１３；

５８：３５；７２：２－ ６；７８；８２；８５：１参照 ）

第 ２に， 監督 は判 事 とな り， 教会 に おけ る

各会員 の立 場 と， 彼 らの要 求が あ れば物 的 な

必要 とを判 断す る。 （教 義 と聖約 ４２：８０－ ８２；

５８：１７－ １８；７２：１７；１０７：７２参照 ）

第 ３に， 監督 は物 心両 面 に おい て貧 しい人

人の必 要 を満 たす 救 助 者 とな る。 （教義 と聖

約３８：３５；４２：３３－ ３５， ３９，７１；７０：７－ ８参

照 ）

第 ４に， 監督 は教 会 の代理 人 と して， 大管

長 会 を通 じて主 か ら指定 され た俗 事 の業 務 を

行 な う。 （教 義 と聖 約５１：１３－ １４；８４：１１２－

１３；１０７：６８，７１－７２参 照 ）

教 会 が発 展 し，聖 徒 た ちが経験 を積 むに従

って， 主 は，管 理監 督 の責任 と， 各 地す な わ

ちワー ド部 の監 督 の責任 とを区別 され た。今

日皆 さん は，神 権 関係 の各種 手 引 きに よ り，

ワー ド部監 督 には ４つ の大 きな責 任 が託 され

て い る こ とを知 ってい る。教 会 の管理 監 督会

に のみ 与 え られ て い る義 務， お よび正 式 な奉

献 の律 法の執 行 が 中断 され たの に伴 い効 力 を

有 さ な くな った事 項 を除 い て，今 日の監 督 も，

教会 初期 に規 定 され た 同 じ役 割 を基 本的 に 負

って いるの で ある。 さ らに監 督 は，青 少年 に

対す る責 任 と， ワー ド部 の管理 大 祭 司 と して

の責 任 も担 って い る。監 督 の責 任 は それ ぞれ

いず れ も重要 であ るが， 中 で も貧 しい 人々の

世 話 をす るこ とに勝 る もの はな いの であ る。

共 通 の判事 ， 会員 の必要 を見 きわめ る権 能
たす

を持 つ 人，主 の代 理 人 として 「弱 きを扶 け，
かいな

垂 れ た る腕 を挙 げ」 （教義 と聖 約８１：５）る神

権 指 導者 が， 各 ワー ド部 に ただ ひ と りい る。

恐 ら く貧 しい人 々の世 話 をす る監 督 の責任 を
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最 も適 格か つ 明瞭 に ま とめ た のは， Ｊ ・ル ー

ベ ン ・クラー ク ・ジュニ ア副管 長 であ ろ う。

クラー ク副 管長 は 次 の よ うに語 って いる。

「主 が教 義 と聖約 の中 で貧 しい人々 を世 話

す るこ とに関 して 言 われ たすべ て の権能 と責

任 が監 督 に委 ね られ てい る。 その ため に必要

な資金 を監 督 は集 め る こ とが で きる し， また

この業 を推 し進 め る ため に必要 な賜 と職 務 が

監督 に与 え られて い る。監 督以 外 に この義務

と責 任 を課せ られ て い る人は い ない し， この

仕事 に 必要 な力 と職 務 を授 け られ て いる 人 も

いな い。…

主の み言 葉 に よ り，教 会 の 貧 しい者 を世 話

す るよ う委 任 を受 け，載 量 を行 使 で きるの は

監督 だけ であ る。 実際 に背 罪 を犯 して い ない

限 り， だ れ も監 督 の行 な うこ とに 異議 を唱 え

る こ とは で きな い。 ワー ド部 の会 員に対 して，

教 会の 資金 とワー ド部 の援 助 を いつ ， だれ に，

どの よ うに， どれ だ け与 え るか を判 断す るの

は， 監 督 のみ に与 え られ た義務 で あ る。

これ は主 御 自身 よ り与 え られた厳 粛 な務 め

であ る。監 督 は この務 め を回避 した り， な ま

けた り，他 の だれ か に委せ て安 穏 として いる

こ とはで きない。 どの よ うな援助 を求 めた と

して も，責 任 は依 然 として監督 の上 に あ る。」

（未刊 行 の記事 よ り，教 会 歴 史部， １９４１年 ７

月 ９ 日）

この 言葉 は教 義 と聖約 に記 され てい る主 の

み言葉 に基 づ い た もので あ り， 以下 に あげ る

啓示 を証 す る もの で あ る。

第４２章 ：「監 督 （は ）…… 持 た ざる者 に施 す

…」 （教義 と聖 約 ４２：３３）
お き て つけくわ

第７２章 ＝「す で に下 りたる律 法 に附加 え て，
ぶ どうぞの

主 の葡萄 園の この 地方 の教 会 に按 手 聖任 され

た る監 督 の義務 に就 きて知 らせ た る主 の言 は

誠 にか くの如 し， す なわ ち，

主の 倉庫 を守 り， 主 の葡萄 園の この地 方 に

於 け る教会 の 資金 を受 け納 め，
かね

豫て命ぜられし如 く長老たちより報告書を
たす

受け … …長 老 た ちの不 足す るところを援 く…」

（教 義 と聖約 ７２：９－ １１）

第８４章 ：「監督 （は ）… …巡廻 してすべ ての
たず

支部教 会 の 中 を廻 り， 貧 しき者 を探 ね て富め
へりくだ

る者 お ごれ る ものの謙 りに よって その乏 しき
にぎ

を賑 わ しめ よ。」 （教義 と聖 約８４：１１２）

そ して最 後 に 第 １０７章 には こ う記 され てい

る。 「監督 の職 は，すべ て この世 に 属す ること

を執 り行 え ばな り。 ……真 理 の 『みた ま』に
つ も

よ りて この世 に属 け る知 識 を有つ ……」（教義

と聖約 １０７：６８，７１）

こ こで監督 の皆 さん， な らびに 監督 を訓練

す る ステー キ部長 の皆 さん にお願 い したい。

どうか監 督 の神聖 な召 しに関す る主のみ 言葉

を研 究 し， 多 くの こ とを知 って いただ きた い。

教 会 の福祉 活動 の 成否 は，監 督 が 自分 の役

割 をいか に効 果 的に果 たすか にか か ってい る。

貧 しい 人々 に どの よ うな方法 で実 際に援助 が

与 え られ て い るかが， 教 会福祉 の 成否 を決め

るの で あ る。宗務 と実 務 の指導 者 た ちか ら数

数 の援 助 が与 え られ るが ，最終 的 には， 監督

の皆 さん が 各々 の羊 の群 れの世 話 をしなけれ

ば な らない ので あ る。 キ リス トの よ うな奉仕

が で きる こ とは， 何 と素 晴 ら しい責 任 であ り，

素 晴 ら しい機 会 で ある こ とか 。

監 督 が貧 しい人 々 を援 助 す る方 法

心 の行 き届 いた立 派 な監督 は， この神聖 な

務 め を どの よ うに果 た して い るだ ろ うか 。 こ

れ まで に教 え られ て きた こ とで， 実際 に行 な

わ なけれ ば な らな い基本 的 な事 柄 が幾つ か あ

る。

第 １に，す べ ての 監督 は， ワー ド部会 員 の

全般 的 な状態 を知 らなけ れば な らな い。監督

は 自 らの観察 に よ り， また訪 問教 師や ホー ム

テ ィーチ ャー の 報告， 個 人面接 ， み た まの さ

さや きに よ り知 るの で あ る。 貧 しい 人々 を探

し求 め な さい とい う主の 勧告 に従 うこ とに よ

って， 会 員 につ い て必要 な知識 を得 るこ とが

で き る。

援助 を与 え る第 ２段 階 は， 評価 で ある』個

人や 家族 が どの よ うな援 助 を必要 として いる

か を，適 確 に調査 すべ きで あ る。 この評 価の
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助 け とな るフ ォーム “八セαた伽 ４Ｒθｓｏπ駕６ｓ

・４η⑳ 廊 ”（「必要 と援 助 手段 の分 析」）が，福

祉事 業部 に用意 され て い る。、援助 を必要 とす

る人々 として は，健 康 を そこね て い る人，病

弱 な人，失 業 中の 人，教 育 を受 け てい ない 人，

財政 管理 の不得 意 な人， 心 身 に障害 の あ る人

が い る。 問題 の種類 や規模 の いか ん を問わず ，

監督 は その原 因や， 程 度， またそれ を解 消す

るため の援 助 者 につ いて知 らなけ れば な らな

い。

監督 はほ とん どの場合 ， ワー ド部 扶助 協会

会 長に その調査 の援 助 を要 請す る。扶助 協会

会 長は報告 書 と推薦 書 を作成 し，監督 が正 し

く判断 で きる よ うに助 け る こ とに な って いる。

したが って監 督 は，手 元 にあ る関係 資料 に 基

づ き，共 通 の判事 と して， どの よ うな援 助 を

提供 す るか を決定 す る。

第 ３に，監 督 は援助 の 必要 な個 人や 家族 を

カウ ンセ リン グ しなけれ ば な らない。

監督 は感受 性 を働 かせ， 思 いや りを持 って，

状 況の 評価 を行 な うこ とが大切 であ る。 そ し

てそ の過 程 で， 自立や 家族 の援 助， 教 会の責

任 な ど，教会 福祉 援助 の 基本 につ い て教 え る。

また， 援助 を受 け よ う とす る人が 当 人に期 待

され てい るす べ ての事 柄 を行 な って い るか ど

うか， 適切 な方法 に従 い判 断 しなけれ ば な ら

な い。 これ には， 家族 や 親戚 に援助 を求め る

こ とも含 まれ る。

最後 に，監 督 はみ た まの導 くま まに，必 要

な援助 を提供 しなけ れば な らな い。物 的 な援

助 を与 え る教 会 の援助 手段 の種 類や 規模 を説

明す る こ とも必要 であ る。 これ には， 断 食献

金基金 か らの援助 金， 監 督 の倉庫 か らの 食料

品や衣 料 品， デ ゼ レ ト産 業か らの 物 資が含 ま

れ る。 またあ る種 の 問題 に は，雇 用制 度や 末

日聖徒 社会福 祉機 関 か らの援助 も必要 で あ る。

これ らの物 資や奉 仕 に よ る援助 を正 式 に提 供

す るに当 た って は， 言 うまで もな く， 所定 の

依頼 書の交付 を要 す る。 これ らの依 頼 書 の準

備 は， 監督か 扶助 協 会会長 が行 な うこ とにな

ってい る。
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援 助 の提 供 を承 認す るに当 た って，共 通 の

判事 であ る監督 は， 受 給者 か ら労働 に よ る返

済 を求 め るか奉 仕 に よ る返 済 を求め るか を決

め る責 任 を負 っ てい る。 これ は， 自分 自身や

他 の 人々が 利 用す る物 資 の生産 に従 事す るこ

とに よ り， 受 給者 が 自尊 心 を持 て る よ うに す

るた め であ る。監 督 は よ く注意 を払 い， 受 給

者 に 自分 の受 け た援助 に対 して労働 に よ る返

済 を求 め るよ うにす る こ とが大切 で ある。 自

立 を もた らす 主 のプ ロ グラム を，決 して施 し

のプ ロ グ ラム に してはな らない。「怠惰 な る者

は悔 い改 め て行 い を改む るに あ ら ざれ ば， 教

会 の 中 にて地 位 を与 え らる るこ とな し。」 （教

義 と聖 約７５：２９）能 力に従 って働 くこ とに よ

り本 分 を尽 くそ うと しない 人に対 しては， そ

の態 度が 改 ま るまで， 監督 は援 助 の提 供 を 中

断す る権 利 を持 って い る。

監 督 は， 当面 の問題 を解 決 したな らば， 次

に ワー ド部福 祉 活動委 員 会 と協 力 して，生 活

の支 え を提供 し， 社 会復 帰計 画 の実施 に 当 た

る。 す なわ ち， その よ うな問 題 を引 き起 こ し

た原 因 に 目 を向 け，個 人あ るい は家族 が， 再

び 自立 し， 自分 の力 で生 計 を立 て られ るよ う

に助 け るの で ある。 社会 復帰 の働 きか け は短

期 間で， 一家 の扶 養 者 のため に新 しい仕事 を

捜す こ とな ど， きわめ て具 体 的 であ る。他 方

重大 な事 故や 問題 の場 合 ，長 期 間の援 助 が必

要 にな る。 これ らの場 合 は， 受給 者 の所属 す

る神 権定 員会 が 中心 とな り， 社会 復帰 の 活動

を計 画 し実施 す る よ うに しなけ れば な らな い。

過 去 に使用 され た福祉 関係 の手 引 きに は，

次 の よ うに 記 され てい る。

物 質 的 な援 助 の場 合， 監督 は， すべ て の健

康 な貧 しい人の こ とを単 に一 時 的 な問題 とし

て考 え， その 人が 自立 で きる まで援助 す る。

神権 定 員会 は， 物質 的 な必要 だ け でな く， 霊

的 な必要 も満 た され るまで， 継続 的 な問題 と

して 困って い る会員 の 問題 を考 え なけれ ば な

らない 。具体 的 な例 をあげ れば 次の ようで あ

る。 監督 は， 職 入や 技術 者が 失業 して いて，

職 を捜 して い る時 に助 け を与 え， 神権 定 員会



は ， その 人が仕 事 につ くの を助 け， 十分 自立

して， 神権 の義 務 を活 発 に果 たす ように なる

の を見 届 け る。」 （「福祉 計 画の 手 引 き」ｐ．１９）

監督 の皆 さん は， これ らの 原則 に正 し く従

って は じめ て， 人々 を高め るこ とに成功 す る

であ ろ う。 クラー ク副管長 が繰 り返 し語 って

い る よ うに， 「これ らの事 柄 に従 事 す る時 ，

監 督 は神 権 の定め に 従 う必要 が あ る。 す なわ

ち， 思 いや りと愛 ，正 義 の定 め に従 うこ とで

あ る。）（Ｊ ・ルー ベ ン ・クラー ク ・ジ ュニア，

未刊 行 の記事 よ り， 教会 歴 史部， １９４１年 ７月

９ 日）

監 督 が祈 りの心 を もって福 祉 の問題 に取 り

組 み， 思 いや りと寛 大 さ を持 ち，必要 とされ

る もの をすべ て喜 んで提 供 しよ う とす るな ら

ば， この気 持 ちは援 助 を受 け る人 々に も伝 わ

り， 彼 ら も同 じ気持 ち を抱 くよ うにな る と，

私 は確 信 して い る。 そ して彼 らは， 自分 に与

え られ た もの は， 主 の霊感 に よって提供 され

てい る こ とを知 るで あ ろ う。主 は確 か に彼 ら

の胸 を打 ち， 彼 ら に援 助 を受 け るにふ さわ し

い者 とし 自分 の受 け る もの にお返 しを したい

とい う気持 ち を奮 い起 こさせ て下 さる こ とだ

ろ う。監 督 の皆 さん は実 際 に必要 とされ る も

の をす べ て， 時 に はそれ 以上 の もの を，提 供

したい とい う望 み を心 の 中 に持 つ こ とが で き

る と，私 は 固 く信 じて い る。 そ して その時 ，

教会 員 は真 の ク リスチ ャ ン精 神 を抱 き，監 督

が喜 ん で差 し出す もの をで き るだけ 少 な く受

け とろ う とす る こ とだ ろ う。私 は この こ とを

心 か ら信 じて い る。

監督 め皆 さんは， この よ うな気持 ち を もつ

時 に，頻 繁 に繰 り返 され る数 々の問 い に対 す

る答 え をは っき りと得 るこ とが で きるであ ろ

う。 その問 い とは， 次 の よ うな もので あ る。

「だれ を助 け なけ れば な らな いか。」「どの程

度 の援助 が 必要 か 。」 「どの 位 の期 間，何 度援

助 が必 要か 。」これ らの問 いに対 す る定 まった

答 え とい うもの はな い。 した が って皆 さん は

共 通 の判事 として， ふ さわ しい生 活 を送 り，

唯 一 の源 で ある天 の霊 感 に よ りそれ ぞれ の場

合 に 応 じた答 えを得 る よ うに しな ければ な ら

な い。

以上 監 督 の責 任 につ いて語 って きたが， ワ

ー ド部 で監督 が 負 って いる と同様 に，貧 しい

人や 困 って い る人 を見守 る責任 が 支部長 に も

与 え られて い る こ とを忘 れ ては な らない。支

部長 の下 に は完 全 な福 祉 プ ロ グラム はないが，

この教会 福祉 プ ロ グラ ムが始 まって この方，

貧 しい入や 困 って い る人に祝 福 を もた らし，

彼 らの 必要 を満 たす責 任 は， 支部 長 に も課せ

られ て きたの であ る。

最 後 に， 貧 しい人々 の世話 をす る監 督 と支
’
部 長 を助 け る教 会 員の義 務 につ いて 申 し上 げ

たい 。バ プテ スマ を受 け た私 たちは， 監督 が

援 助 に要す る資産や 手 段 を提供 す る とい う誓

約 を主 と交 わ してい るの であ る。 それに は，

断 食献 金 （措 しみ な く納め るこ とが 大切 であ

る ），農場 での労働 力 の提供 ，ボ ランテ ィア活

動 ， デゼ レ ト産業 へ の援助 ，福 祉献 金 な どが

含 まれ る。指 導者 も一 般 会員 も，与 える者 も

受 け る者 も， 福祉 計画 に つ いて大 きな ビ ジ ョ

ンを持 ち， その 原則 に完 全 に従 うよ うに しよ

うでは な いか 。 この福 祉 計画 は， 時満 ちた る

この神権 時代 に シオ ンを築 く備 え をさせ る も

の であ る。 主 は，教義 と聖約 第８２章 で，次 の

よ うに 述べ て お られ る。

「シオ ンは その 美 と聖 とを増 し， その境域
かと

は拡 が りその ステ ー キ部 は 堅 うせ られ ざるべ
た

か らず ， われ誠 に 汝 らに告 ぐ， シ オンは起 ち

て そ の美 しき衣 を着 け ざるべ か らず と。
いましめ

され ば， わ が汝 らに この誠 命 を与 う。 すな

わ ち汝 らこの 誓約 に よ りて責 任 あ り。而 して，
よ

そは主 の律 法 に由 りてな さ るべ きな り。

見 よ， 汝 らの ため， ここに また われ に智恵

あ り。

汝 らは平等 た るべ し。 言い換 うれば， 汝 ら

の管理 人の職 に 関す る事 を処理 せ んため に，

正 当な る必要 あ らばす べ ての者 その必要 に応

じて財 産 を要 求す る平 等 な る権 利 あ るべ きな

り。

こはす べ て生 け る神 の教会 の ため に して，
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すべての人その財産を利用増加せしめ以て財
ふや

産 を殖 して利益 を得 ， また これ を百 倍 して主

の倉に納め 入れ ， これが 全教 会 の共 有財産 と

な らん ため な り。

す な わち，すべ ての 人 その隣 人の 利益 を図
あらわ

り， 誠心誠 意神 の栄 光 を顕 す ため にすべ て の

事 を為す な り。

この制 度 は，汝 ら罪 を犯 さずば， 汝 らに と

りて また汝 らの子 孫 に と りて 永遠 の制 度 とな

るた めに わが 定め た る とこ ろな り。」 （教義 と

聖 約８２：１４－ ２０）

この 目的が達 せ られ る ように， イエ ス ・キ

リス トの み名 に よ り謙遜 に祈 る もので あ る。

アー メン。

十二使徒評議 員会会長エズ ラ ・タフ ト・ベ ンソン長老 ご夫妻
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女性 のための フ ァイアサ イ ドにお ける話

／

１９７９年 ９月 １５日， ソル トレ ーク ・シ テ ィー のク バナ クル で， 女性 のた め のフ ァ

イア サイ ドが催 され た。 １２歳 以上 の末 日聖 徒 の女 性た ち は，全 世界 の １，５００ヵ所

に集 ま り， スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボー ル大 管長 を は じめ， 中央 扶助 協会 会長 パー

パ ラ ・Ｂ ・ス ミ ス姉妹 ， 中央 若い 女性 会長 工 レイ ン ・キ ャノ ン姉妹 ， 中央初 等協

会 会 長ナ オミ ・シヤ ムウ エイ 姉妹 の話 に耳 を傾 け た。 な お， 当日 キンボ ール 大管

長 は入 院 中で あ った ため ，夫人 の カミ ラ ・Ｅ ・キ ンボ ール 姉妹 が キンボ ール 大管

長 の 話 を代読 してい る。
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義なる女性の役割

大管長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンポ ール

カ ξラ ・キ ンボー ル姉 妹代 読

愛 する姉妹の皆様 こうして再び末睦 徒
イエ ス ・キ リス ト教 会 の女性 た ちのため

に世 界的 な大会 が 開け るこ とを，私 は何 カ月

も前か ら楽 しみに してい ま した。 しか し，残

念なが ら， 私 は ソル トレー ク ・シテ ィー の病

院に入院 す るこ とに な り， 皆様 と同席 で き ま

せ ん。け れ ど も， た とえ場 所 は離れ て いて も，

心は皆様 と共 に あ ります。 大会 の模 様 は末 日

聖徒 病 院の一 室で テ レ ビを通 して拝 見 させ て

いただ き ます 。

昨年 この大 会 で申 し上 げた こ とは今 も変 わ

りませ ん。私 は栄 え あ る福 音 の真理 に しば し

ば思い をはせ るの です が， そ うす る時 に いつ

も， 自分 は この栄 え あ る真理 の もつ 意 味 を理

解 して い るだ ろ うか と考 えて しまい ます 。 ま

ず例 を幾つ か挙 げ てみ まし ょう。

聖 典 に も記 され て いる こ とですが ，予 言者

たち も，神 が正 義 公平 さを具 えた完 全 な御 方

であ り， 「人 をか た よ りみ ないか た」 （使 徒 １０

：３４）で あ るこ とをは っ き り と教 えて い ます。

神 は また愛 に お いて も完全 な御 方 であ り，神

の霊 の子供 たち一 人一 人 に愛 を注 いで下 ．さっ

てい ます 。私 た ちは これが 真理 で あ るこ とを

知 ってい るの で，世 にお いて完 全 な愛や 完 全

な正 義 公平 に 及ば な い事 柄 を経 験す る時， こ

の真理 に よ って支 え られ ます。 例 えば あ る一

時 期 に， 周囲 の不 完全 な 人々か らぞん ざいに

扱 わ れ， 傷つ け られ た と します 。 そ うす る と

私 た ちは悩 み ます 。 しか しそ の悩 みや失 望 が

終 生つ き ま とうこ とはあ りませ ん 。世 の方 法

は勝利 を収 め るこ とはあ りませ ん が，神 の 方

法 は勝 利 をもた らし ます。

私 た ちは神 の霊 の子 供 として， まった く平

等 で した。 また， 神が一 人一 人に 注 いで下 さ

る完全 な愛 を受 け入れ る者 として，今 も平 等 で

す 。 ジ ョン ・Ａ ・ウ イ ッツオー 長 老は かつ て

次 の よ うに述べ てい ます。

「この教 会 にお け る女性 の立 場 は， 男性 の

先 に 来 るの で もなけれ ば後 に 来 るの で もない 。

男性 の傍 らにあ るの であ る。教 会 に あ って男

性 と女 性 は ま った く平 等 であ る。 教会 の基 で

あ る福 音 は， 主が 男性 の ため にだ け用 意 され

たの では な い。女性 のため に も用 意 され たの

で ある。」 （∫〃ψγｏ麗〃ｚ６痂 、翫α 「イ ン プルー ブ
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メン ト ・エ ラ」１９４２年 ５月号 ，ｐ．１６１）

とは言 って も， 役割 と責 任 に おい ては 男性

と女性 の 間 に大 きな違 いが あ ります 。 それは

永遠 に変 わ る こ との な い違 いです 。女 性 には

母 親 と して， また姉妹 として大切 な責 任 があ

り， 男性 に は父親 として， また神 権者 と して

重 大 な責 任が あ ります。 です か ら，主 に あ っ

ては 男性 な しに は女性 はな い し， 女性 な しに

は 男性 はな いの です （１コ リン ト１１：１１参 照 ）

義 な る男性 も義 な る女 性 も， 彼 らに接 す るす

べ て の 人に祝 福 をもた らす こ とで し ょう。

この地 上 に来 る前 の こ とを考 えて みて下 さ

い。 忠実 な 男性 が 神権 につけ るあ る種 の責 任

に予任 され て いたの と同 じよ うに， 忠実 な女

性 に も何 らか の責 任 が課せ られ てい ました。

それ が何 で あ るのか今 す ぐには思 い出せ な く

て も， か つ て私 た ちが 同意 した栄 えあ る事 柄

を変 え る こ とに は な りませ ん。皆 様 に は， 私

た ちが予 言者 や使 徒 と して支 持 して い る人々

と同 じよ うに，前 世 で与 え られ た務 め を果 た

す責任 が あ るの です 。

た とえ男女 の 永遠 の役割 が 異 な って いて も，

１年 前 に 申 し上 げ た よ うに， 男性 と女 性 が と

もに進 歩 す る とい う点 で 多 くの成 すべ きこ と

が残 され て い ます 。 こ の こ とか ら，私 は女 性

の方 々 に も聖典 を熱心 に学 ぶ こ とを改め て強

く訴 え たい と思 い ます。私 た ちは皆様 が年 齢

を問 わず ， また既 婚 ， 未婚 ，未亡 人 を問 わず ，

家庭 に聖典 の知 識 を生かせ る姉 妹 とな って い

た だ きたい のです 。

どの よ うな状況 に 置か れ てい よ う と，皆 様

が なお一 層聖典 の真理 に精 通 す るな ら， 自分

自身 の ご と く隣 人 を愛す るよ うに とい う第 ２

の大切 な戒め をさ らに容 易 に守 れ るよ うに な

るで し ょう。聖典 に精 通 して下 さい 。 人々 を

見下 げ るため に では な く， 高 め るた めに です 。

教育 の機 会が 多い女性 や母 親 以上 に， 福音 の

真理 を 「蓄 え る」 必要 の あ る人が い る で し ょ

うか 。「蓄 え」た真 理 は，必要 な時 に す ぐ活用

で きるの です 。

義 しい試み をす る時に， また 日々 の生 活に

あ って ，最 高 の もの を求 め る よ うに して下 さ

い 。

姉 妹 の皆 様， この こ とを忘 れ ない よ うに し

て下 さい 。末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の

会 員 で あ る こ とか ら得 られ る 永遠 の福 音 は

ほ かの どこで得 られ る祝 福 よ りもは るか に大

きな もの です。 この世 にあ って得 られ る誉 れ

は， 神 の娘 と して認 め られ る こ とに比べ た ら，

ものの数 では あ りませ ん。 まこ との姉妹 ，妻 ，

母親 としての務 め をは じめ， 生 活に潤 い を も

た らす数 々の責 任 を体験 す る神 の娘 とな るこ

とほ ど素晴 ら しい もの がほ かに あ り得 るで し

よ つか 。

確 か に一 時的 な事 柄や 環境 に違 いがあ るこ

とは事 実 です 。夫 に先立 たれ た方 や 離婚 され

た 方， 結婚 とい う素 晴 らしい特権 に まだ浴 し

て い ない方 もい るで し ょ う。 しか し， 永遠 と

い う物 指 しで測れば，このような祝福 にあず か

れ な いの は 「束 の 間」 の こ となの です （教義

と聖 約 １２１：７参 照 ）。

姉 妹 の 中に は，年 と共に訪 れ る苦 しみ を味

わ っ てい る方 もい ます 。 また，物 事 を永遠 の

見地 か ら眺 め た時 に，若 い とい うこ とで 自分

の 置か れ て いる立場 が おぼ つか な い もの であ

る と感 じる 人 もいる で し ょう。 どの よ うな立

場 に あれ， この よ うなチ ャ レン ジに 直面 して

いる方 は， 福音 の真 理 を深 く味 わ い， 自分 に

与 え られ た永遠 の使 命 と個性 を考 えて いただ

きた い と思 い ます 。 また， 天 父が皆様 一 人一

人に完 全 な愛 を注 ぎ，期 待 を寄せ て お られ る

こ とを感 じる必要 が あ るで し ょう。 この偉 大

な真理 をよ く思 い計 って下 さい。特 に個 人的

に悩 み 苦 しむ よ うな時 に そ うして下 さい。そ

うで なけ れば， 悩 み は深 ま り，途 方 に暮 れて

し ま っこ とで し ょっ。

また，私 たちは 家庭 生活 の素 晴 ら しさ と大

切 さを強調 し， 私 た ちすべ てが 天の御 父の永

遠 の家 族 に属す る者 であ る と申 し上 げ ます 。

主 に忠実 であ り’， 自分 に落 ち度 はな いのに，

第 二の 位 に あって ふ さわ しい 男性 と結 び固め

られ る特権 に浴 して いな い姉 妹 は， 永遠 にあ
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って その祝福 を享 受 す る こ とで しょ う。 この

地 上 にあ って家庭 生 活 を営 む こ とを切 に望 ん

でい る方につ いて， 天父 は その苦 しみ を心 に

留 め られ， いつ の 日か言 い表 わせ な いほ どの

祝 福 を与 えて下 さい ます 。

時 として 試練 を受 け， 一時 的 に落胆 す るこ

ともあ るで しょ うが ，義 な る女性 ， 男性 は将

来御 父の持 ち た も うすべ て を受 け るこ とが で

きるのです 。 この こ とを よ く心 に留 め て下 さ

い。 これ はた だ単 に持 って い るだけ で は価 値

が な く， それ にふ さわ しい生 活 をす る時 に価

値 の あ る もの とな ります 。

とこ ろで， 人は結婚 し，母 親 に な らなけれ

ば， イエ スが律 法全体 と予 言者 とが かか って

い る と言 われ た第一 と第二 の戒 め， す なわ ち

神 と隣 人 とを愛 す る よ うに とい う戒 め を守 れ

な い とい うわ けで は あ りませ ん （マ タイ２２：

３７－４０参照 ）。

女性 の 中に は， 自分 の力 で は ど うに もな ら

な い状 況 に置か れ て い るが ため に， 労働 に従

事 しなけ れば な らな い人 もい ます。 私 た ちに

は その方 の こ とが理 解 で き ます 。子 供 を育 て

るの と同 じよ うに， 神か ら授 か った様 々な才

能 を，広 く入 々の ため に活 用す るこ とが で き

ます 。 しか し， 天 父の霊 の子 供 た ち を もうけ，

養育 す る とい う女性 に託 され た永遠 の責 任 を

なお ざ りに させ る よ うな仕事 に心 を引か れ る

とい う過 ちは犯 さな いで下 さい。心 か らの祈

りをもってすべ て の決定 を下す よ うに お願 い

します。

この よ うなこ とか ら私 たち は皆様 に， この

世 の奉仕 に役立 つ だけ で な く， 永遠 に価 値 あ

る教 育 に力 を注 いで いた だ きたい と思 い ます 。

ホーム メー キン グに関す る基本 的 で しか も欠

くことので きな い技術 の ほか に，適 度 に磨 く

こ との で きるその他 の技術 や， 家庭 をは じめ

教会や社 会で も活 用 で きる技術 が あ ります 。

賢明 な選 択 をして下 さい。私 た ちは 末 日聖

徒 の女性 た ちが才能 豊 か な役 に立つ 人 に な る

こ とを望 ん でい ます。皆 様 が与 え られ て い る

技術 を高 め，神 か ら授 ってい る才能 を活用す
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るな ら， この世 に あ って， また永遠 に あ って

さ らに優 れた母 親 とな り， 妻 とな る こ とで し

ょ う。

女 性 に与 え られ て いる約 束 の 中で，イエ ス ・

キ リス トの福音 と教 会 を通 して得 られ る もの

ほ ど素 晴 らし く輝 か しい もの はあ りませ ん 。

自分 が 一体 何者 であ るのか を， ほか の どこで

学 ぶ こ とが で きるで し ょ うか。 生命 の本 質 に

つ い て必要 な説明 と確信 をほか の どこで得 る

こ とが で きるで し ょ うか。 一 人一 人が特 別 な

存 在 と価値 を持 って い るこ とを学べ る ところ

が ほか に あ るで し ょ うか。 天 父の定 め られ た

栄 えあ る幸 福 の計 画 をほか の ど こで学 ぶ こ と

が で きるで し ょ うか。

福音 は， 何世 紀 に もわ た って人 が抱 き続 け

て きた，生 命や 宇 宙 に関す る様 々 な疑 問 に確

か な答 え を与 えて い ます。 これ らの真理 の た

め に私 たち は大切 な永 遠 の責 任 を背 負 うこ と

にな っ たわけ です が， それ で もこの よ うな答

え と確 信 が私 た ち全員 に与 え られ て い るこ と

は何 と喜 ば しい こ とで し ょう。

天 父が下 され た崇高 な務 め を受 け てい る末

日聖徒 の 女性 は， 何 と恵 まれ て い るこ とで し

ょう。殊 に， この最 後 の神 権 時代 の この時 に

生 を受 け た皆様 は恵 まれ た方 々 です。 一般 の

女 性 は 自分 の興 味 あ る もの を追 求 してい ます 。

しか し皆様 は この地上 に あ って， 愛 と真理 と

正 義 の ため に必要 な 力 を発 揮す る こ とが で き

ます 。世 の 人は真 理 の価値 は な い ものの ため

に力 を注 い でい ますが ，神 は皆 様 に子供 や 友

人，隣 人 を教 え導 く重 大 な責任 をお与 えに な

られ ま した。 そ れは 男性が 家族 の ため に生 活

の糧 を得 な けれ ばな らない こ と と同 じです 。

夫 と妻の 両方 が いて初 め て両 親 とな るの です 。

最 後 に， 少 し提 案 させ て いた だ きたい こ と

が あ ります。 これは今 まで言 われ た こ との な

い こ とですが ，非 常 に大切 なこ とです 。 この

末 日に 当教会 に おい て驚 くべ き発 展が 見 られ

ますが ， そ の 多 くは世 の立 派 な （優 れた霊 性

を具 え てい る ）女 性 た ちが， 大勢 この教会 に

入 って くるおか げで あ る と言 え るで しょ う。



この こ とは，教 会 の女性 が義 しい け じめ の あ

る生 活 を し，世 の女 性 た ち とは違 った別 の喜

び を味 わ う よ うに な る時に現 実 とな って表 わ

れ る こ とで し ょう。

この先 教 会 に入 って 来 られ る，真 実 の意味

で ヒロイ ン と言 え る世 の女性 たちの 中 には，

自分 の こ とは さてお き， まず義 を求 め るこ と

に心 を向け る 人た ちが い るで し ょう。 こ うい

っ た女性 た ちは真 の 謙遜 さ を身 に付 けて い ま

す 。 その 謙遜 さた るや ， 華 々 しい もので は あ

りませ ん が， 実 に完 全の域 に近 い もの と言 え

ます 。 この こ と を忘 れ ない よ うに して下 さ い。

男女 の いずれ か一 方 の ため にだ け物事 を行 な

お う とす るこ とは正 しくあ りませ ん 。また，優

れ た女 性， また 男性 とい うもの は， 権 力 を手

にす る こ とでは な く， 人 々に仕 えた い とい う

望 み をいつ も持 って い る もの です 。

この よ うに， 教 会 にお け る女 性 の よ き模範

は， 末 の 日に教 会 が数 の上 で も霊 的に も成長

す る上 で 多大 な貢献 をす る こ とに な るで し ょ

う。

しか しこれ を妨 げ よ う とや っ きにな って い

る敵 が い て， もうその働 き を開始 して い ます 。

敵 はいつ の時代 に あ って も， 特定 な人 に的 を

しぼ るこ とな く，万 人 を 「自分 の よ うにみ じ

め に」 （ＩＩニー ファイ ２ ：２７）し よ うとして い

ます 。 「あ らゆる人 間 も またみ じめ な様 に しよ

う と」 （ＩＩニ ー フ ァイ ２ ：１８）， その機 会 をね

らって い るので す。敵 は この こ とをひ たす ら

願 い， あ らゆ る手 段 を もって これ を達 成 しよ

う としてい ます 。

私 た ちはや が て総 大会 を迎 えよ う として い

ます 。総 大会 で は神権 部 会が 開か れ ますが ，

私 たち は兄弟 た ち を特 に え こひ い き して特 別

な指導 を与 え る とい うよ うな こ とは あ りませ

ん。私 たち は同 じよ うな助 言 を与 え るつ も り

です 。

姉 妹 の皆 様 を心 か ら愛 し，信 頼 してい ます 。

皆 様 の献 身的 な働 きに感謝 して い ます 。今 宵

皆 様が この会 に 出席 して下 さっ た こ とで， 私

たち は大 きな力 を感 じて い ます 。 また，皆 様

の才能 と霊 的な 力は， この神権 時代 の この時

にあ っ て，か け が えの ない もの です 。

神 の祝福 が 皆様 の上 に あ り， 約束 され てい

る祝福 すべ て をこの世 に あ って， また来 るべ

き世 に あっ て享受 され ます よ うに。

私 は神 が生 きてお られ る こ とを知 ってい ま

す 。 ま た， イエ ス が 神 の 独 り子 で あ り，世

の贈 い主 であ る こ と， この教会 は イエ ス ・キ

リス トの教 会 で あ り， イエ ス ・キ リス トが 教

会 の頭 で あ るこ と を知 っ てい ます。 この証 を

私 の 愛 と祝 福 を添 えて皆 様 に 申 し上 げ ます 。

イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ って 申 し上 げ ま

す 。ア ー メ ン。

中央初 等協会会長

ナ オ ミ ・Ｍ ・シャム ウ ェイ

将来の女性を教える

御 臨 席 の タナ ー 副管長 ・ ・ム ニー 副管長 ・
ベ ンソ ン会 長 な らび に教 会幹 部 の皆様 ，

こ うして全世 界の女 性 に励 まし と導 きの 言葉

を聴 く機 会 を与 えて下 さ った こ とを， 私 は心

か ら感謝 して い ます 。 ま た姉 妹 の皆様 一 人一

人 に も感謝 申 し上 げ ます 。

今 晩 の この責 任 をい ただ いた 時，私 は何 を

話 した らよいか伺 うため ，熱 心 に主 に祈 りま

した。 そ して， み た まに導力３れ， 私の 思 いは

子 供 ，特 に小 さな女 の子へ と向 け られ てい っ
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たのです 。

数 週 間前 の こ とです 。事 務所 で電 話 を受 け

る と，す す り泣 く声が 聞 こえてきました。 「お

ばあ ちゃんですか 。」私 は それ が娘 の声 だ とわ

か ったので， うれ しさの あ ま り， 「本 当に私 ，

おば あち ゃんに な ったの ？」 と思 わず 大声 を

上げ て しまい ま した 。す る と， 「そ うよ，た っ

た今女 の子 が生 まれ たの」 との返 事 で した。

この よ うな神聖 な出来事 に出会 った時 の気

持 ちは，言 葉 では言 い表 わせ な い もの です 。

私 の心 は祈 りに答 えて下 さった御 父 に対 す る

感謝 の気持 ち で一 杯 で した。 そ して ，天 父 の

み もとか らこの世 に来 たばか りの この愛 ら し

い霊 の こ とにつ い て娘 と話 しなが ら，私 は ま

るで 自分が 救 い主 のみ腕 に抱 か れ てい る よ う

に さえ感 じ，娘 のや さ しい腕 に新 しい霊 を託

して下 さった 天父 の深 い愛 を知 っ たの です 。

ただ感謝 の気持 ちで一杯 で した。 お孫 さん を

お持 ちの方は，私 の気 持 ちがおわか りだ と思 い

ます。 しか し， この よ うな喜 ば しい時 ， とり

わけか わい ら しい孫 をい ただ いた時 に， 謙遜

にな るのは容 易 な こ とで はあ りませ ん 。

この忘 れ難 い経験 を して以来 ，私 は 以前 に

も：増して考 え るよ うにな った こ とが あ ります。

それは， 私 たち の ３人の孫 娘 をは じめ ，他 の

多 くの小 さな女 の子 た ちが 将 来 どの よ うな女

性に なるのか ， また彼 女 た ちが女性 へ と成 長

した時世 の 中は どの よ うに な って い るだ ろ う

か， とい うこ とです。

この 答 えは私 た ちの手， そ して世 の女性 た ’

ちの手 にかか ってい ます 。混乱 と不 安 の渦 巻

く現代 に あって， 私 た ちはか わ いい孫 娘 た ち

もまた厳 しいチ ャ レ ンジ と約 束 と機 会 の あ る

この時代 に試 しを受 け るこ とに留 意 しな けれ

ばな りませ ん。 彼女 た ち を教 え， 養 い育 て る

こ とは聖 なる務 め であ り，厳 粛 な責 任 な の で

す 。

ルイーザ ・メイ ・オル コ ッ ト （ア メ リカの

女 流作家， １８３２－ １８８８年 ） は，少 女 の こ とを

「小 さな女性 た ち」 と言 っ てい ます 。今 の小

さな女の子 が，将 来神 の 王 国に おけ るす ぐれ
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た指 導者 に な るの です 。 私 た ちの家庭 に生 ま

れ て きた時 には 無力 な存 在 であ る彼女 たち で

すが ，や が て私 た ち と強 い絆 で結 ば れ る よ う

に な るの です 。 そ れはベ ビー シュー ズや ベ ビ

ー帽 子 の ひ もを結ぶ こ とか ら始 ま ります 。 そ

して数年 後 に は，髪 をお さげに した り， エ プ

ロン をか けた りす る よ うに な ります 。 こ う し

て いつ くしみ なが ら歳 月が 流れ， 彼 女 た ちが

結婚 して 自分 の家庭 を築 け る よ う， 巣立 ちを

させ なけ れば な らな い時 を迎 え るの です 。 そ

して 間 もな く私 たち は 「お ば あ ちゃん」 と呼

ば れ る よ うに な り，再 び絆 を結 ぶ経 験 をす る

こ とが で きます 。 この こ とが何代 も何代 も繰

り返 され て い くの です 。

子供 時代 の 経験 に は共通 して，基 本 的欲求

と， それ に伴 う成 長が 見 られ ます 。 この時期

は一生 か ら見 た らご くわず か な部分 で すが ，

将 来 を決 定 し，大 きな影響 を及ぼす 最 も重 大

な時期 だ と言 えま し ょう。 この時期 に祈 りや

証 ，義 しい生 活 を送 る喜 び を繰 り返 し教 え る

こ とは， 何 と大切 な こ とで し ょ う。主 が私 た

ちに 言 われ た こ とをよ く思 い起 こ してみ て下

さい。「この故 に善 を為 す に うむ こ となか れ 。

これ 汝 ら今偉 大 な る一 事業 の 基礎 を置 きつ つ

あれ ば な り。 それ， 小 な る事 よ り偉大 な る事

起 る。」 （教義 と聖 約６４：３３）

今 の 少女 た ちか ら偉 大 な こ とが 起 こ る とす

れば ，私 は そ うな る と信 じてい ますが ， 彼女

た ちの将 来 を決 定す る幼 い時 期 に， 自分 は生

け る神 の子 で あ り， 主 のは した め であ り，女

性 としての喜 ば しい祝福 を受 け継 ぐ者 であ る

こ とを教 え込 まなけ れ ば な りませ ん 。

この最 も美 しい例 は， ル カに よ る福 音 書 の

「マ リヤの 歌」 と して知 られて い る部 分 に 見

られ ます。 この時 のマ リヤ は， み使 いの訪 れ

を受 け，天 父が 私 た ちの ため に計 画され た 「よ

き知 らせ ， 喜 びの訪 れ」 に おけ る彼 女の 特別

な使 命 を告 げ知 らされ たばか りで した。 マ リ

ヤ は私 た ちの救 い主 イエ ス ・キ リス トの母 と

して選 ばれ た のです 。聖 典 には ，マ リヤ と天

の み使 い とのや りと りがわ ずか しか 記 され て
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い ませ んが ，彼 女 が い とこのエ リザベ ツに見

せ た喜 び よ うか ら， マ リヤ に救 いの 計画 が明

らか に され ， 自分 に与 え られ た使 命 を彼 女が

よ く理解 した こ とが わか ります 。マ リヤ の答

えは こ うで した。 「わ た しの魂 は主 をあ がめ，

わ た しの霊 は救 主 な る神 をた たえ ます。」 （ル

カ１：４６－ ４７）

この 時マ リヤ は，救 い主 を この世 に送 り出

す ため に， 自分 の命 を捧 げ る決心 を して い ま

した。私 たちは 末 日聖 徒 と して， 救 い主 が私

た ちの ため にそ の命 を捨 て られ た こ とを知 っ

て い ます 。私 た ち女性 が年 齢 に関 係 な く， 天

父の娘 として この こ とを十分 に理 解す るな ら，

イエ ス ・キ リス トの福 音 は習慣 の宗教 で はな

く， 決意 の宗 教 とな るで し ょう。 そ して この

決 意 が， 社会 に あ って感 じざ るを得 ない恐 れ

や 困惑 ， ため らいの 気持 ち を取 り除 いて くれ

ます 。 こ う して私 た ちは， 決 意 した通 りの 強

い者 とな るこ とが で きるの です 。

女性 であ る私 た ちは子供 たち を指 導 す る立

場 に あ ります が， 時 として子供 に教 え られ る

こ とが あ ります。 これ は あ る女 の子 の話 です 。

その子 は祝 福 師か ら質 問 され た時 に，誇 ら し

げに 「私 はモ ル モ ンです」 と答 えま した。祝

福 師か ら さらに 「で は， モル モ ンにな る こ と

を選 んで い なか った ら， どの よ うにな って い

たで しょ うか」 と尋 ね られ た女 の子 は， は に

か み なが らも 自信 を もって答 えたのです 。「恥

ず か しが り屋 に なって い た と思 い ます」 と。

明 日に 目を向け ま しょ う。最 近私 は， この

言 葉が 次 の よ うな言葉 と一 緒 に言 われ るの を

耳 に し ま した。 「き ょ う，明 日の こ とを考 えな

さい。 明 日は小 さい子供 の 足 ど りの よ うに着

着 と迫 って くる。 明 日の力 強 さ も弱 さ も，子

供 た ちの手 の 中に あ る。」少 女 はいつの 日か女

性 とな る者 と して， 神 が創造 され た唯一 の存

在 です 。

女 性 で あ るこ とは，与 え られ た責任 や 召 し，

年齢 ，環 境 に関係 な く， また女性 に課 せ られ

た役 割 を軽視 させ よ う とい う者 の働 きか けが

あ るに しろ， 実 に素 晴 らしい祝福 です。 愛す

る予 言 者 スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボー ル大管長

は次 の よ うに述 べ て い ます 。

「今 の世 に あ って， 教会 貝 であ るこ とは女

性 に とって この上 な い祝 福 で ある。現 在，義

に対 抗 す る力 はかつ て な く強 いが，一 方，可

能性 を追求 で きる機 会 もかつ て な く大 きい。」

（‘７η〃０４ｚ４６ガｏη”晒 〃ｚ６η『序 文』 「女性 」ｐ．２）

年 齢や 生 活上 の責 任 の違 いに 関係 な く，女

性 として今 日私 た ちに課 せ られ てい る役 割 は，

貴 い 「小 さな女性 た ち」 の よ き模 範 とな って

彼女 たち を導 くこ とで あ り， 以前 に も増 して

女性 としての責 任 を喜 んで受 け 入れ るこ とで

す。 私 た ちが神 の娘 と して， 人生 にお け る偉

大 な責任 を達 成 す るため に進 歩成 長 で きます

よ っに， イエ ス ・キ リス トの み名 に よってお

祈 りい た し ます 。ア ー メ ン。

中央若 い女性会長

工 レイ ン ・キ ャ ノ ン

私たちに与えられた大切な使命

一 の よ うに テ ン プ ル ・ス ク ウ ェ ア か ら ， 主
一

を愛 し， 主 につ いて学 び， 女性 に対 す る

主 のみ ここ ろ を知 ろ うとお集 ま り下 さった姉

妹 の皆 様 にお話 を しなが ら，私 は姉 妹 たちに

対 す る特別 な愛 を感 じます 。 また， 非英 語圏

に住 む姉 妹 の 皆様 と も， いつ の 日か一堂 に会

せ るこ とを切 に望 んで い ます 。
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この機 会 に， 皆 様 の心が 満 た され， 霊 が高

め られ，新 たな希望 を見 いだ してい ただ け ま

した ら幸 い です。 この こ とが 皆様 の考 え を明

確 に し， 皆様 を強 くし，女 性 を別 の方 向へ 引

きず り込 も うとして い る今 の世 にあ って いつ

も主の側 に立 て る よ うに と願 っ てい ます 。

最近， 女性 に関 す る激 しい運 動 が起 こって

い ます。 一部 に は女性 の ため に な るこ と も行

なわれ てい ますが ， この ような騒 ぎの中 で私

は今 ， 少女 たちが 本 当に通 りに いて安 全 なの

か， また成 人 した女性 が 家庭 に あ って本 当 に

幸 福 なのか， さ らに私 た ちの 中 で外見 は 問題

な さそ うです が， 本 当に実 の あ る奉 仕 を して

い る人が 何 人い るのか と考 えて し まい ます 。

この こ とは興 味深 い現 象 です 。

これ は女性 の ため の集会 で すが， 私 た ち を

導 き，祝福 を与 えて下 さ り，私 たちの た めに ，

また私 たち と共に祈 って下 さる 男性 に， しか

も私 た ちが耳 を傾 け る時 に私 た ち を守 るため

しば しば 語 りか け て下 さる男性 の皆 様 に， 心

か ら感謝 を申 し上 げ たい と思 い ます 。

教 会幹部 の方 々 が私 た ち女性 の ため に行 な

って下 さる あ らゆ る事柄 に，女性 として参加

で きるこ とは何 とい う喜 び で しょ う。 末 日聖

徒 の女性 は いつ も守 られて い るだ けで な く，

数 々の特権 に も浴 して い ます 。私 た ちに は 日

日の生活 の 中で驚 くほ どの特 別 な約 束 が与 え

られて いるの です 。

教 会幹部 の皆 様， あ りが と うご ざい ます 。

私 たちの愛 と感 謝 の気持 ち をお伝 えい た し ま

す 。私 た ちは幹 部 の皆様 に， また皆 様 の行 な

ってお られ る事 柄 に驚 きの 目を見張 って い ま

す 。 また，私 たち姉妹 は皆様 が持 って お いで

にな る神 の神 権 を尊 び， 神権 者 と して の働 き

に心 か ら感謝 して い ます 。

私 た ち女性 は神 権 者 のお手 伝 い を したい と

思 ってい ます。邪 魔 をす るつ も りは毛 頭 あ り

ませ ん。

姉妹 の皆様 ，私 は き ょう助 け手 とな る こ と，

しか も準備 され た助 け手 とな るこ とにつ い て

お話 した い と思 い ます 。
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パ ウ ロがテ サ ロニ ケ人へ 書 き送 って い る言

葉 と同 じ気 持 ち を，私 は地 域 を問 わずす べ て

の 方 々に お伝 え し ます 。

「む しろ， あ なたが たの 間 で， ち ょ うど母

が そ の子供 を育 て るよ うに ，や さ し くふ る ま

った。
した

こ の よ うに， あな たがた を慕 わ し く思 って

いた ので， た だ神 の福音 ば か りでは な く， 自

分 の いの ち まで もあ なたが たに与 えた い と願

った ほ どに， あ なたが た を愛 したの で あ る。」

（１テサ ロニ ケ ２ ：７－ ８）

私 た ちは今 晩穏や か に 申 し上 げて い ますが ，

心 の 内に は激 し く燃 える ものが あ ります 。 こ

の教 会 の女 性 は個 人的 に備 え をす る必要 が あ

ります 。 まず 第 １に，世 に充 満す る誤 った風

潮 で あ る家庭 の軽視や ，個 人の 力の妨 害 を と

どめ るため に。 第 ２に， 私 た ちには優 れ た指

導 者が い て導 いて下 さい ます が私 た ち 自身，

確 か で価 値 あ る決 断 を下 す こ とが で きる よ う，

何 が誤 りで何が 真理 か を理 解 す る必要 が あ り

ます 。 これ は とて も大切 な こ とです 。第 ３に ，

献 身的 な働 きが で き るよ う 自らを進 歩成長 さ

せ る こ とが 必要 です 。私 た ちに はそ れ ぞれ果

たす べ き大切 な使命 が あ ります。 現時 点 で そ

の 中に結 婚や 母 親 として の務 めが 含 まれ るに

しろ含 まれ な いに しろ， 人 に影 響 を及ぼす と

い う使命 は私 たちか ら決 して切 り離せ な い も

の です。

姉妹 の皆様 ， この こ とは忘 れ ない で下 さい 。

女性 が とどま らなけ れば な らな いの は， 家 の

中 では な く， 家庭 です 。 ま た， 人 々 に影 響 を

及ぼ す ため に家庭 を出な けれ ばな らない とい

う人 もい ませ ん 。福音 を学 び， 技術 を伸 ば し，

家庭 を持 ち， 家庭 に おけ る務め を果 たす 時 に，

私 たちは な お一層効 果 的 に 自分 の使 命 を果 た

せ る よ うに な ります。 これ を始 め るのが 早 け

れば早 いほ ど，大 き く成長 で き ます 。 しか し

成長 は一 歩一 歩達 成 され る もの です 。時 の 経

つ の は早 い もの で， ７月 だ と思 っ てい る とす

ぐに ク リスマ スがや って き ます 。小 さな女 の

子 もあっ とい う間 に女性 へ と成長 し ます 。 「サ



ンラ イ ズ， サ ンセ ッ ト」 （「陽 は昇 り， また沈

む」）の 歌が 示 してい る通 りです 。今 この場 に

い る１２歳の 方 も， いつ の間 にか４０歳 を迎 える

こ とで し ょう。個 人の進 歩 を遅 らせ るのに 時

間 はかか りませ んが ， 人生 に対 す る適切 な備

えは一朝 一 夕 では で き ませ ん。

先 頃 開か れ たあ る地域 大会 の 折 に，私 は カ

ミラ ・キ ンボー ル姉 妹 の そばに 立 って い ま し

た 。姉 妹 の とな りでは， キン ボール 大管 長が

子供 た ち とあ い さつ を交 わ して い ま した。す

る と母 親 だ と思 われ るひ と りの 若 い婦 人が 走

り寄 って きて， 涙 を流 しなが らキ ンボー ル姉

妹 の腕 にす が って い ま し牟。 彼女 は落 ち着 き

を取 り戻 す とこ う言 い ました。 「キンボー ル姉

妹 ， あ なた は本 当 に美 し く穏 やか な方 で，御

主 人 をよ く助 け て い らっ しゃ るので すね 。」再

び涙 が彼 女 のほ お を伝 わ りました。 「キンボー

ル姉妹 ， うちの主 人 は私 も姉 妹 の よ うに な る

よ うに とよ く言 うの です 。」

この婦 人が ほめ た た えた ま さにそ の よ うな

方 であ り， それ以 上 の方 であ る キ ンボー ル姉

妹 は，もの静か に こ う彼女 に 答 えました。 「き

っ とで きる と思 い ます 。私 た ちは だれ で も経

験 に よ って学 ば なけ れば な りませ ん。」

彼女 は慰 め を感 じて その場 を離 れ ま した。

始 め は終 わ りで はあ りませ ん 。彼女 は希 望 に

胸 をふ くらませ ， 何事 で も始め る時 よ りも終

え る時 の方 が よ りよい もの とな るこ とを信 じ

てひたす ら努 力す るな ら， だれ で もそれ を達

成 で きる とい う確 信 を得 た よ うで した 。

私 は努 力す る こ とを軽 ん じては い ませ ん 。

努 力す るこ とはエ デ ンの 園に おい て欠 くべ か

ら ざる ものです 。個 人の進 歩 こそ， この 人生

の 目的 です 。私 たち は早速 人生 の計 画 に着 手

し，私 た ちが だれ に どの よ うに十分 な関心 を

向 け， 忠誠 な心 で仕 え， 心 か らの決 意 を表 わ

す か を決め な けれ ば な りませ ん。

しか も私 た ちに は指 導者 が い ます 。

私 は また， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の姉 妹 の皆様 の行 な いにつ い て 申 し上 げ たい

と思 い ます 。思 慮 深 く祈 りの あ る備 え をし，

天父 が 各人 に望 ん でお られ るこ とや 女性 とし

て行 な うよ うに求 め てお られ る こ とを行 なっ

て下 さい。主 は生 きてお られ ます。 私 たち を

愛 して下 さって い ます 。私 た ちに何 が必要 で，

私 たちが 何 を求め て い るか をよ く御 存 じで，

私 たち に心 を向 け，助 け を与 えて下 さいます。

いつ も主 の近 くにあ りた い もの です 。主 はこ

の教 会 を設け ，予 言者 を召 して私 たち を導 い

て下 さ って い ます 。予 言者 の言葉 に 耳 を傾 け

ま し ょ う。私 た ちは キ ンボール大 管長 に深 い

愛 を感 じ， 大 管長 の ために祈 ってい ます。 こ

の場 にお られ な い こと を とて も残 念 に思 い ま
’
す が， 大 管長 が姉妹 たちに与 えて下 さ る特別

な援助 を心 か ら感 謝 してい ます 。

キ ン ボー ル 大管長 は ４月の総大 会 で， 人々

とそ して人 が平 担 な地 を歩 くこ とにつ い て語

り， 私 た ち一 人一 人が進 歩 成長 し， 障害 の多

い道 を踏 み 越 えて 前進す る必要が ある こ とを

話 され ました。

その話 をお聴 きに な りま したか。

教 会 の急 激 な発展 に伴 って，私 たち個 人は

成長 してい る で し ょうか 。

私 た ちは ， ノア の時代 に 洪水 に よって おぼ

れ た人 々や ， ア ロンの 民 とともに金 の子牛 を

磨 い た人々 と同 じよ うな こ とを しては いない

で しょ うか 。

私 たちの個 人的 な進 歩 の遅 れは，救 い主 の

み業 を妨 げ るこ とに な ります。

私 は姉 妹 の皆 様 に，安 易 な生 活に甘ん じるこ

とな く，とにか く成長 す ることを願 って い ます。

兄 弟 の皆様 と同 じよ うに，私 たち一 人一 入

に も神 か ら大 いな る使 命 が与 え られて い ます 。

そ のため に 成長 す る こ と， 備 え るこ と， また

人生 の教 訓や 指 導者， 主 か ら学 ぶ こ とが 必要

です 。

行 な わ なけれ ば な らない こ とは た くさん あ

ります 。

世 の 中に は，私 たちが持 ってい る もの を持

っ てい な い人，私 たちが知 って いる もの を知

らな い人が 大勢 い ます。 そ こで私 た ちは まこ

ころ と細 や か な愛 を もって，私 た ち を必要 と
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して くれ る 人々に， イエ ス ・キ リス トの福 音

だ けで な く， 自分 自身 を も分 か ち与 え るこ と

が で きるの です 。

これ こそ， 女性 の 貴 い力 を向け るに値す る

もの です 。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申

し上げ ます。 アー メン。

中央扶助協会会長

バ ー バラ ・Ｂ ・ス ミス

末 日のため に
とっておかれた女性たち

美 しい合唱 を聴 くこ とが で きて 感謝 して い
ます 。 この合 唱 には， 末 日聖徒 の女性 た

ちが問 うこ との で きる大切 な質問 が歌 わ れて

い ます 。 その質 問 とは， 「お お神 よ，どなたが

私に女性 の心 を， 女性 の精 神 を， 女性 の 思 い

を与 え られ たの ですか ， あ なたは 私 に何 をお

望 み ですか」 とい うこ とです 。

今宵 ，４００名 の 合 唱の 声 とと もに， この質

問 を問 うて み たい と思 い ます 。皆 様， 静 か に

祈 りと嘆願 の気持 ちで問 うてみて下 さい 。「あ

な たは私 に何 を させ よ うと思 ってお られ るの

ですか」 と。

聖典 に は， これ と同 じ問 いに 答 えて行 動 を

起 こ したひ と りの婦 人 の話が 記 され て い ます 。

王 妃エ ステル です 。お じの モル デ カイか ら，

彼 女の民 を滅亡 か ら救 うた めに 王の も とに行

くように と言 われ た時， エ ス テルは ，何 とつ
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らい思 い を した こ とで しょ う。 当時 ，王 妃 と

言 え ど も， 王 の召 しが なけ れば 王の も とに行

くこ とが で きなか っ たか らです 。王 は絶 対 的

な権 力の持 ち主 で した。エ ス テルに は訴 え出

る権 利な どあ りませ ん 。 しか し， 王 の もとに

行 って嘆 願 で きる者 は彼女 しか い ませ ん で し

た。 お じの モルデ カイは彼 女 に こ う言 い ま し

た。 「あ なた が この国 に迎 え られたのは，この

よ うな時 の ため でなか った とだれ が知 りま し

ょう。」 （エ ステ ル ４ ：１４）

エ ス テル は適切 な教 えを受 け， 力 を得 ま し

た。 そ こで 彼女 は国 中のす べ てのユ ダヤ 人に，

一 緒 に断 食 と祈 りをす るよ う伝 えま した。 そ

れか ら， 王 妃の服 を着 て 美 し く身つ くろ い し，

王の も とへ 向か っ たの です 。

一 歩踏 み 出す ご とに， エ ステル の心 に 「王

は金 の笏 を伸 べ て くれるだろうか」 「王 は私 を

殺す よ うに 命 じられるだろ うか 」 「私 はすべ て

の物 を取 り上 げ られ， 追放 され は しない だ ろ

うか 」 な ど， 不安 が 次 々に よ ぎ りま した 。王

の権 力 の前 に あ っては，若 さ も美 しさ も し と

やか さ もまっ た く意 味 のな い もの とな るこ と

を知 って いたか らです。 しか し彼女 は， いつ

も 自分 が神 に助 け を求め て生 活 して い ま した。

そ して今 ， 国 の中 に人 の道 には ずれ た邪 悪 な

こ とが 起 こ ろ うと して い るのです 。 です か ら

彼女 は， どの よ うな状態 に あ ろ うと， 自分 を

造 って下 さ った神 に責任 あ る行動 を取 らな け

れ ば な りませ ん。

今 日に あ って も， 一 人一 人の女 性 にエ ステ

ルが直 面 した と同 じ責任 が課 せ られ て い ます。

生 活環 境 は それ ぞれ大 き く異 なる で し ょうが，

女性 はだ れ で も， この世 で価 値 あ る生活 を送

り， さ らに永 遠 に進 歩 す る者 としてふ さわ し

くな ろ うとす るな ら，福 音 の原 則 に忠実 に 従

うこ とが 求め られ るは ず です。 女性 は まず，

自分 が何 者 であ るか とい うこ と， しか も神 の

娘 と して 計 り知 れな い可能性 を秘め て い るこ

とを理 解 しなけ れば な りませ ん。 そ して 目標

を高 く掲 げ るの です。 聖典 に は こ う記 され て

い ます。 「それ だか ら，あなたが た の天 の 父が



完 全 であ られ る よ うに， あ なたが た も完全 な

者 とな りな さい。」 （マ タイ ５ ：４８） 申 し上 げ

て お き ますが， これ は一瞬 に して， また一 日

あ るいは一 年 で達 成 で き る もの では あ りませ

ん 。生 涯 絶 えず努 力 し，聖 き女性 とな るため

に学 び，励 み ，生 活 す る こ とが要 求 され ます 。

１８７４年 に， エ ラ イザ ・Ｒ ・ス ノー姉 妹 は次

のよ うに語 りま した。 「使 徒 パウロはそ の昔聖

き女性 につ いて語 り，私 た ち一 人一 人 に聖 き

女 性 とな る責 任 が あ る と言 われ ました。 聖 き

女 性 に な るに は常 に高 い もの を 目指 さなけ れ

ば な りませ ん。 自分 は大切 な責任 を果 たす た

め に召 され て い る と考 え る必要 が あ るで し ょ

う。 そ の よ うな責 任 を与 え られ て い ない 人は

ひ と りもい ませ ん 。地上 に神 の王 国 を築 くの

に何 の働 き もで きな いほ ど孤立 した姉妹 もい

なけれ ば， 才能 に 恵 まれ てい な い姉 妹 もい ま

せ ん。」 （ＷＯ㎜ 腐 Ｅゆｏη６彫 「ウーマ ン ズ ・エ

クスポー ネ ン ト」 １８７３年 ９月１５日，ｐ．６２）

主が 示 され た方 法 は，規 則 に規 則 を加 え，

戒 め に戒め を加 えて学 ばせ る こ とです 。現 実

に則 した実 行 可能 な 目標 を定 め， 自己に打 ち

勝 つ喜 び を味 わ って下 さい。

この よ うな喜 び を味 わ ってい る友 人につ い

て御紹 介 しま し ょ う。彼 女 は１２人の子 供 の母

親 で， か つ ては 落胆 の 日々 を送 って い ま した

が，今 では （１）早起 きを して運動 して い ます 。

彼女 はせ きたて られて運 動 をす るこ とが 嫌 い

です 。 （２）聖 典 を読 ん で い ます 。彼 女 は 自分

の定 め た３０分 の 間， 手 を休 め て聖 典 に親 しん

で い ます 。 （３）彼女 は祈 りに よ って天 父に 感

謝 を伝 え．， 心 を悩 まして い る問題 を打 ち 明け

てい ます 。 この よ うに して， た とえ 自分 の計

画 した こ とが思 い通 りに運 ば な くて も，主 の

導 き と指 示 を感 じて い ます 。 （４）彼女 は 明 る

く温か い 態度 で子 供 た ちに接 してい ます 。

私 はすべ て の姉 妹 の皆 様 に，私 の この 友 人

の よ うな考 え方 で主 婦 としての責 任 に取 り組

んで い ただ きた い と思 い ます 。 彼女 は まだ ま

だ家庭 を完全 な ものに築 き上 げ て はい ませ ん

が ， 彼女 は た とえ子 供 た ちが毎 日ピア ノの練

習 を しな くて も，子 供 た ちが 音楽 を愛す る こ

との必要 性 を徐 々 に感 じて くれ た ら， それに

よっ て生 活に潤 いが もた らされ る と考 えて い

ます 。彼女 は また， 夫 の収 入 を越え る支出 を

して は な らない こ とも知 って い ます し， 夫や

子 供 た ち を愛 し， ともに笑 うこ との 大切 さ も

知 って い ます 。彼女 は Ｃ ・Ｓ ・ル イスが 家庭

管 理 につ いて適 確 に述べ た次 の よ うな言葉 を

理 解 して い た の で しょ うか 。 「家庭 管理 は世

の 中で最 も重 要 な仕 事 で あ る。船 や鉄 道，鉱

山， 車， 政府 な どは， 人 々が 各家庭 に あって

衣 食足 りて安 全 な生活 が送 れ る よ うにす る こ

と以 外， ほか に何 の ため に存在 す る とい うの

だ ろ う。… …私 た ちは平和 を得 るため に戦 争

を行 な い，余 暇 を楽 しむ ため に働 き， 食べ る

ため に 食物 を生産 す る。 あ なたの仕 事 は他 の

すべ て の 人が存 在す るため に行 な う仕事 であ

る。」 （ウ ォー レ ン ・Ｈ ・ル イ ス 編 ，Ｌ６飽 欝

げ Ｃ Ｓ．五６漉 ｓ 「Ｃ ・Ｓ ・ル イ ヌ、の 書 簡」ｐ．

６２）

も しも私 たちが友 人の心か らの祈 りの訴 え

に耳 を傾 け るな ら， た とえ家 計 を助け るため

に外 に 出て働 か なけれ ばな らない女性 が いた

として も，女性 の 多 くが皆 様の ようにな るこ

とで し ょう。 働 く女性 は賞 賛 に値 し ます 。な

ぜ な ら， そ れは簡 単 な責 任 で はな く， きわめ

て重 大 な責任 だか らです。 彼女 た ちの祈 りが

主 の も とに届 き， 必要 に迫 られた 時に 限って，

彼女 たちが 小 さい子供 たちの もとを離 れて仕

事 に就 く とい うこ とを是 認 して下 さ るよ うに

望 ん でい ます。 家庭 を離 れて仕 事 に就 くこ と

が正 当な理 由 に よ るな らば， その 女性 は その

こ とに確 信 を抱 き，安 心 して働 け るはず です 。

女性 で あ るこ とは実 に素晴 ら しい こ とです。

皆 さんは今 必要 な こと を行 な ってお られ ます。

私 は最近 ， 戦 火に見 舞 われて い るあ る国の

姉 妹 た ち と会 う機 会が あ りま したが ，彼女 た

ちの 従順 さに心 を動 か され ま した。 その 支部

の扶 助協 会 の会長 は， この よ うな危 険 な事 態

に毎 日直面 しなが ら も，主 のみ 業 を行 な うと

い う姉妹 たちの 決意 を賞 賛 して， こ う述べ て

１４９



いました。 「戸外 に一 歩 足 を踏み 出せ ば，テ ロ

リス トた ちに攻 撃 され るか もしれ ませ ん。 そ

れ で も，訪 問教 師 の責 任 を果 た し，教 会 の す

べ ての集会 に 出席 して下 さい。皆 様 は， この

よ うな時 にで も主 のみ業 をお ごそか に進 め る

勇気 あ る姉 妹 た ちなの です か ら。」

エ ステ ルの よ うに，私 たち も自 らを強 くし

な ければ な りませ ん。 そ うす る こ とに よ って，

苦難や 孤独 に襲 わ れ た時に ，神 に 力や知 恵 ，

導 き を求 め，義 しい原 則 に従 って行 動 す る こ

とかで きるのです 。

モルデ カ イ を悩 ま したチ ャレ ンジは， 今 日

の私 た ちに も及ん で い ます 。 「あなたか この国

に迎 え られ たの は， この よ うな時 の ため で な

か った とだれ か知 りま し ょう。」 （エ ステ ル ４

：１４）

私 た ちは， 主 のみ業 を推 し進 め る ため に，

また子 供 た ち を育 て て主 のみ もとに帰 らせ る

ため に， 主 の福音 を広 め る ため に， 主 の再 臨

を喜 ん で迎 え られ る よ う人 々に備 え を させ る

ため に， この王 国に送 られ たこ と を感謝 した

い と思 い ます。

この 末の 日にあ って，私 たちすべ てか聖 き

女性 とな るチ ャレンジに立 ち上 か り， 「選 ば れ

た種 族 ……聖 な る国民」として， 「暗やみか ら

驚 くべ きみ 光 に招 き入れ て下 さったか た のみ

わ ざを…… 語 り伝 え る」 こ とか で きます よう

に （１ペ テロ ２ ：９）。主 は生 きて私 た ち を愛

して下 さって い るこ とを， イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ り証 い た します 。アー メン。

大会 に集 う子供 たち

１５０
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会 につ いて証 を述べ る と同時 に,素 早 く歓迎

の手 を差 し伸べ な けれ ば な らない 。｣

七 十 人第一定 員会 会長 会 あ｣･ト ー マ ス･

ファイア ン ズ長 老 は, .神権評 議 会が 教会 員 を

強め るの に どの よ うに役 立つ か を説 明 した。

個 人や 各 家族 で伝道 活動 や 系 図,物 質 的･霊

的福祉 の分 野 ご とに,適 切 かつ 達成 可能 な 目

標 を定 め～ それ に 向か って努 力 す る こ とに よ

り,個 ぺ の進 歩 や家 族 の愛 と一 致,自 立 を達

成で き るよ う指 導者 が援 助す るの であ る。

ワー ド部 が どの よ うに家族 を助 け るこ とが

で きるか につ いて,フ ァ イア ンズ長 老 は こ う

述 べ てい る。｢大 祭 司はまだ まだ 自分 の持 て る

力 を最 大限 に発揮 して いな い。 監督 は これ ら

の大祭 司や七 十 入 に,不 活発 な メル ケゼ デ ク

神 権 定員会会 貝や 長 老見 込 み会 員の ホー ム テ

ィー チン グを割 り当て る よ うにす る とよい。

この方針 は新 しい もので は な く,大 管長 会 と

十 二使徒 定員 会 が しば しば強 調 して い る もの

であ る。｣

十二使 徒評議 員会会 員 のL･ト ム･ペ リー

長 老は,ホ ー ム テ ィーチ ングの 改善 につ いて

語 った。 ホー ム テ ィーチ ャー は ほか で もな い

｢教師｣と して 召 されて い るの であ り,だ れ

が･何 を･ど の よ うに教 え た らよいか につ い

て は っき りとした考 え を持 って いな けれ ばな

らな い と強調 した。 ホー ムテ ィー チ ャー には,

こ ういった面 で の訓練 を必 要 として い る。ペ

リー 長老 はまた,こ う述 べた 。｢神 権 者 は神 権

を受 けた結 果,生 じたで き合 いの ホー ム テ ィ

ー チ ャー で はな い
。｣

また,指 導 者 はホー ム テ ィーチ ャー を通 し

て会 員 に メ ッセー ジ と指 示 を伝 え るよ うに し

また家族 に とって大切 な責 任 を負っ てい る ホ

ー ムテ ィーチ ャー の役 割 を強化 す るこ とが 必

152

要 であ る こ とを説 いた 。

ペ リー 長老 は このほか,1組 の ホー ム テ ィ

ー チ ャー の担 当家族 数 を3～5軒 にす る こ と
,

またひ とつ の定 貝会 が ホー ム テ ィー チ ン グの

責 任 をす べ で 負 う とい うよ うなこ とが な いよ

う,定 員会 間の責 任 の均 等化 を計 る こ と.を勧

め てい る。｢ホ ームティーチ ン グの責 任 を効果

的 に果 たす 力 も方 法 もない ま ま,長 老定 員会

だけ に,任 せ るの は特策 と言 えない 。｣監督 は

.長老 見込 み会 員 と独 身 の姉 妹 た ち を｢十 分 な

結 果 を生 み 出せ るだ け の力 を持 って い る｣メ

ル ケゼデ ク神 権 の3つ の 定員 会 の いずれ か に

割 り当 て るよ うに と,ペ リー 長老 は 語 る。

七 十 人第一 定 員会 のA･セ オ ドア･タ トル

長 老 は,｢あ まり活発 で ない 人 を強め る｣た め

の段 階 につ いて述 べ て い る。

･彼 らに とって最 も受 け入 れや す い 人 を見

つ け,ま ず その 人に働 きかけ を して もらい,

次 い で強 い ホー ムテ ィー チ ャー を割 り当て る。

･次 の よ うな直 接 的な アプ ロー チ の方 法 を

用 い る。｢不活 発 な人の中 にも,直 ちに悔 い改め,

辰 老 にな る こ とや 神殿 結婚 をす る とい うチ ャ

レンジに応 えようとす る人が1割 は いるだ ろ う。

その こ と をチ ャレ ンジ しなけ れば な らな い。｣

･し ば しば 気軽 な訪 問 を して個 人的 なつ な

が りをつ くる といっ た,関 接 的 なア プ ロー チ

の 方法 を用 い る。 そ の.ように して よい関係 を

築 くと,｢祈 り求 めて きた時 が必 ず訪 れ,霊 が

神 のこ とを語 る ことが で きるようになる。｣

･活 発化 プ ロ グ ラムや 神 殿準 備 セ ミナー を

活 用す る。彼 らの ため に祈 る。教 会 での責 任

を与 え る。｢人 々 の協 力 を得 て｣絶 えずフォ ロ

ー す る
。

十二 使徒 評議 員 会 のマー ク･E･ピ ー ター

セ ン長 老 は,教 会 員に｢正 しい完 全 な什 分 の
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い ま し

「隣入を警 む る責任あ リ」

大 管長

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラン ト大 管 長 はかつ て 次 の よ うに述 べ てい る。

「一番 大切 な第一 の戒 め は
， 心 を尽 くし，勢 力 を尽 くし， 思 い を

尽 くし， 体 力 を尽 くして主 な る私 た ちの神 を愛 す る こ とで あ る。第

二 もこれ と同様 で， 自分 を愛す る ように 自分 の隣 人 を愛 す る こ とで

ある。 そ して， 隣 人に 私 た ちの愛 を示 す最 も よい方法 は， 出て行 っ

て主 イエ ス ・キ リス トの福 音 を宣 言す るこ とで ある。 主は ，福音 が

神 よ り与 え られ た もの で あ る とい うこ と を知 識 としては っ き りと私

た ちに告 げ知 らせ て下 さっ た。」 （Ｃｏη勿 朋 ６θＲ６ヵｏπ 「大 会 報 告 」，

１９２７年 ４月，ｐ．１７６）……

改宗 者 が いな けれ ば教 会 は力 を失 い， 滅 びて しま っだ ろ っ。 しか

し，教 会 が伝 道 活動 を行 な う最大 の理 由 は， 福音 を聞 き受 け 入れ る

機 会 を世 の 人々 に与 え る こ とであ る。聖典 には， 福音 を教 える こ と

に関 した戒 め と約束 ，要 求 と報 いが数 多 く記 されて い る。私 が こ こ

で こ とさ ら戒 め とい う言葉 を使 っ たの は，戒 め とい う言葉 が， 私 た

ちが 逃 れ る こ との で きな い断 固 と した指 示 で あ るよ うに思 え るか ら

で あ る。私 た ち主 の教 会 の会 員 は皆 ，伝 道 活動 を行 な うだけ で な く，

この世 に住 むす べ ての 天父 の子 供 た ちに福 音 を伝 え なけれ ばな らな

い。 これが 戒め であ る こ とは 明 白で あ る。……

私 た ちの証 は， 人 々の改 宗 に 火 をつ け る花 火の ような もの なの で

あ る。従 っ て当然 の こ となが ら， 私 た ちには ふ たつの責 任 が あ るこ

とに な る。私 た ちは 自分 が知 ってい る こ と， 感 じて い るこ と， また

過 去 に感 じた こ と， それ らを証 しなけれ ば な らない 。 また，聖 霊 を

伴 侶 と して， 力 あ る生 きた言 葉 を求道 者 の心 に伝 え られ る よ うな生

活 を しなけ れば な らな い。 この ふ たつ であ る。

１５６
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して発展する教会

七十人 第一定員会会長

ニ ー ル ・Ａ ・マ ック ス ウ エ ル

初期 の教 会 員 は （人々 に追 い 出 された こ ともあ って ）流浪 の生活 を送 ってい た。 し

か しあれ か ら １５０年 経 った現 在， 私 た ちの教 会 は シオ ンの確立 に 向か い， もはや教 会

員 が 流 浪の旅 をす る時代 は過 ぎ去 った。… …

当初 ，教 会 の 力は ご く限 られ た一地 方 に しか及 ん で いなか っ たが ，合 衆 国西部 に移

った こ とに よ り， その力 は地域 に広が り， そ して合衆 国 全体 に及 んで， 今 では教 会 は

全 世 界的 な規模 に まで発 展 して い る。１９７８年 ６月に神 権 に関 す る啓示 が下 され た こ と

に よっ て，教 会 は御 父の ふ さわ しい子 供 た ち全 員に ，す べ ての祝 福 を授 け る権能 を授

か った の であ る。

今 後，教 会 は どの よ うな発展 を遂 げ るで あろ うか 。… …

教会 が現 在 の ６．４パ ー セ ン トの 成長率 を持 続 した らど うな るだ ろ うか。教 会 員は現

在 約４３６万 人 で あ る。 したが って， １９９０年 に は７５０万 人 に達 す るはず であ る。 そ して，

紀元２０３０年 には ，会 員数 は９，０００万 人に な るで あ ろ う。 全教 会 のステ ー キ部数 は現 在，

１，１００であ るが， １９９０年 に は２，３００に な り，５０年 後 の２０３０年 には２７，０００の ステー キ部 が

全世 界 に設 け られ る こ とに な る。 これ は１９７８年 の専 任宣 教 師 と同 じ数 で あ る。

現 在， 伝 道部数 は１７５で あ るが ，１９９０年 に は３２５とな り，教 会 設立２００年 目の２０３０年 に

は約４，２００の伝道 部 が存 在す るこ とに なる。

専 任宣 教 師 は現在 ，約 ２９，０００人 であ るが，１９９０年 に は５８，０００人，２０３０年 に は７００，０００

人 の専任 宣教 師 が伝 道 に従事 す るこ とにな る。 これは ，１９３５年 の教 会の 会員数 と同 じ

で あ る。… …

さ らに 多 くの教会 員 が会 員 に よる伝 道の義 務 を真 剣 に な って果 た し， 第一 と第二 の

大切 な 戒め をこれ ま で以上 に よ く守 るこ とに よ って， かつ て コル ネ リオが行 な った よ

うに 「親族や 親 しい友 人 たち」 を 自分 の家 に招 待す る よ うにす れ ば，伝 道活動 は 必ず

や大 きな成功 を収 め る こ とだ ろ う。

（「チャーチ ・ニューズ」１月５日付より抜粋）

１５７
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聖徒 の道1月 号 の ロー カル記事 で も紹介 しま したが,今 年 の 日本

の教会 は飛躍 の年 を象徴 す る多 くのプ ログ ラムが 計画 され て い ます 。

地域 代 表役 貝 菊地 良彦 長 老 の新年 の メ ッセー ジに もあ りました よ

うに,私 だ ちは1980年 をぜ ひ とも躍進 の年 に したい と願 って い ます 。

す で に各 プ ロ グラム の実 行委 員 会 も組織 され,活 動 に 入 ってい ま

す 。今 回は その 中 か ら,お もに神 殿実 行委 員会,地 域 大会 実行 委 員

会,地 域 広 報委 員会,日 本 教会 歴 史編 纂委 員 会 のニ ュー ス をお知 ら

せ い た します。

神殿実行委員会 地域大会実行委員会

神 殿 の定礎 式1980年10月27日(日)1時 よ り

神 殿 の献堂 式1980年10月27日(日)3時 よ り

(東京 神殿 にて)

神殿 の献堂 式1980年10月28,29日(月,火)

(日本 東京 ステー キ部 セ ン ター にて)

☆ メ ツセ ー ジ

●献堂式 にはふさわ しい多くの人がで きるだ

け参加するよ う計画す る。

●ワー ド部/支 部 では神殿準備セ ミナーやオ

リエンテーシ ョン集会 を持つ。

●参入希望者は神殿推せん状 をすみや かに受

けられるよう努める。

●4代 系図の作成にチャレンジする。
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/[二 而=ミミ一

地域大会

(東京地区)

(大阪地区)

☆ メ ツ セ ー ジ

●

1980年10月30,31日

日本武 道館

1980年11月1日

松 下 電器 枚方 体 育館

.主の祝 福 を分 か ち合 うため に
,で きるだ け

多 くの 人 々 を地 域大 会 に招 こ う!

大会 の 内容 は以下 の通 りです 。

●一般大会(大 管長管理)

●母 と娘の会(す べての母親とSAP｢独 身成人プ

ログラム｣の年齢の姉妹たち)

●神権大会(す べての父親 と息子)

●文化のタベ
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1月20日 付,朝 日新聞の文芸欄｢語 る｣に

金沢支部 の徳沢愛子姉妹が紹介 され ました。
"詩集 『子宝

』 を書 いた徳沢愛子 さん"と 題

するその記事 には,詩 作 を通 した彼女の素晴

らしい生 き方がつづられてい ます。

･男のお子 さんばか り5人 を育 てるかたわ ら

詩の世界に生きる彼女の姿 には感動を覚えます。

生 きる喜 びを素直に表わ した彼女の作品は と
あかし

てもわか りやす ぐ,ま さに証 となってい ます。

彼女 のご主人も詩の よき理解者で,き び し

い批評家 でもあるそうです。

一 日の仕事 を終え,書 きとめておいた詩を

ご主人に読んで もらう時が一番楽 しい時間 と

おっ しゃる彼女。.1そこにはほのぼの とした夫

婦愛が しのばれ ます。

また,週 二 日;重 度身障児施設 に通 って,

ボランティア活動もされている とか』 家庭 に

生 きる一母親 として,妻 と して,女 性 と して

の良 き模範 を見る思いが します。

以下 に朝 日新聞に掲載 された愛子姉 妹の詩

の一部 とご主人あ書かれた家族の証を紹介 い

た します。

わが家 は,妻 と5人 の 息子 の7人 家 族 で あ

り,モ ルモ ンー家 です 。 そ して私 たちは 他 人

か らよ くこの よ うに尋ね られます 。｢家 庭 的 に

も,経 済 的 に も恵 まれ,何 の悩み もな いはず

なのに どう して教 会 なん か に入ったのですか.｣

と。 そんな時,私 は次 の よ うに 答 える よ うに

してい ます 。｢私 たち家 族 はお っしゃる通 り 恵

まれて い ます し,幸 せ です。 だか らこ そ,こ

乏)幸せ を与 えて下 さって い る神様 に感諦 し,

その愛 に報 い るため に教 会に 出席 し,神 様 の

戒 め を守 る よう.に努 力 して い るの です 。｣

五 男 は,3歳 の頃,小 指 を鉄の 門 に は さま

れ,指 先 が ち ぎれて しまい ま した。 そり 後,

爪 も生 え,普 通 と変 わ らな いほ ど 回復 しま し

た･ξ 男は小学2年 生の時消 転軟 乗ゑ
:てレ〕

て,車 にはね られ ま した。 ところが はね 飛ば

され,落 ち た所 が 運 よ く水 をた っぷp貯 えた

深 い 溝 で した。iそれ で水が 柔 らか い ク ッシ ョ

.ン の役 割 を果 た したの で し ょ｢うか,か す り傷
ロ

ひ とつ ない状 態 で助 か りま し.た。 ま た四 男は,

小 学6年 生 の晦 野球 の練 習中に仲間の打球が

右 目に 当た り,医 師か ら視 力が 相 当落 ち るの

は避 け られ ない 』と宣告 され ま した 。 しか し私
:
が 灌油 の儀 式 を施 して か ら,み るみ る視 力 が

回復,現 在1ヰ通 常 の視 力 を保 って 元気 に遊 ん

でい ます 。

私 も銀行 の職 場 にお いて,こ の よ うな経 験

が あ ります 。 お客 さ.まの大切 な手形 を紛 失 し,.

皆 で探 し ましたが,ど うして も見つ か りませ

ん 。万 策尽 きて,私 は ひ と り,ひ そか に神 に

助 け を祈 り求 め ま した 。 その時,啓 示 に も似

たひ らめ きを与 え られ,教 え られ た場所 で発
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